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 4回生からのアドバイス

テスト攻略法

高校生の気になる質問に答えます！
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新たな一面を知ろう！
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　2005 年、エコノフォーラム
は『エコノフォーラム 21』と
いう名前に変わりました。
　エコノフォーラムは、もとも
とゼミを中心とする経済学部の
活性化の「広場」でした。しか
し、10 年を経て、わたしたち
は 21 世紀の世界経済と日本社
会をもっと確実な「目」で捉え、
経済学部から新鮮な発想で社会
に向けて提言できれば、と考え
るようになりました。『エコノ
フォーラム 21』は新たな世紀
にふさわしく、学生と教員、さ
らには一般市民をも巻き込んで
様々な声が響き合う広場を目差
します。
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　皆さんはそれぞれご自身のアイデンティ
ティを持っておられます。アイデンティティ
とは、皆さんの皆さんたる所以、皆さんを皆
さん足らしめるもので、それはこれまでの約
二十年の人生の中で築かれてきた大切なもの
です。その皆さんのアイデンティティを形づ
くるものに、関西学院、関西学院大学が含ま
れていくことを、私は強く願うものであります。
　それでは、関西学院そのもののアイデン
ティティとは何なのでしょうか。
　関学の関学たる所以は、キリスト教主義の精
神に基づく教育にあります。今から 130年前、
ランバス博士は神戸に「人間形成の根本を宗教
におき、宗教によってこそ真の人間形成ができ
るのだという信念に基づく教育をなす学校」と
して関西学院を創設されました。そして、第２
代院長の吉岡美国先生は関西学院の精神、スピ
リットとして「敬神愛人」という言葉を遺されて
います。敬神愛人、神を敬い（畏れ）、人を愛する、
という言葉は、聖書のマタイによる福音書第 22
章 37～ 39節の「イエスは言われた。心を尽く
し、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの
神である主を愛しなさい。これが最も重要な第
一の掟である。」から来ています。「主を畏れる」
ことは聖書の中できわめて重要な教えで、たと
えば、詩編の第 111編 10節では「 主を畏れる
ことは知恵の初め。これを行う人はすぐれた思
慮を得る。」とあります。創造主に対する畏敬は
信仰者の基本とされますが、キリスト教信者で
なくても、この神を敬い畏れる心というのは重
要な意味をもっています。皆さんはいま経済学
という社会科学の学問を学ばれています。経済
学を学ぶことでこの世界の真理の一部にふれる
ことになるでしょう。しかし、そのことで私たち
は驕ってはいけない、私たちはそのことに気づ
く必要があります。人間の驕りを戒め、人との
調和と隣人愛を説く、それが、この「敬神愛人」
の精神です。その精神が関学の教育の原点、根
幹、礎のひとつなのです。
　また、関西学院のスクールモットーの
Mastery for Serviceは、第４代院長のベーツ
先生が 1912年４月、新設の高等学部長に就任
した直後に提唱されたもので、先生は次のよ
うに述べておられます。「人には二つの面があ
ります。一つは個人的で私的な面、もう一つ
は公的で社会的な面です。……校訓『マスタ
リー・フォア・サービス』という言葉が意味す
るのも、人にこの二つの面があるということな

関西学院で学ぶということ
� 経済学部長　前田高志

のです。私たち
は“弱虫”にな
ることを望みま
せん。私たちは
強くあること、
“さまざまなこ
とを自由に支配
できる人”（マ
スター）になる
ことを目指しま
す。……私たち
がマスターにな
ろうとする目的
は、自分個人を
富ますことでなく、社会に奉仕することにあり
ます。私たちは、広い意味で人類に奉仕する
人になることを目指しているのです……」。通
常、Master（主人）とServant（仕える者）は
正反対のイメージとして映りますが、それにも
かかわらず、サーヴァントこそ実は本当のマス
ターであるということをベーツ先生は説かれま
した。大学で学ぶことは個人の栄達のためでは
なく、社会への貢献、世に尽くすことであると
いう精神、関西学院はこの精神のもとにつくら
れ、130年の間、存続してきたのです。
　こうした関学を支える精神、それこそが関西学
院のアイデンティティです。皆さんは、関西学院
大学を選ばれました。なぜ、関西学院を選ばれた
のでしょうか。いろいろな理由があると思います
が、関西学院大学が発する雰囲気、空気にひか
れて、という方も多いと思います。実はその皆さ
んが感じておられる関学の雰囲気は、130年の間、
こうした関西学院大学の創設、草創期から引き継
ぐ精神によって培われてきたものです。
　そして、その精神を引き継ぐものとして、皆さ
んはここにおられる、そのことを覚えて、学問と
自己の研鑽に励んで頂きたいと私は願っておりま
す。キリスト教主義の関学の精神にふれながら、
自分自身をしっかりと見つめて頂きたいと思いま
す。そして、経済学という学問、ツールによって
この世界の真実にふれるように努めて下さい。
　そうすれば、皆さんのアイデンティティに
関西学院大学が加わることが確かな意味をも
ち、皆さんがこの大学から世に出て行かれる
とき、関西学院大学に学んで本当に良かった
と思って頂ける、私はそのように確信いたし
ております。

巻頭言



特
集
１

Ａ
Ｉ
の
導
入
と

こ
れ
か
ら
の
働
き
方
を
考
え
る

２
０
１
８
年
、
多
く
の
日
本
人
が
Ａ
Ｉ
に
強
い
関

心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
が
予
測
し
た
「
Ａ
Ｉ
化
に

よ
っ
て
10
年
か
ら
20
年
後
に
残
る
仕
事
、
な
く
な

る
仕
事
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
が
日
本
に
紹
介
さ
れ

た
か
ら
だ
。
メ
デ
イ
ア
は
「
全
雇
用
者
の
半
数
が

仕
事
を
失
う
」
と
い
う
見
出
で
そ
の
衝
撃
を
伝
え

て
い
た
。
そ
し
て
す
で
に
、S

oftB
ank

や

H
um
anage

な
ど
の
企
業
が
学
生
採
用
に
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
て
い
る
。

他
方
で
、
Ａ
Ｉ
の
技
術
的
進
歩
で
わ
れ
わ
れ
が
恩

恵
を
得
て
い
る
の
も
事
実
だ
。例
え
ば
、医
療
現
場
。

Ｃ
Ｔ
な
ど
に
よ
る
画
像
診
断
で
は
、
医
師
は
数
百

枚
の
画
像
を
「
読
み
」、
す
ば
や
く
診
断
を
く
だ
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
人
間
の
目
が
見
落
と
し
て

し
ま
う
よ
う
な
微
小
な
病
変
を
Ａ
Ｉ
は
見
つ
け
て

く
れ
る
。

企
業
活
動
に
せ
よ
日
常
生
活
に
せ
よ
、
Ａ
Ｉ
の
技

術
と
共
存
す
る
こ
と
は
も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
宿
命
だ
。
Ａ
Ｉ
を
巡
る
不
安

と
期
待
、
わ
れ
わ
れ
市
民
の
思
い
は
複
雑
だ
。

し
か
し
、
Ａ
Ｉ
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
知
れ
ば
、

い
た
ず
ら
に
不
安
に
陥
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
だ

ろ
う
。
Ａ
Ｉ
の
進
歩
に
詳
し
い
専
門
家
た
ち
は
、

わ
れ
わ
れ
の
不
安
に
ど
う
答
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
特
集
記
事
の
４
編
は
、
Ａ
Ｉ
の
進
歩
と
社

会
の
関
係
を
冷
静
に
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
。

 

藤
田 

友
尚
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近
年
、
社
会
（
特
に
産
業
界
）
に
お
い
て
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
音
声
認
識
機
能
を

備
え
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
自
動
運
転
機
能
の
付
い
た

自
動
車
、
人
間
の
ク
イ
ズ
王
で
も
か
な
わ
な
い
質
問
応

答
マ
シ
ン
な
ど
、
最
近
の
製
品
や
技
術
の
進
歩
に
は
目

を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
る
。
人
工
知
能
に
よ
り
夢
の
よ

う
な
機
械
が
次
か
ら
次
へ
と
生
み
出
さ
れ
る
一
方
、
人

工
知
能
に
よ
り
人
間
の
仕
事
が
奪
わ
れ
な
い
か
と
い
う

危
惧
も
出
て
き
て
い
る
。
社
会
は
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と

が
な
い
よ
う
な
機
会
（
チ
ャ
ン
ス
）
と
危
機
（
リ
ス
ク
）

に
右
往
左
往
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
社
会

で
人
工
知
能
が
注
目
を
集
め
た
の
は
、
こ
れ
が
３
度
目

に
な
る
。
本
稿
で
は
、
過
去
の
人
工
知
能
ブ
ー
ム
を
振

り
返
っ
た
後
、
今
回
の
人
工
知
能
ブ
ー
ム
が
こ
れ
ま
で

と
何
が
異
な
る
の
か
、
人
の
働
き
方
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
「A
rtificial Intelligence

（
人
工
知
能
）」
と
い
う

言
葉
が
生
ま
れ
た
の
は
、
１
９
５
６
年
に
ア
メ
リ
カ
の

ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
で
行
わ
れ
た
知
能
機
械
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
で
実
現
さ
れ
る
知
性
）
に
関
す
る
研
究
討

論
会
（
後
に
「
ダ
ー
ト
マ
ス
会
議
」
と
呼
ば
れ
る
）
で

あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
（John 
M
cCarthy

）、
マ
ー
ビ
ン
・
ミ
ン
ス
キ
ー
（M

arvin 
M
insky

）、
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

（N
athaniel Rochester

）、
ク
ロ
ー
ド
・
シ
ャ
ノ
ン

（Claude E. Shannon

）
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
者

の
精
鋭
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
た
こ
の
会
議
は
、
世
界
中

の
研
究
者
に
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
会
議
の
直
後
に
訪

れ
た
の
が
、
第
１
次
人
工
知
能
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
特
に

推
論
と
探
索
と
い
う
技
術
を
用
い
て
、
チ
ェ
ス
や

チ
ェ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
解
く

こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
推
論
と
探
索
に
基
づ
く
知
能
は
、
ゲ
ー
ム

の
よ
う
に
適
用
範
囲
と
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
規
則
が

厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
る
中
で
初
め
て
実
行
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
世
界
の
問
題
は
必
ず
し

も
ゴ
ー
ル
が
明
確
で
な
く
様
々
な
例
外
が
あ
り
、
推
論

や
探
索
が
行
え
る
よ
う
に
定
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
問
題
が
あ
っ
た
（
ト
イ
・
プ
ロ
ブ
レ
ム
と
も
呼
ば
れ

る
）。
こ
の
た
め
、
人
工
知
能
の
研
究
は
一
旦
落
ち
着

く
も
の
と
な
っ
た
（「
冬
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
）。
次

の
ブ
ー
ム
が
訪
れ
た
の
は
、
現
実
世
界
の
知
識
表
現
に

注
目
が
集
ま
り
、「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
と
呼

ば
れ
る
実
用
的
な
問
題
解
決
の
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
が
１
９
８
０
年
ご
ろ
に
起
き
た

第
２
次
人
工
知
能
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

　

エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
具
体
例
と
し
て
は
、
患

者
の
症
状
か
ら
そ
の
原
因
で
あ
る
病
名
を
推
定
す
る
シ

ス
テ
ム
が
挙
げ
ら
れ
る
。
多
く
の
医
師
が
患
者
の
症
状

と
そ
の
症
状
か
ら
自
分
が
判
定
し
た
病
名
を
ル
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
決
ま
っ
た
形
式（「
機
械
可
読
」と
呼
ば
れ
る
）

で
記
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
患
者
の
症
状
を
入

力
す
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
そ
の
病
名
を
推
定
し
て

く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
２
次
人
工
知
能
ブ
ー
ム
の
終
盤
に
は
、
今

の
人
工
知
能
技
術
に
つ
な
が
る
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
特
に
誤
差
逆
伝
搬
法
と
呼
ば
れ
る
学
習
手
法
）

が
開
発
さ
れ
、
文
字
認
識
や
音
声
認
識
な
ど
に
応
用
さ

「
第
３
次
人
工
知
能
ブ
ー
ム
の
す
べ
て
」

関
西
学
院
大
学
商
学
部

　土
方

　嘉
徳

　准
教
授
（
社
会
情
報
学
）
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ＡＩの導入とこれからの働き方を考える

れ
た
。
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
事
例
と
そ
の

事
例
に
対
す
る
認
識
の
正
解
ラ
ベ
ル
を
人
手
で
与
え
れ

ば
、
認
識
モ
デ
ル
を
自
動
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、

非
常
に
実
用
的
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
人
工
知
能
は
、
ま
た
冬
の
時
代
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
や
ニ
ュ
ー
ラ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
実
用
的
な
人
工
知
能
が
開
発

さ
れ
は
し
た
が
、
一
体
誰
が
機
械
可
読
な
形
式
で
知
識

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
す
る
の
か
や
、
い
っ
た
い
ど

う
す
れ
ば
高
度
な
認
識
を
実
現
す
る
だ
け
の
事
例
を
集

め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
未
解
決
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
知
識
獲
得
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
呼
ば

れ
、
高
度
な
人
工
知
能
を
実
現
す
る
に
は
、
ど
う
し
て

も
解
決
で
き
な
い
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
人
工
知
能
、
さ
ら
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
全
体

に
及
ぶ
革
命
が
起
き
る
。
そ
れ
は
、W

orld W
ide 

W
eb

（
以
降
、
ウ
ェ
ブ
）
の
発
明
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ブ
は
、
自
律
分
散
型
の
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
シ

ス
テ
ム
（
文
書
と
文
書
を
リ
ン
ク
で
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
）で
あ
る
が
、こ
れ
に
よ
り
多
く
の
ユ
ー

ザ
が
自
由
に
情
報
発
信
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
個
々

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
は
人
が
自
然
言
語
で
記
述
し
た
も
の

で
あ
っ
た
の
で
、
直
接
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
理
解
で
き
る

形
式
で
は
な
か
っ
た
が
、人
工
知
能
の
歴
史
上
初
め
て
、

不
完
全
な
が
ら
も
世
の
中
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
知
識
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
以
降
、
人
工
知
能
だ
け
で
な
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学

の
分
野
全
体
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ブ
が
研
究
の
中
心
と

な
っ
た
。多
数
の
商
用
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
、ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
が
登
場
し
、
一
般
ユ
ー
ザ
の
購
買
履
歴
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
履
歴
ま
で
も
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
あ
る
。

　

今
我
々
は
、第
３
次
人
工
知
能
ブ
ー
ム
の
中
に
い
る
。

こ
れ
は
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
革
命
の
興
奮
の
中
で
生
ま
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ブ
ー
ム
の
引
き
金
に
な
っ

た
も
の
の
一
つ
は
、
ま
さ
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
あ
る
。

多
く
の
企
業
に
お
い
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
高
度
な
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
や
認
識
シ

ス
テ
ム
を
実
現
す
る
下
地
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
引
き
金
は
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深
層
学

習
）
と
い
う
技
術
の
登
場
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
事
例
か
ら
認
識
モ
デ
ル
を
学
習
す

る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、一
般
に
機
械
学
習
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
機
械
学
習
を
行
う
に
は
、
認
識
対
象
と
な
る
物
体

の
特
徴
を
あ
ら
か
じ
め
人
間
が
定
義
し
て
抽
出
し
て
お

く
必
要
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る

ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
階
層
に
お
い
て
は
、
そ

の
中
間
層
（
物
体
の
特
徴
量
が
入
力
層
で
目
的
の
結
果

を
得
る
の
が
出
力
層
に
当
た
り
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
の

が
中
間
層
で
あ
る
）
に
、
よ
り
抽
象
的
な
特
徴
が
表
れ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
（
図
１
参
照
）。
こ
の
中
間

層
を
多
段
に
し
た
も
の
（
深
層
に
し
た
も
の
）
が
、

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深
層
学
習
）
と
呼
ば
れ
る
技

術
で
あ
る
。

　

こ
の
技
術
が
も
た
ら
し
た
革
新
は
、
こ
れ
ま
で
音
声

認
識
や
画
像
認
識
の
研
究
者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
必
死

に
な
っ
て
考
え
て
い
た
特
徴
量
を
、
た
っ
た
一
つ
の
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
自
動
で
定
義
し
抽
出
で
き
る
よ
う
に

図１　ニューラルネットワークの仕組みと中間層における抽象表現
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な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
多
く
の
研

究
者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
一
斉
に
仕
事
を
失
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
人
工
知
能
の
研
究
分
野

だ
け
で
な
く
、社
会
全
体
を
も
震
撼
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
新
聞
や
雑
誌
、
そ
の
他
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に

お
い
て
、
人
工
知
能
が
人
の
仕
事
を
奪
う
恐
れ
が
あ
る

こ
と
を
報
じ
、
世
間
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

反
動
か
ら
、
一
部
に
は
「
今
回
の
ブ
ー
ム
も
一
過
性
で

あ
る
か
ら
心
配
す
る
必
要
が
な
い
」
と
す
る
楽
観
論
も

聞
こ
え
て
く
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
今
回
の
人
工
知
能

ブ
ー
ム
の
可
能
性
を
見
誤
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
警

告
し
た
い
。

　

第
3
次
人
工
知
能
ブ
ー
ム
以
前
か
ら
、
ウ
ェ
ブ
に
よ

り
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
が
自
動
化
さ
れ
て
き

た
。
受
発
注
の
自
動
化
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
決
済
の
自

動
化
で
あ
っ
た
り
で
あ
る
。
会
計
や
法
律
な
ど
、
人
が

定
め
た
取
り
決
め
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
自
動
化
が

最
も
行
い
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
取
り
決
め
に

従
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
仕
事
は
、
確
実
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
置
き
換
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
流
れ
が
逆
転
す
る

こ
と
は
な
い
と
み
て
良
い
。
し
か
も
、
今
回
の
ブ
ー
ム

は
、
そ
れ
ま
で
最
先
端
を
走
っ
て
き
た
研
究
者
や
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
一
斉
に
仕
事
を
失
っ
た
こ
と
に
端
を
発
す

る
。

　

人
工
知
能
の
応
用
は
、
自
動
運
転
や
音
声
認
識
に
と

ど
ま
ら
ず
、
実
世
界
に
お
け
る
広
告
効
果
や
購
買
行
動

の
計
測
、
楽
曲
や
小
説
な
ど
の
芸
術
作
品
の
創
作
、
人

の
性
格
や
心
理
状
態
の
推
定
な
ど
、
こ
れ
ま
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
苦
手
で
入
り
込
め
な
か
っ
た
分
野
に
ま
で

及
び
つ
つ
あ
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
そ
れ
を
扱
う

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
技
術
は
、
産
業
革
命
に

匹
敵
す
る
革
新
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
良
い
。
今
後
、

人
が
な
す
べ
き
仕
事
は
、
人
工
知
能
が
苦
手
と
す
る
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り
や
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
設
計
で
あ

る
。自
ら
デ
ー
タ
を
集
め
、人
工
知
能
を
使
い
こ
な
し
、

無
か
ら
有
を
作
り
出
す
よ
う
な
、
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
仕
事
を
行
う
者
の
み
が
、
生
き
残
れ
る
社
会
が
来

る
で
あ
ろ
う
。
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ＡＩの導入とこれからの働き方を考える
　

Ａ
Ｉ
（artificial intelligence:
人
工
知
能
）
の
発

展
は
近
い
将
来
私
た
ち
の
生
活
を
大
き
く
変
え
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
と
近
年
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
18

世
紀
に
産
業
革
命
が
生
じ
て
以
降
、
様
々
な
形
で
技
術

革
新
は
進
ん
で
き
た
が
、
そ
れ
以
前
の
技
術
革
新
と
Ａ

Ｉ
が
大
き
く
異
な
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
は
非
常
に
広
範
囲
な

分
野
で
人
間
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
生
産
活
動
行
う
こ
と

が
可
能
で
あ
る
点
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
生
産
活

動
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
は
人
間
と
完
全
に
代
替
的
（
あ
る
い

は
非
常
に
代
替
性
が
高
い
）
と
い
う
こ
と
だ
。
本
稿
で

は
限
ら
れ
た
観
点
か
ら
で
は
あ
る
が
、
こ
の
Ａ
Ｉ
の
代

替
性
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
特
に
雇
用
に
関
し
て

マ
ク
ロ
経
済
学
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
述
べ
て
い
く
。

　

ま
ず
Ａ
Ｉ
と
は
何
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

Ａ
Ｉ
と
は
広
く
捉
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
人
間
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
き
た
活
動
を
人
間
の
代
わ
り
に
行
え
る
よ
う

に
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
も
う
少

し
具
体
的
に
言
う
と
、
Ａ
Ｉ
は
機
械
学
習
（m

achine 
leaning

）、
汎
用
人
工
知
能
（A

GI: artificial 
general intelligence

）、
自
動
操
作
（autom

ation

）

に
大
別
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（A

graw
al, Gans, 

and Goldfarb 2019

を
参
照
）。機
会
学
習
と
は
、デ
ー

タ
か
ら
学
習
し
（
デ
ー
タ
を
基
礎
に
統
計
的
解
析
を
行

い
）
パ
タ
ー
ン
予
測
を
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
計
算

方
法
の
こ
と
で
、
デ
ー
タ
の
種
類
や
量
な
ど
が
増
え
れ

ば
予
測
精
度
は
少
な
く
と
も
あ
る
水
準
ま
で
は
改
善
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
汎
用
人
工
知
能
と
は
、
機
械

学
習
よ
り
大
き
く
進
ん
だ
形
態
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
で
、
人
間
と
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
知
能

を
持
つ
こ
と
で
特
定
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
広
範
囲
な

分
野
で
推
論
や
意
思
決
定
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
人
工
知
能
の
実
用
化
に
は
ま
だ

か
な
り
時
間
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
将
来
的
に

は
可
能
で
あ
ろ
う
と
多
く
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学
者

は
考
え
て
お
り
、
開
発
さ
れ
れ
ば
現
在
人
間
が
行
っ
て

い
る
ほ
と
ん
ど
の
タ
ス
ク
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ

て
代
替
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
自
動
操
作
は
、
機
械
学

習
や
汎
用
人
工
知
能
の
よ
う
な
高
度
な
シ
ス
テ
ム
で
は

な
い
が
、
人
間
の
活
動
を
代
替
で
き
る
よ
う
な
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
で
、
工
業
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し

た
オ
ー
ト
メ
―
シ
ョ
ン
な
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
あ

る
意
味
含
ま
れ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
で

は
、
汎
用
人
工
知
能
よ
り
む
し
ろ
、
機
械
学
習
や
自
動

操
作
と
い
っ
た
形
の
Ａ
Ｉ
化
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
と

い
う
こ
と
を
主
に
考
え
る
。（
注
１
）

　

Ａ
Ｉ
の
進
歩
に
よ
る
（
人
間
）
労
働
の
代
替
は
本
格

的
に
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
米
国
35
州
に
２
８
０
０
店
舗

を
持
つ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
社
ク
ロ
ー
ガ
ー
は
商

品
の
無
人
配
達
シ
ス
テ
ム
を
ハ
イ
テ
ク
会
社
と
共
同
で

開
発
し
、
既
に
ア
リ
ゾ
ナ
州
で
試
験
的
に
実
施
（
ま
だ

人
間
の
監
視
付
き
だ
が
）
し
て
い
る
（
配
達
マ
シ
ー
ン

１
台
に
つ
き
、
一
般
的
な
大
き
さ
の
袋
20
個
分
を
運
べ

る
）。U

ber

は
２
０
３
０
年
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
を
運
転

手
な
し
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
は
米
国
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
セ
ル

フ
オ
ー
ダ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
約
１
４
０
０
０
の
店
舗

で
導
入
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
（
す
で
に
米
国
で
は
採

用
し
て
い
る
店
舗
が
か
な
り
存
在
し
、
日
本
に
も
幾
つ

か
あ
る
）。変
動
価
格
制
を
導
入
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
は
、
価
格
設
定
タ

ス
ク
に
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
て
い
る
。
米
国
の
あ
る
大
手
法

律
事
務
所
は
既
に
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
、パ
ラ
リ
―
ガ
ル（
弁

護
士
の
補
助
的
仕
事
を
す
る
者
）
の
タ
ス
ク
の
一
部
を

代
替
し
て
い
る
（
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
は
、

弁
護
士
が
言
葉
で
伝
え
た
調
査
依
頼
に
対
し
て
、
膨
大

な
法
律
文
書
を
調
べ
、
推
論
し
、
答
え
を
返
す
の
だ
と

い
う
）。
世
界
銀
行
の
推
計
に
よ
る
と
米
国
の
現
在
の

仕
事
の
約
50
％
程
度
は
Ａ
Ｉ
に
よ
り
代
替
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

「
Ａ
Ｉ
と
雇
用
」

関
西
学
院
大
学
経
済
学
部

　岡
田

　敏
裕

　教
授
（
マ
ク
ロ
経
済
学
）
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Ａ
Ｉ
の
普
及
は
広
く
と
ら
え
る
と
技
術
進
歩
の
一
種

で
あ
る
。
通
常
の
経
済
学
の
分
析
で
は
、
技
術
進
歩
は

労
働
需
要
の
上
昇
に
つ
な
が
る
が
、
Ａ
Ｉ
と
い
う
技
術

進
歩
は
そ
の
費
用
対
効
果
か
ら
人
間
に
と
っ
て
代
わ
っ

て
経
済
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
労
働
需
要
を
下
げ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
等
で
よ
く
見
聞
き

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｉ
が
浸
透

し
て
も
一
般
的
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
労
働
需
要
が
か

な
り
の
規
模
で
減
少
し
、
多
く
の
人
が
職
を
見
つ
け
ら

れ
な
く
な
る
（
持
た
な
く
な
る
）
と
い
う
事
態
は
、
過

去
の
米
国
農
業
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
大
規
模
な
機
械
化

の
ケ
ー
ス
な
ど
を
考
え
て
も
、
少
な
く
て
も
長
期
的
に

は
起
き
な
い
だ
ろ
う
と
多
く
の
経
済
学
者
が
考
え
て
い

る
。
例
え
ばA

cem
oglu and Restrepo (2018)

に

よ
る
と
、
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
は
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い

る
も
の
と
は
逆
の
効
果
を
間
接
的
に
生
み
出
す
、
以
下

に
挙
げ
る
３
つ
の
側
面
が
存
在
す
る
と
議
論
し
て
い

る
。（
１
）
Ａ
Ｉ
に
よ
る
労
働
者
の
置
き
換
え
に
よ
り

経
済
全
体
と
し
て
生
産
の
効
率
が
高
ま
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
と

代
替
性
が
な
い
（
あ
る
い
は
非
常
に
低
い
）
仕
事
に
お

け
る
労
働
需
要
が
高
ま
る
。（
２
）
Ａ
Ｉ
の
進
歩
に
よ

り
資
本
（
製
品
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
機
械
や
工

場
な
ど
の
投
入
物
）に
対
す
る
需
要
が
高
ま
り
、
通
常
、

労
働
者
は
資
本
を
使
用
し
て
生
産
活
動
を
行
う
の
で
、

Ａ
Ｉ
代
替
的
で
な
い
仕
事
を
行
う
労
働
者
の
生
産
性
が

高
ま
り
、
そ
の
結
果
、
労
働
需
要
が
高
ま
る
。（
３
）

Ａ
Ｉ
は
既
に
存
在
す
る
機
械
（
資
本
）
の
生
産
性
を
高

め
る
こ
と
で
Ａ
Ｉ
代
替
的
で
な
い
労
働
者
の
生
産
性
を

高
め
、
労
働
需
要
を
高
め
る
。
こ
こ
で
疑
問
に
な
る
の

は
、
人
間
に
優
位
性
が
あ
り
Ａ
Ｉ
と
代
替
性
が
低
い
労

働
集
約
的
な
仕
事
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
人
対
人
の
個
人
的
な

結
び
つ
き
が
非
常
に
重
要
な
仕
事
、
例
え
ば
、
介
護
な

ど
の
医
療
関
連
職
、
幼
児
教
育
な
ど
の
初
等
教
育
関
連

職
、あ
る
種
の
営
業
職
な
ど
だ
ろ
う
か
。ま
た
、パ
タ
ー

ン
化
・
予
測
化
す
る
こ
と
が
艱
難
、
あ
る
い
は
そ
れ
が

不
適
切
な
仕
事
、
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
の
清
掃
業

務
や
様
々
な
製
品
の
修
理
業
、
娯
楽
・
芸
術
関
連
の
創

造
的
仕
事
な
ど
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
仕
事
は
当
面
の

間
は
Ａ
Ｉ
で
代
替
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　

以
上
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
普
及
に
よ
る
既
存
の
労
働
に
対

す
る
労
働
需
要
の
間
接
的
な
押
し
上
げ
効
果
の
ほ
か

に
、A

cem
oglu and Restrepo (2018)

が
潜
在
的

に
更
に
重
要
で
あ
る
と
議
論
し
て
い
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
と

代
替
的
で
な
い
新
た
な
タ
ス
ク
（
仕
事
）
の
Ａ
Ｉ
普
及

に
よ
る
創
出
で
あ
る
。
そ
の
議
論
は
以
下
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
労
働
代
替
に
よ
り
労
働
分
配

率
（
国
民
所
得
に
占
め
る
労
働
所
得
の
割
合
）
が
下
が

り
、
更
な
る
Ａ
Ｉ
化
に
よ
る
労
働
代
替
は
利
益
を
生
み

難
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
Ａ
Ｉ
と
比
較
し

て
人
間
に
優
位
性
の
あ
る
生
産
タ
ス
ク
（
有
益
な
タ
ス

ク
）
を
新
た
に
生
み
出
す
こ
と
が
企
業
に
と
っ
て
非
常

に
利
益
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
タ
イ
プ
の
労

働
タ
ス
ク
が
企
業
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
内
生
的
に
創

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
事

が
新
た
に
生
ま
れ
る
の
か
と
い
う
の
は
、
Ａ
Ｉ
が
ま
だ

そ
れ
ほ
ど
普
及
し
て
い
な
い
現
段
階
で
イ
メ
ー
ジ
す
る

の
は
非
常
に
難
し
い
が
、
十
分
に
起
こ
り
得
る
話
で
あ

る
。
ま
た
、
別
の
可
能
性
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
化
の
進
展
は

Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す
タ
ス
ク
の
必
要
性
を
増
加
さ
せ
、

新
た
な
雇
用
が
創
出
さ
れ
る
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
新
た
な
タ
ス
ク
と
し
て
は
、
例
え

ば
、
Ａ
Ｉ
を
効
率
的
に
管
理
す
る
タ
ス
ク
や
、
Ａ
Ｉ
が

作
り
出
し
た
結
果
を
基
に
様
々
な
状
況
を
包
括
的
に
考

慮
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
る
い
は
企
業
自
体
の
将
来
の

方
向
性
を
決
定
す
る
タ
ス
ク
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
の
普
及
は
新
た
な
労
働
タ
ス
ク
の
創
出

に
よ
り
労
働
需
要
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
高

い
。

　

以
上
の
よ
う
な
労
働
市
場
に
対
す
る
変
化
は
、
大
き

な
変
革
を
社
会
に
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ

化
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
正
確
性
の
み
を
多
く
求

め
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
仕
事
や
知
識
偏
重
型
の
仕
事
は

激
減
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
既
存
の
教

育
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
変
換
を
促
す
要
因
と
な
り
、
知

識
以
外
の
能
力
（
例
え
ば
、
感
性
や
創
造
的
破
壊
性
な

ど
か
？
）
を
伸
ば
す
よ
う
な
教
育
が
教
育
機
関
や
企
業

内
で
求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ま
た
、
多
く
の
経
済

学
者
が
考
え
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
は
生
産
性
を
高
め
る
た

め
経
済
成
長
を
促
進
す
る
が
、
Ａ
Ｉ
の
労
働
代
替
性
と

労
働
者
間
の
質
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
少
な
く
て
も
短

期
的
に
は
所
得
格
差
を
大
幅
に
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が

高
い
。
そ
こ
で
は
、
よ
り
適
切
な
税
制
へ
の
移
行
も
必

要
と
な
る
だ
ろ
う（
こ
こ
で
は
詳
し
く
考
察
し
な
い
が
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
つ
い
て
の

議
論
が
Ａ
Ｉ
と
の
関
連
で
近
年
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
）。（
注
２
）

（
注 

１
）
汎
用
的
人
工
知
能
の
開
発
に
よ
り
、
技
術
的
特
異
点

（Singularity

）
と
い
う
興
味
深
い
可
能
性
が
生
ま
れ
、
Ａ
Ｉ
は

マ
ク
ロ
経
済
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
技
術
水
準
の
一
部
で
あ
る
の

で
、
そ
こ
で
は
有
限
期
に
お
け
る
無
限
大
の
総
所
得
と
な
る
可
能

性
に
つ
な
が
る
。A

ghion, Jones and Jones (2018)

参
照
。

（
注 

２
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
は
、
雇
用
状
態

に
か
か
わ
り
な
く
国
民
に
最
低
限
の
所
得
を
給
付
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
唱
え
た
「
負
の
所
得
税
」
シ

ス
テ
ム
と
基
本
的
に
は
多
く
の
点
で
共
通
す
る
特
徴
を
持
つ
。
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ＡＩの導入とこれからの働き方を考える
　

近
年
、
人
工
知
能
に
関
連
す
る
技
術
が
急
速
に
進
歩

し
、
本
来
人
間
の
み
が
可
能
と
さ
れ
て
き
た
認
知
や
分

析
と
い
っ
た
分
野
に
つ
い
て
も
、
機
械
が
担
う
よ
う
に

な
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。こ
の
た
め
、現
在
人
々

が
従
事
し
て
い
る
仕
事
の
多
く
が
人
工
知
能
を
搭
載
し

た
機
械
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

議
論
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

の
研
究
者
で
あ
る
フ
レ
イ
と
オ
ズ
ボ
ー
ン
が
２
０
１
３

年
に
発
表
し
た
論
文
で
は
、「
米
国
の
労
働
者
の
47
％

が
従
事
し
て
い
る
仕
事
が
将
来
的
に
は
機
械
に
よ
っ
て

代
替
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
い
う
分
析
結
果
が
報

告
さ
れ
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
（Frey and 

O
sborne, 2013

）。

　

人
工
知
能
は
、
手
順
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
ル
ー

テ
ィ
ン
の
仕
事
に
強
み
を
発
揮
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
取
り
扱
う
デ
ー
タ
が
数
値
で
あ
る
と
、
人
工

知
能
の
技
術
が
導
入
し
や
す
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
金
融
分
野
、
特
に
銀
行
に
は
、
そ
の
よ
う
な
仕
事

が
多
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
銀
行
の
住
宅
ロ
ー
ン
の

審
査
で
は
、
ロ
ー
ン
申
込
者
の
年
収
デ
ー
タ
な
ど
に
基

づ
い
て
貸
出
の
可
否
が
判
断
さ
れ
、
そ
の
手
順
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
は
、

将
来
的
に
人
工
知
能
が
担
当
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
前
述
し
た
フ
レ
イ
と
オ
ズ
ボ
ー
ン
の

論
文
で
は
、
機
械
に
代
替
さ
れ
る
可
能
性
の
高
さ
に

よ
っ
て
７
０
２
の
仕
事
を
順
位
付
け
し
て
い
ま
す
が
、

新
規
口
座
担
当
者
（N

ew
 A

ccounts Clerks

）
や
貸

出
担
当
者
（Loan O

ffi
cers

）
な
ど
銀
行
関
連
の
仕
事

の
い
く
つ
か
が
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す

（
表
１
）。

　

こ
の
よ
う
に
人
工
知
能
技
術
の
発
達
は
、
銀
行
の
在

り
方
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、人
工
知
能
技
術
の
発
達
が
、銀
行
経
営
、銀
行
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
人
々
、
銀
行
で
働
く
人
々
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
、
銀
行
経
営
に
与
え
る
影
響
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
現
在
、
日
本
の
銀
行
、
特
に
地
域
銀
行
は
、

業
績
の
低
迷
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
銀
行
の
重
要
な
収

益
源
で
あ
る
預
貸
金
利
ざ
や
（
貸
出
金
金
利
と
預
金
金

利
の
差
）
の
低
下
が
、
銀
行
の
業
績
悪
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。
図
１
は
、
全
国
銀
行
の
預
貸
金
利
ざ

や
の
動
き
を
示
し
た
も
の
で
す
。
２
０
０
７
年
度
に
は

０
・
６
％
程
度
あ
っ
た
利
ざ
や
が
２
０
１
７
年
度
に
は

０
・
２
％
程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
利
ざ
や
の
低
迷
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響
で

地
域
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

す
。
こ
の
ま
ま
業
績
悪
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
破
綻
す
る
銀
行
も
多
く
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
工
知
能
の
活
用
は
、
二
つ
の
面
で
低
迷
す
る
銀
行

の
業
績
を
改
善
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
一
つ

は
、
人
工
知
能
の
利
用
に
よ
っ
て
銀
行
の
店
舗
運
営
を

効
率
化
し
、
店
舗
を
維
持
す
る
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る

可
能
性
で
す
。
か
つ
て
地
域
経
済
が
拡
大
し
て
い
た
時

代
に
は
、
銀
行
が
地
域
に
張
り
巡
ら
し
た
店
舗
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
銀
行
と
地
域
の
顧
客
を
結
び
つ
け
る
拠
点

と
し
て
銀
行
の
強
み
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
地

域
経
済
が
縮
小
し
つ
つ
あ
る
現
在
で
は
、
過
大
と
な
っ

た
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が

銀
行
に
と
っ
て
重
荷
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
銀
行
と

「
人
工
知
能
技
術
の
発
達
と
銀
行
」

関
西
学
院
大
学
経
済
学
部

　秋
吉

　史
夫

　准
教
授
（
金
融
論
）
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し
て
は
顧
客
が
少
な
く
収
益
が
低
迷
し
て
い
る
店
舗
を

廃
止
し
た
い
の
が
本
音
で
す
が
、
銀
行
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
危
惧
す
る
地
域
住
民
や
自
治

体
の
反
発
を
考
え
る
と
、
思
い
切
っ
た
店
舗
廃
止
が
で

き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
人
口
知
能
を
銀
行

店
舗
の
業
務
に
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

店
舗
に
は
必
要
最
小
限
の
人
員
だ
け
を
配
置
す
れ
ば
よ

く
な
り
、
店
舗
の
維
持
コ
ス
ト
を
大
き
く
節
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。そ
の
結
果
、地
域
の
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
維
持
と
コ
ス
ト
削
減
の
両
立
が
可
能
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
銀
行
の
経
営
に
詳
し
い
大
庫
直
樹

氏
は
、「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
や
人
口
知
能
の
活
用
に
よ
っ

て
銀
行
業
務
の
合
理
化
を
進
め
れ
ば
、
究
極
的
に
は
２

名
体
制
で
の
支
店
運
営
が
可
能
に
な
る
」
と
論
じ
て
い

ま
す
（
大
庫
、
２
０
１
７
）。

　

銀
行
の
収
益
を
改
善
す
る
も
う
一
つ
の
方
法
は
貸
出

量
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
地
域
経
済
が
低
迷
し
て
い
る

現
状
で
は
、
企
業
の
借
入
需
要
も
盛
り
上
が
ら
ず
、
銀

行
が
貸
出
を
増
や
す
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
人
工
知
能
の
活
用
に
よ
っ
て
、
借
入
需
要
の
掘

り
起
こ
し
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
業
績
が

低
迷
し
て
い
る
企
業
の
中
に
は
、
優
れ
た
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い

た
め
に
自
社
の
強
み
を
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
企
業
に
銀
行
が
持
つ
情

報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
れ
ば
、
業
績
が
改
善
し
て
銀

行
借
入
も
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
銀
行
も
こ
の
よ

う
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
の
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
の
で
す
が
、
人
材
不
足
か
ら
な
か
な
か
実
現
で
き

て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
（
家
森
、
２
０
１
８
）。
し

か
し
人
工
知
能
の
導
入
に
よ
っ
て
銀
行
店
舗
の
運
営
を

表 1 機械に代替される可能性が高い銀行の仕事 

仕事 
代替されやすさの順位 

（全 702 仕事中） 
代替される確率 

 新規口座担当者（New Accounts Clerks） 10 位 99% 

 貸出担当者 (Loan Officers) 18 位 98% 

 銀行窓口担当者 (Tellers) 20 位 98% 

（出所）Frey and Osborne (2013) Appendix より作成。 

表１　機械に代替される可能性が高い銀行の仕事

（出所）Frey and Osborne (2013) Appendix より作成。

図 1 全国銀行の預貸金利ざやの推移 

 

（出所）全国銀行協会「全国銀行決算発表」より作成。 
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ＡＩの導入とこれからの働き方を考える

効
率
化
す
る
こ
と
で
、
店
舗
に
配
置
す
る
人
員
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
て
余
裕
が
生
じ
る

マ
ン
パ
ワ
ー
を
活
用
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
強

化
す
れ
ば
、
企
業
の
業
績
が
改
善
し
、
銀
行
の
貸
出
も

増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
人
工
知
能
の

導
入
は
、
銀
行
の
収
益
改
善
の
大
き
な
助
け
に
な
る
可

能
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

銀
行
が
人
工
知
能
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
店
舗
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、
地
域

の
人
々
は
銀
行
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
銀
行
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力

の
向
上
は
、
取
引
先
企
業
の
業
績
を
改
善
し
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
銀
行
業
務
に
人
工
知
能
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
銀
行

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
々
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
人
工
知
能
技
術
の
活
用
が
銀
行
で
働
く

人
々
に
与
え
る
影
響
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
業
務
な
ど
銀
行
の
一

部
の
仕
事
は
機
械
に
代
替
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
銀
行
に
は
企
業
へ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

の
よ
う
に
人
間
の
能
力
を
必
要
と
す
る
仕
事
も
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
仕
事
は
人
材
不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
銀
行
で
の
人
工
知
能
技
術
の
活
用
が
進
め
ば
、

機
械
で
代
替
で
き
る
業
務
か
ら
代
替
で
き
な
い
業
務
へ

の
人
材
の
配
置
転
換
が
行
わ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
銀
行
で
働
く
人
々
に
と
っ
て
、
取
引
先
の
抱
え
る

問
題
を
共
に
考
え
解
決
し
て
い
く
能
力
・
ス
キ
ル
が
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

〈
参
考
文
献
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０
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７
）「
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ

る
チ
ャ
ネ
ル
と
融
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融
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０
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０
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８
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融
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│
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融
仲
介
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。
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近
年
続
く
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
は
衰
え
を
知
ら
ず
、
新
聞
を

開
い
て
も
書
店
に
並
ぶ
本
を
眺
め
て
も
Ａ
Ｉ
関
連
の
も

の
が
な
い
こ
と
の
方
が
珍
し
い
気
が
す
る
。
辞
書
に
よ

る
と
人
工
知
能
と
は
「
推
論
・
判
断
な
ど
の
知
的
な
機

能
を
人
工
的
に
実
現
す
る
た
め
の
研
究
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
備
え
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
と
あ
る
が
、
人

間
の
知
的
機
能
自
体
が
高
度
に
複
雑
多
機
能
な
た
め
、

ひ
と
口
に
Ａ
Ｉ
と
言
っ
て
も
関
連
の
あ
る
分
野
は
か
な

り
広
い
。
一
昔
前
は
鉄
腕
ア
ト
ム
の
よ
う
な
人
間
の
知

的
機
能
を
総
合
的
に
網
羅
す
る
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
技
術
開
発
は

予
想
以
上
に
困
難
で
あ
り
（
作
中
で
は
２
０
０
３
年
に

す
で
に
ア
ト
ム
誕
生
）
近
年
で
は
知
的
機
能
の
一
部
に

特
化
し
た
研
究
開
発
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
最

近
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
高
性
能
化
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
登
場
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分

析
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
新
し
い
分
析
技
術
は

様
々
な
分
野
に
お
け
る
業
務
の
自
動
化
や
効
率
化
に
応

用
さ
れ
、
複
雑
な
画
像
認
識
に
よ
り
状
況
把
握
を
行
う

自
動
車
の
自
動
運
転
や
、
キ
ー
ワ
ー
ド
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
滞
在
時
間
を
分
析
し
な
が
ら
関
連
性
の
高
い
コ
ン
テ

ン
ツ
を
表
示
す
るGoogle

な
ど
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
が

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
将
棋
や
チ
ェ
ス
な
ど

の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
も
Ａ
Ｉ
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
を
破
る
ま
で
に
進
歩
し
て
い
る
。
大
学
教
育
に

お
い
て
も
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
滋
賀
大
学
や
横
浜
市

立
大
学
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が
新
設
さ
れ
、
本

校
で
も
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ａ
Ｉ

活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
２
０
１
９
年
４
月
よ

り
開
講
さ
れ
る
。

　

私
の
専
門
分
野
の
ベ
イ
ズ
統
計
学
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
高
性
能
化
に
伴
い
急
速
に
発
展
し
、
近
年
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
分
析
へ
の
応
用
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ

こ
で
少
し
話
が
逸
れ
る
が
、
Ａ
Ｉ
関
連
の
研
究
が
実
際

の
社
会
問
題
に
活
用
さ
れ
う
る
例
と
し
て
私
の
取
り
組

む
研
究
課
題
の
一
つ
を
紹
介
し
た
い
。
死
因
や
出
生
率

な
ど
の
人
口
学
的
情
報
は
、
各
国
の
公
衆
衛
生
政
策
の

根
幹
を
成
す
も
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
発
展
途
上
国
で

は
戸
籍
制
度
や
人
口
動
態
統
計
が
完
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
国
民
の
健
康
状
態
を
把
握
し
た
上
で
適
切
な
保
健

戦
略
や
支
援
策
を
適
用
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
死
因
に
関
し
て
は
世
界
全
体
で
３
分
の
２

以
上
の
死
は
そ
の
原
因
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ

れ
、
特
に
貧
困
に
苦
し
む
発
展
途
上
国
で
は
保
健
シ
ス

テ
ム
が
不
完
全
で
あ
る
た
め
死
因
情
報
が
乏
し
い
。
そ

こ
で
大
規
模
調
査
を
行
う
こ
と
で
各
地
域
に
お
け
る
死

因
情
報
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
死
因
を
特
定
す
る

た
め
に
は
医
学
知
識
が
求
め
ら
れ
る
た
め
遺
族
に
死
因

を
直
接
尋
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
医
師
を
調

査
員
と
し
て
多
数
雇
う
の
は
費
用
面
か
ら
非
常
に
厳
し

い
。
そ
こ
で
現
実
的
手
法
と
し
て
、
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
成
員
に
死
者
の
死
亡
状
況
、
症
状
、
病
歴
な
ど

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ
の
情
報
か
ら
死
因
を
予

測
す
る
口
頭
剖
検
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

重
要
と
な
る
の
は
、
聞
き
取
り
調
査
デ
ー
タ
の
情
報
を

踏
ま
え
て
、
各
人
の
死
因
を
ど
の
よ
う
に
特
定
す
る
か

で
あ
る
。
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
医
師
が
調
査
デ
ー
タ

を
精
査
し
、
彼
ら
の
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で

死
因
を
決
定
す
る
方
法
だ
が
、
標
本
数
が
数
千
、
質
問

「
AI
が
も
た
ら
す
影
響
の
非
AI
的
考
察
」

関
西
学
院
大
学
経
済
学
部

　國
濵

　剛

　専
任
講
師
（
ベ
イ
ズ
統
計
学
、
計
量
経
済
学
）
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ＡＩの導入とこれからの働き方を考える

項
目
が
百
以
上
か
ら
成
る
調
査
デ
ー
タ
も
あ
る
こ
と
か

ら
時
間
的
な
負
担
が
非
常
に
大
き
く
な
る
。
ま
た
、
本

来
な
ら
ば
患
者
の
診
察
に
使
え
た
医
師
の
時
間
を
奪
う

こ
と
に
も
な
る
。
解
決
策
と
し
て
、
統
計
手
法
を
用
い

て
聞
き
取
り
調
査
デ
ー
タ
か
ら
死
因
を
予
測
す
る
方
法

が
近
年
急
速
に
広
が
っ
て
お
り
、
様
々
な
研
究
グ
ル
ー

プ
が
死
因
特
定
の
た
め
の
統
計
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
高
い
専
門
性
を

持
つ
人
的
資
本
の
不
足
を
補
う
道
具
と
し
て
Ａ
Ｉ
技
術

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
現
状
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

現
在
進
行
形
で
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

Ａ
Ｉ
だ
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
技
術
進
歩
が
引
き
起
こ

す
社
会
変
化
に
関
す
る
議
論
は
活
発
で
、
多
く
の
識
者

が
様
々
な
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
に
乗
り
遅

れ
ま
い
と
特
定
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
飛
び
つ
く
前
に
注
意

す
べ
き
点
は
、
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
変
化
の
予
想
に
Ａ
Ｉ

手
法
は
あ
ま
り
役
立
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
に
よ

る
デ
ー
タ
分
析
で
は
、
分
析
者
が
選
ん
だ
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
用
い
て
過
去
・
現
在
の
デ
ー
タ
か
ら
重
要
な
情
報

を
取
り
出
し
予
測
を
行
う
が
、
基
本
的
に
デ
ー
タ
が
発

生
し
た
構
造
と
同
じ
状
況
が
今
後
も
続
く
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
状
で
把
握
で
き
な
い
よ
う
な

構
造
変
化
が
起
こ
り
う
る
場
合
に
は
う
ま
く
予
測
分
析

が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
巷
に
溢
れ
る
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら

す
将
来
の
予
想
は
非
Ａ
Ｉ
的
、
つ
ま
り
各
々
の
分
析
者

の
主
観
に
大
き
く
基
づ
く
も
の
で
あ
り
（
こ
の
文
章
も

含
む
）
尤
も
ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
不
確
実
性
は
非

常
に
高
い
と
言
え
る
。Ａ
Ｉ
の
予
測
と
し
て
有
名
な
も
の

に
映
画「
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
」の
Ｈ
Ａ
Ｌ
９
０
０
０

（
木
星
探
査
の
宇
宙
船
に
搭
載
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
異
常
を
き
た
し
て
人
間
の
乗
組
員
を
殺
害
す
る
）
や

「
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
」
の
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
（
自
我
に
目

覚
め
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
人
類
の
殲
滅
を
目
的
に
核
戦

争
を
引
き
起
こ
す
）
が
あ
る
が
、
さ
す
が
に
こ
れ
ら
は

古
い
Ｓ
Ｆ
の
話
で
あ
り
、
最
近
の
も
の
だ
と
現
在
の
職

業
の
約
半
数
が
Ａ
Ｉ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
い
う
報

告
も
あ
る
。
一
方
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考
え
で
は
、
技
術

進
歩
に
よ
り
現
存
し
な
い
職
業
が
新
た
に
生
ま
れ
、
全

体
と
し
て
職
業
の
種
類
・
数
は
む
し
ろ
増
え
る
と
予
想

さ
れ
る
。
加
え
て
、
Ａ
Ｉ
は
局
所
的
に
は
人
間
の
機
能

を
凌
駕
す
る
も
の
の
、
主
体
性
を
持
た
な
い
道
具
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
た
め
、
上
手
く
活
用
す
る
こ

と
で
労
働
の
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
個
人
で
も
規
模
の
大
き

な
仕
事
に
取
り
組
め
た
り
、
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
て

創
造
的
な
活
動
に
よ
り
多
く
の
時
間
を
使
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
と
労
働
に
関
し
て
は
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
が
人
間
の

仕
事
を
奪
う
の
で
失
業
率
が
高
く
な
る
と
か
、
逆
に
Ａ

Ｉ
が
代
わ
り
に
働
い
て
く
れ
る
た
め
自
由
時
間
が
増
え

て
各
々
の
余
暇
が
充
実
す
る
と
か
、
Ａ
Ｉ
が
新
た
に
も

た
ら
す
富
に
よ
り
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
（
す
べ
て
の

個
人
に
対
し
て
生
活
に
最
低
限
必
要
な
所
得
を
政
府
が

無
条
件
に
給
付
す
る
と
い
う
社
会
政
策
）
の
導
入
が
実

現
可
能
と
な
り
労
働
行
為
自
体
が
選
択
可
能
に
な
る
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
意
見
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
ど
の

説
が
正
し
い
か
と
い
う
こ
と
は
議
論
し
な
い
が
、
個
人

的
に
は
Ａ
Ｉ
の
進
歩
に
伴
い
社
会
全
体
と
し
て
効
率
化

が
進
み
、
各
々
が
よ
り
便
利
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
と
楽
天
的
に
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
全
く
問
題

が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
新
た
に
生
ま
れ
る
富
の

再
分
配
を
十
分
に
行
え
る
か
が
今
後
の
安
定
的
な
社
会

発
展
に
お
け
る
重
要
な
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
Ａ
Ｉ
技

術
を
持
つ
者
や
Ａ
Ｉ
で
の
代
替
困
難
な
専
門
性
を
持
つ

特
定
の
職
種
に
就
く
者
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
富
が
集

ま
る
一
方
で
、
専
門
性
が
高
く
な
い
労
働
集
約
型
産
業

の
労
働
者
に
は
恩
恵
が
少
な
く
、
現
在
の
厚
い
中
間
層

も
い
ず
れ
か
に
引
っ
張
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
大
き

く
歪
ん
だ
分
布
を
修
正
す
る
た
め
に
は
政
治
を
通
し
た

富
の
再
分
配
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
富
を
持
つ
層

は
少
数
派
で
あ
っ
て
も
そ
の
豊
富
な
資
金
力
に
基
づ
く

強
力
な
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う

し
、
希
少
価
値
の
高
い
人
材
は
国
際
的
に
奪
い
合
い
と

な
る
た
め
、
引
き
留
め
る
た
め
に
は
彼
ら
を
多
少
な
り

と
も
優
遇
す
る
よ
う
な
政
策
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
簡
単
な
解
決
法
は
な
い
が
、
昨
今
の
国

際
情
勢
に
お
け
る
社
会
階
層
の
分
断
が
そ
の
社
会
の
安

定
性
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
を
鑑
み
る
と
、

各
々
が
積
極
的
に
社
会
全
体
及
び
そ
の
変
化
に
注
意
を

向
け
、
多
種
多
様
な
考
え
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
な
い
か
と
思
う
。
無
機
的
な
Ａ
Ｉ
の
進
歩
に

つ
い
て
考
え
て
い
て
、
最
終
的
に
権
力
、
お
金
、
義
理

と
い
っ
た
人
間
臭
い
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
政
治
の
重
要
性

に
行
き
着
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
結
果
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る
場
と
し
て
は

も
ち
ろ
ん
、
Ａ
Ｉ
の
発
展
に
伴
う
急
激
な
社
会
変
化
に

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
知
性
を
鍛
え
る
場
と
し
て
も

大
学
の
重
要
度
は
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後

に
学
生
の
読
者
に
対
し
て
、
ど
の
職
種
が
将
来
生
き
残
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る
ま
た
は
消
え
去
る
な
ど
現
時
点
で
不
確
実
性
が
高
い

こ
と
で
あ
れ
こ
れ
悩
ま
ず
（
そ
も
そ
も
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
も

い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
）
ど
の
よ
う
な
変
化
が

起
こ
ろ
う
と
も
自
分
の
頭
脳
で
乗
り
切
れ
る
と
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
大
学
で
の
学
び
の
時
間
を
大
切
に
過
ご

し
て
ほ
し
い
。

 

■
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ア
メ
リ
カ
の
大
物
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
セ
ク
ハ
ラ
事
件
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
ア
リ
ッ
サ
・
ミ
ラ
ノ

が
呼
び
か
け
た
「#M

e too

運

動
」
は
、
当
初
、
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る

か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
運
動
は
ま

た
た
く
ま
に
世
界
中
に
拡
散
し

た
。

性
的
嫌
が
ら
せ
を
被
っ
て
い
る
女

性
た
ち
が
、
世
界
の
あ
ち
こ
ち
か

ら
自
分
た
ち
の
受
け
た
被
害
を
告

発
す
る
よ
う
に
な
り
、
メ
デ
ィ
ア

が
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
採
り
上

げ
た
。
そ
れ
が
一
段
落
し
た
今
、

「#M
e too

運
動
」
が
女
性
や

男
性
の
意
識
変
革
や
政
治
を
突
き

動
か
す
力
と
な
る
か
、
考
え
て
み

る
機
会
が
あ
っ
て
も
い
い
。

第
２
特
集
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ

ラ
ン
ス
、日
本
、韓
国
か
ら
「#M

e 
too

運
動
」
の
各
国
で
の
反
応
を

専
門
家
が
紹
介
す
る
。
そ
こ
か
ら

は
各
国
の
歴
史
文
化
的
背
景
や
国

民
性
な
ど
が
見
え
て
く
る
。
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「M

e T
oo

（
私
も
）」
は
、
二
〇
〇
七
年
に
市
民
運
動
家

タ
ラ
ナ
・
バ
ー
ク
が
黒
人
少
女
を
性
虐
待
か
ら
救
う
た
め

に
提
唱
し
た
も
の
で
、
こ
の
運
動
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で

#M
e T
oo

運
動
と
し
て
全
国
的
な
も
の
に
な
り
世
界
に
及

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
Ｈ
・

ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
長
年
の
性
的
虐
待
を
、
二
〇
一
七
年

一
〇
月
に
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
が
糾
弾
し
た

こ
と
に
始
ま
る
。
被
害
者
の
女
優
ア
シ
ュ
レ
イ
・
ジ
ャ
ッ

ド
ら
の
実
名
告
発
も
大
き
か
っ
た
が
、
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン

効
果
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
映
画
・
テ
レ
ビ
界
の
み
な
ら

ず
、
政
治
、
教
育
、
宗
教
な
ど
様
々
な
分
野
に
波
及
し
た
。

夥
し
い
数
の
女
性
た
ち
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
次
々
に
「
私

も
」
と
自
ら
の
被
害
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
は
、
一
八
四
八
年
の
セ

ネ
カ
・
フ
オ
ー
ル
ズ
に
集
約
さ
れ
る
第
一
波
、
Ｂ
・
フ
リ
ー

ダ
ン
の『
新
し
い
女
の
創
造
』な
ど
に
牽
引
さ
れ
た
第
二
派
、

Ｅ
Ｒ
Ａ
の
憲
法
修
正
否
決
以
降
の
第
三
波
、
そ
し
て
現
在

の
第
四
波
が
あ
る
。
第
一
波
で
は
女
性
参
政
権
、
第
二
派

で
は
機
会
の
均
等
・
賃
金
の
均
等
、
第
三
派
で
は
セ
ク
シ
ャ

リ
テ
ィ
に
お
け
る
個
人
の
自
由
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
人
種
・

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関
心
が
向
け
ら
れ
た
。
第
四

波
で
は
さ
ら
に
個
人
的
な
問
題
に
関
心
が
及
び
、
そ
れ
を

他
の
人
々
が
フ
ォ
ロ
ー
し
社
会
問
題
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

#M
e T
oo

運
動
は
、
ま
さ
に
こ
の
第
四
波
に
属
す
る
も

の
で
、
そ
の
急
進
展
に
は
二
〇
一
〇
年
代
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
が
大
き
い
。
女
優
ア
リ
ッ

サ
・
ミ
ラ
ノ
が
「#M

e T
oo

と
声
を
上
げ
る
よ
う
」
被
害

者
た
ち
に
ツ
イ
ー
ト
す
る
と
、
著
名
人
の
み
な
ら
ず
一
般
の

人
び
と
が
呼
応
し
、
世
界
的
な
セ
ク
ハ
ラ
告
発
運
動
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
の
二
四
時
間
で
二
〇
万
以
上

の
反
応
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
報
復
を
恐
れ
告
発
で
き
ず

に
い
た
女
性
た
ち
が
仲
間
を
得
て
声
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

国
際
的
な
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な

ら
ず
ア
ジ
ア
に
も
及
び
、
日
本
で
も
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
伊
藤
詩
織
ら
多
く
の
女
性
が
セ
ク
ハ
ラ
を
告
発
し

て
い
る
。
セ
ク
ハ
ラ
が
表
に
出
に
く
い
日
本
の
現
状
が
考

慮
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
女
性
が
参
加
し
や
す
い
「W

e T
oo

（
私
た
ち
も
）」
運
動
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
国
政
レ
ベ
ル

で
は
、
二
〇
一
八
年
四
月
、
財
務
事
務
次
官
の
セ
ク
ハ
ラ

疑
惑
に
抗
議
す
る
た
め
、
野
党
の
女
性
議
員
が
黒
服
で
、

# M
e T
oo

の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
。

　

#M
e T
oo

運
動
に
は
批
判
も
あ
る
。
一
部
の
女
性
運
動

家
の
性
的
暴
行
、
女
優
た
ち
の
売
名
行
為
と
い
っ
た
批
判

は
除
い
て
も
、
依
然
と
し
て
男
性
社
会
の
固
定
観
念
に
基

づ
く
も
の
も
多
い
。
だ
が
、
様
々
な
批
判
は
こ
の
運
動
の

弱
点
を
つ
い
て
も
い
る
。
①
白
人
の
女
性
の
運
動
に
な
っ

て
い
る
、
②
弁
明
す
ら
さ
せ
な
い
断
罪
が
多
い
、
③
自
警

団
的
で
リ
ン
チ
に
繋
が
り
か
ね
な
い
な
ど
で
あ
る
。

　

女
性
は
移
民
集
団
な
ど
と
は
違
っ
て
集
団
と
し
て
名
目

的
で
あ
る
。
属
性
に
よ
っ
て
価
値
観
も
異
な
る
の
で
女
性

か
ら
の
批
判
も
多
い
。「
男
も
女
も
い
る
社
会
」
が
実
現
す

る
に
は
弱
点
は
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず

は
多
く
の
女
性
た
ち
が
声
を
上
げ
る
時
代
の
到
来
を
率
直

に
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
セ
ク
ハ
ラ
を
中
心
と
し
な
が
ら

も
、「
隠
さ
れ
て
い
た
」
声
が
表
出
し
始
め
た
こ
と
を
重
視

し
、#M

e T
oo

と
男
も
女
も
声
を
上
げ
る
こ
と
で
、
人
種
・

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
み
な
ら
ず
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
の

あ
る
社
会
へ
の
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

参
考

　

 https://w
w
w
.ted.com

/talks/tarana_burke_m
e_

too_is_a_m
ovem

ent_not_a_m
om
ent

#Me Too運動に思うこと

田中　きく代　名誉教授（文学部）
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Me Too 運動の現状

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ア
リ
ッ
サ
・
ミ
ラ
ノ
か
ら
２
日
遅

れ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
サ
ン
ド
ラ
・
ミ
ュ
レ
ー
ル

が
、「#M

e too

」
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
と
も
い
う
べ
き

ア
カ
ウ
ン
ト
「#balancetonporc

（
豚
野
郎
を
密
告

せ
よ
）」
を
立
ち
上
げ
た
。
過
激
な
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
が

話
題
と
な
り
、
反
響
は
大
き
く
、
立
ち
上
げ
早
々
に
33

万
件
以
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
飛
び
交
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
セ
ク
ハ
ラ
加

害
者
の
告
発
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
い
さ
さ
か
他
国
と
は

異
な
る
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
。
２
０
１
８
年
１
月
９

日
の
「
ル
・
モ
ン
ドLe M

onde

」
紙
に
、
様
々
な
分

野
の100

名
の
共
同
署
名
と
い
う
形
式
で
、「#M

e too

運
動
」
へ
の
行
き
過
ぎ
を
疑
問
視
す
る
文
が
掲
載
さ
れ

た
の
だ
。
書
き
出
し
か
ら
、「
レ
イ
プ
は
罪
で
あ
る
。

し
か
し
、
ギ
ャ
ラ
ン
ト
リ
ィ﹇

１
﹈は
男
尊
女
卑
に
よ
る
攻
撃

で
は
な
い
し
、
執
拗
だ
っ
た
り
、
不
器
用
だ
っ
た
り
す

る
口
説
き
は
犯
罪
で
は
な
い
」
と
言
い
放
つ
。「
豚
野

郎
（
セ
ク
ハ
ラ
加
害
者
）」
を
刑
務
所
に
送
り
こ
む
こ

と
に
熱
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
女
性
の
解
放
に
は
至
ら
な

い
、
こ
の
運
動
の
「
厳
格
主
義
」
一
辺
倒
に
は
賛
成
で

き
な
い
、
そ
れ
が
共
同
署
名
し
た
人
た
ち
の
主
張
だ
っ

た
。

　

私
は
こ
の
共
同
署
名
の
文
に
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
の
伝

統
的
な
恋
愛
観
に
基
づ
く
男
女
関
係
を
見
る
。
事
実
、

こ
の
共
同
署
名
の
起
草
者
は
芸
術
的
創
造
に
自
由
が
必

要
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
性
的
解
放
に
も
「
言
い
寄
る

自
由
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
言
う
。
セ
ク
ハ
ラ
問
題
が

文
化
創
造
と
ア
ナ
ロ
ジ
ッ
ク
な
関
係
で
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
バ
ル
テ
ュ
ス
や
シ
ー
レ
、
ポ
ラ
ン
ス

キ
ー﹇

２
﹈な
ど
の
文
化
人
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
論
陣

を
張
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
手
段
の
危
う
さ
も
問
題
視

す
る
。
真
偽
の
疑
わ
し
い
情
報
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
っ
て
拡

散
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
る
大
衆
運
動
は
本
物

の
社
会
改
革
に
つ
な
が
る
の
か
、と
い
う
懸
念
で
あ
る
。

起
草
者
の
一
人
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ミ
レ﹇

３
﹈

は
、「
ロ
プ
ス

L
'O
bs

」
誌
の
対
談
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
１

７
８
９
年
と
１
７
９
３
年
と
い
う
象
徴
的
な
年
を
持
ち

出
し
な
が
ら
、
革
命
の
当
初
の
理
想
は
、
大
衆
が
過
激

に
な
る
こ
と
で
本
来
の
意
味
が
見
失
わ
れ
収
拾
が
つ
か

な
く
な
っ
て
い
っ
た
、
と
歴
史
的
経
験
に
基
づ
い
て
注

意
を
よ
び
か
け
る﹇

４
﹈。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
加
害
者
を
名
指
し
に
し
、

反
論
の
余
地
も
与
え
ず
情
報
の
み
が
拡
散
し
て
い
く

…
、
そ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
な
大
衆
の
暴
走

が
今
後
起
き
な
い
と
も
限
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

確
か
に
、
共
同
署
名
文
の
起
草
者
た
ち
が
言
う
よ
う

に
「#M

e too

運
動
」
に
は
意
見
の
多
様
性
が
大
切
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
歴
史
的
経
験
か
ら
の
反
省
や
文
化

的
背
景
の
根
深
さ
へ
の
言
及
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お

け
る
セ
ク
ハ
ラ
問
題
の
現
状
か
ら
す
る
と
的
外
れ
な
議

論
だ
。

　

２
０
１
８
年
２
月
、Ifop

が
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ

ラ
の
実
態
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た﹇

５
﹈。そ
れ
に
よ
る
と
、

18
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
女
性
就
労
者
の
３
人
に
１
人

（
32
％
）
が
、
法
的
に
定
義
さ
れ
た
意
味
で
セ
ク
ハ
ラ

行
為
の
被
害
を
被
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
同
じ
調
査
で
、
セ
ク
ハ
ラ
状
況
に
直
面
し

た
と
「
感
じ
た
こ
と
」
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
に

対
し
て
は
、
そ
う
い
う
状
況
を
「
感
じ
た
こ
と
」
が
あ

る
と
答
え
た
女
性
は
22
％
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
主

観
的
な
印
象
と
い
う
点
で
は
、
か
な
り
多
く
の
女
性
が

セ
ク
ハ
ラ
を
意
識
し
て
い
な
い
現
状
が
浮
き
彫
り
に
さ

「#balancetonporc 豚野郎を密告せよ」：
フランスの「# Me too運動」

藤田　友尚　教授（経済学部）
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れ
て
い
る
。Ifop

の
主
任
分
析
官
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
人
女
性
の
セ
ク
ハ
ラ
へ
の
認
識
は
低
い
。
フ

ラ
ン
ス
語
版
「#M

e too

運
動
」
の
背
景
に
は
、
こ
う

し
た
セ
ク
ハ
ラ
問
題
へ
の
関
心
の
低
さ
に
苛
立
ち
を
感

じ
て
い
る
人
が
多
く
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
世
界
に
先
駆
け
て
「
人
権
宣
言
」
を
採

択
し
、
そ
れ
を
近
代
国
家
樹
立
の
た
め
の
基
本
精
神
に

据
え
た
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
プ
・
ド
・
グ
ー
ジ
ュ﹇

６
﹈を
生
ん

だ
国
で
も
あ
る
。グ
ー
ジ
ュ
は
、女
性
も
男
性
も
政
治
・

社
会
参
加
へ
の
覚
悟
が
な
け
れ
ば
変
革
は
難
し
い
と
考

え
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
「#M

e too
運
動
」
が
個
人

の
密
告
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
、
社
会
変
革
に
ま
で
及

ぶ
成
熟
し
た
国
民
的
運
動
と
な
る
か
、
今
後
の
展
開
が

注
目
さ
れ
る
。

﹇
１ 

﹈
ギ
ャ
ラ
ン
ト
リ
ィ
（ galanterie

女
性
名
詞
）：
歴

史
的
・
文
化
的
な
含
み
を
も
っ
た
語
で
、
女
性
に
不

快
な
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
な
く
男
性
が
言
い
寄
る
態

度
を
言
う
。
宮
廷
の
伝
統
的
作
法
が
背
景
に
あ
り
、

女
と
男
の
恋
愛
ゲ
ー
ム
的
な
側
面
が
あ
る
。
単
に
女

性
を
口
説
く
と
い
う
意
味
と
は
違
う
。

﹇
２ 

﹈
バ
ル
テ
ュ
ス
（Balhtus, 

本
名Balthasar M

ichel 
K
lossow

ski de Rola,1908-2001

）：
フ
ラ
ン
ス
の

画
家
。
シ
ー
レ
（Egon Schiele,1890-1918

）：
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
画
家
。
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
（Rom

an 
Polanski,1933-

） ：
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
映
画
監
督
。

﹇
３ 

﹈
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ミ
レ
（Catherine M

illet

）：
作
家

で
美
術
評
論
家
。

﹇
４ 

﹈L
'O
bs, «D

ébats: C
atherine M

illet face à 
O
vide», N

o.2777, 

２
０
１
８
年
１
月
25
日
〜
31
日
。

﹇
５ 

﹈https://w
w
w
.ifop.com

/publication/les-

francaises-face
-au
-harcelem

ent-sexuel-au
-

trav
ail-en

tre
-m
econ

n
aissan

ce
-et
-

resignation

。
今
回
のIfop

の
調
査
で
は
、
法
的
な
指

標
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
セ
ク
ハ
ラ
と
認
定
で
き
る

ケ
ー
ス
を
調
査
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は

主
観
的
な
セ
ク
ハ
ラ
と
の
区
別
が
明
確
で
は
な
か
っ

た
が
、
今
回
、
そ
れ
が
是
正
さ
れ
て
い
る
。

﹇
６ 

﹈
オ
ラ
ン
プ
・
ド
・
グ
ー
ジ
ュ
（O

lym
pe de 

Gouges,1748-1793

）：
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
、
女
性
の

権
利
が
男
性
と
同
等
で
な
い
こ
と
を
糾
弾
し
、『
女
性

お
よ
び
女
性
市
民
の
権
利
宣
言
』
を
発
表
。
第
10
条

に
あ
る
「
女
性
は
処
刑
台
に
上
る
権
利
を
有
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
女
性
は
同
様
に
演
壇
に
登
る
権

利
も
有
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
」、
と
い
う
文
言
は
有

名
。
１
７
９
３
年
に
ギ
ロ
チ
ン
で
処
刑
。
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Me Too 運動の現状

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
、
セ
ク
ハ

ラ
）
や
性
暴
力
の
被
害
者
が
、
職
場
・
学
校
な
ど
身
近

な
人
間
関
係
へ
の
影
響
を
恐
れ
て
、
ま
た
体
験
の
つ
ら

さ
、
自
己
帰
責
の
気
持
ち
な
ど
か
ら
、
な
か
な
か
被
害

を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
い
ま
や
常

識
中
の
常
識
だ
。
昨
年
四
月
、
福
田
事
務
次
官
の
セ
ク

ハ
ラ
疑
惑
に
際
し
、
財
務
省
が
被
害
に
遭
っ
た
女
性
記

者
に
名
乗
り
出
る
よ
う
求
め
た
と
聞
い
て
、思
わ
ず「
ア

ホ
か
」
と
叫
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

二
〇
一
七
年
、
ア
メ
リ
カ
を
震
源
地
と
し
て
広
が
っ
た

「M
e T
oo

」
運
動
は
、
こ
う
し
た
被
害
者
同
士
が
、「
私

も
」
セ
ク
ハ
ラ
・
性
暴
力
の
被
害
者
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ

は
被
害
者
が
責
め
ら
れ
る
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
社

会
的
な
問
題
な
の
だ
と
確
認
し
あ
う
こ
と
に
は
じ
ま
り
、

こ
れ
を
通
じ
て
被
害
の
現
状
を
発
信
し
、
解
決
へ
と
結

び
つ
け
る
力
を
お
互
い
に
つ
け
て
い
く
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
の
運
動
で
あ
る
。「M

eT
oo

」
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を

つ
け
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
す
る
手
軽
さ
も
こ
の
運
動
の
特

徴
で
あ
り
、
日
本
で
も
二
〇
一
七
年
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・
伊
藤
詩
織
さ
ん
に
よ
る
被
害
告
発
を
一
契
機

と
し
て
投
稿
が
広
が
っ
た
。
先
の
財
務
次
官
セ
ク
ハ
ラ
疑

惑
に
対
し
て
は
、
記
者
・
新
聞
・
放
送
関
係
者
が
抗
議

声
明
を
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
議
員
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
抗
議
集
会
が
国
会
内
で
開
か
れ
、

そ
れ
は
「
メ
デ
ィ
ア
で
働
く
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
設

立
（
二
〇
一
八
年
五
月
一
日
）
へ
も
つ
な
が
っ
た
。

　

た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
の「M

e T
oo

」が
、

一
〇
〇
万
人
規
模
の
デ
モ
や
、
告
発
の
た
め
の
訴
訟
費

用
の
支
援
、
被
害
を
容
認
し
た
企
業
を
罰
す
る
法
律
の

制
定
へ
と
動
き
、
政
府
に
よ
る
意
識
改
革
政
策
を
も
引

き
出
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
運
動
は
、
い
ま

だ
具
体
的
な
政
策
形
成
や
立
法
を
目
指
す
も
の
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
政
治
を
巻
き
込
ん
だ
運
動
は
、
お
隣

の
韓
国
で
も
み
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
、
な
ぜ
、
こ
う

し
た
動
き
が
広
が
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
「M

e T
oo

」
に
類
す
る
主
張
は
、
今
に

始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
明
治
期
の
男
女
同
権
論
、

岸
田
俊
子
の
「
同
胞
姉
妹
に
告
ぐ
」
は
、「
私
も
」「
同

胞
姉
妹
」
も
、
男
尊
女
卑
に
直
面
し
て
い
る
点
で
は
同

じ
と
い
う
点
に
立
っ
て
お
り
、
一
九
七
〇
年
代
ウ
ー
マ

ン
・
リ
ブ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
田
中
美
津
の
「
生
き
難
い

女
、
こ
の
指
と
ー
ま
れ
」も
ま
た
、「
私
も
」「
生
き
難
い
」

一
人
だ
と
主
張
し
て
い
た
の
だ
。「
私
も
」「
あ
な
た
も
」

差
別
に
直
面
し
て
い
る
と
確
認
し
あ
う
こ
と
は
、
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
運
動
の
出
発
点
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本

で
は
そ
れ
が
政
策
形
成
へ
と
結
び
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
八
年
五
月
に
は
、「
政
治
分
野
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

国
会
・
地
方
議
会
選
挙
候
補
の
男
女
比
率
を
「
均
等
」

（
同
数
）
に
す
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
た
が

（
た
だ
し
努
力
義
務
）、
セ
ク
ハ
ラ
禁
止
規
定
は
い
ま
だ

に
法
律
化
し
て
い
な
い
（
事
業
主
の
防
止
義
務
の
み
）。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
、
二
〇
一
七
年
で
一

四
四
ヶ
国
中
一
一
四
位
と
低
く
、
特
に
政
治
領
域
で
の

女
性
参
加
が
進
ん
で
い
な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
へ
の

対
策
が
政
策
化
し
な
い
背
景
に
は
、『SPA

!

』
に
も
み

ら
れ
た
女
性
を
性
的
な
対
象
・
モ
ノ
と
し
て
し
か
み
な

い
意
識
と
と
も
に
、
意
思
決
定
の
場
に
当
事
者
が
い
な

い
こ
と
が
あ
る
。

　

他
方
、
日
本
社
会
は
、
自
分
で
社
会
を
変
え
ら
れ
る

と
信
じ
ら
れ
な
い
、
信
じ
さ
せ
な
い
・
考
え
さ
せ
な
い

社
会
で
も
あ
る
。
日
本
で
は
、
社
会
を
変
え
る
行
動
、

政
治
運
動
が
、
決
し
て
奨
励
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
日

本
で
「M

e T
oo

」
運
動
が
政
策
形
成
に
つ
な
が
ら
な

い
原
因
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

や
は
り
、
テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て「
ア
ホ
か
」と
怒
鳴
っ

て
い
る
だ
け
で
は
だ
め
な
の
だ
。

「Me Too」運動 ─広がらない日本で考える

高島　千代　教授（法学部）
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M
e T
oo

運
動
は
２
０
１
７
年
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ

た
性
暴
力
（
レ
イ
プ
）
や
性
醜
行
（
セ
ク
ハ
ラ
）
を
告

発
す
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
運
動
で
あ
る
。
韓
国
で
は
２
０

１
８
年
１
月
29
日
、
検
察
庁
の
現
職
の
検
事
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｃ
と
い
う
民
営
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
の
生
放
送
に
出
演
し
、

法
務
部
の
上
司
に
よ
る
性
醜
行
を
暴
露
し
た
ソ
・
ジ

ヒ
ョ
ン
事
件
がM

e T
oo

運
動
の
導
火
線
と
な
っ
た
。

ソ
・
ジ
ヒ
ョ
ン
事
件
の
後
、M
e T
oo

運
動
は
各
界
各

分
野
に
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
な
形
で
、政
界
や
演
劇
、

映
画
、
文
壇
な
ど
の
芸
術
界
、
最
近
は
ス
ポ
ー
ツ
界
に

至
る
ま
でM

e T
oo

の
告
発
は
続
い
て
い
る
。
ソ
・
ジ

ヒ
ョ
ン
検
事
の
事
件
に
対
し
て
、
ち
ょ
う
ど
先
日
（
こ

の
エ
ッ
セ
ー
の
作
成
日
は
２
０
１
９
年
度
1
月
）、
加

害
者
に
実
刑
２
年
と
法
廷
拘
束
と
い
う
裁
判
所
の
１
審

の
結
果
が
出
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
２
月
、
ム
ン
・
ジ
ェ
イ
ン
大
統
領
は

〝M
e T
oo

運
動
を
重
く
受
け
止
め
、
被
害
事
実
を
暴
露

し
た
被
害
者
た
ち
の
勇
気
に
敬
意
を
示
す
と
と
も
に
、

積
極
的
に
支
持
す
る
〞
と
声
明
を
発
表
し
、
被
害
者
の

救
済
に
積
極
的
に
対
処
す
る
よ
う
関
係
機
関
に
注
文
す

る
な
ど
、
国
内
の
性
暴
力
へ
の
認
識
は
高
ぶ
り
、
単
な

る
一
時
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
は
な
く
、
一
層
現
実
味

を
帯
び
る
性
的
暴
力
事
件
と
し
て
裁
か
れ
て
い
る
。

　

M
e T
oo

１
号
と
も
言
え
る
ソ
・
ジ
ヒ
ョ
ン
検
事
の

告
発
か
ら
ほ
ほ
１
ヶ
月
後
、
政
治
界
を
揺
る
が
す
大
型

告
発
が
行
わ
れ
た
。
次
期
与
党
の
大
統
領
候
補
と
も
言

わ
れ
た
道
知
事
（
日
本
の
県
知
事
に
あ
た
る
）
に
対
す

る
女
性
遂
行
秘
書
に
よ
る
暴
露
で
あ
る
。こ
の
事
件
は
、

男
女
の
恋
愛
の
も
つ
れ
で
あ
る
と
い
う
意
見
と
威
力
に

よ
る
性
暴
力
で
あ
る
と
の
意
見
の
間
で
世
論
が
二
つ
に

分
か
れ
、
様
々
な
政
治
的
憶
測
が
な
さ
れ
た
が
、
道
知

事
自
身
は
知
事
職
の
辞
任
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
刑
事

告
訴
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
界
か
ら
身
を
引
か

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
近
々
、
裁
判

所
に
よ
る
２
審
の
結
果
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

１
審
に
続
き
、
無
罪
を
勝
ち
取
っ
た
と
し
て
も
、
加
害

者
と
し
て
刑
事
告
訴
さ
れ
た
時
点
で
政
治
生
命
は
絶
た

れ
て
し
ま
い
、
政
治
家
と
し
て
の
彼
の
力
量
を
惜
し
む

声
も
少
な
く
な
い
。

　

次
に
、
芸
術
界
に
お
け
るM

e T
oo

で
あ
る
。
韓
国

を
代
表
す
る
詩
人
で
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
候
補
と
し

て
も
名
の
挙
が
っ
た
大
物
詩
人
に
対
す
る
女
性
同
僚
詩

人
に
よ
る
性
醜
行
の
告
発
で
あ
る
。
韓
国
文
壇
を
代
表

す
る
国
民
的
な
詩
人
に
よ
る
性
醜
行
の
告
発
は
人
々
に

大
変
な
精
神
的
衝
撃
と
疲
労
感
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
、
告

発
が
行
わ
れ
た
数
ヶ
月
後
、
加
害
者
と
し
て
訴
え
ら
れ

た
詩
人
が
被
害
者
の
女
性
詩
人
を
名
誉
棄
損
で
損
害
賠

償
訴
訟
を
起
こ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
被
害
者
の
女

性
が
訴
え
ら
れ
た
の
で
さ
る
。
今
現
在
も
裁
判
は
続
い

て
お
り
、
そ
の
結
果
が
待
た
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
件
が
落
ち
着
き
を
見
せ
る
が
否
や
２
０

１
８
年
12
月
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ

ク
の
国
家
代
表
選
手
か
ら
の
コ
ー
チ
に
よ
る
身
体
暴
力

及
び
性
暴
力
が
告
発
さ
れ
た
。
去
年
の
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
ス
タ
ー
選
手

へ
の
性
暴
力
は
韓
国
国
民
に
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
、
性
暴
力
根
絶
の
た
め
の
国
家
的
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
叫
ば
れ
て
い
る
。
先
日
、
教
育
部
、
文
化
体
育
部
、

女
性
家
族
部
の
政
府
の
３
機
関
が
共
同
で
根
本
的
な
対

策
と
あ
ら
ゆ
る
暴
力
行
為
を
根
絶
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
の
た
め
、
共
同
でT

F

が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
数
日
前
（
１
月
27
日
）、
大
統
領
夫
人
か
ら

被
害
選
手
へ
送
ら
れ
た
激
励
の
手
紙
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

韓
国
全
国
民
の
被
害
者
の
選
手
に
対
す
る
声
援
の
気
持

ち
を
代
弁
す
る
か
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
心
温
か
く
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
でM

e T
oo

運
動
は
現
実
社
会

の
中
で
歴
々
と
し
た
形
を
持
っ
た
事
件
と
し
て
そ
の
是

非
が
審
判
さ
れ
る
現
在
進
行
形
の
重
要
な
社
会
問
題
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
弱
者
（
主
に
女
性
）
が

M
e T
oo

宣
言
し
や
す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

韓国におけるMe Too運動

厳　廷美　准教授（経済学部）
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２
０
１
７
年
９
月
よ
り
１
年
間
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
ク
ル
ー

ズ
校
に
て
専
門
で
あ
る
マ
ク
ロ
経
済
学
に
関
し
て
在
外

研
究
を
行
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
私
が
滞
在
中
に
気
付
い

た
点
を
幾
つ
か
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

私
は
学
生
時
代
を
英
国
で
過
ご
し
た
が
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
知
っ
て
い
る
通
り
、
２
つ
の
国（
米
国
と
英
国
）

の
英
語
に
は
相
違
点
が
多
く
あ
り
、
戸
惑
う
こ
と
が
少

な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
通
常
の
会
話
で
一
番
気
に
な
っ
た

こ
と
の
１
つ
に
、
ト
イ
レ
の
言
い
方
が
あ
る
。
英
国
で

は
「
ト
イ
レ
に
行
く
」
と
言
う
場
合
に
、toilet

と
い

う
単
語
も
頻
繁
に
使
わ
れ
る
が
、
米
国
で
は
ほ
と
ん
ど

使
わ
れ
な
い
よ
う
だ
っ
た
。toilet

と
い
う
単
語
は
、

米
国
人
に
と
っ
て
は
ト
イ
レ
で
は
な
く
、
便
器
と
い
う

よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
そ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
あ

と
、
英
語
の
発
音
や
聞
き
取
り
に
関
し
て
の
話
だ
が
、

Ｒ
の
発
音
が
か
な
り
米
国
で
は
強
い
の
で
（
巻
き
舌
で

発
音
す
る
の
で
）、
慣
れ
る
の
に
少
し
時
間
を
要
し
た
。

米
国
の
映
画
・
ド
ラ
マ
等
を
頻
繁
に
見
て
い
た
の
で
慣

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
米
国
人
と
会
話

し
て
み
る
と
困
惑
す
る
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
。
こ
れ
は

私
の
英
語
の
レ
ベ
ル
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
る

と
思
う
。最
後
に
も
う
１
つ
ト
イ
レ
が
ら
み
の
話
だ
が
、

幼
児
英
語
で
「
ト
イ
レ
に
行
く
」
と
言
う
の
に
、go 
potty

と
い
う
言
い
方
が
あ
る
が
、
娘
の
幼
稚
園
で
最

初
に
そ
れ
を
聞
い
た
時
に
はgo party 

に
し
か
聞
こ

え
ず
に
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

社
会
シ
ス
テ
ム
の
上
で
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
点

は
、
初
等
教
育
で
の
教
育
資
金
の
補
充
を
目
的
と
す
る

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
多
さ
だ
。
娘
は
現
地
の
公
立

学
校
に
通
っ
て
い
た
。費
用
は
無
料
で
あ
っ
た
が
、ア
ー

ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
の
授
業
は
な
く
、
こ
れ
を
補

う
た
め
にraffl

e(

注)
な
ど
の
方
法
で
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ど
の
く
ら
い
の
金
額
を
提

供
す
る
か
は
個
々
の
家
庭
の
選
択
に
よ
る
の
で
（
も
ち

ろ
ん
全
く
提
供
し
な
い
の
も
自
由
）、
貧
し
い
家
庭
へ

の
援
助
と
い
う
側
面
も
強
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
補

助
教
員
と
し
て
教
員
を
支
援
す
る
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
、
教
育
資
金
へ
の
間
接
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
行

わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
妻
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
週
に

１
回
、
補
助
教
員
と
し
て
算
数
を
教
え
て
い
た
。
資
格

等
は
も
ち
ろ
ん
問
わ
れ
ず
、
自
分
が
で
き
る
と
思
う
分

野
で
補
助
教
員
と
し
て
多
く
の
父
母
が
自
発
的
（
？
）

に
活
動
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、

州
、
学
校
、
そ
し
て
子
供
の
年
齢
に
よ
る
と
思
う
が
、

日
本
と
比
較
し
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以

上
は
教
育
上
の
シ
ス
テ
ム
の
話
だ
が
、
全
般
的
に
多
く

の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
人
々
の
寛
容
性
（
私
に
は
優
し
さ

と
も
時
に
感
じ
ら
れ
た
）
の
上
に
成
立
し
て
い
る
と
思

わ
れ
た
。
た
だ
し
、
州
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る

と
思
う
。

　

最
後
に
大
学
で
の
研
究
を
通
じ
て
印
象
に
残
っ
た
こ

と
を
記
し
た
い
。
大
学
で
は
学
生
に
戻
っ
た
気
分
で
多

く
の
大
学
院
の
授
業
・
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
現
在

の
主
な
研
究
分
野
で
あ
る
金
融
マ
ク
ロ
経
済
学

（m
onetary econom

ics

）
以
外
の
授
業
に
も
多
く
参

加
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
研
究
に
関
し
て
の
討
論
や
質

問
な
ど
を
通
じ
て
、
受
け
入
れ
教
員
か
ら
詳
細
な
ア
ド

バ
イ
ス
や
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
得
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ

の
よ
う
な
大
学
で
の
研
究
活
動
を
通
じ
て
驚
い
た
こ
と

在
外
研
究
レ
ポ
ー
ト 

岡
田
　
敏
裕
　
教
授
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の
１
つ
が
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
多
さ
だ
。
８
割
以

上
が
中
国
か
ら
の
留
学
生
だ
っ
た
授
業
も
あ
っ
た
。
大

学
へ
の
通
勤
・
通
学
の
バ
ス
の
中
で
は
中
国
語
が
英
語

以
上
に
飛
び
交
っ
て
い
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。

米
国
大
学
に
お
け
る
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
増
加
の
話

は
聞
い
て
い
た
が
、こ
れ
ほ
ど
と
は
思
わ
な
か
っ
た（
現

在
の
中
国
人
留
学
生
の
数
は
、
そ
れ
で
も
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
い
た
）。
こ
れ
に
比
べ
て
日

本
か
ら
の
留
学
生
は
以
前
と
比
較
し
て
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
他
大
学
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
報
告
に

来
た
若
い
教
員
の
な
か
に
も
中
国
出
身
と
思
わ
れ
る
教

員
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
ど
の
方
も
非
常
に
優
秀
で

あ
っ
た
。
経
済
学
の
研
究
の
分
野
で
は
、
既
に
大
き
な

影
響
を
中
国
人
研
究
者
は
持
っ
て
い
る
が
、
今
後
増
々

そ
の
影
響
は
高
ま
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。

（
注
） 

資
金
集
め
を
目
的
と
し
た
く
じ
で
、
く
じ
を
事
前
に
購
入
し
そ

の
半
券
を
提
出
し
、
そ
の
半
券
を
も
と
に
抽
選
で
当
選
者
を
決

め
る
も
の
。
当
選
者
は
品
物
を
受
け
取
る
。
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今
回
、半
年
間
の
学
院
留
学
の
機
会
を
得
て
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
で
あ
る
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
に
て
妻
と

息
子
二
人
と
共
に
生
活
し
ま
し
た
。
も
う
10
年
以
上
も

前
に
な
る
新
婚
旅
行
を
含
め
、
学
会
の
機
会
や
個
人
的

な
旅
行
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
幾
度
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
す
ば
ら
し
い
自
然
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

飲
食
物
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
国
の
ペ
ー
ス

に
浸
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
た
時
間
は
ま
た
格
別
な

も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
人
口
は
周
囲
の
町
を
含
め
て
も
50

万
人
ほ
ど
と
比
較
的
少
な
く
、
金
融
街
や
政
府
関
係
の

建
物
が
立
ち
並
ぶ
通
り
で
さ
え
も
、
ど
こ
か
の
ん
び
り

と
し
た
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
も
非
常
に
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、博
物
館
、公
園
、

カ
フ
ェ
・
バ
ー
が
連
な
っ
た
湾
沿
い
の
地
区
で
は
、
夕

刻
に
な
る
と
、
み
ん
な
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
や
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
を
片
手
に
何
か
を
熱
心
に
語
ら
っ
て
い
ま
す
。
旅

行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
るLonely Planet

誌
の
２
０

１
７
年
の
調
査
で
は
ウ
ィ
ー
ン
や
メ
ル
ボ
ル
ン
な
ど
を

抑
え
て
「
世
界
で
最
も
生
活
の
質
が
高
い
街
」
に
選
ば

れ
た
と
い
う
の
も
十
分
に
う
な
ず
け
ま
す
。

　

滞
在
中
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
環
境
政
策
が
ど
の

よ
う
に
決
定
さ
れ
、
異
な
る
政
治
的
環
境
が
政
策
決
定

の
結
果
、
ひ
い
て
は
社
会
全
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
か
に
つ
い
て
経
済
理
論
の
観
点
か
ら
考
え
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。経
済
学
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
、

政
策
決
定
者
は
常
に
世
の
中
全
体
を
見
渡
し
て
「
最
大

多
数
の
最
大
幸
福
」
を
追
求
す
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
政
策
に
よ
っ
て
、
時
に
は

得
を
す
る
こ
と
も
、
時
に
は
損
を
す
る
こ
と
も
あ
る
で

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
留
学
記 松

枝
　
法
道
　
教
授

ニュージーランドの国会議事堂の一部
（通称『ハチの巣（ビー・ハイブ）』）
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し
ょ
う
が
、
個
々
の
政
策
が
常
に
そ
の
よ
う
な
姿
勢
か

ら
決
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
長
い
目
で
見
れ
ば
一
人
一
人

に
と
っ
て
な
か
な
か
良
い
結
果
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
と

い
う
の
が
そ
の
中
心
的
論
拠
で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
の
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？
「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」

と
い
う
分
野
で
は
、
政
策
決
定
者
と
い
え
ど
も
次
の
選

挙
で
の
結
果
や
個
人
的
な
利
害
な
ど
自
分
自
身
の
立
場

に
多
か
れ
少
な
か
れ
関
心
が
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
「
慈

悲
的
な
独
裁
者
」
と
し
て
行
動
す
る
わ
け
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
お
い
て
政
策

が
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
分
析
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
整
理
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
ひ
と
つ
に
企
業
や
特
定
利
害
団
体
に
よ
る
「
ロ

ビ
ー
活
動
」
の
影
響
を
考
察
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
街
で
は
、
高
層
ビ
ル
の
側
面
に
大
型

旅
客
機
や
時
に
は
軍
用
機
の
巨
大
な
宣
伝
広
告
が
掲
げ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
全
て
政
治
家
や

官
僚
に
向
け
た
も
の
で
、
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
も

様
々
な
「
工
作
活
動
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
想
像

に
か
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
比
で
は
世
界
一
多
い
と

言
わ
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
政
治
・
ビ

ジ
ネ
ス
街
に
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
る
の
に
は
こ
の
よ
う

な
背
景
も
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

留
学
先
の
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
は
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
市
内

に
三
つ
の
主
要
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
っ
て
お
り
、
私
が

研
究
室
を
借
り
て
い
た
の
は
国
会
議
事
堂
と
鉄
道
駅
に

は
さ
ま
れ
た
高
層
の
建
物
で
、
ピ
ピ
テ
ア
・
キ
ャ
ン
パ

ス
の
一
部
で
し
た
。
一
番
驚
い
た
の
は
Ｉ
Ｔ
関
連
の
設

備
で
、
ど
ん
な
小
さ
い
教
室
に
も
必
ず
一
台
は
最
新
の

電
子
黒
板
が
あ
り
ま
し
た
。
図
書
館
の
電
子
書
籍
サ
ー

ビ
ス
も
充
実
し
て
お
り
、
設
備
の
面
で
は
欧
米
の
大
学

に
も
ま
っ
た
く
引
け
を
と
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

留
学
期
間
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
た
２
０
１
８
年
２

月
に
、
関
学
経
済
学
部
か
ら
東
田
教
授
、
猪
野
准
教
授

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
、
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
の
研
究
者

と
の
二
大
学
間
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
丸
一
日
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ

て
、そ
の
後
は
み
ん
な
で
楽
し
く
飲
ん
で
食
べ
ま
し
た
。

私
の
新
し
い
夢
に
、
こ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
第
二
回
目
を
関
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
う

こ
と
が
加
わ
り
ま
し
た
。

研究室のあったピピテア・キャンパスの建物

近所のカフェにて
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藤
田　

海
外
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
て
い

る
こ
と
、
そ
れ
が
み
な
さ
ん
の
共
通
点
で
す
。
現
在
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
っ
て
す
ご
い
人
気
な
ん
で
す
ね
。

政
府
も
国
内
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
応
援
し
て
い

ま
す
し
、
大
学
生
の
関
心
も
高
い
。
た
だ
し
、
海
外
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
今
日
は
、
み
な
さ
ん
に
海
外
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
た
と
き
の
経
験
や
、

そ
れ
を
通
じ
て
考
え
た
こ
と
な
ど
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
阿
部
君
か
ら
い
き
ま
し
ょ
う
か
。
ど
う
し
て
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
か
動
機
か
ら
教
え
て
く

だ
さ
い
。

阿
部　

ゼ
ミ
に
入
っ
た
時
点
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

藤
田　

な
る
ほ
ど
。
と
い
う
こ
と
は
、
岩
崎
さ
ん
も
同

じ
で
す
か
。

岩
崎　

そ
う
で
す
ね
。

藤
田　

妻
鳥
君
は
ど
う
で
す
か
。
ベ
ト
ナ
ム
で
す
が
。

妻
鳥　

僕
は
、
将
来
、
自
分
が
働
く
姿
を
想
像
し
た
と

き
に
、
海
外
で
働
く
か
ど
う
か
が
大
き
な
基
準
に
な
る

と
思
う
ん
で
す
。
海
外
で
働
く
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て

楽
し
い
と
思
え
る
か
ど
う
か
、
自
分
の
体
で
そ
れ
を
確

か
め
た
く
て
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

藤
田　

ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
。

妻
鳥　

ベ
ト
ナ
ム
は
ア
ジ
ア
の
市
場
で
も
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
る
国
で
す
よ
ね
。
僕
は
別
に
語
学
学
習
を

目
的
と
し
て
行
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
海
外
で
働
く
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
で
関
心
が
あ
っ
た
の
で

す
。

屋　

私
は
何
か
直
感
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
チ
ラ

シ
を
見
た
と
き
に
、
こ
れ
に
行
く
べ
き
か
な
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。
見
た
の
は
ア
メ
リ

カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
チ
ラ

シ
で
し
た
。
私
は
も
と
も
と
す
ご
く
慎
重
な
性
格
で
、

　インターンシップとは、就職する前に企業などで就業体験を
することです。日本では、１日から５日程度、現場で働いてい
る社員の人たちに混ざって仕事を体験します。大学生の関心は
高く、学生の 70％以上が参加していると言われています。
　インターンシップは国内だけではなく、海外でも就業体験を
する海外インターンシップが展開されています。海外というこ
とで敷居が高いと思われがちですが、ヨーロッパ諸国ではごく
普通に行われています。学生は積極的に海外に出て経験の幅を
広げます。
　この座談会では海外インターンシップを経験した経済学部の４

名の学生さんに集まってもらい、彼らの体験談をうかがいました。

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

面
白
い

エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
座
談
会

日
　
時
：
２
０
１
８
年
11
月
７
日
（
水
）　
17
時
〜
18
時

場
　
所
：
経
済
学
部
棟
２
階
会
議
室

出
席
者
（
五
十
音
順
）：

　
学
生
　
阿
部
　
優
志
さ
ん

　
司
　
会
　
藤
田
　
友
尚
教
授

　
　
　
　
岩
崎
　
桃
子
さ
ん

　
　
　
　
屋
　
真
由
子
さ
ん

　
　
　
　
妻
鳥
　
幹
大
さ
ん
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何
事
も
か
な
り
熟
考
し
て
や
る
ん
で
す
け
ど
、
今
回
は

直
感
に
従
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
私

が
行
っ
た
と
き
、同
じ
年
の
子
が
数
人
し
か
い
な
く
て
、

ほ
と
ん
ど
が
１
学
年
上
と
か
の
人
だ
っ
た
の
で
、
や
っ

ぱ
り
就
職
活
動
を
意
識
し
て
の
参
加
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
就
職
活
動
と
い
う
よ
り
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
海
外
で
働
く
と
い
う
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
に
自
分
は
向
い
て
る
の
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た

め
に
参
加
し
ま
し
た
。

藤
田　

バ
リ
に
行
っ
た
お
二
人
は
、
バ
リ
に
行
く
の
は

自
動
的
に
決
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

岩
崎　

そ
う
で
す
。
観
光
調
査
も
兼
ね
た
ゼ
ミ
の
活
動

の
一
環
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
を
し
な
が
ら
、
そ
の
就

業
後
に
調
査
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

藤
田　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
つ
い
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

阿
部　

え
え
。
し
か
も
、
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
質
問

項
目
が
あ
っ
て
、
そ
の
調
査
の
結
果
を
も
と
に
論
文
を

書
い
て
い
ま
す
。

岩
崎　

日
本
人
の
バ
リ
に
お
け
る
観
光
調
査
を
や
り
ま

し
た
。
土
日
は
や
っ
ぱ
り
日
本
人
も
来
ま
す
か
ら
。

阿
部　

問
題
意
識
と
い
う
の
は
、
中
国
人
が
増
え
て
き

て
い
て
、
今
ま
で
は
日
本
語
だ
っ
た
の
が
中
国
語
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
問
題
意

識
を
持
っ
て
調
査
し
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

藤
田　

屋
さ
ん
の
ほ
う
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

行
っ
て
か
ら
あ
と
は
ど
う
い
う
感
じ
で
し
た
。
何
か
勉

強
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

屋　

１
カ
月
間
ホ
テ
ル
で
生
活
し
て
い
た
ん
で
す
け

ど
、
そ
の
ホ
テ
ル
で
働
い
て
い
る
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
し
て
い
た
の
が
す
ご
く
印
象
的
で
し

た
。
移
民
が
多
く
て
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
人
が
４
割

ぐ
ら
い
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
と
き
１
年
生

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
外
国
語
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
を
選

択
し
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
聞
き
取
れ
た
と
き
は
す
ご
く

う
れ
し
く
て
、
２
年
生
に
な
っ
た
と
き
語
彙
力
は
上

が
っ
た
か
な
と
は
思
い
ま
し
た
。
そ
の
点
で
言
っ
た
ら

勉
強
に
は
つ
な
が
っ
た
か
な
と
。

妻
鳥　

勉
強
と
い
う
面
で
す
が
、
大
学
の
学
課
的
な
勉

強
じ
ゃ
な
く
て
実
生
活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
点
で
は
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
仕
事
が
終
わ
っ
て
、
日
本
人
が
や
っ
て
い
る
お
店

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
日
本
人
の
駐
在
員
の
方
と
し
ゃ
べ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
、
仕
事
は
ど
ん
な
こ
と
を

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
と
か
聞
い
た
り
、
い
ろ
ん
な
人

と
出
会
っ
て
、こ
う
い
う
仕
事
は
こ
う
い
う
状
況
と
か
、

こ
う
い
う
仕
事
を
ベ
ト
ナ
ム
で
す
る
な
ら
こ
う
と
か
、

そ
う
い
う
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
社
会
人
と
し
て

ど
ん
な
ス
キ
ル
が
必
要
か
、
な
ど
の
こ
と
も
教
わ
り
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
あ
る
い
は
対
人
ス

キ
ル
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
す
ご

く
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
従
事

藤
田　

岩
崎
さ
ん
は
日
系
の
観
光
出
版
社
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
ね
。
具
体
的
に
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
た
ん
で
す
か
。

岩
崎　

観
光
出
版
社
と
い
う
か
、
観
光
系
の
フ
リ
ー
マ

ガ
ジ
ン
を
制
作
し
て
い
る
会
社
で
、
バ
リ
に
在
住
し
て

る
日
本
人
が
編
集
者
と
し
て
バ
リ
の
魅
力
を
伝
え
る
フ

リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
な
ん
で
す
。
日
本
人
の
視
点
で
バ
リ
を

紹
介
す
る
ん
で
す
け
ど
、
住
ん
で
る
か
ら
デ
ィ
ー
プ
な

場
所
と
か
、
一
般
的
じ
ゃ
な
い
よ
う
な
こ
と
も
紹
介
で

き
ま
す
。
基
本
的
に
は
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
取
材
に
も
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
滞
在
の
最

後
の
ほ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
い
ろ
い
ろ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
体
験
し
て
、
あ
と
は
同
じ
会
社
に
同
じ
ゼ
ミ
か
ら
４

人
行
っ
て
い
て
、
４
人
で
特
集
記
事
を
組
ん
で
と
言
わ

れ
た
の
で
、
学
生
旅
行
で
い
い
と
こ
ろ
み
た
い
な
の
を

紹
介
す
る
記
事
を
考
え
た
り
し
ま
し
た
。

屋　

私
は
教
育
系
の
事
業
を
扱
う
と
こ
ろ
と
、
あ
と
は

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
住
ん
で
る
日
本
人
向
け
に
雑
誌
を
発

行
し
て
る
部
署
が
あ
る
会
社
に
行
き
ま
し
た
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
型
ビ
ジ
ネ
ス
体
感
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
環
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
系
企

藤田　友尚　経済学部教授
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海外インターンシップは面白い

業
が
抱
え
る
課
題
を
消
費
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
競
合

調
査
な
ど
実
践
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
か
ら
解
決

し
、
現
役
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
対
し
事
業
提
案
を

行
う
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
昼
間
は
普

通
に
仕
事
を
し
て
、
そ
の
後
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
、
自
分
た
ち
で
新
規
事
業
を
計
画
し
て
、
そ
の

会
社
の
方
に
提
案
す
る
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

妻
鳥　

僕
の
業
務
内
容
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
で
、
ベ
ト
ナ
ム

人
ば
っ
か
り
な
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち
に
日
本
語
教

育
を
す
る
の
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
日
本
語
を
で
き
る
だ

け
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
が
、
自
由
に
教
育

し
て
い
い
よ
と
い
う
感
じ
で
任
さ
れ
ま
し
た
。
あ
と
は

若
者
視
点
か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
と
か
、
新
規
事

業
の
新
し
い
案
を
出
す
と
い
う
の
が
仕
事
で
し
た
。

藤
田　

新
し
い
案
っ
て
、例
え
ば
ど
ん
な
も
の
で
し
た
。

妻
鳥　

Ｉ
Ｔ
系
な
の
で
ア
プ
リ
開
発
と
か
が
あ
っ
て
、

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の
麵
の
「
硬
さ
」
を
調
整
で
き
る
み

た
い
な
…
…
。
僕
は
ラ
ー
メ
ン
を
「
硬
麵
」
で
食
べ
た

い
タ
イ
プ
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、
い
ろ
ん
な
人
が
何

分
で
や
っ
た
ら
硬
か
っ
た
か
と
か
、
そ
う
い
う
情
報
を

ま
と
め
て
、
こ
の
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な
ら
何
分
で
「
硬

麵
」
に
な
る
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
の
が
で
き
て
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
…
…
。

藤
田　

そ
れ
で
ど
う
で
し
た
。 

受
け
た
。

妻
鳥　

受
け
悪
か
っ
た
で
す
（
笑
）。
実
現
し
た
か
も

わ
か
ら
な
い
で
す
。

海
外
で
の
仕
事
体
験
を
通
し
て
考
え
た
こ
と

藤
田　

阿
部
君
、
何
か
そ
う
い
う
自
分
の
や
っ
て
る
と

こ
ろ
で
な
に
か
案
が
出
せ
た
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
か
。

阿
部　

僕
は
サ
ー
フ
ィ
ン
の
会
社
で
働
い
て
い
て
、

ず
っ
と
店
に
い
ま
し
た
。
接
客
で
し
た
が
、
最
初
は
接

客
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
渡
さ
れ
て
、
こ
れ
だ
け
や
っ

て
み
て
、
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
あ
と
は
、
も
し
何

か
や
り
た
か
っ
た
ら
自
分
た
ち
で
考
え
て
進
め
て
い
っ

て
、
と
い
う
具
合
で
。
自
分
た
ち
は
や
る
気
な
ん
で
す

が
、
周
り
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
し
た
ら
、
急
に

何
し
に
来
た
ん
だ
こ
い
つ
、
っ
て
感
じ
で
、
彼
ら
の
理

解
を
得
な
が
ら
鼓
舞
し
て
い
く
の
が
難
し
か
っ
た
で

す
。

　

最
終
的
に
で
き
た
こ
と
と
し
て
は
、
お
客
さ
ん
が

サ
ー
フ
ィ
ン
を
終
わ
っ
た
後
に
座
れ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
場
所
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
お
客
さ
ん
が

も
っ
と
安
ら
げ
る
空
間
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
話
に
な
り

ま
し
た
。
最
終
的
に
壁
の
ペ
イ
ン
ト
を
絵
師
の
人
を
呼

ん
で
描
い
て
も
ら
っ
た
り
、
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
で
椅
子
を

つ
く
っ
た
り
し
て
、
お
客
さ
ん
が
少
し
で
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
空
間
を
つ
く
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
ま
し

た
。

藤
田　

お
も
し
ろ
そ
う
で
す
ね
、ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
。

例
え
ば
、
仕
事
を
通
じ
て
何
か
学
ん
だ
こ
と
は
あ
る
か

し
ら
。

阿
部　

仕
事
を
す
る
上
で
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
考
え

だ
と
、
話
す
こ
と
、
伝
え
る
こ
と
が
す
ご
く
大
事
か
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
そ
れ
よ
り
も
、
む
し

ろ
聞
く
こ
と
の
ほ
う
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
仕
事
を

し
て
い
て
す
ご
く
思
い
ま
し
た
。
相
手
が
何
を
考
え
て

い
る
か
、
何
を
し
て
欲
し
い
か
、
何
が
し
た
い
か
、
そ

う
い
う
相
手
の
状
況
を
聞
き
出
す
と
い
う
こ
と
が
誰
か

と
共
に
仕
事
を
す
る
上
で
大
事
な
の
か
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。

屋　

私
は
、
日
本
に
い
る
と
き
、
仕
事
に
対
し
て
し
ん

ど
い
と
か
つ
ら
い
、
お
も
し
ろ
く
な
い
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
が
す
ご
く
あ
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
社
員
の

方
と
か
を
見
て
い
た
ら
、
仕
事
は
一
生
懸
命
し
て
遊
ぶ

と
き
は
遊
ぶ
、
そ
ん
な
メ
リ
ハ
リ
が
す
ご
く
て
、
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
の
と
き
と
か
は
す
ご
く
楽
し
そ
う
に
し
て
い

た
り
と
か
、
き
ょ
う
は
何
々
を
食
べ
に
行
こ
う
み
た
い

な
こ
と
が
あ
っ
て
、
楽
し
む
こ
と
も
し
て
い
い
ん
だ
み

た
い
な
感
じ
で
。
真
面
目
に
取
り
組
む
の
も
大
事
だ
け

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
す
ご
く
大
事
な
ん
だ
な

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

岩
崎　

日
本
に
い
た
と
き
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
と
か
で

は
労
働
の
質
が
低
い
、
仕
事
の
時
間
も
守
ら
な
い
、
約

束
も
守
ら
な
い
、
頼
ん
で
も
期
待
し
た
も
の
が
返
っ
て

こ
な
い
、
だ
か
ら
余
り
期
待
し
た
ら
ダ
メ
、
み
た
い
な

阿部　優志（あべ　ゆうし）　経済学部３年。栗田ゼミで
ゼミ長を務める。2018年夏、インドネシアのバリ島の日
系企業で約１ヶ月半のインターンシップに参加。
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ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
の
レ
ベ
ル
に
引

き
上
げ
な
い
と
、
現
地
の
人
を
そ
こ
ま
で
も
っ
て
い
か

な
き
ゃ
、
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
イ
ン
タ
ー
ン
に

行
か
せ
て
も
ら
っ
た
先
の
社
長
さ
ん
か
ら
、
世
界
か
ら

見
た
ら
日
本
人
が
特
殊
で
ち
ゃ
ん
と
し
過
ぎ
て
い
る
、

だ
か
ら
そ
の
レ
ベ
ル
に
も
っ
て
い
こ
う
と
し
て
も
無
理

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
自
分
た
ち
の
ほ
う
が
マ
イ

ナ
ー
な
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
な
い
と

う
ま
く
や
っ
て
い
け
な
い
よ
、と
。確
か
に
そ
う
だ
な
、

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

屋　

実
際
で
き
な
い
ん
で
す
か
、
本
当
に
。

岩
崎　

多
分
で
き
る
ん
で
す
け
ど
、
現
地
の
人
が
そ
こ

ま
で
求
め
て
い
な
い
と
い
う
か
…
…
。

屋　

こ
の
ぐ
ら
い
で
い
い
よ
と
い
う
基
準
が
現
地
的
に

あ
る
と
い
う
こ
と
…
…
。

岩
崎　

会
社
も
、
現
地
の
人
た
ち
の
考
え
方
や
習
慣
が

あ
る
の
で
、日
本
的
発
想
だ
け
で
や
っ
て
い
た
ら
、や
っ

ぱ
り
う
ま
く
い
か
な
い
。

妻
鳥　

普
通
、
日
本
的
に
は
遅
刻
す
る
場
合
に
は
、
絶

対
遅
延
証
明
と
か
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
ベ
ト

ナ
ム
の
社
員
っ
て
、
会
社
に
電
話
入
れ
る
わ
け
で
も
な

い
ん
で
す
よ
。
そ
の
班
の
チ
ー
ム
の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
、「
妻
鳥
、
遅
れ
る
か
ら
」
み
た
い
な
。
寝
坊
し

た
か
ら
遅
れ
る
、
き
の
う
飲
ん
で
た
か
ら
遅
れ
る
、

エ
ー
ッ
！
、
と
い
う
感
じ
で
す
。
し
か
し
、
社
員
の
人

と
か
は
み
ん
な
ベ
ト
ナ
ム
人
な
ん
で
す
け
ど
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
、飲
み
に
行
こ
う
と
か
遊
び
に
行
こ
う
と
か
。

３
週
目
ぐ
ら
い
に
旅
行
に
行
こ
う
っ
て
誘
わ
れ
て
、
行

き
た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
自
分
に
予
定
が
入
っ
て
て

行
け
な
か
っ
た
ん
で
す
。

阿
部　

会
社
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
周
り
に
い
て
、

常
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
囲
ま
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
で
も
僕
の
会
社
は
結
構
き
っ
ち
り
し
た
と
こ

ろ
で
、
遅
刻
す
る
人
は
全
然
い
な
か
っ
た
で
す
。
経
営

者
が
日
本
人
で
、
結
構
厳
し
い
か
ら
。
と
い
う
と
こ
ろ

も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
ほ
ぼ
遅
刻
は
ゼ
ロ
。
一
回
僕
が

遅
刻
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
の
す
ご
く
険
悪
な
雰
囲
気

に
な
っ
て
…
…
。
社
長
さ
ん
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
起

業
し
て
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
一
人
ぐ
ら
い
怖

い
役
割
を
担
う
人
が
い
な
い
と
だ
め
で
、
そ
の
役
を
自

分
が
や
っ
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

妻
鳥　

社
員
は
何
人
規
模
な
ん
で
す
か
。

阿
部　

社
員
は
サ
ー
フ
ィ
ン
の
ほ
う
は
大
体
10
人
程
度

ぐ
ら
い
で
、
も
う
一
つ
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
バ
ス

の
会
社
は
中
心
と
な
る
オ
フ
ィ
ス
は
20
人
ぐ
ら
い
で
し

た
が
、
全
体
と
し
て
は
１
３
０
人
く
ら
い
の
ス
タ
ッ
フ

が
い
ま
す
。

妻
鳥　

僕
の
と
こ
ろ
は
大
き
な
企
業
で
２
０
０
人
ぐ
ら

い
い
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

岩
崎　

そ
こ
は
ベ
ト
ナ
ム
人
だ
け
な
ん
で
す
か
。

妻
鳥　

日
系
の
企
業
で
、
日
本
人
の
方
は
３
人
ぐ
ら
い

い
ま
し
た
。
現
地
の
人
を
雇
っ
て
る
わ
け
で
す
。

岩
崎　

私
の
と
こ
ろ
は
日
本
人
と
バ
リ
人
が
半
々
ぐ
ら

い
だ
っ
た
ん
で
す
。
規
模
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の

で
、
日
本
語
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
現
地
の
人
で

雇
わ
れ
て
る
の
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
か
、
写
真
と
か
エ

デ
ィ
ッ
ト
し
た
り
す
る
人
、
あ
と
は
営
業
の
人
。
バ
リ

人
に
売
り
込
み
に
い
く
の
で
日
本
人
だ
と
ど
う
し
て
も

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
。
企
画
と
か
は
在
住

の
日
本
人
な
の
で
、
私
た
ち
が
話
し
て
い
る
の
は
基
本

的
に
は
日
本
人
の
社
員
さ
ん
。
バ
リ
人
の
エ
デ
ィ
タ
ー

の
人
と
は
隣
の
席
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
と

き
に
バ
リ
の
お
菓
子
食
べ
る
、
み
た
い
な
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
。

言
葉
や
文
化
の
差
は

藤
田　

英
語
の
語
学
力
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

岩
崎　

イ
ン
タ
ー
ン
で
英
語
力
が
上
が
っ
た
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
感
じ
で
す
。
生
活
面

で
は
ホ
テ
ル
の
人
と
し
ゃ
べ
っ
た
り
す
る
の
は
英
語
な

ん
で
す
け
ど
、
会
社
は
日
本
語
で
や
っ
て
い
て
、
バ
リ

の
人
と
し
ゃ
べ
る
と
き
に
ち
ょ
っ
と
英
語
を
使
う
く
ら

い
で
し
た
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
バ
リ
の
言
葉
を
教

え
て
も
ら
っ
た
り
と
か
は
し
て
ま
し
た
。

屋　

私
の
方
は
、
１
カ
月
も
い
た
ら
、
ス
ペ
イ
ン
語
を

話
す
そ
の
人
と
も
仲
よ
く
な
っ
た
り
し
た
ん
で
す
が
、

英
語
を
織
り
ま
ぜ
て
や
っ
て
い
た
の
で
、
詳
し
い
話
と

岩崎　桃子（いわさき　とうこ）　経済学部３年。栗田ゼ
ミ所属。2018年夏、インドネシアのバリ島の日系観光出
版社で約１ヶ月半のインターンシップに参加。
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海外インターンシップは面白い

か
は
で
き
な
か
っ
た
で
す
。
英
語
を
使
う
の
は
、
私
も

日
常
生
活
ぐ
ら
い
で
す
。
あ
と
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
一
環
と
し
て
、
大
学
に
行
っ
て
現
地
の
大
学
生
に
聞

く
機
会
が
す
ご
く
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
は
英

語
だ
っ
た
の
で
必
死
に
聞
い
た
り
言
っ
た
り
と
か
は
し

て
い
ま
し
た
。
聞
く
こ
と
に
関
し
て
は
、
答
え
が
あ
ら

か
じ
め
用
意
さ
れ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で
、
必
死
に

聞
か
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
語
学
力
は

そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
か
な
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

妻
鳥　

僕
は
語
学
力
が
あ
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分

が
何
か
し
ゃ
べ
ろ
う
と
思
え
ば
い
く
ら
で
も
そ
の
機
会

を
つ
く
れ
た
の
で
、自
分
か
ら
英
語
で
話
し
か
け
た
ら
、

み
ん
な
英
語
で
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
最
初
に
着
い
た

と
き
、
英
語
は
得
意
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
普
通

に
結
構
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
行
っ
た
の
は
英
語
目
的
じ
ゃ
な
か
っ

た
ん
で
す
け
ど
。

阿
部　

社
員
さ
ん
と
は
基
本
英
語
で
話
し
て
い
て
、
プ

レ
ゼ
ン
の
機
会
と
か
い
た
だ
い
た
と
き
は
ち
ょ
っ
と
難

し
い
英
語
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
、
こ
の
辺
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
、
日
常
生
活
は
け
っ
こ
う
い
け
る
か
な
と
い

う
感
じ
で
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
の
ほ
う
は
日
本
人
が
多
い

の
で
日
本
語
で
い
け
る
ん
で
す
け
ど
、
た
ま
に
外
国
人

の
ツ
ア
ー
客
が
来
た
り
し
て
、
母
語
が
英
語
の
人
と
英

語
で
し
ゃ
べ
る
と
き
は
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
ま

し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
の
英
語
は
あ
ま
り
緊
張
し

な
か
っ
た
で
す
が
。

藤
田　

文
化
の
差
と
い
う
面
で
何
か
気
が
つ
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
な
ん
か
、

少
し
違
う
と
思
い
ま
す
が
。

阿
部　

ビ
ー
チ
に
は
売
り
子
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
で
す

け
れ
ど
、
２
週
間
ぐ
ら
い
た
っ
た
と
き
に
は
、
顔
見
知

り
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
周
り
に
い
た

売
り
子
の
人
が
声
を
か
け
て
こ
な
く
な
っ
て
た
ん
で

す
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
ミ
サ
ン
ガ
だ
っ
た

り
、安
い
偽
物
の
レ
イ
バ
ン
の
サ
ン
グ
ラ
ス
だ
っ
た
り
、

ご
ざ
と
か
を
観
光
客
に
声
を
か
け
て
売
る
の
が
仕
事
で

す
。
あ
る
日
す
ご
く
暇
で
、
ビ
ー
チ
で
座
っ
て
過
ご
し

た
日
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
海
を
眺
め
て
、
そ
ろ
そ
ろ
波

い
い
か
な
、
み
た
い
な
感
じ
で
。
そ
ん
な
時
、
売
り
子

が
い
つ
も
毎
日
同
じ
人
で
、
同
じ
も
の
を
売
っ
て
い
る

事
に
、
急
に
、
で
も
強
烈
に
感
じ
ま
し
た
。
目
の
前
の

海
で
自
分
は
サ
ー
フ
ィ
ン
し
て
る
の
に
、
ビ
ー
チ
に
は

貧
困
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
の
が
バ
リ
に
は
あ
っ
て
、

１
ヶ
月
滞
在
し
た
か
ら
こ
そ
気
づ
け
た
点
か
な
と
思
い

ま
す
。

藤
田　

バ
リ
は
観
光
の
町
で
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
有

名
で
す
が
、
貧
富
の
格
差
は
ひ
ど
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
事
件
と
か
も
時
々

あ
っ
た
り
し
て
、
貧
困
が
原
因
だ
っ
た
り
し
ま
す
け
ど

ね
。

屋　

私
は
、
み
ん
な
異
質
な
も
の
、
自
分
と
違
う
も
の

を
受
け
入
れ
て
生
き
て
る
っ
て
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。

す
ご
く
繁
華
な
と
こ
ろ
か
ら
ち
ょ
っ
と
入
っ
た
だ
け

で
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
だ
っ
た
り
リ
ト
ル
・
ト
ー

キ
ョ
ー
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ス
ラ
ム
街
だ
っ
た
り
と

か
が
近
く
に
あ
っ
て
、
貧
富
の
差
と
か
文
化
の
違
い
と

い
う
の
も
す
ご
く
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

妻
鳥　

み
ん
な
け
っ
こ
う「
テ
キ
ト
ー
」な
ん
で
す
が
、

で
も
人
情
は
す
ご
く
あ
っ
て
、
本
当
に
す
ぐ
輪
の
中
に

入
れ
よ
う
と
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
が
特
徴
と
し
て
あ

り
ま
す
。
今
で
もLIN

E

妻
鳥
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
、

こ
の
前
、
大
阪
で
地
震
が
起
き
た
と
き
に
「
地
震
起
き

ま
し
た
ね
、大
丈
夫
で
す
か
」み
た
い
な
メ
ー
ル
を
送
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
国
民
性
と
し
て
は「
テ
キ
ト
ー
」

な
部
分
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
か
わ
り
す
ご
く
人

に
対
し
て
温
か
い
と
い
う
か
、
興
味
津
々
で
来
て
く
れ

る
の
で
、
そ
こ
は
す
ご
く
あ
り
が
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。

岩
崎　

バ
リ
の
人
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
日
本
人
好
き
で
、

す
ご
い
親
日
家
な
ん
で
す
。
優
し
い
な
と
い
う
雰
囲
気

を
出
し
て
や
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

阿
部　

一
度
、
歩
い
て
20
分
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
お

客
さ
ん
を
迎
え
に
行
く
日
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
早
朝
６

時
に
そ
の
ホ
テ
ル
に
行
っ
て
と
言
わ
れ
て
。
で
も
そ
の

前
日
に
足
を
怪
我
し
て
、
足
を
引
を
き
ず
り
な
が
ら
歩

屋　真由子（おく　まゆこ）　経済学部３年。2017年冬、
アメリカのロサンゼルスで１ヶ月間のインターンシップ
に参加。平日はしっかり働き土日は遊ぶというメリハリ
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い
て
い
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
バ
イ
ク
の
お
っ
ち
ゃ
ん

が
、
早
朝
で
す
よ
、
い
き
な
り「
ど
こ
ま
で
行
く
の
」っ

て
尋
ね
て
き
た
ん
で
す
。
バ
リ
の
バ
イ
ク
は
フ
リ
ー
で

タ
ク
シ
ー
も
や
っ
て
い
て
、
歩
い
て
い
た
ら
バ
イ
ク
に

ど
う
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。
バ
イ
ク
に
乗
り
た
け
れ

ば
、
そ
の
人
に
目
的
地
を
言
え
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
、

か
な
り
高
く
て
普
通
な
ら
１
，
０
０
０
円
、
２
，
０
０

０
円
ぐ
ら
い
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
「
要
り
ま
せ

ん
」と
言
っ
た
の
で
す
が
、「
１
ド
ル
で
も
い
い
か
ら
、

ど
こ
行
に
く
の
」
っ
て
言
わ
れ
て
。
そ
れ
で
も
時
間
に

余
裕
が
あ
っ
た
の
で
「
歩
く
か
ら
い
い
よ
」
っ
て
言
っ

た
ん
で
す
が
、「
乗
っ
て
い
け
」
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
も
、
タ
ダ
で
。
そ
う
い
う
人
情
的
な
面
で
の
優
し

さ
が
あ
っ
て
、
バ
リ
の
親
日
性
を
感
じ
ま
す
ね
。

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
自
分
の
《
殻
》
を 
 

打
ち
破
る

藤
田　

海
外
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場
合
、
何
か
メ

リ
ッ
ト
と
か
デ
メ
リ
ッ
ト
み
た
な
の
が
あ
り
ま
す
か
。 

メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う
が
多
い
で
す
か
。

妻
鳥　

メ
リ
ッ
ト
し
か
な
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

だ
っ
て
、
行
っ
た
ら
絶
対
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
し
…
…
。

屋　

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
こ
の
企
業
に

行
き
た
い
と
い
う
希
望
は
出
せ
な
い
ん
で
す
。
例
え
ば

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
た
と
し
た
ら
デ
メ
リ
ッ
ト
か
な
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
よ
っ
て
は
、

食
に
関
し
て
い
う
と
す
ご
い
差
が
あ
り
ま
す
。
豆
ば
っ

か
り
出
て
き
た
と
か
、
毎
日
カ
レ
ー
ば
っ
か
り
だ
っ
た

と
か
。
家
族
の
交
流
を
大
事
に
し
て
い
て
、
夜
御
飯
ま

で
に
帰
ら
な
き
ゃ
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
り
と
か
、
そ

う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
デ
メ
リ
ッ
ト
か
な
と
は
思
い

ま
す
。

岩
崎　

私
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
っ
て
何
を
す
る
か
が
ち
ゃ

ん
と
決
め
ら
れ
て
る
も
の
だ
と
思
っ
て
た
ん
で
す
。
日

本
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
ら

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
の
を
自
分
た
ち
で
考
え
て

や
っ
て
い
く
、
と
い
う
具
合
に
。
で
も
、
私
の
と
こ
ろ

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
用
に
わ
ざ
わ
ざ
仕
事
な
ど
は
用
意
さ

れ
て
い
な
く
て
、
ふ
だ
ん
の
通
常
業
務
の
中
で
ど
う
自

分
た
ち
が
入
っ
て
い
く
か
だ
っ
た
の
で
、
本
当
に
実
際

に
働
い
て
る
み
た
い
で
し
た
。

藤
田　

海
外
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
と
い

う
と
、
ど
ん
な
人
が
向
い
て
る
と
思
い
ま
す
か
。
例
え

ば
今
後
、
み
な
さ
ん
の
後
輩
か
な
ん
か
に
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
行
き
た
い
ん
で
す
け
ど
、
と
相
談
さ
れ
た

と
し
た
ら
、
ど
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
か
し
て
あ
げ
ら
れ

る
で
し
ょ
う
ね
。

妻
鳥　

も
う
、
迷
っ
て
る
時
点
で
行
っ
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
。
だ
っ
て
、
迷
っ
て
る
と
い
う
時
点
で
行
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
な
ん
で
、
そ

う
思
え
て
る
時
点
で
行
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
し
、
も

う
迷
っ
た
時
点
で
行
け
よ
、
と
思
い
ま
す
。

屋　

私
は
１
年
生
の
終
わ
り
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

１
年
生
の
期
間
を
す
ご
く
無
駄
に
し
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
１
年
生
の
と
き
に
、
自
分
が
目
標
を
持
っ
て
何
か

を
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
し
て
こ
な

か
っ
た
な
と
気
付
い
て
、
そ
れ
っ
て
す
ご
く
も
っ
た
い

な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。残
り
３
年
あ
る
ん
だ
っ
た
ら
、

何
か
自
分
が
変
わ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
と
思
っ
た

の
で
、
ふ
だ
ん
だ
っ
た
ら
海
外
で
生
活
す
る
な
ん
て
自

分
に
は
で
き
な
い
し
、
と
か
っ
て
思
っ
て
行
か
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
で
勇
気
を
出
し
て

や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
。そ
の
後
、

何
事
も
や
っ
て
み
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
を
学
ん

で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の

経
験
を
通
し
て
大
学
生
活
が
充
実
し
た
と
思
い
ま
す
。

も
し
自
分
に
向
い
て
な
い
と
か
思
っ
た
と
し
て
も
、
向

く
よ
う
に
工
夫
し
て
い
け
る
と
思
う
の
で
、
行
っ
た
ほ

う
が
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

岩
崎　

向
い
て
る
と
い
う
か
、早
目
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

も
し
昔
の
自
分
に
向
か
っ
て
言
え
る
な
ら
…
…
。

　

１
年
生
と
か
に
行
っ
た
ほ
う
が
、
こ
れ
か
ら
そ
の
後

の
大
学
生
活
に
も
っ
と
つ
な
げ
ら
れ
た
か
な
と
。
私
の

場
合
、
３
年
生
で
行
っ
た
の
で
、
も
う
残
り
は
就
職
活

動
や
ゼ
ミ
の
論
文
と
か
で
、
あ
と
１
年
ち
ょ
っ
と
し
か

な
く
て
、
も
っ
と
前
に
行
っ
て
い
た
ら
少
し
違
っ
た
か

な
。

阿
部　

僕
は
３
年
生
で
行
く
こ
と
に
賛
成
か
な
。
ゼ
ミ

妻鳥　幹大（めんどり　みきひろ）　経済学部３年。2018
年春、ベトナムで１ヶ月間のインターンシップに参加。
関西学院中学部野球部の公認学生コーチをしている。
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海外インターンシップは面白い

で
１
年
か
け
て
30
冊
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
の
本
を
先
生
か

ら
指
定
さ
れ
、
そ
れ
を
読
み
ま
し
た
。
例
え
ば
、
文
化

に
対
す
る
受
け
取
り
方
を
勉
強
す
る
本
だ
っ
た
り
、
働

き
方
に
関
す
る
本
だ
っ
た
り
。
そ
う
い
う
の
を
読
ん
で

か
ら
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
僕
は
逆
に

３
年
生
で
よ
か
っ
た
な
と
。

藤
田　

な
る
ほ
ど
。
つ
ま
り
阿
部
君
が
言
っ
た
み
た
い

に
、
い
ろ
い
ろ
の
働
き
方
だ
と
か
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
風

土
や
国
民
性
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
て
お
い
て
、
そ
れ

を
実
地
に
検
証
し
て
み
る
と
い
う
考
え
も
有
り
だ
し
、

他
の
３
人
に
よ
う
に
、
自
分
で
動
い
て
み
て
自
分
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
自
己
変
革
と
い
う
思

い
で
参
加
す
る
の
も
有
り
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ

は
個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
で
す
ね
。
参
考
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
学
生
だ
か
ら
で
き
る
海
外
で
の
仕
事
体
験

藤
田　

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
高
校
生
に
と
っ

て
、
き
っ
と
新
し
い
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
ぱ
っ

と
大
学
に
入
っ
て
き
て
、
留
学
以
外
に
こ
う
い
う
制
度

が
あ
る
と
知
っ
て
ど
う
思
っ
た
。
高
校
生
の
と
き
に
、

み
な
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ん
て
考
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
か
。

妻
鳥　

な
い
で
す
。
留
学
は
あ
っ
た
け
ど
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
ま
で
は
…
…
。

屋　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
な
い
…
…
。
留
学
は
知
っ

て
る
け
ど
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
も
の
が
あ
る

こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。

岩
崎　

私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ワ
ン
セ
メ
ス
タ
ー

の
期
間
、
留
学
し
た
ん
で
す
が
、
留
学
期
間
は
も
ち
ろ

ん
大
学
で
勉
強
す
る
。
友
達
と
交
流
し
て
文
化
を
知
っ

た
り
と
か
し
た
ん
で
す
け
ど
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

語
学
学
習
じ
ゃ
な
い
し
、
語
学
力
を
高
め
た
い
と
い
う

目
的
で
行
く
も
の
で
も
な
い
の
で
、
よ
り
現
地
感
、
よ

り
そ
こ
の
生
活
の
中
に
入
り
込
む
み
た
い
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
留
学
の
と
き
は
よ
そ
様
と
い
う
感
じ
の
雰

囲
気
、
も
ち
ろ
ん
あ
な
た
留
学
生
だ
か
ら
と
い
う
建
前

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
っ

た
ら
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
人
は
要
ら
な
い
。
邪
魔

な
だ
け
で
す
か
ら
。

　
藤
田　

み
ん
な
３
年
生
で
、
こ
れ
か
ら
就
活
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
ね
。
こ
の
経
験
を
何
か
こ
れ
か
ら
活
か

す
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
か
。

阿
部　

僕
は
サ
ー
フ
ィ
ン
の
会
社
で
何
か
し
た
い
な
ら

自
分
た
ち
で
考
え
て
、
と
言
わ
れ
た
と
き
に
、
会
社
の

中
で
新
し
い
企
画
を
始
め
よ
う
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

際
、
ど
う
や
っ
て
ほ
か
の
人
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
か
、
引
き
連
れ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
悩
み

ま
し
た
。

　

一
方
で
バ
ス
の
会
社
で
は
、何
人
か
企
画
者
が
い
て
、

企
画
が
も
う
考
え
ら
れ
て
い
る
途
中
か
ら
入
っ
て
、
何

か
そ
れ
に
対
し
て
意
見
を
出
し
て
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
を
見
て
、
こ
こ
と
か
甘
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と

か
、
そ
ん
な
こ
と
し
か
言
え
な
く
て
、
企
画
者
の
方
た

ち
ほ
ど
ア
ツ
く
な
れ
な
か
っ
た
自
分
も
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
二
つ
の
立
場
を
経
験
し
ま
し
た
。
一
つ
は
自

分
が
企
画
者
に
な
る
側
、
も
う
一
つ
は
自
分
が
引
っ
張

ら
れ
る
側
に
な
る
と
い
う
立
場
で
す
。
ど
ち
ら
の
立
場

も
全
然
違
っ
て
、
か
な
り
悩
み
ま
し
た
。
ど
ち
ら
か
一

方
の
立
場
に
立
っ
た
時
に
、
も
う
一
方
の
立
場
も
考
え

な
い
と
だ
め
だ
な
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
、
社
会
人
と

し
て
の
活
動
に
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

妻
鳥　

僕
の
い
た
と
こ
ろ
は
、
企
業
の
規
模
が
大
き
い

の
で
、
ま
ず
イ
ン
タ
ー
ン
に
来
て
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
る
人
が
少
な
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
、

日
本
語
教
育
を
す
る
人
た
ち
に
自
分
た
ち
の
こ
と
を
知

ら
せ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
朝
早
く
出
社

し
て
、
玄
関
に
い
て
、
み
ん
な
に
挨
拶
し
て
自
己
Ｐ
Ｒ

を
す
る
と
い
う
こ
と
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
み
ん
な
に

知
っ
て
も
ら
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
る
と
い

う
の
を
話
し
て
、そ
れ
で
参
加
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。

と
り
あ
え
ず
自
分
か
ら
積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
し
て
い
か

な
い
と
何
も
起
こ
ら
な
い
、
ま
ず
行
動
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
何
も
起
こ
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

屋　

私
の
場
合
、
１
年
生
の
終
わ
り
に
行
っ
た
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験
を
就
活
で
活
か
そ
う
と

思
っ
て
は
い
な
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
で
、
今
後
の
自
分

の
考
え
方
だ
っ
た
り
と
か
生
き
方
と
い
う
点
で
何
か
得

る
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

岩
崎　

人
気
の
企
業
と
か
有
名
な
と
こ
ろ
と
か
に
行
き

た
い
っ
て
思
う
人
は
多
い
で
す
よ
ね
。
私
も
１
年
生
か

ら
ず
っ
と
そ
う
思
っ
て
い
て
、
で
も
、
今
回
の
バ
リ
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
バ
リ
の
中
小
企
業
で
働
い

た
の
で
、そ
の
よ
さ
み
た
い
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
一
般
大
学
生
の
就
活
の
王
道
、つ
ま
り
、い
っ

ぱ
い
セ
ミ
ナ
ー
に
行
っ
て
、
い
ろ
ん
な
企
業
を
知
っ
て

業
界
分
析
を
し
て
、
み
た
い
な
の
じ
ゃ
な
く
て
も
、
日

本
の
中
小
企
業
に
ち
ょ
っ
と
目
を
向
け
て
み
た
い
な
と

か
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
か
楽
し
そ
う
だ
な
と
か
、
そ
ん
な

方
向
に
今
は
意
識
が
向
か
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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藤
田　

み
な
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
が
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
や
考
え
方
に
と
て

も
豊
か
な
経
験
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
経
験
は
み
な
さ
ん
の
自
信
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
は
確
実
で
、
そ
の
経
験
は
就
活
で

も
力
と
な
り
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
就
活
が
本
格
化

し
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
健
闘
と
幸
運
を
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。

　

今
日
は
、
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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祖
父
や
二
人
の
叔
父
兄
弟
が
、
地
方
で

「
開
業
医
」
を
し
て
、
勤
め
人
で
は
な
く

「
職
人
」
と
し
て
他
人
に
あ
ま
り
依
存
せ

ず
生
き
て
い
た
の
を
見
て
、
高
校
時
代
は

ま
っ
た
く
勉
強
せ
ず
に
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
私
も
、
で
き
は
悪
い
が
「
風
邪

と
腹
痛
で
も
」
診
て
飯
を
食
い
な
が
ら
、

地
方
で
「
小
説
や
随
筆
」
で
も
書
い
て
自

由
気
ま
ま
に
暮
ら
し
て
や
ろ
う
。」
な
ど

と
甘
く
考
え
、
無
謀
に
も
「
医
学
部
」
に

入
り
、
ヤ
ブ
医
者
に
な
ろ
う
と
不
徳
な
決

意
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
高
校
入
学
以

来
、
奨
学
金
で
映
画
を
、
洋
邦
画
を
問
わ

ず
年
に
１
０
０
本
鑑
賞
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

の
ボ
ー
カ
ル
に
現
を
抜
か
す
な
ど
怠
け
に

怠
け
て
い
た
高
３
の
私
に
あ
っ
た
の
は
、

「
医
学
部
に
入
れ
る
学
力
を
つ
け
る
努
力

の
才
能
や
学
力
」
で
は
な
く
、「
無
謀
な

決
意
と
根
拠
の
な
い
自
信
と
自
己
肯
定

感
」
と
色
気
と
彼
女
で
、
家
は
母
子
家
庭

で
カ
ネ
も
な
く
、
現
役
は
高
校
近
く
の
公

立
大
学
の
医
学
部
を「
記
念
受
験
」し
て
、

落
ち
る
べ
く
し
て
落
ち
、
賢
明
な
彼
女
に

は
18
歳
の
誕
生
日
を
最
後
に
、
フ
ラ
れ
る

べ
く
し
て
フ
ラ
れ
た
。

　

当
然
、
浪
人
し
て
も
、
高
校
の
多
く
の

同
級
生
が
入
塾
し
た
大
手
予
備
校
の
Ｋ
塾

に
も
、
カ
ネ
が
な
い
の
で
入
ら
ず
に
、
Ｚ

会
の
通
信
添
削
と
受
験
参
考
書
頼
み
の
我

流
の
勉
強
だ
け
の
宅
浪
で
１
年
を
費
や
し

た
。
受
験
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
効
率
的
な
時
間

配
分
も
な
い
我
流
で
は
で
き
ず
、
け
っ

き
ょ
く
１
期
校
は
、
地
元
の
名
門
で
叔
父

が
卒
業
し
た
国
立
Ｎ
大
の
医
学
部
を
受
験

し
て
桜
散
り
、
滑
り
止
め
で
受
け
て
お
い

た
私
立
Ｎ
大
学
の
経
済
学
部
に
入
学
し
た

が
、
在
学
し
つ
つ
「
仮
面
浪
人
」
し
て
、

１
期
は
再
度
国
立
Ｎ
大
の
医
学
部
を
受
験

し
て
敗
退
、
２
期
校
も
青
森
県
の
国
立
Ｈ

大
学
の
医
学
部
も
ち
ゃ
ん
と
落
ち
、
Ｎ
大

の
単
位
も
と
れ
ず
、
留
年
決
定
し
24
歳
で

「
１
浪
１
留
」
し
て
Ｎ
大
を
卒
業
。
名
古

屋
市
の
公
務
員
試
験
の
筆
記
は
合
格
し
た

も
の
の
、
癖
の
強
さ
か
ら
か
面
接
で
落

ち
、
地
元
の
中
小
企
業
に
営
業
社
員
と
し

て
入
社
し
勤
務
。
そ
の
後
、「
俺
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
生
き
る
の
は
、
と
て
も
無
理

だ
。」と
判
断
し
て
、私
立
Ｎ
大
時
代
に「
大

学
院
進
学
し
て
は
？
」
と
の
お
誘
い
を
自

ら
蹴
っ
た
く
せ
に
、
そ
の
誘
っ
て
く
だ

さ
っ
た
恩
師
を
訪
ね
、
大
学
院
の
修
士
課

程
に
27
歳
で
進
学
。
さ
す
が
に
「
退
路
」

を
自
ら
断
っ
た
の
で
、「
死
に
物
狂
い
」

で
勉
強
（
土
日
祝
日
、
夏
季
休
暇
、
春
期

休
暇
以
外
は
、
塾
講
師
の
バ
イ
ト
と
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
の
大
学
院
の
授
業
準
備
で
睡
眠

時
間
５
時
間
）。

　

そ
の
後
カ
ネ
も
な
い
の
で
博
士
後
期
は

公
立
Ｎ
市
立
大
の
大
学
院
に
編
入
し
、
Ｄ

１
で
投
稿
し
た
論
文
が
日
本
の
あ
る
学
会

誌
に
単
著
で
掲
載
さ
れ
Ｏ
Ｄ
な
し
の
公
募

で
、
縁
あ
っ
て
立
命
館
大
学
経
営
学
部
に

助
教
授
で
採
用
さ
れ
た
の
が
32
歳
だ
っ

た
。
ち
な
み
に
そ
の
と
き
経
営
学
部
で
同

僚
と
な
っ
た
の
が
、
現
在
で
も
同
僚
で
あ

る
次
期
経
済
学
部
長
の
豊
原
法
彦
教
授
で

あ
る
。
ま
た
、
同
大
学
で
学
部
は
異
な
る

が
同
僚
で
あ
っ
た
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
刺
激
と
学
恩
を
受
け
て
い
る
の
が
、

大
阪
大
学
経
済
学
部
の
阿
部
顕
三
教
授
、

二
神
孝
一
教
授
、
堂
目
卓
生
教
授
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
先
生
方
に
と
っ

て
私
は
、困
っ
た
「
腐
れ
縁
？
」
だ
と
思
っ

て
お
ら
れ
る
と
思
う
が
…
…
。

　

こ
れ
が
18
歳
か
ら
32
歳
ま
で
波
乱
万
丈

で
リ
ス
ク
に
満
ち
て
い
た
が
、
果
敢
に
過

ご
し
た
激
動
の
青
年
期
の
中
で
、
27
歳
か

ら
32
歳
ま
で
が
「
私
の
遅
ま
き
の
青
春
と

研
究
の
日
々
」
で
あ
り
、
学
者
と
し
て
気

ま
ま
に
生
き
る
「
獣
（
け
も
の
）
道
」
を

生
き
る
現
在
の
私
の
礎
と
な
っ
た
。

20
代
、
あ
の
頃
私
は…

…

研
究
と
青
春

20
代
、
あ
の
頃
私
は…

…

研
究
と
青
春

新
海
哲
哉

「
会
社
か
ら
離
脱
！
リ
ス
ク
を
冒
し
て

  

研
究
者
の
道
へ

　研
究
と
青
春
」

「
会
社
か
ら
離
脱
！
リ
ス
ク
を
冒
し
て

  

研
究
者
の
道
へ

　研
究
と
青
春
」
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研
究
に
没
頭
し
て
い
た
20
代
、
そ
れ
と

今
の
自
分
と
の
つ
な
が
り
を
、
と
い
う
お

題
を
い
た
だ
い
た
も
の
の
、
自
分
の
過
ご

し
た
20
代
は
研
究
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
分
か
ら
な
か
っ
た
し
、
い
ま
も
本
当
は

分
か
っ
て
い
な
い
し
、
大
学
生
活
の
中
で

覚
え
て
い
る
こ
と
を
…
と
独
り
決
め
し
て

み
た
。
際
立
っ
て
い
ま
も
残
る
記
憶
を
書

く
こ
と
で
お
許
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。

　

学
部
生
と
し
て
教
え
を
受
け
た
先
生
の

う
ち
、
忘
れ
得
な
い
先
生
の
こ
と
で
あ

る
。
い
ま
な
お
新
刊
本
コ
ー
ナ
ー
で
お
名

前
を
拝
見
す
る
先
生
で
も
あ
り
、
多
少
の

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
交
え
る
。

　

ま
ず
は
授
業
に
は
遅
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
（
授
業
開
始
時
間
か
ら
28
分
後
、
絶
妙

な
タ
イ
ミ
ン
グ
）。
仕
事
場
は
某
駅
前
の

喫
茶
店
、
家
に
は
帰
れ
な
い
か
ら
、
と
い

う
よ
う
な
話
を
枕
に
、
お
す
す
め
の
本
の

話
が
始
ま
る
。
毎
回
３
冊
。
古
今
東
西
を

問
わ
ず
縦
横
無
尽
に
語
る
こ
と
数
十
分
の

の
ち
、
お
も
む
ろ
に
テ
キ
ス
ト
を
１
〜
２

ペ
ー
ジ
ほ
ど
解
説
し
、
も
う
時
間
や
な
、

と
教
室
を
去
る
。
豊
か
に
紹
介
さ
れ
た
数

十
冊
の
う
ち
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
手
に
と

ら
ず
興
味
を
持
と
う
と
も
し
な
か
っ
た
こ

と
が
今
で
も
悔
や
ま
れ
る
。

　

し
か
し
、
言
い
た
い
の
は
そ
の
こ
と
で

は
な
い
。
当
時
は
、
専
攻
科
目
を
一
つ
で

も
落
と
す
と
１
回
生
で
も
即
留
年
、
１
年

生
を
何
回
で
も
ど
う
ぞ
、
と
い
う
学
科

だ
っ
た
（
そ
こ
で
「
１
年
３
回
生
」
と
い

う
よ
う
な
用
語
法
と
そ
の
実
在
を
知
り
、

心
底
お
び
え
る
こ
と
に
な
る
）。
夏
休
み

前
の
最
後
の
授
業
で
、
夏
休
み
明
け
に
テ

ス
ト
を
す
る
と
て
、
課
題
が
出
さ
れ
た
。

夏
休
み
に
勉
強
用
の
ノ
ー
ト
を
作
り
、
９

月
の
初
回
授
業
に
乗
り
込
ん
だ
。
い
つ
も

ど
お
り
、
授
業
に
は
遅
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
（
授
業
開
始
時
間
か
ら
28
分

後
、
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
）。（
以
下
同

じ
）。
そ
し
て
テ
ス
ト
は
な
か
っ
た
。
教

室
を
後
に
す
る
先
生
の
も
と
へ
、
こ
れ
だ

け
が
ん
ば
っ
た
の
に
と
ノ
ー
ト
を
ひ
ら
い

て
見
せ
ん
ば
か
り
に
詰
め
寄
っ
た
。
い
ま

思
え
ば
愚
か
で
あ
る
。
そ
し
て
肩
す
か
し

を
食
ら
っ
た
。
い
ま
思
え
ば
お
っ
し
ゃ
る

通
り
な
の
で
あ
る
。「
え
え
や
な
い
か
〜
。

本
、
ち
ゃ
ん
と
読
ん
だ
ん
や
ろ
？
そ
ん
だ

け
勉
強
し
た
ん
や
ろ
？
お
ぉ
、
よ
か
っ
た

や
な
い
か
〜
！
」
こ
の
言
葉
を
咀
嚼
で
き

た
の
は
、
先
生
と
同
じ
く
大
学
教
員
の
職

に
就
い
て
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
合

格
し
た
い
奨
学
金
の
応
募
書
類
が
そ
ろ
わ

ず
廊
下
で
う
ろ
た
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ぼ

く
の
授
業
よ
り
も
き
み
の
将
来
の
ほ
う
が

よ
っ
ぽ
ど
大
事
や
か
ら
な
、
と
ウ
ィ
ン
ク

が
聞
こ
え
そ
う
な
笑
顔
で
、
授
業
に
出
ず

事
務
室
に
行
け
と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
の

恩
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
い
ま
少
し
書
い

て
お
き
た
い
。
先
生
の
授
業
は
、
立
ち
見

が
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
ぼ
く
の
話
な
ん
か

聞
い
て
る
よ
り
、
図
書
館
で
本
90
分
読
ん

で
る
ほ
う
が
ず
っ
と
勉
強
に
な
ん
の
に

な
ぁ
…
と
く
り
返
し
ぼ
や
か
れ
て
も
教
室

を
出
て
い
か
な
い
学
生
に
苦
笑
し
つ
つ
、

学
生
の
知
ら
な
い
、
そ
し
て
知
る
べ
き
世

界
へ
の
扉
を
目
前
に
ひ
ら
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
。
い
ま
だ
報
い
る
こ
と
の
で
き
て

い
な
い
学
恩
で
あ
る
。

　

大
学
教
員
と
し
て
の
自
分
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
こ
の
先
生
の

こ
と
を
お
も
う
。

20
代
、
あ
の
頃
私
は…

…

研
究
と
青
春

20
代
、
あ
の
頃
私
は…

…

研
究
と
青
春

「
勉
強
を
教
わ
っ
た
先
生
」

「
勉
強
を
教
わ
っ
た
先
生
」

長
谷
川
哲
子
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20
代
の
頃
、
私
の
青
春
時
代
は
将
来
不

安
と
戦
う
日
々
だ
っ
た
。
研
究
と
は
、
不

安
を
忘
れ
る
手
段
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
博
士
課
程
の
大
学
院
生
だ
っ
た
私

は
、
企
業
の
財
務
デ
ー
タ
を
用
い
て
法
人

税
を
分
析
し
て
い
た
。
そ
の
論
文
は
査
読

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、
私
が
大
学
教
員
に
な

る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
研
究
の
１

つ
で
あ
る
。

　

こ
の
手
の
研
究
に
は
、
財
務
諸
表
を
正

し
く
読
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
税
理

士
試
験
の
会
計
２
科
目
に
合
格
し
て
い
た

私
は
、
会
計
の
知
識
を
研
究
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
た
。「
人
生
に
無
駄
は
な
い
」

と
何
度
も
思
っ
た
。
私
は
、
当
初
か
ら
研

究
者
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

関
学
経
済
学
部
へ
の
進
学
が
決
ま
っ
た
18

歳
の
と
き
、
自
立
し
た
税
理
士
に
な
り
た

い
と
思
い
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼
い
だ
お
金

で
専
門
学
校
に
通
っ
た
。

　

税
理
士
試
験
の
勉
強
は
辛
か
っ
た
。
あ

る
日
、
梅
田
の
専
門
学
校
の
自
習
室
で
30

代
の
お
っ
ち
ゃ
ん
Ａ
と
Ｂ
の
会
話
が
聞
こ

え
て
き
た
。Ａ「
次
の
試
験
で
落
ち
た
ら
、

も
う
諦
め
ま
す
」
Ｂ
「
な
ん
で
？
」
Ａ
「
妻

が
働
き
、
娘
の
面
倒
も
み
て
も
ら
っ
て
、

私
は
勉
強
一
筋
。
も
う
限
界
で
す
わ
」。

気
楽
で
安
易
に
考
え
て
い
た
学
生
の
私
に

は
、
人
生
を
賭
け
る
お
っ
ち
ゃ
ん
の
会
話

が
衝
撃
的
だ
っ
た
。
失
礼
が
な
い
よ
う
に

勉
強
し
、
大
学
３
年
生
で
簿
記
論
、
４
年

生
で
財
務
諸
表
論
に
合
格
し
た
。

　

税
理
士
試
験
は
全
部
で
５
科
目
あ
る
。

当
時
の
税
理
士
法
で
は
、
財
政
学
の
修
士

論
文
を
国
税
庁
に
提
出
し
て
承
諾
を
得
れ

ば
、
税
法
３
科
目
が
免
除
だ
っ
た
。
大
学

４
年
生
の
と
き
は
、
大
学
院
の
受
験
勉
強

と
税
理
士
試
験
の
勉
強
、
就
職
活
動
も

や
っ
た
。
就
職
活
動
は
貴
重
な
経
験
だ
っ

た
。
内
々
定
を
い
た
だ
い
た
が
、
結
局
は

大
学
院
に
進
学
す
る
。

　

修
士
論
文
が
書
け
る
見
通
し
が
つ
き
、

大
学
教
員
と
い
う
新
た
な
目
標
が
頭
を
よ

ぎ
っ
た
。
両
親
の
離
婚
で
金
銭
問
題
は
大

き
か
っ
た
が
、
一
人
暮
ら
し
で
も
勉
強
を

続
け
る
程
度
の
奨
学
金
は
得
た
。「
大
学

教
員
に
な
れ
な
く
て
も
、
税
理
士
で
食
え

る
」
と
考
え
て
博
士
課
程
に
進
学
。
26
歳

で
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
と
な
っ

て
生
活
の
安
定
を
得
た
。
同
年
、
東
洋
大

学
経
済
学
部
か
ら
内
定
を
も
ら
い
、
将
来

不
安
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
内
定
の
電
話
を

も
ら
っ
た
と
き
の
感
動
は
一
生
忘
れ
な

い
。

　

税
理
士
に
な
る
目
標
を
持
ち
、
お
っ

ち
ゃ
ん
の
会
話
に
衝
撃
を
受
け
て
勉
強
し

た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
研
究
の
役
に
立

ち
、
大
学
教
員
の
内
定
に
つ
な
が
っ
た
。

い
ま
考
え
れ
ば
一
本
の
糸
で
つ
な
が
っ
て

い
る
が
、
計
画
性
は
な
い
。
ま
さ
に
計
画

さ
れ
た
偶
発
性
（
プ
ラ
ン
ド
・
ハ
ッ
プ
ン

ス
タ
ン
ス
）。
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に
目
標

を
も
つ
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。
そ
れ
が
実

現
し
な
く
て
も
、
偶
発
的
に
成
果
に
つ
な

が
っ
て
ゆ
く
も
の
だ
か
ら
。

注
） 

関
西
学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

士
課
程
１
年
生
だ
っ
た
24
歳
の
私
。
神
戸

の
北
野
に
て
。

20
代
、
あ
の
頃
私
は…

…

研
究
と
青
春

20
代
、
あ
の
頃
私
は…

…

研
究
と
青
春

「
衝
撃
的
だ
っ
た
お
っ
ち
ゃ
ん
の
会
話
」

「
衝
撃
的
だ
っ
た
お
っ
ち
ゃ
ん
の
会
話
」

上
村
敏
之
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シリーズチャペル＜経済と人間＞
　

ど
ち
ら
も
１
９
３
５
年
に
始
ま
っ
た

「
芥
川
賞
」
と
「
直
木
賞
」
は
、
日
本
の

代
表
的
な
文
学
賞
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

お
り
、
前
者
は
芸
術
重
視
の
短
編
の
純
文

学
を
、
後
者
は
娯
楽
重
視
の
中
・
長
編
の

大
衆
文
学
を
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
し
て
い

る
。
か
つ
て
私
の
ゼ
ミ
で
は
「
芥
川
賞
作

品
に
表
れ
た
政
治
・
経
済
・
社
会
思
想

１
９
３
５
〜
２
０
０
０
」
と
い
う
壮
大
な

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
ゼ
ミ
生
全
員
で
当
該
期

間
の
全
作
品
を
手
分
け
し
て
読
み
、（
経

済
学
部
や
社
会
学
部
な
ど
）
社
会
科
学
系

の
学
生
の
興
味
を
惹
き
そ
う
な
作
品
を
洗

い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

と
り
わ
け
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
研
究

で
は
、そ
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
古
典
的「
小

説
」
を
読
め
ば
、
教
科
書
や
専
門
論
文
等

で
は
得
ら
れ
な
い
そ
の
時
代
状
況
の
い
き

い
き
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
、
感
性
を
通
じ
て

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
英
国
19
世

紀
の
救
貧
法
行
政
を
学
ぶ
さ
い
は
、
救
貧

院
に
収
容
さ
れ
た
孤
児
の
生
涯
を
描
く
、

文
豪
デ
ィ
ケ
イ
ン
ズ
の
『
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・

ト
ゥ
イ
ス
ト
』（
１
８
３
８
年
）
を
一
読

す
る
こ
と
は
有
益
だ
、
と
考
え
る
研
究
者

も
多
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
話
を
戻
す
と
、芥
川
賞
作
品
は「
純

文
学
」
な
の
で
、
直
木
賞
に
比
べ
る
と
、

経
済
な
ど
の
思
想
や
世
相
を
反
映
し
に
く

い
の
だ
が
、そ
れ
は
百
も
承
知
の
上
で
、私

の
ゼ
ミ
で
は
芥
川
賞
作
品
を
研
究
対
象
に

選
ん
だ
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
芥
川
賞
作

品
は
ど
れ
も
「
短
編
」
な
の
で
、
数
時
間

で
読
破
可
能
だ
が
、
直
木
賞
作
品
は
文
庫

本
に
し
て
３
０
０
〜
４
０
０
ペ
ー
ジ
の
サ

イ
ズ
が
普
通
な
の
で
、
読
む
の
に
数
日
か

か
る
。つ
ま
り
、前
述
の
よ
う
な
問
題
意
識

の
場
合
、
研
究
対
象
と
し
て
は
直
木
賞
作

品
の
方
が
適
し
て
い
る
の
は
一
見
し
て
明

ら
か
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
読
書
量
が
膨

大
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
や
む
な
く
芥

川
賞
作
品
を
対
象
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
直
木
賞
作
品
で
同
様
の
調
査

を
や
り
た
い
と
い
う
思
い
を
、
私
は
今
も

失
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
ら
を
コ
ツ

コ
ツ
読
み
進
め
て
い
る
。
お
薦
め
の
も
の

を
幾
つ
か
挙
げ
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
な
問

題
意
識
か
ら
は
、
①
ち
ょ
っ
と
古
い
が
、

城
山
三
郎
『
総
会
屋
錦
城
』（
１
９
５
８

年
下
半
期
受
賞
）。
②
同
じ
会
社
に
勤
め

る
５
人
の
女
性
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
生
き

方
を
描
く
、篠
田
節
子『
女
た
ち
の
ジ
ハ
ー

ド
』（
１
９
９
７
年
上
半
期
）。
③
あ
る
在

日
朝
鮮
人
の
少
年
の
生
活
・
心
理
を
描

く
、
金
城
一
紀
『
Ｇ
Ｏ
』（
２
０
０
０
年

上
半
期
）。④
中
小
企
業
の
意
地
を
描
く
、

池
井
戸
潤
『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』（
２
０
１
１

年
上
半
期
）。
⑤
就
活
生
た
ち
の
心
理
を

描
く
、朝
井
リ
ョ
ウ
『
何
者
』（
２
０
１
２

年
下
半
期
）。

　

ま
た
、
純
粋
に
娯
楽
的
・
個
人
的
観
点

か
ら
面
白
か
っ
た
の
は
、
⑥
戦
国
時
代
の

瀬
戸
内
海
の
村
上
水
軍
を
描
く
、
白
石
一

郎
『
海
狼
伝
』（
１
９
８
７
年
上
半
期
）、

⑦
江
戸
の
遊
郭
・
吉よ

し

原わ
ら

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
、
松
井
今
朝
子
『
吉
原
手
引
草
』

（
２
０
０
７
年
上
半
期
）。
⑧
千
利
休
の

茶
の
美
意
識
を
探
る
、
山
本
兼
一
『
利
休

に
た
ず
ね
よ
』（
２
０
０
８
年
下
半
期
）。

⑨
大
正
〜
昭
和
初
期
の
秋
田
の
マ
タ
ギ

（
鉄
砲
猟
師
）
の
半
生
を
描
く
、
熊
谷
達

也『
邂か

い

逅こ
う

の
森
』（
２
０
０
４
年
上
半
期
）。

と
り
わ
け
⑨
は
抜
群
に
カ
ッ
コ
よ
く
、
私

が
狩
猟
（
む
ろ
ん
各
種
免
許
等
が
必
要
）

を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

直
木
賞
作
品
は
基
本
的
に
ど
れ
も
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
な
の
で
、
面
白
く
て
当
た
り

前
。
映
画
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の

で
、
映
画
を
見
る
と
い
う
お
ま
け

4

4

4

の
楽
し

み
も
あ
る
。
私
は
小
説
を
読
み
な
が
ら
、

電
子
辞
書
や
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
で
色
々

と
気
に
な
っ
た
事
柄
を
調
べ
た
り
す
る
の

が
、と
て
も
好
き
だ
。直
木
賞
作
品
に
限
っ

た
話
で
は
な
い
が
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
人

生
で
、
文
学
か
ら
得
た
も
の
は
ず
い
ぶ
ん

と
多
い
。 

■

本
郷
　
亮
　
教
授
（
経
済
学
史
）

直
木
賞
作
品
の
ス
ス
メ

2018年
5月29日
火曜日
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経
済
学
部
生
が
経
済
学
の
基
礎
の
授
業

で
最
初
に
学
ぶ
も
の
の
一
つ
に
需
要
が
あ

り
ま
す
。
需
要
曲
線
の
高
さ
は
買
い
手
の

支
払
許
容
額
を
表
し
て
い
ま
す
。
支
払
許

容
額
や
多
く
の
種
類
の
財
の
中
か
ら
ど
の

財
を
い
く
つ
買
う
か
と
い
っ
た
意
思
決
定

は
、
買
い
手
の
選
好
（
好
み
）
を
反
映
し

て
い
ま
す
。
基
礎
的
な
ミ
ク
ロ
経
済
学
で

は
、
通
常
こ
の
選
好
は
所
与
と
さ
れ
ま

す
。
選
好
の
変
化
に
よ
っ
て
需
要
曲
線
が

シ
フ
ト
す
る
こ
と
は
学
習
し
ま
す
が
、
選

好
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
影
響
を
受
け
て

ど
の
程
度
変
化
す
る
の
か
と
い
っ
た
ト

ピ
ッ
ク
は
登
場
し
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
人
の
好
み
は
時
と
と
も
に

変
化
し
ま
す
。
経
済
学
に
は
経
験
と
人
の

選
好
の
関
係
を
研
究
す
る
分
野
が
あ
り
ま

す
。
経
済
実
験
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
用
い

て
人
々
の
選
好
を
抽
出
し
、
経
験
が
そ
の

選
好
を
変
化
さ
せ
た
か
ど
う
か
を
分
析
す

る
の
で
す
。

　

経
済
学
者
が
注
目
す
る
選
好
に
は
、
リ

ス
ク
選
好
、
時
間
選
好
、
利
他
性
、
競
争

選
好
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
私
が
研
究
を
続

け
て
き
て
い
る
環
境
・
資
源
経
済
学
の
分

野
で
も
こ
れ
ら
の
選
好
は
重
要
で
す
。
例

え
ば
時
間
選
好
は
、
将
来
の
利
得
に
比
べ

て
現
在
の
利
得
を
重
要
視
す
る
程
度
で

す
。
森
林
、
さ
か
な
と
い
っ
た
再
生
可
能

資
源
の
利
用
を
考
え
て
み
る
と
分
か
り
や

す
い
で
す
。今
日
伐
採
す
る（
漁
獲
す
る
）

木
（
さ
か
な
）
を
少
し
我
慢
す
れ
ば
、
次

世
代
の
木
（
さ
か
な
）
が
育
ち
、
長
期
に

わ
た
っ
て
利
用
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

基
礎
的
な
ミ
ク
ロ
経
済
学
で
は
自
己
の

利
得
を
最
大
に
す
る
た
め
の
選
択
を
す
る

経
済
主
体
を
想
定
し
ま
す
が
、
時
に
人
は

自
分
の
損
失
を
覚
悟
の
う
え
で
他
者
の
利

得
を
増
や
す
よ
う
な
意
思
決
定
を
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
行
動
は
利
他
的
な
行
動

と
言
わ
れ
ま
す
。
途
上
国
の
貧
し
い
村
落

で
は
、
森
林
や
水
な
ど
の
そ
の
地
域
の
資

源
へ
の
依
存
度
が
と
て
も
高
い
で
す
。
集

落
の
他
の
人
々
の
こ
と
を
考
え
て
過
剰
な

資
源
の
利
用
を
抑
制
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。

　

世
界
中
の
様
々
な
国
・
地
域
で
経
済
実

験
が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

部
は
経
験
が
人
の
選
好
や
行
動
に
与
え
る

影
響
を
分
析
し
て
い
ま
す
。V

oors et 
al.

（2
0
1
2, V

iolent conflict and 
behavior: A

 field experim
ent in 

B
urundi, A

m
erican E

conom
ic 

R
eview

 102, 941-964

）
は
、
ブ
ル
ン

ジ
の
内
戦
前
後
の
変
化
に
着
目
し
、
暴
力

（
襲
撃
・
虐
殺
）を
経
験
し
て
い
な
い
人
々

に
比
べ
て
経
験
し
た
人
々
は
、
リ
ス
ク
選

好
が
強
く
近
視
眼
的
で
あ
る
一
方
、
近
隣

住
民
へ
の
利
他
性
が
強
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。Prediger et al.

（2014, 
R
esource scarcity and antisocial 
behavior, Jou

rn
al of P

u
blic 

E
conom

ics 119, 1-9

）
は
、
ナ
ミ
ビ
ア

の
牧
畜
家
を
対
象
と
し
た
実
験
に
よ
っ

て
、
資
源
量
が
少
な
い
状
態
を
経
験
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
人
は
協
力
的
で
は
な
く
な
る

こ
と
、
厳
密
に
は
他
者
の
利
得
を
減
ら
す

よ
う
な
行
動
を
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
選
好
の
変
化
は
多
様
で

す
。
災
害
や
資
源
枯
渇
な
ど
の
経
験
を
し

た
人
々
の
選
好
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、
制
度
を
ど
の
よ
う
に
作
り
変
え

て
い
け
ば
よ
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
資
源
利
用
の
例
で
い
え
ば
、
資
源

の
持
続
的
な
利
用
を
実
現
す
る
た
め
の
方

策
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

 

■

東
田
　
啓
作
　
教
授
（
環
境
経
済
学
・
国
際
経
済
学
）

経
験
と
選
好

2018年
5月30日
水曜日
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保
護
主
義
が
再
び
台
頭
し
て
い
る
。
そ

の
根
拠
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
の

が
ダ
ニ
・
ロ
ド
リ
ッ
ク
の
国
際
政
治
の
ト

リ
レ
ン
マ
で
あ
る１

。
そ
の
主
張
と
は
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
国
家
主
権
、
民

主
主
義
の
３
つ
は
両
立
で
き
ず
、
ど
れ
か

２
つ
を
選
べ
ば
も
う
１
つ
は
必
ず
諦
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

彼
の
主
張
に
は
頷
け
る
点
も
あ
る
が
、
以

下
の
点
で
疑
問
が
あ
る
の
で
本
稿
で
問
題

提
起
す
る
。

　

１
．
ト
リ
レ
ン
マ
は
叙
述
的
に
述
べ
ら

れ
る
に
と
ど
ま
り
理
論
的
に
も
実
証
的
に

も
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
は
自
由
な
国

際
資
本
移
動
、
独
立
な
金
融
政
策
、
固
定

相
場
制
の
３
つ
は
両
立
し
な
い
と
い
う
国

際
金
融
の
ト
リ
レ
ン
マ
か
ら
の
類
推
で
国

際
政
治
の
ト
リ
レ
ン
マ
が
成
立
す
る
と
い

う
が
そ
れ
は
大
き
な
飛
躍
で
あ
る
。
国
際

金
融
の
ト
リ
レ
ン
マ
の
自
由
な
国
際
資
本

移
動
と
独
立
な
金
融
政
策
が
彼
の
ト
リ
レ

ン
マ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
家

主
権
に
一
応
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
類
似
は
分
か
ら
な
く
も
な
い
。
だ

が
そ
う
す
る
と
国
際
金
融
の
ト
リ
レ
ン
マ

の
固
定
相
場
制
が
彼
の
ト
リ
レ
ン
マ
の
民

主
主
義
に
対
応
す
る
が
、
固
定
相
場
制
と

民
主
主
義
が
ど
う
い
う
点
で
類
似
す
る
の

か
。
為
替
相
場
制
度
と
民
主
主
義
に
は
何

の
関
係
も
な
い
。
ま
た
国
際
金
融
の
ト
リ

レ
ン
マ
は
「
国
際
金
融
」
に
関
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
貿
易
や
直
接
投
資
を
含

む
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
全
般
に
拡
大

解
釈
し
て
い
い
の
か
。
以
上
よ
り
現
時
点

で
は
仮
説
の
域
を
出
て
お
ら
ず
、
理
論

的
・
実
証
的
に
立
証
さ
れ
な
い
う
ち
は
砂

上
の
楼
閣
と
の
批
判
は
免
れ
な
い
。

　

２
．
関
税
に
よ
っ
て
財
貿
易
を
規
制
し

た
と
こ
ろ
で
直
接
投
資
と
い
う
代
替
的
な

方
法
で
海
外
進
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

　

３
．
消
費
者
の
受
け
る
貿
易
利
益
へ
の

言
及
が
な
く
、
圧
倒
的
に
不
利
益
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
貿
易
自
由
化
の
最
大
の
利

益
は
全
て
の
国
民
が
以
前
よ
り
も
安
く
商

品
を
買
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
消
費
者

の
選
択
肢
が
増
え
る
、
企
業
が
よ
り
安
い

価
格
で
売
る
、
よ
り
生
産
性
の
高
い
企
業

の
割
合
が
増
え
る
と
い
っ
た
近
年
の
研
究

成
果
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。

　

４
．
保
護
貿
易
や
資
本
規
制
が
必
要
だ

と
い
う
が
、
一
国
が
そ
の
よ
う
な
近
隣
窮

乏
化
政
策
を
行
え
ば
他
国
も
報
復
措
置
を

と
り
全
て
の
国
が
不
幸
に
な
る
と
い
う
囚

人
の
ジ
レ
ン
マ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

５
．
貿
易
自
由
化
や
資
本
移
動
が
今
よ

り
も
は
る
か
に
緩
か
っ
た
ブ
レ
ト
ン
＝

ウ
ッ
ズ
体
制
の
時
代
は
高
成
長
だ
っ
た
と

い
う
が
、
経
済
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
高
成
長
の
原
因
だ
っ
た
か
に
つ
い

て
成
長
会
計
や
厳
密
な
実
証
分
析
に
よ
る

検
証
が
な
い
。

　

６
．
貿
易
自
由
化
で
所
得
の
減
る
人
が

い
る
と
き
、
最
も
小
さ
な
コ
ス
ト
で
そ
れ

を
解
消
す
る
の
は
所
得
再
分
配
政
策
で
あ

り
保
護
貿
易
で
は
な
い
。
ロ
ド
リ
ッ
ク
は

こ
れ
に
対
し
て
「Fine, in principle

（
原

則
は
そ
う
だ
）」
と
認
め
な
が
ら
も
「
適

切
な
補
償
で
こ
れ
ら
の
人
も
貿
易
自
由
化

の
利
益
を
受
け
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
の
は

w
eird w

ay of selling free trade

（
自

由
貿
易
を
売
り
込
む
奇
妙
な
方
法
）
だ
」

と
い
う
が
そ
の
根
拠
が
分
か
ら
な
い
。

以
上
思
い
つ
く
ま
ま
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
へ
の
疑
問
を
並

べ
た
。
経
済
学
を
学
ぶ
皆
さ
ん
に
一
度
考

え
て
ほ
し
い
。

 

■

１
ロ
ド
リ
ッ
ク
は
国
際
経
済
学
で
の
優
れ
た

研
究
業
績
を
持
つ
経
済
学
者
で
あ
り
、
経

済
学
の
理
解
の
な
い
単
な
る
評
論
家
で
は

な
い
こ
と
は
明
記
し
て
お
く
。

藤
原
　
憲
二
　
教
授
（
国
際
経
済
学
）

国
際
政
治
の
ト
リ
レ
ン
マ

2018年
6月4日
月曜日
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ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
仮
想
通
貨
が
、

世
間
を
騒
が
せ
て
い
ま
す
。
物
々
交
換
か

ら
主
な
商
品
が
貨
幣
と
な
り
、
金
銀
に
集

約
さ
れ
、
や
が
て
商
品
価
値
の
な
い
紙
幣

が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。つ
ぎ
は「
仮
想
」

だ
な
ん
て
、
革
新
的
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　

重
さ
の
な
い
仮
想
通
貨
と
は
逆
に
、
重

い
巨
大
貨
幣
と
し
て
有
名
な
の
が
ヤ
ッ
プ

島
の
石
貨
で
す
。
大
き
い
も
の
は
、
直
径

４
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
の
塊
で
す
。
貨
幣

で
す
が
、
実
は
儀
式
な
ど
限
ら
れ
た
場
面

で
し
か
使
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
日
頃
の

売
買
は
、
貸
し
借
り
を
台
帳
に
記
録
す
る

こ
と
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
貨
は
、
台

帳
の
代
わ
り
に
儀
式
な
ど
で
使
わ
れ
る
代

用
貨
幣
な
の
で
す１

。

　

人
類
学
の
発
展
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と

で
す
が
、
人
類
史
上
、
物
々
交
換
が
中
心

だ
っ
た
経
済
は
な
い
そ
う
で
す２

。
売
買
で

昔
か
ら
良
く
使
わ
れ
て
き
た
の
は
、
貸
し

借
り
を
記
録
す
る
台
帳
の
制
度
で
し
た
。

Ｂ
Ｃ
３
０
０
０
年
、
人
類
最
初
の
文
明
の

一
つ
で
あ
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
シ
ュ

メ
ー
ル
人
た
ち
は
コ
イ
ン
を
使
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
主
に
貸
し
借
り
を
記
録

す
る
台
帳
の
た
め
で
し
た３

。つ
ま
り
、物
々

交
換
か
ら
商
品
貨
幣
が
生
ま
れ
た
の
で
は

な
く
、
そ
も
そ
も
貨
幣
と
は
台
帳
で
あ

り
、
コ
イ
ン
な
ど
は
そ
の
代
用
品
と
し
て

使
わ
れ
て
き
た
の
が
、
人
類
の
歴
史
な
の

で
す
。

　

現
代
で
は
、
貨
幣
は
現
金
と
預
金
で

す
。
預
金
と
は
、
銀
行
の
台
帳
で
す
。
振

込
み
を
す
る
と
、
銀
行
は
支
払
人
の
預
金

台
帳
に
マ
イ
ナ
ス
の
金
額
を
書
き
込
み
、

受
取
側
の
銀
行
は
受
取
人
の
預
金
台
帳
に

プ
ラ
ス
の
金
額
を
書
き
込
む
だ
け
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
支
払
側
の
銀
行
は
受
取
側

の
銀
行
に
お
カ
ネ
を
渡
さ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
現
金
で
は
な
く
、
銀
行

が
日
本
銀
行
に
も
っ
て
い
る
預
金
で
処
理

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
日
本
銀
行
は
、
支
払

側
の
銀
行
の
預
金
台
帳
に
マ
イ
ナ
ス
の
金

額
を
記
録
し
、
受
取
側
の
銀
行
の
預
金
台

帳
に
プ
ラ
ス
の
金
額
を
記
録
す
る
の
で

す
。

　

現
代
で
は
現
金
よ
り
も
預
金
の
方
が
圧

倒
的
に
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
預
金

は
台
帳
で
す
。
そ
の
台
帳
で
は
で
き
な
い

細
か
い
支
払
い
に
、
現
金
が
代
用
品
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

今
話
題
の
「
仮
想
通
貨
」
を
み
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

と
い
う
分
散
型
台
帳
技
術
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
最
新
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
て
い
ま
す

が
、
要
す
る
に
台
帳
な
の
で
す
。
結
局
、

記
録
す
る
技
術
は
目
覚
ま
し
く
発
展
し
ま

し
た
が
、
貨
幣
が
台
帳
で
あ
る
こ
と
は

シ
ュ
メ
ー
ル
人
た
ち
と
何
ら
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

　

で
は
仮
想
通
貨
に
革
新
性
が
な
い
か
と

い
う
と
、あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
分
散
型
」

で
、
中
央
銀
行
の
よ
う
な
全
体
を
管
理
す

る
中
央
組
織
が
な
い
点
で
、
こ
れ
は
人
類

史
上
前
例
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

長
年
、
貨
幣
と
は
目
の
前
に
見
え
る
商

品
、
金
銀
、
紙
だ
と
理
解
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
を
見
て
い
て
は
、

貨
幣
の
本
質
も
仮
想
通
貨
の
革
新
性
も
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
今
日
の
チ
ャ
ペ
ル
の
聖

句
に
あ
る
よ
う
に
、
見
え
る
も
の
で
は
な

く
、
見
え
な
い
も
の
に
目
を
注
ぐ
（
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二　

第
４
章
18

節
）
こ
と
が
、
物
事
の
本
質
を
理
解
す
る

た
め
に
大
切
で
す
。

 

■

１
マ
ー
テ
ィ
ン
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
著
、
遠
藤

真
美
訳
『
２
１
世
紀
の
貨
幣
論
』、
東
洋

経
済
新
報
社
、
２
０
１
４
年
、
20
─

21
頁
。

２
同
書
、
16
─

17
頁
。

３O
rrell, D

. and R
. C

hlupatý T
he 

E
volution of M

oney, C
olum

bia 
U

niversity Press, 2016, pp. 15-17.

田
中
　
敦
　
教
授
（
金
融
論
）

石
の
コ
イ
ン
か
ら 

 

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
ま
で

2018年
6月6日
水曜日
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経
済
学
部
の
学
生
で
あ
れ
ば
、「
エ
ン

ゲ
ル
係
数
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
念
の
た
め
に
説
明
し

て
お
く
と
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
と
は
家
計
の

消
費
支
出
に
占
め
る
飲
食
費
の
割
合
の
こ

と
で
あ
り
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
＝
１
０
０
×

飲
食
費
／
消
費
支
出
と
定
義
さ
れ
る
。

　

日
常
生
活
を
す
る
上
で
食
料
や
水
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
所
得
水
準
が
低

く
て
も
食
品
に
対
し
て
は
一
定
水
準
以
上

の
支
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
、
所
得
が
低
い
家
計
で
は
食
費
が
生

活
費
に
お
い
て
大
き
な
割
合
を
占
め
る
こ

と
に
な
り
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
高
く
な
っ

て
し
ま
う
。
一
方
、
所
得
水
準
が
高
い
場

合
に
は
、
食
費
も
増
加
す
る
が
、
生
活
に

ゆ
と
り
が
出
て
く
る
の
で
、
嗜
好
品
、
耐

久
消
費
財
、
教
養
・
娯
楽
な
ど
へ
の
支
出

も
増
え
、
結
果
と
し
て
飲
食
費
の
割
合
が

相
対
的
に
減
少
し
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
低
く

な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
エ
ン
ゲ
ル
係

数
が
高
い
家
計
ほ
ど
生
活
が
苦
し
く
、
逆

に
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
低
い
家
計
ほ
ど
生
活

に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
エ
ン
ゲ

ル
係
数
は
経
済
的
豊
か
さ
や
生
活
水
準
を

表
す
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。

　

で
は
、
日
本
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
水
準

は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
エ
ン
ゲ
ル

係
数
の
意
味
を
知
っ
て
い
て
も
、
実
際
の

値
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
図
に
は
、
１
９
６
３
年
か

ら
２
０
１
７
年
ま
で
の
我
が
国
に
お
け
る

エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
る

（
こ
こ
で
は
「
家
計
調
査
」（
総
務
省
統

計
局
）
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
農
林
漁
家

世
帯
を
除
く
二
人
以
上
の
世
帯
の
エ
ン
ゲ

ル
係
数
を
計
算
し
た
）。

　

図
を
見
る
と
、
１
９
６
３
年
に
は
エ
ン

ゲ
ル
係
数
は
38
・
７
％
で
あ
っ
た
が
、年
々

減
少
し
１
９
７
９
年
に
は
30
％
を
下
回
る

ま
で
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

１
９
８
０
年
代
も
引
き
続
き
エ
ン
ゲ
ル
係

数
は
減
少
し
、
１
９
９
２
年
に
25
％
を
切

り
、
２
０
０
５
年
に
は
22
・
９
％
ま
で
低

下
し
て
い
る
。
先
に
説
明
し
た
よ
う
に
、

エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
経
済
的
豊
か
さ
や
生
活

水
準
を
表
し
て
い
る
の
で
、
２
０
０
５
年

ま
で
日
本
は
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
て
き

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
実
感
と
一
致
し
て

い
る
と
感
じ
る
人
は
多
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
２
０
０
５
年
を
過
ぎ
る
と
エ

ン
ゲ
ル
係
数
が
上
昇
傾
向
に
転
じ
て
お

り
、
２

０

１

５

年
は
25
・
０

％
、

２
０
１
６
年
は
25
・
８
％
、
２
０
１
７
年

は
25
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
直
近
の

25
・
８
％
と
い
う
エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
水
準

は
、
１
９
８
７
年
の
26
・
１
％
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
り
、
現
在
の
日
本
の
生
活
水
準
は

30
年
前
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
一
体
な
ぜ
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
最

近
に
な
っ
て
上
昇
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
上
昇
に
つ
い
て
は

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
機
会
が
あ

れ
ば
、
講
義
の
と
き
に
で
も
エ
ン
ゲ
ル
係

数
が
上
昇
し
た
理
由
を
紹
介
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
る
。

 

■

古
澄
　
英
男
　
教
授
（
計
量
経
済
学
）

『
エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
動
き
』

2018年
6月11日
月曜日

図：二人以上の世帯のエンゲル係数の推移（1963年〜2017年）
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経
済
学
は
常
に
よ
り
賢
明
な
資
源
配
分

は
出
来
な
い
か
と
問
う
学
問
だ
が
、
当
然

な
が
ら
正
確
な
答
に
は
精
緻
な
分
析
を
要

す
る
。
経
済
学
者
が
様
々
な
社
会
的
課
題

を
数
学
的
に
表
現
し
、
厳
密
に
解
こ
う
と

す
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
勿
論
、
日

常
生
活
の
様
々
な
判
断
の
場
で
我
々
は
そ

の
都
度
厳
密
に
数
学
的
問
題
を
解
い
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。と
は
言
え
、誰
し
も
限

ら
れ
た
収
入
や
時
間
の
配
分
と
い
う
問
題

を
抱
え
、よ
り
良
い
答
え
を
求
め
て
い
る
。

　

全
能
の
神
と
は
違
い
、
人
は
し
ば
し
ば

誤
っ
た
判
断
を
下
す
。
し
か
し
、
も
し
そ

の
誤
り
に
規
則
性
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を

活
か
す
事
は
可
能
だ
。
同
じ
間
違
い
を
繰

り
返
す
人
が
そ
の
事
を
自
覚
し
て
行
動
す

れ
ば
、
そ
れ
以
上
無
駄
に
同
じ
間
違
い
を

繰
り
返
す
事
は
避
け
ら
れ
よ
う
。
大
き
な

文
脈
で
は
、
人
間
が
戦
争
や
殺
戮
を
繰
り

返
し
て
き
た
歴
史
か
ら
学
び
、
同
じ
悲
劇

を
回
避
す
る
よ
う
意
思
決
定
に
活
か
す
こ

と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

　

心
理
学
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
行
動
経

済
学
の
発
展
が
近
年
目
覚
ま
し
い
が
、
そ

の
成
果
に
「
人
間
の
意
思
決
定
に
は
様
々

な
バ
イ
ア
ス
が
伴
う
」
と
い
う
知
見
が
あ

る
。バ
イ
ア
ス
と
は
偏
り
で
あ
り
、ラ
ン
ダ
ム

な
誤
り
と
は
違
い
規
則
性
を
持
つ
。
例
え

ば
、
自
分
の
能
力
を
過
信
し
て
は
失
敗
を

繰
り
返
す
人
は
単
に
見
誤
る
の
で
は
な

く
、い
つ
も
過
大
評
価
を
し
て
い
る
わ
け
だ
。

　

話
は
変
わ
る
が
、ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ー
シ
ュ

著
「
脳
外
科
医
マ
ー
シ
ュ
の
告
白
」
に
感

銘
を
受
け
た
。
英
国
を
代
表
す
る
脳
神
経

外
科
医
が
自
ら
の
失
敗
も
含
め
た
医
療
現

場
の
真
実
を
曝
け
出
し
、
医
師
の
抱
え
る

苦
悩
や
葛
藤
を
真
摯
に
綴
っ
た
。
優
れ
た

手
術
実
績
を
誇
る
外
科
医
を
マ
ス
コ
ミ
は

よ
く
「
神
の
手
」
と
言
う
よ
う
な
言
葉
で

飾
り
立
て
る
。し
か
し
マ
ー
シ
ュ
氏
は「
本

当
に
手
術
を
す
べ
き
か
、
す
る
な
ら
い
つ

ど
こ
ま
で
す
べ
き
か
、
ど
れ
程
の
リ
ス
ク

は
許
容
さ
れ
る
か
」
と
い
う
、
手
術
に
至

る
前
の
判
断
に
こ
そ
真
の
難
し
さ
が
あ
る

と
語
る
。
そ
し
て
心
理
学
や
行
動
経
済
学

の
知
見
に
学
び
、
人
間
の
判
断
に
は
バ
イ

ア
ス
が
付
き
纏
う
こ
と
を
重
く
見
る
。（
因

み
に
マ
ー
シ
ュ
氏
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
で
経
済
学
と
哲
学
を
学
ん
だ
後
に
医

学
の
道
を
志
し
た
。）

　

例
え
ば
「
手
術
を
し
て
こ
そ
」
と
い
う

外
科
医
の
矜
持
が
、
手
術
を
す
べ
き
で
な

い
患
者
に
ま
で
危
険
な
手
術
を
施
す
方
向

に
判
断
を
歪
ま
せ
る
こ
と
の
代
償
に
つ
い

て
自
身
の
苦
い
体
験
を
赤
裸
々
に
語
っ
て

い
る
。
僅
か
な
判
断
ミ
ス
が
途
轍
も
な
い

悲
劇
を
招
く
、
そ
ん
な
重
圧
の
下
で
長
年

黙
々
と
人
と
命
に
向
き
合
っ
て
来
た
医
師

の
告
白
は
静
謐
で
深
い
示
唆
に
富
み
、
静

か
な
感
動
を
呼
ぶ
。

　

歪
ん
だ
判
断
は
避
け
た
い
が
、
厄
介
な

事
に
人
は「
後
知
恵
バ
イ
ア
ス
」を
持
つ
。

物
事
が
起
こ
っ
て
か
ら
辻
褄
の
合
う
よ
う

に
適
当
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
正
当
化

し
て
し
ま
う
傾
向
だ
。
試
合
や
選
挙
の
結

果
、
市
場
の
動
き
な
ど
、
起
こ
っ
た
事
を

観
察
し
た
後
に
人
間
の
脳
は
過
去
の
出
来

事
を
組
立
て
直
し
、
そ
れ
が
当
た
り
前

だ
っ
た
か
の
よ
う
な
筋
書
き
を
勝
手
に
作

り
出
す
。
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
し
て
も
、

そ
の
都
度
正
当
化
す
る
筋
書
や
理
由
付
を

し
て
い
た
の
で
は
進
歩
は
望
め
ま
い
。

　

人
間
は
誰
し
も
不
完
全
で
、
愚
か
な
も

の
で
も
あ
る
。
だ
が
諦
め
る
こ
と
は
な

い
。
次
に
何
か
の
衝
動
に
駆
ら
れ
た
際
は

一
度
立
ち
止
ま
り
、「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、

前
も
こ
れ
で
同
じ
失
敗
を
し
な
か
っ
た

か
」
と
問
う
て
み
よ
う
。
人
間
は
完
全
に

合
理
的
で
は
な
い
し
、
間
違
う
事
は
決
し

て
罪
で
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
誤
っ
た

判
断
に
規
則
性
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
活

か
す
こ
と
で
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
事

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

■

藤
井
　
英
次
　
教
授
（
国
際
金
融
論
）

バ
イ
ア
ス
（
偏
り
）：
人
間
の 

 

判
断
が
抱
え
る
厄
介
な
も
の

2018年
6月13日
水曜日
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米
朝
会
談
後
６
月
12
日
に
、
米
大
統
領

の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
戦
争
は

誰
で
も
で
き
る
が
、
最
も
勇
気
あ
る
者
だ

け
が
平
和
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
は
「
勇
気

を
も
っ
て
核
を
放
棄
せ
よ
、
さ
も
な
け
れ

ば
戦
争
す
る
ぞ
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
世

界
に
生
き
て
き
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
ら
し

い
戦
略
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

い
た
と
も
解
釈
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
強
く
出
て
相
手
の
譲
歩
を
誘
う
行
動

は
、
投
資
戦
略
で
はT

op D
og

戦
略
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
間
関
係
で
考
え

る
な
ら
、
勝
ち
誇
っ
た
怖
い
犬
の
よ
う
な

人
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ

う
な
戦
略
は
、
相
手
に
と
っ
て
タ
フ
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
定
着
し
て
い
る
な

ら
う
ま
く
働
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
だ
け
で
常
に
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

　

T
op D

og

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
投
資
戦
略

を
ゲ
ー
ム
理
論
的
に
分
類
し
た
ジ
ャ
ン
・

テ
ィ
ロ
ー
ル
と
ド
リ
ュ
ー
・
フ
ュ
ー
デ
ン

バ
ー
グ
の
論
文
（
前
者
は
２
０
１
４
年

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
）
に
由
来
し
て
い
ま

す
。
実
は
、
こ
の
論
文
で
は
、
各
種
状
況

下
で
ど
の
よ
う
な
戦
略
が
最
適
か
を
分
析

し
、T

op D
og
を
含
め
４
つ
の
戦
略
の
類

型
が
あ
る
こ
と
を
数
学
的
に
示
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
分
析
に
よ
る
と
、T

op D
og

戦
略

が
う
ま
く
い
く
の
は
、
過
剰
に
タ
フ
に
な

り
競
争
優
位
に
立
つ
こ
と
で
得
を
す
る
構

造
に
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ

う
な
行
動
が
優
位
を
も
た
ら
す
の
は
、
攻

撃
的
に
な
れ
ば
譲
る
（
逆
に
受
容
的
に
な

れ
ば
つ
け
あ
が
る
）
相
手
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に
相
手
が
逆
の
反
応
を
す
る
戦

略
環
境
の
こ
と
を
、ゲ
ー
ム
理
論
で
は「
戦

略
的
代
替
」
と
呼
び
ま
す
。
つ
ま
りT

op 
D
og

戦
略
が
う
ま
く
い
く
に
は
二
つ
の
要

素
が
裏
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
第

一
に
行
動
の
種
類
が
タ
フ
で
あ
る
こ
と
、

第
二
に
環
境
が
戦
略
的
代
替
で
あ
る
こ
と

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
の
組

合
わ
せ
で
２
×
２
＝
４
種
類
に
状
況
を
分

類
で
き
、
各
々
に
最
適
な
戦
略
が
発
生
す

る
の
で
す
。
例
え
ば
、T

op D
og

の
真
逆

の
状
況
と
し
て
、
行
動
の
種
類
が
ソ
フ
ト

か
つ
環
境
が
戦
略
的
補
完
で
あ
る
場
合
に

は
、
最
適
戦
略
はFat Cat

戦
略
と
な
り

ま
す
。
太
っ
て
満
ち
足
り
た
猫
の
よ
う
な

人
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。「
戦
略

的
補
完
」
と
は
、
代
替
と
は
逆
に
、
相
手

が
同
じ
反
応
を
す
る
戦
略
環
境
の
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
受
容
に
は
受
容

で
応
え
て
く
れ
る
（
逆
に
攻
撃
に
は
攻
撃

を
返
し
て
く
る
）
相
手
な
の
で
、
過
剰
に

ソ
フ
ト
に
な
っ
て
競
争
を
緩
和
す
る
こ
と

で
得
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

同
様
に
考
え
る
と
、
同
じ
反
応
を
す
る

相
手
（
戦
略
的
補
完
）
に
は
タ
フ
な
行
動

は
過
少
に
す
る
の
が
得
で
、Puppy D

og

戦
略
と
い
い
ま
す
。
か
わ
い
く
て
あ
ざ
と

い
犬
の
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
ま

た
、
逆
の
反
応
を
す
る
相
手
（
戦
略
的
代

替
）
に
は
ソ
フ
ト
な
行
動
は
過
少
に
す
る

の
が
得
で
、Lean &

 H
ungry

戦
略
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
痩
せ
こ
け
て
危
険

そ
う
な
狼
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
理
解
し
や

す
い
で
し
ょ
う
。

　

ゲ
ー
ム
理
論
的
に
人
間
関
係
を
解
釈
し

て
も
、T

op D
og

一
辺
倒
で
は
な
く
、
可

能
な
ら
ば
状
況
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
ほ

う
が
賢
い
よ
う
で
す
。

 

■

Fudenberg, D
. and T

irole, J. “T
he fat-

cat effect, the puppy-dog ploy, and 
the lean and hungry look ” A

m
erican 

E
conom

ic R
eview

, 74(2), pp.361--366, 
1984.

猪
野
　
弘
明
　
准
教
授
（
産
業
組
織
論
）

人
間
関
係
を
ゲ
ー
ム
理
論
的
に
考
え
る

2018年
6月19日
火曜日
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政
府
は
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
の
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
全
面
実
施
を
目

指
し
、
⑴
３
〜
５
歳
児
に
つ
い
て
は
、
原

則
全
世
帯
の
幼
稚
園
、
認
可
保
育
所
等
に

要
す
る
費
用
を
無
償
化
す
る
こ
と
、
⑵ 

０
〜
２
歳
児
も
当
面
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
を
対
象
に
無
償
化
す
る
こ
と
、
の
２
つ

を
決
定
し
て
い
る
。
３
〜
５
歳
で
幼
稚
園

や
保
育
園
に
通
う
約
２
５
０
万
人
の
う

ち
、
低
所
得
世
帯
向
け
に
は
す
で
に
平
均

保
育
料
を
出
す
方
式
で
無
償
化
を
実
施
し

て
い
る
。
よ
っ
て
新
た
に
無
償
化
の
対
象

に
な
る
子
ど
も
は
、
中
高
所
得
世
帯
を
中

心
に
２
０
０
万
人
規
模
と
な
る
。
教
育
を

受
け
る
こ
と
で
生
涯
賃
金
が
高
く
な
る
と

い
う
私
的
な
便
益
だ
け
で
な
く
、
教
育
を

受
け
た
本
人
以
外
に
も
も
た
ら
さ
れ
る
社

会
的
な
便
益
（
投
票
率
の
上
昇
、
犯
罪
率

の
低
下
な
ど
）
が
存
在
す
る
。
教
育
投
資

に
よ
っ
て
子
供
が
将
来
的
に
得
る
収
入
が

ど
れ
だ
け
高
く
な
る
か
を
表
す
収
益
率
を

教
育
段
階
別
に
計
測
す
る
と
、
就
学
前
教

育
の
収
益
率
は
、
高
等
教
育
の
そ
れ
を
上

回
る
。
ま
た
、
小
学
校
低
学
年
の
時
点
で

す
で
に
親
の
社
会
経
済
的
地
位
に
よ
る
子

供
の
学
習
意
欲
、
学
習
時
間
、
学
力
水
準

に
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
親
の
社
会
経
済

的
地
位
に
よ
る
格
差
が
生
じ
る
前
に
、
質

の
高
い
就
学
前
教
育
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

の
子
供
に
「
意
欲
」
や
「
努
力
す
る
こ
と

が
で
き
る
力
」
の
種
を
与
え
る
こ
と
が
、

教
育
格
差
や
貧
困
の
「
世
代
間
連
鎖
」
を

防
ぐ
上
で
重
要
だ
と
い
う
認
識
が
専
門
家

の
間
で
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
由

に
よ
り
国
が
も
っ
と
就
学
前
教
育
に
投
資

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
に
異

論
は
な
い
。
し
か
し
世
帯
所
得
に
関
わ
ら

ず
一
律
に
無
償
化
す
る
形
で
就
学
前
教
育

の
「
需
要
側
」
に
働
き
か
け
る
政
策
を
行

う
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら

一
律
に
無
償
化
を
行
え
ば
、
経
済
的
に
余

裕
の
あ
る
家
庭
は
、
無
償
化
に
よ
っ
て
実

質
的
に
得
ら
れ
た
追
加
的
な
収
入
を
、
塾

や
習
い
事
な
ど
の
子
供
の
教
育
に
そ
の
ま

ま
回
す
が
、
そ
う
で
な
い
家
庭
は
、
そ
の

一
部
を
生
活
費
や
将
来
の
貯
蓄
に
回
さ
ざ

る
を
得
ず
、
親
の
社
会
経
済
的
地
位
に
よ

る
教
育
格
差
を
ま
す
ま
す
広
げ
て
し
ま
う

結
果
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今

回
の
無
償
化
政
策
に
よ
り
新
た
に
恩
恵
を

受
け
る
の
は
中
高
所
得
世
帯
の
み
で
あ
る

の
で
、
子
供
の
教
育
格
差
の
拡
大
は
な
お

さ
ら
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
格

差
是
正
の
観
点
か
ら
は
一
律
に
無
償
化
す

る
の
で
は
な
く
、
各
家
庭
の
所
得
や
資
産

に
応
じ
て
保
育
料
・
授
業
料
を
設
定
す
る

よ
う
な
応
能
負
担
の
制
度
を
強
化
す
る
方

が
望
ま
し
い
。
ま
た
「
待
機
児
童
問
題
」

が
示
す
よ
う
に
、
就
学
前
教
育
の
供
給
側

は
質
・
量
と
も
に
投
資
が
十
分
と
は
言
え

な
い
状
況
に
あ
る
。
海
外
の
研
究
で
は
保

育
の
「
質
」
が
高
い
保
育
園
で
養
育
さ
れ

た
子
ど
も
は
、
就
学
後
の
学
力
が
高
く
、

学
歴
や
就
業
に
も
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
無
償
化

に
よ
る
需
要
増
は
、
待
機
児
童
問
題
や
保

育
士
の
労
働
環
境
の
悪
化
を
通
じ
、
保
育

の
質
を
低
下
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
長
期

的
な
発
育
へ
の
悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
保
育
の

「
質
」
を
保
ち
つ
つ
「
量
」
を
増
や
す
た

め
に
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
、就
学
前
教
育
の「
供

給
側
」
の
充
実
を
測
る
よ
う
な
政
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
よ
り
重
要
で
あ

る
。

 

■

１
以
下
の
議
論
は
中
室　

牧
子

（
２
０
１
７
）「
教
育
無
償
化
は
格
差
を
広

げ
る
愚
策
だ
」（『
文
藝
春
秋
』
２
０
１
７

年
８
月
号
所
収
）
を
参
照
し
た
。

田
畑
　
顕
　
教
授
（
経
済
成
長
論
・
公
共
経
済
学
）

幼
児
教
育
無
償
化
を
考
え
る１

2018年
6月25日
月曜日
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以
前
、
担
当
す
る
「
経
済
の
歴
史
と
思

想
」
の
授
業
で
こ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。

産
業
革
命
期
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
政
府
が

効
率
的
に
税
金
を
徴
収
す
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
低
い
金
利
で
国
債
を
買
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
革
命
政
府
が
王
政
時
代
の
債

務
の
不
履
行
を
宣
言
し
た
た
め
、
そ
の
後

も
高
金
利
を
負
担
し
な
い
と
フ
ラ
ン
ス
政

府
は
国
債
を
買
っ
て
も
ら
え
ず
、
軍
事
の

天
才
と
謳
わ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
敗
走
の

遠
因
と
な
っ
た
、
と
い
う
話
で
す
。
こ
こ

で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
信
用
格
付
け
の
高
い

国
は
低
金
利
で
資
金
調
達
で
き
る
が
、
格

付
け
の
低
い
国
は
高
い
金
利
を
払
っ
て
は

じ
め
て
資
金
調
達
で
き
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
授
業
で
は
、「
皆
さ
ん
も
そ
う
で

す
よ
ね
。
ち
ゃ
ん
と
返
し
て
く
れ
そ
う
な

相
手
な
ら
安
い
金
利
で
い
い
だ
ろ
う
け

ど
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
返
せ
な
さ
そ
う
だ

い
う
相
手
に
は
、
そ
の
リ
ス
ク
を
相
殺
す

る
程
度
の
高
い
金
利
を
要
求
す
る
で

し
ょ
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
が
、
授
業
後

に
回
収
し
た
コ
メ
ン
ト
ペ
ー
パ
ー
の
中
に

は
、
こ
ん
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

「
返
せ
な
い
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
相
手
が

困
っ
て
い
る
の
な
ら
、
む
し
ろ
金
利
を
安

く
し
て
あ
げ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

の
で
す
。
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
と

い
う
の
も
、
私
が
、「
市
場
の
論
理
」
と

で
も
い
い
う
る
よ
う
な
行
動
原
理
を
暗
黙

の
う
ち
に
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

「
市
場
の
論
理
」
と
い
う
の
は
こ
う
い
う

こ
と
で
す
。
国
債
を
販
売
し
て
い
る
市
場

（
例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
証
券
の
サ
イ
ト
）
を

訪
れ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
は
、
財

政
状
況
の
よ
い
国
と
悪
い
国
、
二
つ
の
国

の
国
債
（
同
じ
通
貨
建
て
）
が
売
ら
れ
て

い
て
、
ど
ち
ら
か
を
選
べ
ま
す
。
も
し
金

利
が
同
じ
な
ら
、
当
然
あ
な
た
は
財
政
状

況
が
よ
い
国
の
国
債
を
選
ん
で
買
う
で

し
ょ
う
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
財
政

状
況
の
悪
い
方
の
国
は
、
も
っ
と
高
い
金

利
を
提
示
し
な
い
と
選
ん
で
も
ら
え
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
、
先
の
「
市

場
の
論
理
」
で
す
。

　

他
方
、
コ
メ
ン
ト
が
想
定
す
る
状
況
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
困
窮
し

て
い
る
親
友
か
ら
金
を
貸
し
て
く
れ
と
言

わ
れ
た
と
し
た
ら
、「
利
子
な
ん
て
い
い

か
ら
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ
で
お
い
し
い
も

の
食
べ
て
、
元
気
出
せ
よ
」
と
言
っ
て
お

金
を
貸
す
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
、「
君

は
財
政
状
況
が
極
め
て
悪
化
し
て
い
る
か

ら
、
債
務
不
履
行
を
行
う
可
能
性
が
高

い
。
従
っ
て
、
そ
の
リ
ス
ク
を
相
殺
す
る

く
ら
い
の
高
い
金
利
を
約
束
し
て
く
れ
な

い
と
、
君
に
は
お
金
を
貸
せ
な
い
ね
」
と

は
言
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
相
手
が

親
友
だ
か
ら
で
す
。
こ
れ
を
「
相
対
の
倫

理
」
と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
が
暮
ら
し
て
い
る
社
会
は

別
名
市
場
経
済
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

人
々
は
多
く
の
場
面
で
「
市
場
の
論
理
」

で
も
っ
て
行
動
し
ま
す
。
経
済
学
は
、
こ

う
し
た
行
動
を
活
写
し
て
、
そ
の
結
果
効

率
的
な
結
果
が
往
々
に
し
て
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
を
主
張
し
ま
す
。
他
方
で
、「
相

対
の
倫
理
」
は
随
所
で
重
要
な
役
割
を
演

じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
が
、
経
済
学

に
は
あ
ま
り
出
て
き
ま
せ
ん
。
と
す
れ

ば
、
経
済
学
は
「
相
対
の
倫
理
」
を
不
要

だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
で
は
な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。「
相
対

の
倫
理
」
に
依
拠
し
て
同
様
の
結
果
を
実

現
し
よ
う
と
し
た
ら
、
あ
ま
り
に
も
大
き

な
期
待
を
「
相
対
の
倫
理
」
に
か
け
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ

と
、
別
言
す
れ
ば
、「
相
対
の
倫
理
」
と

い
う
も
の
が
と
て
も
稀
少
な
資
源

0

0

0

0

0

だ
、
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
う
し
た

点
を
改
め
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
上
記
の

学
生
さ
ん
は
、
経
済
学
を
学
ぶ
上
で
大
き

な
資
質
を
持
っ
て
い
る
と
、
改
め
て
感
じ

入
っ
た
次
第
で
す
。

 

■

久
保
　
真
　
教
授
（
経
済
学
史
）

市
場
の
論
理
と
相あ

い

対た
い

の
倫
理

2018年
6月26日
火曜日
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歴
史
は
継
続
し
、
変
化
は
積
み
重
ね
ら

れ
る
。
近
世
の
思
想
に
つ
い
て
、
司
馬
遼

太
郎
の『
こ
の
国
の
か
た
ち
』の
な
か
に
、

興
味
ふ
か
い
く
だ
り
が
あ
る
。
そ
の
エ
ッ

セ
ン
ス
の
部
分
を
示
す
と
、「
幕
末
攘
夷

思
想
は
、
革
命
の
実
践
面
で
は
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
い
う
可
燃
性
の
高
い
土
俗
感
情

に
火
を
つ
け
て
ま
わ
る
こ
と
で
あ
る
。（
中

略
）
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
本
来
、
し
ず

か
に
眠
ら
せ
て
お
く
べ
き
も
の
な
の
で
あ

る
。
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
に
火
を
つ
け
ま
わ
る

と
い
う
の
は
、
よ
ほ
ど
高
度
の
政
治
的
意

図
か
ら
出
る
操
作
と
い
う
べ
き
で
、
歴
史

は
、
何
度
も
こ
の
手
で
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、
一

国
一
民
族
は
潰
滅
し
て
し
ま
う
と
い
う
多

く
の
例
を
遺
し
て
い
る
」。

　

と
こ
ろ
で
、
尊
王
攘
夷
と
い
う
の
も
ま

た
、
13
、
４
世
紀
ご
ろ
の
輸
入
思
想
で
あ

る
こ
と
を
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
阿
部
正

弘
や
岩
瀬
忠
震
、
小
栗
上
野
介
の
よ
う
な

リ
ー
ダ
ー
は
も
と
よ
り
、
ほ
ん
と
う
に
幕

政
を
動
か
し
、
近
代
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

く
の
は
、
大
岡
忠
相
、
柳
沢
吉
保
、
間
部

詮
房
と
い
っ
た
、
町
・
勘
定
奉
行
や
幕
臣

た
ち
の
能
力
の
聡
明
さ
と
そ
の
堅
実
さ
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

機
会
に
、
近
世
の
流
通
シ
ス
テ
ム
や
産

業
組
織
に
つ
い
て
、「
ひ
と
と
経
済
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
一
考
し
た
い
。
近
世
の

本
体
は
江
戸
幕
府
の
治
世
に
あ
る
。
幕
府

は
徳
川
氏
の
全
国
統
治
の
覇
府
で
あ
り
、

実
質
は
大
領
主
が
土
地
と
人
民
を
支
配
す

る
大
名
領
知
制
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
っ

て
よ
か
ろ
う
。
武
士
は
家
臣
団
と
な
り
、

土
地
と
人
民
は
検
地
と
兵
農
分
離
に
よ

り
、
領
主
の
権
力
の
も
と
で
支
配
さ
れ
、

武
家
経
済
を
負
担
す
る
。
諸
大
名
の
領
地

は
恩
賜
と
し
、
そ
の
代
わ
り
に
軍
役
そ
の

他
の
忠
誠
を
尽
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
支
配
体
制
が
確
立
し

た
の
は
、
慶
長
か
ら
元
和
を
へ
て
寛
永
に

わ
た
る
期
間
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
幕
府

で
は
、
吟
味
筋
に
つ
い
て
は
奉
行
代
官

が
、
出
入
筋
は
物
的
担
保
等
の
訴
人
を
支

配
し
、
訴
を
受
理
奉
行
が
裁
判
権
を
も

つ
。
や
が
て
上
級
の
評
定
所
管
轄
と
な
り

公
儀
体
系
の
な
か
に
収
斂
す
る
。
近
代
に

お
け
る
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
運
用
の
姿
勢

が
、
日
本
の
商
慣
行
と
道
徳
、
司
法
の
側

面
に
表
れ
て
い
る
。

　

年
貢
の
徴
収
方
法
は
江
戸
期
を
通
じ
て

変
化
す
る
。
大
名
は
所
領
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
で
安
堵
が
保
障
さ
れ
、
そ
の
か
わ
り

に
軍
役
や
普
請
役
が
課
さ
れ
る
が
、
原
則

と
し
て
年
貢
は
賦
課
さ
れ
な
い
。
し
か
し

享
保
７
年
の
上
米
制
は
大
名
か
ら
の
米
や

貨
幣
の
上
納
を
恒
常
化
し
、
さ
ら
に
同
５

年
に
始
め
ら
れ
た
関
東
・
畿
内
主
要
河
川

普
請
に
対
す
る
国
役
制
は
私
領
農
村
か
ら

賦
課
金
を
幕
府
勘
定
所
へ
徴
収
す
る
途
を

開
く
こ
と
に
な
る
。
制
度
や
法
の
な
か

に
、
た
く
み
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
内
包
し
て
い
る
。
一
方
、
知
行

所
、
給
知
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
江
戸
中
期

以
降
、
御
家
人
の
大
部
分
は
蔵
米
を
う
け

て
い
る
。
幕
府
の
貢
租
制
度
は
、
検
見
法

か
ら
定
免
法
へ
、
そ
し
て
検
見
法
で
も
畝

引
検
見
か
ら
有
毛
検
見
へ
と
転
換
す
る
。

展
開
形
ゲ
ー
ム
の
バ
ッ
ク
ワ
ー
ド
・
イ
ン

ダ
ク
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
。

　

古
文
書
等
の
史
料
に
よ
り
な
が
ら
、
流

通
や
産
業
組
織
の
研
究
成
果
か
ら
、
制
度

の
生
成
と
発
展
や
行
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ

い
て
、
新
し
い
分
析
の
光
を
あ
て
る
こ
と

は
、
今
後
の
日
本
経
済
の
実
理
に
お
い
て

も
有
益
で
あ
る
。
宿
駅
と
酒
造
の
経
済
的

機
能
や
、
商
取
引
契
約
の
履
行
メ
カ
ニ
ズ

ム
な
ど
に
つ
い
て
、
経
済
と
政
治
お
よ
び

文
化
の
創
造
的
な
特
性
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 

■

桑
原
　
秀
史
　
教
授
（
産
業
組
織
論
・
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共
経
済
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）

近
世
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流
通
シ
ス
テ
ム
と 

 

産
業
組
織
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T
hom
as Lubik

と
い
う
経
済
学
者
が

い
る
。
こ
の
人
が
私
の
大
学
時
代
の
友
人

に
瓜
二
つ
で
、
顔
か
ら
、
話
ぶ
り
、
身
の

こ
な
し
、
ま
さ
に
そ
っ
く
り
な
の
で
あ

る
。
西
洋
人
と
東
洋
人
が
何
故
こ
れ
ほ
ど

似
て
い
る
の
か
。

　

自
然
人
類
学
に
ア
フ
リ
カ
単
一
起
源
説

と
い
う
学
説
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

現
生
人
類
は
約
20
万
年
前
に
東
ア
フ
リ
カ

で
誕
生
し
、
そ
こ
か
ら
約
６
万
年
後
、
ア

フ
リ
カ
を
飛
び
出
し
た
人
類
は
、
現
在
の

イ
ス
ラ
エ
ル
あ
た
り
か
ら
西
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
向
か
う
も
の
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の

東
に
向
か
う
も
の
と
に
分
か
れ
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
の
東
に
向
か
っ
た
も
の
は
、
ア

リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
か
ら
北
米
大
陸
に
渡

り
、
南
米
大
陸
ま
で
子
孫
か
ら
子
孫
へ
と

何
万
年
と
い
う
旅
を
し
て
世
界
に
拡
散
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

T
hom
as Lubik

と
私
の
友
人
は
何
故
瓜

二
つ
な
の
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
ア
フ
リ

カ
を
出
た
あ
る
集
団
が
イ
ス
ラ
エ
ル
辺
り

ま
で
来
て
、
そ
こ
で
双
子
が
生
ま
れ
て
成

長
し
、
兄
は
東
へ
弟
は
西
へ
と
別
れ
て

い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
ア
フ
リ
カ
単
一
起
源
説
を
応
用

し
て
現
代
の
国
家
間
の
所
得
格
差
を
説
明

し
よ
う
と
し
た
研
究
に
、Q

uam
rul 

A
shraf

とO
ded Galor

の
も
の
が
あ

る
。
世
界
に
は
、
一
人
当
た
り
の
年
間
所

得
が
一
千
万
円
を
超
え
る
国
も
あ
れ
ば
、

十
万
円
以
下
の
国
々
も
あ
る
。最
近
、研
究

者
た
ち
は
、
大
昔
に
起
き
た
こ
と
が
現
代

の
所
得
格
差
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。そ
の
文
脈
の
中
で
、Ashraf

と

Galor

は
人
類
の
起
源
ま
で
遡
っ
て
そ
の

格
差
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。

　

現
生
人
類
が
誕
生
し
て
ア
フ
リ
カ
で
暮

ら
し
て
い
た
頃
は
、
集
団
と
し
て
保
有
す

る
遺
伝
子
は
多
様
で
あ
っ
た
が
、
集
団
の

中
か
ら
あ
る
集
団
が
他
の
地
域
に
飛
び
出

す
時
に
、
元
の
集
団
が
保
有
す
る
遺
伝
子

の
種
類
よ
り
少
な
い
種
類
の
遺
伝
子
が
持

ち
出
さ
れ
る
。
す
る
と
、
ア
フ
リ
カ
か
ら

の
距
離
が
近
い
ほ
う
が
集
団
の
保
有
す
る

遺
伝
子
が
多
様
で
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
離
れ

る
と
集
団
の
保
有
す
る
遺
伝
子
は
同
質
的

に
な
る
。
実
際
に
、
遺
伝
子
の
多
様
性
と

ア
フ
リ
カ
か
ら
の
距
離
に
は
負
の
相
関
が

あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

A
shraf

とGalor

は
、
人
類
が
ア
フ
リ
カ

か
ら
歩
い
た
距
離
を
遺
伝
子
の
同
質
性

0

0

0

の

代
理
変
数
と
し
て
、
遺
伝
子
の
多
様
性
と

一
人
当
た
り
の
年
間
所
得
の
関
係
を
分
析

し
た
。
彼
ら
は
、
遺
伝
子
の
多
様
性
が
高

す
ぎ
る
か
低
す
ぎ
る
場
合
に
は
一
人
当
た

り
の
所
得
は
低
く
な
る
一
方
で
、
遺
伝
子

の
多
様
性
が
中
程
度
の
場
合
は
高
く
な
る

と
い
う
結
果
を
得
た
。
遺
伝
子
の
多
様
性

が
高
い
地
域
は
人
類
の
故
郷
、
ア
フ
リ

カ
。
こ
の
地
域
で
は
、
現
在
で
も
低
所
得

や
紛
争
に
苦
し
ん
で
い
る
。
遺
伝
子
が
同

質
的
な
地
域
は
中
南
米
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
の
入
植
者
の
影
響
を
考
慮
に
入
れ
た

と
し
て
も
、
高
所
得
に
は
な
り
に
く
い
と

い
う
結
果
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
遺
伝
子

の
多
様
性
が
中
程
度
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
多
く
の
入
植
者

が
定
住
し
て
社
会
を
形
成
し
た
北
ア
メ
リ

カ
な
ど
は
高
所
得
に
な
る
と
の
こ
と
だ
。

　

A
shraf

とGalor

の
研
究
は
、
一
部
の

自
然
人
類
学
者
か
ら
は
大
変
批
判
さ
れ
、

物
議
を
醸
し
出
し
た
。
物
議
を
醸
し
出
し

た
理
由
は
、
歴
史
上
の
問
題
も
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
と
思
う
。興
味
が
あ
れ
ば
、自

然
人
類
学
者
の
批
判
と
そ
れ
に
対
す
る
彼

ら
の
返
答
を
調
べ
て
み
る
と
勉
強
に
な
る
。
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二
〇
一
八
年
五
月
の
末
（
５
／
21
〜

26
）
学
会
で
ド
イ
ツ
に
行
っ
て
い
た
そ
の

間
、
あ
の
日
大
の
選
手
に
よ
る
悪
質
タ
ッ

ク
ル
の
問
題
が
大
き
く
報
道
さ
れ
、
そ
れ

へ
の
非
難
の
声
が
急
速
に
全
国
に
広
ま
っ

て
い
き
、
関
学
側
か
ら
の
抗
議
と
真
相
究

明
の
要
求
が
正
当
な
も
の
と
し
て
支
持
さ

れ
て
い
っ
た
。
日
本
を
発
つ
前
は
そ
の
発

端
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
滞
在
中
に
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
あ
の
タ
ッ
ク
ル
の
動

画
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ

と
い
う
間
に
、
こ
う
し
た
フ
ェ
ア
プ
レ
ー

を
汚
す
行
為
が
広
範
な
人
々
に
観
察
さ
れ

て
、
非
難
の
世
論
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
帰
国
し
た
と
き
に
は
、
世
論

は
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
た
。

　

さ
て
、
帰
国
後
の
初
日
の
講
義
が
「
経

済
の
歴
史
と
思
想
」「
社
会
思
想
史
」
で
、

い
ず
れ
も
経
済
学
の
本
格
的
な
確
立
者
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
一
七
二
三
〜
九
〇
年
）

を
扱
う
日
だ
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
ス

ミ
ス
の
思
想
を
彼
の
最
初
の
著
作
『
道
徳

感
情
論
』
に
つ
い
て
引
用
と
と
も
に
説
明

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
の
だ
が
、
そ
の

日
は
、
次
の
箇
所
の
話
を
す
る
と
き
、
い

つ
も
よ
り
熱
が
入
っ
た
。

　

ス
ミ
ス
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
富
と

名
誉
と
出
世
を
め
ざ
す
競
争
に
お
い
て
、

彼
は
す
べ
て
の
競
争
者
を
追
い
抜
く
た
め

に
、
で
き
る
限
り
力
走
し
て
も
い
い
し
、

あ
ら
ゆ
る
神
経
、
あ
ら
ゆ
る
筋
肉
を
緊
張

さ
せ
て
い
い
。
し
か
し
、
彼
が
も
し
競
争

相
手
の
う
ち
の
誰
か
を
押
し
の
け
た
り
投

げ
倒
し
た
り
す
る
な
ら
ば
、
観
察
者
た
ち

spectators

の
寛
容
は
完
全
に
終
了
す

る
。
そ
れ
は
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
侵
犯

violation of fair play

で
あ
っ
て
、
観
察

者
た
ち
が
許
し
え
な
い
こ
と
な
の
で
あ

る
。
こ
の
や
ら
れ
た
相
手
も

│
観
察
者

た
ち
か
ら
す
れ
ば

│
あ
ら
ゆ
る
点
で
彼

と
同
じ
程
度
に
善
良
な
の
で
あ
り
、
だ
か

ら
観
察
者
た
ち
は
、
こ
れ
ほ
ど
極
端
に
自

分
を
優
先
す
る
彼
の
自
愛
心self-love

に

共
感
で
き
な
い
の
で
あ
る
。」（
水
田
訳
・

岩
波
文
庫
（
上
）、二
一
七
│
二
一
八
頁
）

こ
れ
は
、
ま
さ
に
悪
質
タ
ッ
ク
ル
問
題
を

め
ぐ
る
社
会
的
追
及
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の

で
は
な
い
か
！ 

ス
ミ
ス
は
二
五
〇
年
以

上
前
に
、
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
‼

　

ス
ミ
ス
が
生
涯
出
し
た
本
は
『
道
徳
感

情
論
』（
一
七
五
九
年
）
と
『
国
富
論
』

（
一
七
七
六
年
）
の
ふ
た
つ
だ
け
で
あ

り
、
前
者
は
い
わ
ば
社
会
心
理
学
の
書
で

あ
っ
て
、『
国
富
論
』
の
人
間
学
的
な
基

礎
を
な
す
。
近
代
社
会
に
な
っ
て
人
間
が

自
己
愛
・
利
己
心
か
ら
出
発
し
て
行
動
す

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
ど

こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
の
進
歩
的
な
側
面
に

目
を
向
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
同
時

に
、
人
間
の
利
己
心
が
過
度
に
な
る
の
を

相
互
の
社
会
関
係
の
な
か
で
抑
制
・
緩
和

で
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
認
識
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
ス
ミ
ス

の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
自
由
主

義
者
ス
ミ
ス
は
つ
ね
に
、
そ
の
抑
制
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
強
権
的
な
圧
力
に
で
は
な
く
、

普
通
の
人
間
同
士
の
や
り
取
り
の
な
か
に

見
出
そ
う
と
し
た
。

　
『
道
徳
感
情
論
』
に
お
け
る
、「
フ
ェ
ア

プ
レ
ー
の
侵
犯
」
を
複
数
の
「
観
察
者
た

ち
」
に
よ
っ
て
監
視
し
て
、
そ
の
批
判
を

一
般
化
し
て
、
公
正
さ
を
社
会
的
に
確
保

し
て
い
く
と
い
う
、
不
正
を
憎
む
人
間
心

理
に
根
差
し
た
、
過
度
な
利
己
心
の
抑
制

の
論
理
は
、『
国
富
論
』
に
お
い
て
、
自

由
競
争
の
市
場
経
済
に
お
い
て
特
定
の
人

が
暴
利
を
む
さ
ぼ
る
の
で
は
な
く
、
各
人

が
利
己
心
か
ら
出
発
し
て
も
公
正
で
あ
れ

ば
穏
当
な
利
益
を
得
る
と
い
う
「
見
え
な

い
手
」
の
論
理
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
経
済
学
は
そ
の

確
立
段
階
で
す
で
に
人
間
の
心
理
と
そ
の

社
会
的
作
用
と
い
う
基
礎
を
持
っ
て
い
た

の
で
あ
っ
て
、
ス
ミ
ス
を
学
ぶ
と
き
に

も
、『
国
富
論
』
の
経
済
学
を
狭
く
捉
え

る
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
道
徳
感
情
論
』
を

含
め
て
ス
ミ
ス
思
想
の
総
体
を
理
解
し
よ

う
と
す
る
方
が
、
現
代
の
問
題
を
考
え
る

う
え
で
も
よ
り
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

６
月
初
め
に
あ
っ
た
東
京
大
学
で
の
経

済
学
史
学
会
で
は
、
偶
然
に
も
、
田
中
秀

夫
氏
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
、
京
都
大
学

名
誉
教
授
）
も
『
道
徳
感
情
論
』
の
上
記

の
論
理
と
悪
質
タ
ッ
ク
ル
問
題
と
の
対
応

を
指
摘
し
た
。
ス
ミ
ス
を
知
る
者
は
皆
、

そ
の
面
白
さ
を
共
有
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
！ 

■

原
田
　
哲
史
　
教
授
（
文
化
と
社
会
の
経
済
学
・
経
済
哲
学
）

い
ま
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の 

 

『
道
徳
感
情
論
』（
一
七
五
九
年
）が
面
白
い
！

2018年
7月4日
水曜日
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最
初
に
、
実
験
経
済
学
や
行
動
経
済
学

で
示
さ
れ
た
二
つ
の
事
例
を
お
話
し
し
ま

す
。
一
つ
目
は
、
あ
る
託
児
所
で
は
子
供

の
迎
え
に
遅
刻
す
る
保
護
者
達
に
少
額
の

罰
金
を
課
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
的
に
遅
刻

す
る
保
護
者
達
が
増
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
も
う
一
つ
は
、
ビ
ニ
ー
ル
製
の
レ
ジ

袋
に
少
額
の
課
税
を
し
た
と
こ
ろ
、
大
幅

に
ビ
ニ
ー
ル
製
の
レ
ジ
袋
の
利
用
者
が
減

少
し
ま
し
た
。
と
も
に
、
対
象
者
に
と
っ

て
は
罰
金
や
課
税
と
い
う
金
銭
的
な
負
担

増
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
目
の

事
例
で
期
待
と
は
反
対
の
結
果
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。
い
わ
ゆ
る
、
新
古
典
派
（
主
流
派
）

経
済
学
に
お
け
る
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
カ
ス

（
合
理
的
な
経
済
人
）
で
あ
れ
ば
、
遅
刻

者
が
減
少
す
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
遅
刻
者
に
と
っ
て
、
罰
金
が
託
児

所
へ
の
超
過
料
金
と
し
て
理
解
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま

り
、
金
銭
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
モ
ラ

ル
や
認
識
を
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
を
持
ち
出
す
ま
で
も

な
く
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
有
効
に
働
け

ば
、
強
欲
（
利
己
的
行
動
）
が
公
益
を
も

た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
人
々
の
認
識
や
嗜
好
が
ホ
モ
・
エ
コ

ノ
ミ
カ
ス
の
よ
う
に
社
会
の
ル
ー
ル
や
モ

ラ
ル
と
は
独
立
に
内
在
し
て
い
る
な
ら

ば
、
経
済
的
な
仕
組
み
と
し
て
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
取
り
入
ら
れ
る
と
、
有
効
な
選

択
を
行
い
、
社
会
全
体
が
効
率
的
に
な
る

は
ず
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
ほ
ど
の

事
例
で
は
、
罰
金
と
言
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
人
々
の
認
識
や
嗜
好
に
影
響
を
与
え

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
専
門
的

に
言
え
ば
、
選
好
や
嗜
好
は
状
況
依
存
的

で
あ
り
、内
生
的
と
言
え
ま
す
。し
た
が
っ

て
、
社
会
的
な
状
況
か
ら
影
響
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
モ
ラ
ル
（
あ
る
い
は
、

社
会
的
選
好
）
は
分
離
可
能
で
は
な
く
、

相
互
に
作
用
し
あ
い
、
相
乗
効
果
を
持
つ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
も
う
一
方
の
事
例
で
は
、
期
待

通
り
、
課
税
に
よ
っ
て
ビ
ニ
ー
ル
製
の
レ

ジ
袋
が
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
環
境
に

対
す
る
配
慮
が
し
っ
か
り
と
人
々
の
認
識

や
選
好
を
形
成
し
て
い
た
と
言
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
は
環
境
問
題
に

関
す
る
公
共
の
宣
伝
や
教
育
、
等
の
効
果

も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
そ
う
し
た
公
共
心
が
培
わ
れ
た
社
会

に
お
い
て
は
、
人
々
の
行
為
が
利
己
的
な

利
益
に
影
響
を
も
た
ら
す
金
銭
的
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
や
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
で

な
く
、
一
定
の
互
恵
性
や
条
件
付
き
の
協

調
性
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
「
ホ
モ
・
レ
シ
プ
ロ
カ
ン
ス
」
と

名
付
け
る
と
す
れ
ば
、
主
流
派
経
済
学
で

は
こ
う
し
た
人
間
の
あ
り
方
を
捨
象
し
、

方
法
論
的
で
は
あ
れ
、
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ

カ
ス
を
基
礎
に
理
論
体
系
を
構
築
し
て
き

た
こ
と
は
、
自
己
都
合
的
な
も
の
で
し
か

な
く
、
理
論
的
な
作
業
に
お
け
る
怠
慢
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
我
々
は
、
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ

カ
ス
を
前
提
と
し
た
「
狭
義
の
経
済
学
」

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
科
学
の
考

え
方
を
取
り
込
ん
だ
「
幅
の
広
い
経
済

学
」、
す
な
わ
ち
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
社

会
的
選
好
を
と
も
に
包
含
す
る
よ
う
な

「
広
義
の
人
間
（
ホ
モ
・
レ
シ
プ
ロ
カ
ン

ス
）
を
出
発
点
と
し
た
経
済
学
」
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま

さ
に
、「
経
済
学
」
と
は
「
人
間
学
」
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、「
経
済
を
考
え
る
」

こ
と
は
、
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
・
チ
ャ
ペ
ル

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人
間
を
考
え
る
」
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
講
話
に
関
し
て
左
記
の

文
献
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
一
読
し
て
下
さ
い
。 

■

【
参
考
文
献
】

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ボ
ウ
ル
ズ
著
（
植
村
、
他

訳
）『
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー　

イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
か
善
き
市
民
か
』（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
出
版
、
２
０
１
７
年
）

ジ
ャ
ン
・
テ
ィ
ロ
ー
ル
著
（
村
井
訳
）『
良

き
社
会
の
た
め
の
経
済
学
』（
日
本
経

済
新
聞
社
、
２
０
１
８
年
）

小
島
寛
之
著
『
宇
沢
弘
文
の
数
学
』（
青

土
社
、
２
０
１
８
年
）

利
光
　
強
　
教
授
（
国
際
経
済
学
）

ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
カ
ス
と
ホ
モ
・

レ
シ
プ
ロ
カ
ン
ス

2018年
11月12日
月曜日



Econo Forum 21 ／ March 2019 48

シリーズチャペル＜人間を考える＞
　

今
年
度
は
、
新
し
く
二
つ
の
国
を
訪
れ

る
機
会
を
得
た
。
ベ
ト
ナ
ム
と
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
い
う
、
と
も
に
共
産
主
義
に
強
い
関

わ
り
を
持
っ
た
国
だ
。
い
ず
れ
も
経
済
体

制
は
大
き
く
変
革
し
て
は
い
る
が
、
い
わ

ゆ
る
旧
共
産
圏
と
言
わ
れ
る
国
を
訪
れ
た

の
は
、
10
年
ほ
ど
前
に
北
京
を
短
期
訪
問

し
て
以
来
の
こ
と
に
な
る
。
新
し
い
土
地

を
訪
れ
た
時
に
、
街
を
歩
い
て
い
て
私
の

関
心
を
引
く
の
は
、
信
号
の
な
い
横
断
歩

道
で
車
や
歩
行
者
が
ど
の
よ
う
に
振
舞
う

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
が
14
、５
年
前

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
た
際
の

苦
い
体
験
が
そ
の
背
後
に
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
２
０
１
４
年
度
の
エ
コ

ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

周
知
の
と
お
り
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
横
断
歩
道
で
一
時
停
止

を
し
な
い
。
昨
年
度
卒
業
し
た
ゼ
ミ
生
た

ち
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
都
会
か
そ
う
で
な

い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
「
横
断
し
よ
う
と
し
て
い

る
、
あ
る
い
は
横
断
中
の
歩
行
者
や
自
転

車
が
い
る
と
き
は
必
ず
一
時
停
止
を
す

る
」
と
い
う
道
路
交
通
法
に
違
反
し
続
け

て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
？
ベ
ト
ナ
ム
の
都
市
を
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
人
な
ら
き
っ
と
驚
い
た
に
違
い
な
い

の
が
、
現
地
の
交
通
事
情
の
カ
オ
ス
的
な

こ
と
だ
。
車
、
と
く
に
、
バ
イ
ク
の
数
が

お
び
た
だ
し
く
信
号
が
赤
で
も
交
差
点
に

バ
イ
ク
が
侵
入
す
る
光
景
は
当
た
り
前

だ
。
渋
滞
も
ひ
ど
い
の
で
、
バ
イ
ク
が
平

気
で
歩
道
を
走
行
す
る
。
当
然
、
信
号
機

の
な
い
横
断
歩
道
な
ど
で
止
ま
る
車
は
な

い
。
こ
れ
は
北
京
を
訪
れ
た
際
に
、
青
信

号
に
な
っ
て
皆
が
通
行
し
て
い
る
横
断
歩

道
に
も
車
が
突
入
し
て
く
る
光
景
を
見

て
、
こ
こ
で
は
交
通
ル
ー
ル
な
ん
て
ほ
と

ん
ど
意
味
が
な
い
と
思
っ
た
の
と
同
じ
感

覚
だ
。

　

次
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ど
う
か
？
ド
ラ

イ
バ
ー
の
運
転
は
非
常
に
荒
い
。
タ
ク

シ
ー
や
バ
ス
に
乗
る
と
、
車
の
多
い
街
中

で
も
時
速
１
０
０
ｋ
ｍ
も
の
ス
ピ
ー
ド
で

頻
繁
に
車
線
変
更
を
し
な
が
ら
走
る
の
で

冷
や
汗
が
出
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
い
っ

た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
で
は
、
歩
行
者
が
い
る
と
み
る
と
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
で
も
一
時
停
止
を
す

る
の
だ
。
日
本
か
ら
来
た
私
は
恐
る
恐
る

横
断
歩
道
を
通
行
す
る
の
だ
が
、
現
地
の

歩
行
者
は
実
に
堂
々
と
横
断
歩
道
を
闊
歩

し
て
い
る
。
な
ん
と
も
羨
ま
し
い
１
シ
ー

ン
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
場
所
が
変
わ
る
と
、
横

断
歩
道
に
関
し
て
両
極
端
な
光
景
が
存
在

し
う
る
こ
と
は
ゲ
ー
ム
理
論
に
お
け
る

ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
で

説
明
が
可
能
で
あ
る
。
横
断
歩
道
に
つ
い

て
は
、「
歩
行
者
が
進
む
、
車
が
止
ま
る
」

と
「
歩
行
者
が
止
ま
る
、
車
が
進
む
」
と

い
う
二
つ
の
状
況
が
い
ず
れ
も
、
相
手
の

行
動
が
変
わ
ら
な
い
限
り
誰
も
自
ら
行
動

を
変
え
る
動
機
を
も
た
な
い
と
い
う
ナ
ッ

シ
ュ
均
衡
と
し
て
社
会
に
定
着
し
う
る
。

問
題
は
、
二
つ
の
う
ち
の
ど
ち
ら
が
実
現

す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
相
手
の
行
動
に
対
す
る
予
想
が
大

き
な
役
割
を
果
た
す
。
日
本
で
は
歩
行
者

は
車
が
止
ま
ら
な
い
も
の
と
い
う
予
想
を

抱
き
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
車
は
必
ず
止
ま

る
と
い
う
予
想
を
持
っ
て
い
る
。
逆
に
ド

ラ
イ
バ
ー
は
日
本
で
は
歩
行
者
が
止
ま

り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
歩
行
者
が
進
む
と

い
う
予
想
を
持
っ
て
い
る
。
異
な
る
予
想

が
形
成
さ
れ
る
背
景
に
は
、
歴
史
的
、
お

よ
び
、
政
策
的
な
要
因
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
度
定
着
し
た

状
況
を
変
え
る
に
は
人
々
の
予
想
を
大
幅

に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大
変

だ
。
日
本
の
状
況
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う

に
す
る
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
十
分
な
数

の
歩
行
者
が
法
律
通
り
横
断
歩
道
を
優
先

通
行
す
る
と
予
想
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

現
状
に
お
い
て
歩
行
者
に
車
の
侵
入
を
恐

れ
ず
進
め
と
要
求
す
る
の
は
酷
で
あ
ろ

う
。
何
と
か
し
て
十
分
な
数
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
法
律
を
順
守
す
る
よ
う
に
仕
向
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歩
行
者
が
予
想
を
変

え
る
よ
う
に
誘
導
す
る
方
が
よ
り
現
実
的

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

新
し
い
土
地
を
訪
れ
る
と
、
普
段
当
た

り
前
の
も
の
と
捉
え
て
い
る
社
会
制
度
を

少
し
遠
目
に
見
直
す
機
会
を
与
え
て
く
れ

る
。
旧
共
産
圏
の
二
国
を
訪
れ
て
、
久
し

ぶ
り
に
「
そ
ぞ
ろ
神
」
に
取
り
つ
か
れ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
る
。 

■

松
枝
　
法
道
　
教
授
（
環
境
経
済
学
）

旧
共
産
圏
の
横
断
歩
道

2018年
11月13日
火曜日
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本
日
の
講
話
で
は
、
人
に
良
か
れ
と

思
っ
て
実
践
す
る
企
画
・
発
案
の
難
し
さ

に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
結
論
を
先
に
言
う

と
、「
人
間
」
と
し
て
の
思
慮
を
欠
い
た

企
画
は
結
果
的
に
大
不
評
を
買
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
私
た
ち
は
常
日
頃
か
ら
自
身
の
人
間

性
に
磨
き
を
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
必
要

な
こ
と
は
、
他
人
の
視
点
に
も
立
っ
て
眺

め
直
す
と
い
う
習
慣
で
す
。

　

北
九
州
市
に
あ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
『
ス

ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
』
は
、
２
０
１
７
年
度

を
も
っ
て
営
業
を
停
止
し
ま
し
た
が
、
そ

の
１
年
前
に
奇
抜
な
企
画
を
実
践
し
ま
し

た
。「
氷
の
水
族
館
」
と
銘
打
ち
、ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
で
サ
ン
マ
や
鰯
、
キ
ビ
ナ
ゴ
、

ア
ジ
、エ
ビ
な
ど
25
種
類
の
魚
５
、｠０
０
０

匹
を
氷
漬
け
に
し
ま
し
た
。
足
下
に
氷
漬

け
さ
れ
た
魚
を
見
な
が
ら
ス
ケ
ー
ト
を
楽

し
む
と
い
う
企
画
で
し
た
。
こ
れ
は
、
冬

の
催
し
物
を
決
め
る
先
の
会
議
で
出
た

「
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
海
の
よ
う
に
し

て
、
そ
の
上
を
滑
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
基
づ
く
も
の

で
し
た
。

　

企
画
の
奇
抜
さ
は
、
例
年
よ
り
も
利
用

者
を
増
や
し
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト
は
せ
ず

氷
漬
さ
れ
た
魚
を
見
る
た
め
だ
け
に
来
園

し
た
利
用
客
も
い
た
ほ
ど
で
、
特
に
子
供

た
ち
に
は
大
好
評
で
し
た
。
魚
を
指
差
し

て
大
喜
び
し
て
、
ご
満
悦
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
当
初
は
、
特
に
批

判
的
な
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
間
も
な
く
し
て
様
相
が
変
わ
り

ま
す
。
山
口
県
の
民
放
ロ
ー
カ
ル
番
組
で

「
氷
の
水
族
館
」が
紹
介
さ
れ
る
と
、ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
批
判
が
殺
到
し
た
の
で

す
。「
残
酷
だ
」「
命
を
粗
末
に
す
る
も
の

で
は
な
い
」「
食
べ
物
で
遊
ぶ
な
」
な
ど

で
す
。
中
に
は
「
日
本
の
恥
」
と
い
っ
た

も
の
ま
で
あ
り
ま
し
た
。こ
の
突
然
の「
炎

上
」
に
、
営
業
の
総
支
配
人
は
そ
の
夜
の

う
ち
に
企
画
の
中
止
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
の
何
が
問
題
だ
っ
た
か
を
的

確
に
理
論
的
に
説
明
で
き
る
人
は
い
る
で

し
ょ
う
か
。
残
酷
だ
か
ら
と
い
う
な
ら
、

昆
虫
採
集
の
標
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
私

た
ち
は
動
物
を
ペ
ッ
ト
と
称
し
監
禁
す
る

し
、
オ
シ
ャ
レ
の
た
め
に
毛
皮
を
纏
っ
た

り
、
生
活
の
た
め
と
し
て
革
で
靴
や
カ
バ

ン
を
作
り
ま
す
。
何
よ
り
も
、
毎
日
膨
大

な
量
の
動
物
性
食
品
を
無
駄
に
し
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
、
誰
が
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
に
「
魚
が

か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
え
る
で

し
ょ
う
か
？

　

で
は
、
な
ぜ
多
く
の
人
が
こ
の
一
件
か

ら
不
快
を
感
じ
取
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

鹿
児
島
大
学
総
合
研
究
博
物
館
長
の
本
村

浩
之
教
授
（
魚
類
分
類
学
）
は
、「
死
ん

だ
魚
の
上
を
滑
る
と
い
う
冒
涜
的
な
行
為

に
多
く
の
人
が
違
和
感
を
感
じ
た
の
だ
ろ

う
」と
分
析
し
て
い
ま
す
。私
も
同
感
で
、

理
解
へ
の
鍵
と
な
る
の
は「
冒
涜
」で
す
。

た
と
え
魚
の
死
骸
で
も
、
さ
ら
に
そ
の
上

に
氷
が
張
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
私
た

ち
の
倫
理
観
で
は
、
死
骸
を
跨
い
だ
り
死

骸
を
踏
み
つ
け
る
こ
と
は
許
し
難
い
の
で

す
。

　

こ
の
一
件
は
、
日
本
史
に
お
け
る
踏
み

絵
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち

は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
や
聖
母
マ
リ
ア
の
絵
を
踏
ま
せ
る
と
い

う
行
為
が
ど
れ
ほ
ど
非
道
で
あ
っ
た
か
を

知
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
魚
を
氷
漬
け
に

し
た
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
か
ら
多
く
の
人
が

嫌
悪
感
を
抱
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
を
楽
し
ま
せ
よ
う
、
喜
ば
せ
よ
う
と

す
る
意
図
に
基
づ
く
企
画
は
、
勿
論
、
価

値
の
あ
る
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
行
為
で
す
。

し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
そ
れ
は
人
間
と

し
て
の
思
慮
を
欠
い
た
も
の
で
あ
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

■

大
高
　
博
美
　
教
授
（
言
語
学
）

他
人
の
視
点
に
も
立
っ
て
み
る 

 

必
要
性

2018年
11月20日
火曜日
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様
々
な
も
の
の
利
便
性
が
高
い
今
日
の

社
会
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
必
ず
し
も
食

事
の
た
め
に
自
炊
、
す
な
わ
ち
自
分
で
食

材
を
調
達
し
調
理
を
行
う
こ
と
を
し
な
く

て
よ
い
。
実
際
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
多

く
の
飲
食
店
が
あ
り
そ
こ
で
気
軽
に
食
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
は
す
ぐ
に
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
弁
当

や
惣
菜
が
日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
近
年
はU

ber Eats

等
の
新
形
態

の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
に
よ
り
一
歩
も

外
出
せ
ず
に
食
事
を
す
る
こ
と
の
利
便
性

も
飛
躍
的
に
増
し
て
い
る
。
自
炊
と
代
替

関
係
に
あ
る
こ
れ
ら
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス

は
忙
し
い
現
代
人
に
と
っ
て
も
は
や
必
要

不
可
欠
な
存
在
だ
。
一
方
、
自
炊
は
現
在

も
人
間
の
生
活
の
営
み
に
存
在
し
続
け
て

い
る
も
の
の
、
極
論
を
言
え
ば
今
日
の
利

便
性
の
高
い
社
会
で
は
自
炊
を
一
切
せ
ず

に
生
命
を
維
持
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
現
代
社
会
に
お
い
て
自
炊
に
は
ど
の

よ
う
な
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

自
炊
の
価
値
を
経
済
学
的
に
考
え
る
一

つ
の
方
法
は
、
自
炊
に
よ
り
生
じ
る
便
益

と
費
用
を
天
秤
に
か
け
る
費
用
便
益
分
析

を
適
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
便
益
に
は
例

え
ば
、
食
費
の
節
約
が
期
待
で
き
る
こ

と
、
使
用
す
る
食
材
や
調
味
料
等
を
自
由

に
選
べ
る
こ
と
、
塩
分
や
油
分
の
量
を
調

整
し
や
す
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一

方
、
費
用
に
あ
た
る
も
の
は
自
炊
の
機
会

費
用
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
機
会
費
用
と

は
、
自
炊
に
費
や
す
時
間
や
体
力
を
仮
に

仕
事
や
余
暇
等
の
他
の
活
動
に
充
て
た
場

合
に
得
ら
れ
る
所
得
や
満
足
度
等
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
自
炊
と
同
時
に
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
自
炊
を
選
択
す

る
と
得
ら
れ
る
機
会
が
失
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
な
お
他
の
活
動
に
は
無
論
外
食

も
含
ま
れ
る
。
調
理
が
得
意
で
な
い
人
に

と
っ
て
は
自
炊
よ
り
も
外
食
の
ほ
う
が
満

足
度
の
高
い
食
事
が
取
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
人
に
と
っ
て

は
外
食
と
自
炊
の
満
足
度
の
差
も
自
炊
の

機
会
費
用
に
計
上
さ
れ
る
。
費
用
便
益
分

析
は
以
上
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
自
炊
に
際
し
て
便
益
が
費
用
を
上

回
る
場
合
は
自
炊
を
、
費
用
が
便
益
を
上

回
る
場
合
は
外
食
を
選
択
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
結
論
付
け
る
。

　

上
記
の
費
用
便
益
分
析
か
ら
は
一
つ
の

疑
問
が
浮
か
ぶ
。
そ
れ
は
自
炊
と
い
う
行

為
自
体
に
何
ら
か
の
価
値
は
あ
る
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ

の
よ
う
な
議
論
の
例
と
し
て
、
自
炊
が
心

地
良
い
日
常
を
過
ご
す
た
め
の
生
活
リ
ズ

ム
を
形
成
し
得
る
と
い
う
議
論
を
紹
介
し

た
い
。
料
理
研
究
家
の
土
井
善
晴
氏
は
著

書
『
一
汁
一
菜
で
よ
い
と
い
う
提
案
』
に

お
い
て
、
一
汁
一
菜
で
も
よ
い
の
で
料
理

を
毎
日
続
け
て
習
慣
に
す
る
こ
と
で
、
暮

ら
し
に
お
い
て
大
切
な
自
分
自
身
の
心
の

置
き
場
、
心
地
よ
い
場
所
に
帰
っ
て
く
る

生
活
の
リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と

述
べ
て
い
る
。
日
々
変
化
の
多
い
現
代
社

会
に
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
自
炊
と
い

う
日
常
の
変
わ
ら
な
い
作
業
に
安
心
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
確
か
に
筆
者
自
身
も
、
出
張
先
や
旅

行
先
か
ら
自
宅
に
戻
り
自
炊
を
再
開
す
る

際
に
日
常
へ
戻
る
こ
と
の
安
心
を
実
感
す

る
こ
と
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
価
値
を

先
述
の
費
用
便
益
分
析
に
お
い
て
考
慮
す

る
こ
と
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う

な
価
値
も
時
代
や
社
会
と
と
も
に
変
化
し

得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
々
に

お
い
て
適
切
な
価
値
と
は
何
か
を
考
え
る

こ
と
が
重
要
だ
。

 

■

田
村
　
翔
平
　
専
任
講
師
（
メ
カ
ニ
ズ
ム
デ
ザ
イ
ン
理
論
）

自
炊
の
価
値

2018年
11月21日
水曜日
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キ
リ
ス
ト
教
が
繰
り
返
し
伝
え
て
き
た

重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
イ
エ
ス
に
よ
っ

て
語
ら
れ
た
「
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛

し
な
さ
い
」と
い
う「
隣
人
愛
」で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
「
隣
人
」
を
め
ぐ
っ
て
さ
ら

に
「
愛
敵
」
と
呼
ば
れ
る
イ
エ
ス
の
教
え

が
存
在
す
る
。「
愛
敵
」と
は
文
字
通
り「
自

ら
の
敵
を
も
愛
す
る
」
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
教
え
を
前
に
す
る
と
、
自
ら
に
と
っ

て
実
行
可
能
な
の
か
、
と
い
う
問
い
の
前

に
私
た
ち
は
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
立
た
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

に
よ
り
時
間
や
場
所
を
問
わ
ず
に
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
自

動
翻
訳
機
の
急
速
な
進
歩
に
伴
い
言
葉
の

壁
も
取
り
除
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現

在
、
ま
す
ま
す
多
様
な
人
々
・
価
値
観
と

密
接
に
関
係
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

私
た
ち
を
こ
れ
ま
で
様
々
な
形
で
隔
て
て

き
た
多
く
の
壁
が
取
り
除
か
れ
、
よ
り
多

様
性
に
満
ち
た
国
際
化
が
進
め
ら
れ
る
条

件
が
整
っ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
世
界
の
現
実
は
む
し
ろ
逆
方

向
に
進
ん
で
お
り
、欧
米
で「
自
国
」フ
ァ
ー

ス
ト
を
声
高
に
叫
ぶ
人
々
が
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
選
ば
れ
、
多
く
の
壁
を
掲
げ
る
こ
と

が
「
自
国
」
を
守
る
最
善
策
で
あ
る
か
の

よ
う
な
雰
囲
気
が
世
界
を
覆
い
始
め
て
い

る
。「
敵
」
と
「
味
方
」
を
は
っ
き
り
と
区

別
し
、「
敵
」
に
対
し
て
は
容
赦
の
な
い
制

裁
を
加
え
、「
自
己
」
と
「
味
方
」
へ
の
露

骨
な
利
益
誘
導
を
行
う
こ
と
が
「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚

が
横
行
し
始
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
う
し
た
中
で
改
め
て
「
愛
敵
」
の
教

え
に
つ
い
て
思
い
を
致
す
と
き
、
非
現
実

的
な
理
想
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
感
じ
て
く

る
。
国
家
間
や
民
族
間
、
あ
る
い
は
異
な

る
宗
教
間
と
い
っ
た
大
き
な
関
係
だ
け
で

な
く
、
日
常
の
歩
み
の
中
で
出
会
う
多
く

の
人
々
と
の
関
係
を
と
っ
て
も
、
苦
手
な

人
や
、
自
ら
に
と
っ
て
不
利
益
を
も
た
ら

し
た
り
、
負
担
を
強
い
た
り
、
あ
る
い
は

性
格
や
好
み
が
合
わ
な
い
人
が
必
ず
存
在

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
身
近
な
関
係
を

と
っ
て
も
自
ら
に
対
し
て
、
様
々
な
形
で

「
不
利
益
」な
状
態
を
も
た
ら
す
人
を「
愛

す
る
」
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
あ
る
い

は
「
愛
敵
」
と
は
、
自
ら
の
思
い
に
正
直

で
な
い
「
偽
善
」
で
あ
る
と
考
え
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。

　

冷
静
に
そ
う
し
た
私
た
ち
の
身
の
回
り

の
現
実
や
経
験
に
立
ち
返
る
時
、
全
く
不

可
能
な
教
え
を
イ
エ
ス
が
語
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
現
実
に
は
実
行
不
可
能
な
高
邁

な
「
理
想
」
を
単
に
掲
げ
た
に
す
ぎ
な
い

の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。

　

そ
こ
で
改
め
て
自
ら
に
と
っ
て
の

「
敵
」
と
は
何
な
の
か
と
い
う
「
敵
」
の

本
質
を
考
え
て
見
る
時
、「
敵
」
も
実
は

「
私
」
と
同
じ
本
質
を
有
す
る
存
在
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
国
家
・
民
族
・
宗
教
と
い
う
大
き
な

枠
組
み
も
、
そ
れ
を
組
織
し
、
営
ん
で
い

る
の
は
人
間
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
人
間

の
本
質
は
何
か
と
い
う
と
、「
不
完
全
」

な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
く
は

ず
で
あ
る
。
常
に
完
全
無
欠
な
行
動
と
判

断
を
行
う
人
は
、
当
た
り
前
で
あ
る
が
存

在
は
せ
ず
、
常
に
よ
り
良
い
社
会
の
あ
り

方
、
人
間
の
あ
り
方
を
様
々
な
性
格
や
個

性
、
能
力
を
も
っ
た
人
々
が
時
に
共
感

し
、
時
に
反
発
を
覚
え
な
が
ら
も
共
に
協

力
し
、
歩
ん
で
い
る
の
が
人
間
や
社
会
の

端
的
な
現
実
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
は
相
手
の
存
在
を

「
敵
」
と
み
な
し
て
断
罪
す
る
資
格
を
本

来
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
謙
虚

に
思
い
続
け
る
こ
と
が
人
間
の
最
低
限
の

た
し
な
み
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
伝
え

る
の
が
「
愛
敵
」
の
教
え
で
あ
り
、
現
在

最
も
重
要
な
視
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

■

舟
木
　
譲
　
教
授
（
キ
リ
ス
ト
教
学
・
宗
教
哲
学
）

本
当
に
「
敵
」
を
愛
す
る
こ
と
は

で
き
る
の
か

2018年
11月26日
月曜日
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交
差
点
で
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
と
、

角
に
た
ば
こ
屋
が
あ
り
、
中
か
ら
ジ
ャ
ー

ジ
姿
の
お
じ
さ
ん（
店
主
）が
出
て
き
て
、

ガ
ラ
ガ
ラ
っ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
て
ど

こ
か
へ
行
き
ま
し
た
。
店
じ
ま
い
に
は
ま

だ
早
い
時
間
帯
、
店
を
閉
め
て
ど
こ
か
へ

遊
び
に
行
く
の
か
な
ぁ
、
最
近
は
た
ば
こ

も
コ
ン
ビ
ニ
で
売
れ
る
か
ら
暇
な
ん
か

な
ぁ
、
な
ん
て
こ
と
を
考
え
て
見
て
い
ま

し
た
。

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と

共
同
開
発
し
た
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
一
連
の
科
目
が

２
０
１
９
年
度
よ
り
開
講
さ
れ
ま
す
。
先

日
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
開
発

者
の
方
の
大
変
興
味
深
い
お
話
し
を
聞
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
た
ば
こ
屋
を
み
な

が
ら
そ
れ
を
ふ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
は
私
た
ち
の
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
に
チ
ャ
ッ
ト
で
答
え
て
く
れ

る
シ
ス
テ
ム
、
回
答
者
は
Ａ
Ｉ
で
す
。
関

西
学
院
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に

も
、
質
問
に
答
え
て
く
れ
る
Ａ
Ｉ
、

『
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
』
が
い
ま
す
。
い
つ

で
も
ど
こ
か
ら
で
も
質
問
が
で
き
、
答
え

が
す
ぐ
に
返
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

少
し
複
雑
な
質
問
に
な
る
と
、
人
間
が
相

手
を
す
る
部
署
へ
回
さ
れ
ま
す
が
、
以
前

の
時
差
を
利
用
し
て
日
本
が
夜
に
な
っ
た

ら
他
国
へ
受
付
を
移
し
て
い
た
時
代
か
ら

す
れ
ば
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
に
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。

　

大
き
く
Ａ
Ｉ
に
は
３
つ
の
学
習
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。「
教
師
あ
り
」
型
、「
教
師

な
し
」
型
、「
強
化
」
型
で
す
。「
教
師
あ

り
」
と
は
、
教
師
（
人
間
）
が
情
報
と
答

え
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
、
犬
の
写
真
一
〇
〇
枚
、
猫
の
写
真

一
〇
〇
枚
を
人
が
見
せ
て
覚
え
さ
せ
る

と
、
Ａ
Ｉ
は
新
し
い
１
枚
の
写
真
を
犬
か

猫
か
確
率
で
判
断
し
ま
す
。

　
「
教
師
な
し
」
と
は
、
膨
大
な
デ
ー
タ

を
Ａ
Ｉ
が
答
え
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
な

く
学
習
し
ま
す
。
犬
か
猫
か
の
例
で
い
え

ば
、
膨
大
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
動
物
の
画
像
デ
ー
タ
か
ら
、
猫
っ

ぽ
い
も
の
、
犬
っ
ぽ
い
も
の
な
ど
、
特
徴

を
自
ら
判
断
し
て
分
類
し
て
い
き
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
情
報
が
電
子
化
さ
れ
て
い
る

今
、
Ａ
Ｉ
は
情
報
収
集
に
困
る
こ
と
は
な

く
、
簡
単
に
自
ら
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

最
後
が
「
強
化
」
型
で
す
。
報
酬
が
与

え
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
よ
り
多
く
得
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
Ａ
Ｉ
が

試
行
錯
誤
し
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
歩
行
を

考
え
る
場
合
、「
で
き
る
だ
け
長
い
距
離

を
歩
く
」
こ
と
を
報
酬
と
し
て
与
え
る

と
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
自
分
で
そ
の
報
酬
を
得

る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
動
作
を
試
行
錯

誤
し
て
状
況
に
応
じ
て
よ
り
長
く
歩
く
た

め
に
進
み
始
め
ま
す
。
手
足
の
出
し
方
を

い
ち
い
ち
命
令
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
す
る
必

要
が
な
い
の
で
す
。
こ
の
場
合
、
も
は
や

人
間
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
ど
う
や
っ
て
長
距
離

を
歩
い
た
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
有
名

な
Ａ
Ｉ
と
し
て
は
、
囲
碁
な
ど
に
応
用
さ

れ
て
、
勝
つ
こ
と
を
報
酬
と
す
る
だ
け

で
、
強
敵
を
打
ち
負
か
し
て
い
ま
す
。
先

人
が
あ
み
だ
し
て
き
た
戦
術
を
、
報
酬
を

得
る
た
め
に
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
が
そ
の
場
で

瞬
時
に
発
見
し
用
い
ま
す
。
も
は
や
人
は

Ａ
Ｉ
の
思
考
を
な
ぞ
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
す
。

　

さ
て
、
タ
バ
コ
屋
の
お
じ
さ
ん
は
自
販

機
の
導
入
で
自
由
な
時
間
が
増
え
ま
し

た
。
よ
り
多
く
の
た
ば
こ
を
売
る
、
と
い

う
こ
と
を
報
酬
に
す
る
と
Ａ
Ｉ
自
販
機
は

ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
人
類
に
と
っ

て
は
Ａ
Ｉ
を
う
ま
く
使
い
こ
な
し
て
よ
り

豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
し
か
道
は
な
い
！

で
す
よ
ね
。

　

 

参
考　
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Ａ
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イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、
ク
イ
ー

ン
と
そ
の
シ
ン
ガ
ー
で
あ
る
フ
レ
デ
ィ
・

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
の
伝
記
映
画
「
ボ
ヘ
ミ
ア

ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

こ
の
映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
ラ
イ
ブ

エ
イ
ド
に
お
け
る
ク
イ
ー
ン
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
だ
が
、
ラ
イ
ブ
エ
イ
ド
と
は
ボ

ブ
・
ゲ
ル
ド
フ
が
主
催
し
た
ア
フ
リ
カ
の

難
民
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
は1985

年
７
月
13
日
、
ロ
ン

ド
ン
の
ウ
エ
ン
ブ
リ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
と

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
Ｊ
Ｆ
Ｋ
ス
タ
ジ
ア

ム
の
２
ヶ
所
で
延
べ
12
時
間
開
催
さ
れ
、

150

ヶ
国
に
衛
星
中
継
さ
れ
た
。

　

当
時
、
私
は
高
校
生
で
テ
レ
ビ
の
生
中

継
を
ず
っ
と
観
て
い
た
の
だ
が
、
ク
イ
ー

ン
が
登
場
す
る
頃
は
か
な
り
の
深
夜
に

な
っ
て
い
た
。
当
時
の
私
で
す
ら
ク
イ
ー

ン
は
「
昔
の
バ
ン
ド
」
で
あ
り
、
あ
ま
り

興
味
を
持
て
な
か
っ
た
の
で
寝
て
も
良

か
っ
た
の
だ
が
、
何
と
な
く
惰
性
で
見
続

け
て
い
た
。
し
か
し
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら

れ
た
約
20
分
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

映
画
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
な

ら
ご
存
じ
の
は
ず
だ
が
、
ロ
ッ
ク
の
歴
史

に
残
る
ほ
ど
の
凄
ま
じ
さ
で
、
文
字
通
り

眠
気
も
吹
っ
飛
ん
だ
の
だ
っ
た
。
今
な
ら

現
在
進
行
中
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
他
の

人
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見

れ
ば
わ
か
る
が
、
当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
す
ら
な
い
時
代
。
そ
の
時
の
ク
イ
ー
ン

の
素
晴
ら
し
さ
は
自
分
の
記
憶
の
中
に
留

め
て
お
く
し
か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
ラ
イ

ブ
エ
イ
ド
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
発
売
さ
れ
る
頃
に

は
多
く
の
人
が
同
じ
印
象
を
持
っ
て
い
た

の
が
わ
か
っ
て
、
改
め
て
当
時
の
興
奮
を

思
い
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
実
は
私
は
特
に
ク
イ
ー
ン

の
フ
ァ
ン
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
当

初
、
映
画
の
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ

デ
ィ
」
に
大
し
て
関
心
を
持
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
し
か
し
昨
年
の
映
画
公
開
の
直

前
に
な
っ
て
ラ
イ
ブ
エ
イ
ド
が
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
と
知
り
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
ラ
イ
ブ
エ
イ
ド
は
ク
イ
ー

ン
に
と
っ
て
記
念
碑
的
な
瞬
間
だ
っ
た
こ

と
を
バ
ン
ド
自
身
が
認
め
た
わ
け
で
、
し

か
も
あ
の
興
奮
が
多
く
の
人
に
共
有
さ
れ

る
と
な
れ
ば
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

し
て
映
画
は
私
の
予
想
を
遥
か
に
超
え
て

多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
が
、

そ
れ
に
し
て
も
ク
イ
ー
ン
は
な
ぜ
あ
そ
こ

で
完
璧
な
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
フ
レ

デ
ィ
自
身
は
ラ
イ
ブ
エ
イ
ド
が
チ
ャ
リ

テ
ィ
で
あ
る
と
同
時
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
場
に
な
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
と
告

白
し
て
い
る
。
ク
イ
ー
ン
は
バ
ン
ド
と
し

て
当
時
低
迷
状
態
に
あ
り
、
ラ
イ
ブ
エ
イ

ド
は
起
死
回
生
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
だ
っ

た
よ
う
だ
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
賭
け
た
バ

ン
ド
は
渾
身
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

し
、
そ
の
結
果
、
バ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
事
実
、
ラ

イ
ブ
エ
イ
ド
の
直
後
か
ら
ク
イ
ー
ン
の
ア

ル
バ
ム
は
売
れ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の

全
26
公
演
で
は200

万
人
以
上
の
観
客
を

動
員
し
た
。

　

本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
活

動
と
し
て
は
賛
否
が
分
か
れ
る
ラ
イ
ブ
エ

イ
ド
で
は
あ
る
が
、
そ
の
後
の
音
楽
ビ
ジ

ネ
ス
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
Ｍ
Ｔ
Ｖ

に
よ
っ
て
音
楽
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

既
に
始
ま
っ
て
い
た
の
は
事
実
だ
が
、（
当

時
は
テ
レ
ビ
の
衛
星
中
継
な
の
だ
が
）
世

界
同
時
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
す
る
こ
と

に
よ
り
多
く
の
リ
ス
ナ
ー
を
獲
得
で
き
る

こ
と
を
ク
イ
ー
ン
は
ラ
イ
ブ
エ
イ
ド
の
場

で
証
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
楽
曲
を

世
界
中
に
発
信
す
る
現
在
の
音
楽
ビ
ジ
ネ

ス
の
出
発
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。 

■

堀
　
敬
一
　
教
授
（
金
融
経
済
学
・
マ
ク
ロ
経
済
学
）

ラ
イ
ブ
エ
イ
ド
が
遺
し
た
も
の

2018年
12月3日
月曜日



Econo Forum 21 ／ March 2019 54

シリーズチャペル＜人間を考える＞
　

２
０
１
８
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
世
界
を
驚
か
せ
た
事
件
は
、

２
０
１
４
年
大
会
の
優
勝
国
で
あ
っ
た
ド

イ
ツ
が
一
次
リ
ー
グ
で
敗
退
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
前
回
優
勝
し
た
と
き
、
ド
イ
ツ

代
表
は
移
民
へ
の
寛
容
と
多
文
化
主
義
の

勝
利
と
し
て
称
揚
さ
れ
た
。
優
勝
に
は
ト

ル
コ
系
や
ア
フ
リ
カ
系
移
民
の
子
孫
が
貢

献
し
た
の
で
あ
る
。
今
大
会
一
次
リ
ー
グ

で
敗
退
し
た
ド
イ
ツ
は
、
怒
り
の
矛
先
を

前
回
の
功
労
者
に
向
け
る
。
最
大
の
犠
牲

者
は
メ
ス
ト
・
エ
ジ
ル
選
手
で
あ
る
。
彼

は
ト
ル
コ
系
移
民
三
世
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒

で
あ
る
。
大
会
前
の
些
事
が
批
判
の
伏
線

に
あ
る
。
彼
は
同
じ
ト
ル
コ
系
の
イ
ル
カ

イ
・
ギ
ュ
ン
ド
ア
ン
選
手
と
と
も
に
、
ト

ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
と
意
味
深
長

な
集
合
写
真
に
収
ま
っ
た
。
こ
の
写
真
を

め
ぐ
っ
て
彼
は
右
派
か
ら
ド
イ
ツ
へ
の
帰

属
意
識
を
疑
わ
れ
、
左
派
か
ら
は
人
権
抑

圧
的
で
強
権
的
な
指
導
者
と
の
親
睦
を
批

判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
大
会
の
敗
退
を

う
け
て
彼
へ
の
批
判
は
沸
点
に
達
し
、
エ

ジ
ル
は
ド
イ
ツ
代
表
を
引
退
し
た
（
本
人

は
人
種
差
別
を
受
け
た
と
主
張
す
る
）。

優
勝
す
れ
ば
国
民
は
寛
容
の
衣
を
纏
う
。

し
か
し
ぶ
ざ
ま
な
敗
北
は
国
民
に
本
性
を

露
呈
さ
せ
る
。
寛
容
の
メ
ッ
キ
が
剥
が
れ

た
。

　

ド
イ
ツ
は
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
、

南
欧
や
ト
ル
コ
か
ら
の
移
民
を
労
働
者
と

し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
。
移
民
は
ド

イ
ツ
に
家
族
を
呼
び
寄
せ
定
住
し
、
ド
イ

ツ
で
生
ま
れ
育
っ
た
二
世
や
三
世
（
移
民

の
背
景
を
持
つ
ド
イ
ツ
人
）
は
急
増
し

た
。
２
０
１
６
年
現
在
、
ド
イ
ツ
に
居
住

す
る
外
国
人
（
難
民
を
含
む
）
は
約

８
９
６
万
人
で
、
全
人
口
８
２
４
３
万
人

の
約
11
％
を
占
め
る
。
日
本
に
在
留
す
る

外
国
人
は
２
０
１
６
年
現
在
で
全
人
口
の

１
・
８
８
％
で
あ
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
は
日

本
の
約
６
倍
の
外
国
人
率
を
示
す
。
こ
の

在
留
外
国
人
率
に
エ
ジ
ル
の
よ
う
な
移
民

の
背
景
を
持
つ
ド
イ
ツ
人
を
加
え
る
と
、

そ
の
比
率
は
全
人
口
の
約
23
％
に
達
す

る
。
移
民
の
背
景
を
持
つ
ド
イ
ツ
人
や
難

民
の
出
生
率
は
本
国
人
に
較
べ
て
高
い
た

め
、
こ
の
比
率
は
今
後
も
上
昇
を
続
け
る

こ
と
が
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
見
慣
れ
な

い
姿
が
視
界
を
よ
ぎ
り
、
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
が
ド
イ
ツ
語
を
掻
き
消
す
。
キ
リ
ス

ト
教
会
が
イ
ス
ラ
ム
教
モ
ス
ク
に
取
っ
て

代
わ
る
。
故
郷
と
祖
国
の
喪
失
は
、
ド
イ

ツ
の
週
刊
誌D

er Spiegel

（N
r. 16, 

2018

）
を
し
て
〝Ist das noch m

ein 
Land?

〞「
こ
れ
は
今
も
私
の
国
か
？
」

と
叫
ば
せ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
国
の
現

状
も
ド
イ
ツ
に
似
て
い
る
。
移
民
に
限
定

す
れ
ば
最
も
移
民
率
が
高
い
国
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
り
（
18
％
）、
英
国
と

フ
ラ
ン
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
14
・
２
％
と
12
・

６
％
で
あ
る
。

　

英
国
の
詩
人
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
ラ
ジ
オ
講
演
に

お
い
て
述
べ
て
い
る
、「
あ
る
共
同
体
に

他
の
民
族
が
一
定
以
上
の
量
と
速
度
で
流

入
す
る
と
き
、
そ
の
共
同
体
は
崩
壊
す

る
」。
共
同
体
に
は
異
邦
人
を
受
け
容
れ

る
許
容
限
度
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
発

言
で
あ
る
。
大
戦
末
期
の
知
性
が
予
言
し

た
こ
と
の
正
し
さ
が
、
70
年
後
の
今
欧
米

で
証
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
人
間
社
会
の
許

容
力
が
理
想
と
し
て
の
価
値
と
文
化
の
多

様
化
に
耐
え
切
れ
な
い
。
許
容
量
を
超
え

て
急
速
に
異
物
を
摂
取
し
た
人
体
は
、
異

物
を
体
外
に
排
出
す
る
反
応
を
示
す
。

２
０
１
４
年
大
会
に
お
い
て
優
勝
し

２
０
１
８
年
大
会
で
早
々
に
敗
退
し
た
ド

イ
ツ
代
表
に
、
ド
イ
ツ
社
会
の
衰
退
と
病

理
を
見
る
。「
こ
れ
は
今
も
私
の
国
か
？
」

こ
れ
は
決
し
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
類
い

の
険
悪
と
憎
悪
の
吐
き
捨
て
で
は
な
い
、

む
し
ろ
許
容
限
度
を
超
え
て
体
内
に
異
物

を
摂
取
し
た
共
同
体
の
悲
鳴
で
は
な
い

か
。

　

我
が
国
で
は
、
外
国
人
労
働
者
受
け
入

れ
を
め
ぐ
っ
て
国
論
が
二
分
す
る
。
労
働

力
人
口
減
少
と
い
う
現
実
と
経
済
成
長
維

持
と
い
う
強
迫
観
念
と
の
板
挟
み
に
日
本

は
置
か
れ
て
い
る
。
確
か
に
経
済
成
長
と

社
会
保
障
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
ろ
う
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
も

理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
日
本
の

長
期
的
混
迷
と
結
果
的
衰
退
を
招
く
と
い

う
犠
牲
を
払
っ
て
ま
で
断
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
か
ど
う
か
、
日
本
の
許
容

力
は
ど
の
程
度
な
の
か
と
い
う
問
題
と
共

に
冷
静
に
見
極
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。

 

■

山
田
　
仁
　
准
教
授
（
イ
ギ
リ
ス
文
学
）

共
同
体
の
悲
鳴 

 

「
こ
れ
は
今
も
私
の
国
か
」

2018年
12月4日
火曜日
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日
々
の
生
活
の
中
で
分
か
ら
な
い
こ

と
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
出
く
わ
す
こ

と
が
あ
る
。
個
人
的
な
例
で
あ
る
が
、
私

の
研
究
分
野
は
第
二
言
語
と
し
て
の
日
本

語
習
得
に
関
す
る
分
野
で
あ
る
。
そ
の
研

究
の
中
で
、
ど
う
し
て
こ
う
い
う
よ
う
に

学
習
者
は
考
え
る
の
だ
ろ
う
？
と
か
、
な

ぜ
学
習
者
は
こ
う
し
な
い
の
だ
ろ
う
？
な

ど
な
ど
、
疑
問
は
尽
き
な
い
。
仕
事
以
外

で
も
、
な
ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
も

の
が
？
と
か
、
ど
う
し
て
あ
の
時
あ
の
人

は
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
だ
ろ
う
？
な

ど
な
ど
、
と
っ
さ
に
理
解
で
き
な
か
っ
た

り
、
考
え
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
。

　

か
つ
て
分
か
ら
な
い
こ
と
を
抱
え
て
い

た
と
き
、
当
時
の
同
僚
だ
っ
た
心
理
学
の

先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
一
つ
あ

る
。
そ
れ
は
「
認
知
的
複
雑
性
」
と
い
う

こ
と
ば
で
あ
る
。
物
事
の
認
知
に
際
し
て

多
角
的
に
と
ら
え
て
評
価
す
る
こ
と
の
度

合
い
を
指
す
ら
し
い
。
こ
の
認
知
的
複
雑

性
が
高
い
と
物
事
を
よ
り
多
角
的
に
認

識
、
把
握
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
方
で
、
認
知
的
複
雑
性
が
低
い
と

い
う
こ
と
は
認
知
的
経
済
性
が
高
い
、
つ

ま
り
よ
り
簡
潔
な
認
識
や
把
握
に
よ
る
評

価
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
高
低
は
単
に
善
悪
や
是
非
と
比
例

す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
ま
た
最

近
に
な
っ
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
と
み
に

増
え
て
き
た
せ
い
か
、
分
か
ら
な
い
こ

と
、
解
せ
な
い
こ
と
に
対
処
す
る
構
え
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
生
の
み
な

さ
ん
も
分
か
ら
な
い
こ
と
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
が
よ
く
あ
る
と
思
う
。
こ
ん
な
と
き
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、
と
か
、
こ
れ
で
い
い

か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
、
な
ど
な
ど
、
そ

ん
な
相
談
や
つ
ぶ
や
き
を
投
げ
か
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
私
は
ど
う

答
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
以
前
の
私
な

ら
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
認
知
的
複
雑
性

の
考
え
方
に
そ
っ
て
、
分
か
ら
な
い
対
象

を
め
ぐ
っ
て
、
情
報
収
集
を
し
て
、
知
識

を
増
や
し
、
評
価
基
準
の
軸
を
増
や
す
の

だ
と
答
え
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
の
ご
ろ
の

私
は
、
も
う
少
し
自
分
に
都
合
の
い
い
方

法
を
答
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ

は
、
そ
っ
と
し
て
お
く
、
で
あ
る
。
別
の

言
葉
で
言
え
ば
、〝
い
ら
わ
な
い
〞
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
で
料

理
番
組
を
見
て
い
た
と
き
、
そ
の
と
き
の

講
師
が
材
料
の
焼
き
方
を
説
明
し
な
が
ら

使
っ
て
い
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
火
を
通
す

と
き
に
ち
ま
ち
ま
さ
わ
っ
た
り
裏
返
し
た

く
な
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し

ば
し
が
ま
ん
し
て
い
ら
わ
な
い
こ
と
、
こ

れ
が
成
功
の
こ
つ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

だ
っ
た
。

　

こ
の
〝
い
ら
わ
な
い
〞
は
、
簡
単
そ
う

で
意
外
と
難
し
い
よ
う
に
思
う
。
こ
と
は

単
に
料
理
に
限
ら
な
い
。
物
事
の
み
な
ら

ず
人
物
に
対
し
て
も
、
分
か
ら
な
い
、
理

解
で
き
な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
の
は
案
外
難
し
い
。
分
か
ら
な
い
こ
と

に
は
違
和
感
や
落
ち
着
か
な
い
感
じ
が
伴

う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
現
実
と
と
も
に

居
る
、
有
る
と
い
う
こ
と
は
、
分
か
ら
な

い
こ
と
を
無
理
に
解
決
す
る
（
も
し
く

は
、
解
決
し
た
よ
う
な
気
に
な
る
）
よ
り

効
果
的
な
処
し
方
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
ど
こ
か
で

な
に
か
と
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
新
た
な
評

価
基
準
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
方
法
も
実
は
結

果
的
に
認
知
的
複
雑
性
を
高
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
っ
と
し
て
お
く
た
め
の
時
間
は
い
と

わ
し
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
ん
な

方
法
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
1
年

だ
っ
た
。 

■

長
谷
川
　
哲
子
　
准
教
授
（
日
本
語
教
育
学
）

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
ど
う
す
る
か

2018年
12月5日
水曜日
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今
回
が
私
に
と
っ
て
最
終
の
チ
ャ
ペ
ル

ト
ー
ク
で
あ
り
、
私
の
関
学
で
の
学
生
時

代
の
思
い
出
を
話
す
の
が
適
当
か
と
思
い

ま
す
。
当
時
の
関
学
で
は
、
単
位
が
も
ら

え
る
授
業
と
し
て
の
大
学
の
公
式
的
な
ゼ

ミ
と
は
別
に
、
学
生
が
自
主
的
に
開
い
て

い
る
非
公
式
ゼ
ミ
（
勉
強
会
）
が
あ
ち
こ

ち
に
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
大
学
時
代
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
二
つ
の
タ
イ

プ
の
ゼ
ミ
か
ら
か
な
り
の
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
当

時
の
関
学
で
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
語
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
は
大
学
の
公
式
的

な
ゼ
ミ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

当
時
は
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
毎

年
、
ゼ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
。
１
年
次
は
人

文
演
習
で
あ
り
、
こ
れ
は
今
の
基
礎
演
習

に
相
当
す
る
も
の
で
、
語
学
の
先
生
、
キ

リ
ス
ト
教
の
先
生
が
担
当
し
ま
し
た
。
２

年
次
の
ゼ
ミ
は
英
語
経
済
書
講
読
演
習
で

あ
り
、
こ
れ
以
後
の
ゼ
ミ
は
専
門
の
先
生

が
担
当
し
ま
す
。
１
，
２
年
次
の
学
生
は

機
械
的
に
割
り
振
り
さ
れ
、
学
生
側
の
希

望
も
考
慮
さ
れ
ま
せ
ん
。
３
，
４
年
次
が

研
究
演
習
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
と
同
様
に

学
生
の
希
望
が
考
慮
さ
れ
ま
す
。
現
在
と

異
な
る
点
は
、
使
用
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は

日
本
経
済
史
の
ゼ
ミ
も
含
め
て
す
べ
て
の

ゼ
ミ
で
英
語
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
す
。

　

１
年
生
の
時
の
人
文
演
習
は
実
存
主
義

哲
学
の
文
学
作
品
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
お

り
、
ケ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
な
ど
を
七
転
八
倒
し

な
が
ら
読
み
ま
し
た
。
苦
し
み
ま
し
た
が

あ
ま
り
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
議
論
に
積
極
的
に
参
加
で
き
ず
、
ゼ

ミ
そ
の
も
の
に
も
あ
ま
り
興
味
は
持
て
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
２
年
次
の
ゼ
ミ

で
も
当
初
は
積
極
的
な
学
生
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
２
年
の
英
語
経
済
書
講
読

演
習
の
１
回
目
の
授
業
は
ゼ
ミ
の
方
針
を

説
明
し
、
発
表
者
順
を
決
め
た
だ
け
で
終

わ
り
ま
し
た
。
２
回
目
か
ら
本
格
的
に
ゼ

ミ
に
入
っ
た（
と
思
わ
れ
る
）の
で
す
が
、

私
は
予
習
し
な
い
ま
ま
、
の
ん
び
り
ム
ー

ド
で
出
席
し
ま
し
た
。
す
る
と
担
当
の
Ｋ

教
授
は
、「
予
習
し
て
来
な
か
っ
た
者
は

出
て
行
け
」、
と
明
瞭
に
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
半
分
ぐ
ら
い
が
出
て
行
っ
た
で

し
ょ
う
か
、
私
も
出
て
行
き
ま
し
た
。
だ

か
ら
私
は
３
回
目
か
ら
は
真
面
目
に
予
習

を
し
て
い
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
４
０
０

ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
英
語
の
テ
キ
ス
ト
、

M
eyers

著
、E

lem
ents of M

odern 

E
conom

ics

を
年
間
通
し
て
読
み
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
学
の

面
白
さ
も
、
学
問
的
な
議
論
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
も
分
り
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
Ｋ
先
生
の
こ
の
指
導
方
法
は

荒
療
治
で
し
た
。
先
生
自
身
も
危
険
を
背

負
い
込
む
こ
と
も
十
分
に
予
想
さ
れ
た
は

ず
で
す
が
、
あ
え
て
そ
の
危
険
を
冒
さ
れ

た
の
で
す
。
事
実
、
か
な
り
後
に
な
っ
て

あ
る
学
生
が
授
業
の
中
で
、
自
分
を
追
い

出
し
た
こ
と
に
ク
レ
イ
ム
を
つ
け
ま
し

た
。
Ｋ
先
生
は
か
な
り
困
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
多
く

の
学
生
は
、
予
習
し
て
こ
な
か
っ
た
我
々

が
悪
か
っ
た
の
だ
、
と
思
っ
て
い
ま
し

●
退
任
教
授
最
終
チ
ャ
ペ
ル
講
話
／
河
野 

正
道
　
教
授
（
理
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経
済
学
）

関
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思
い
出
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た
。（
た
だ
し
、
ひ
そ
ひ
そ
話
で
言
う
だ

け
の
‘
物
言
わ
ぬ
大
衆
’
で
し
た
。）

　

確
か
に
こ
の
よ
う
な
荒
療
治
は
成
功
す

る
と
は
限
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
今
な
ら
パ

ワ
ハ
ラ
と
言
わ
れ
て
終
わ
っ
て
し
ま
い
そ

う
で
す
。
こ
れ
は
チ
ャ
ペ
ル
で
の
講
話
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
言
わ
せ
て
頂
き
ま
す

が
、
こ
の
Ｋ
先
生
は
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
者

で
あ
り
、
学
内
の
祈
祷
会
で
は
い
つ
も
大

き
な
声
で
祈
っ
て
お
ら
れ
た
と
か
。
公
の

場
で
も
私
的
な
場
で
も
、
常
に
神
に
祈
っ

て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
祈
り
に
神

は
応
答
さ
れ
、
こ
の
Ｋ
先
生
を
自
ら
の
道

具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

も
う
一
つ
、
今
日
お
集
り
の
学
生
さ
ん

た
ち
に
言
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

が
こ
こ
で
語
り
た
い
ゼ
ミ
は
大
学
の
公
的

な
授
業
と
し
て
の
ゼ
ミ
の
み
で
は
な
く
、

む
し
ろ
学
生
同
士
が
自
主
的
に
開
く
ゼ
ミ

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
学
生
に

は
影
響
力
（
教
育
力
）
が
よ
り
大
き
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
２
年
の

英
語
経
済
書
講
読
演
習
の
ゼ
ミ
の
予
習
の

た
め
に
、
同
じ
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
と
サ
ブ

ゼ
ミ
（
予
習
会
）
を
し
ま
し
た
。
英
語
の

専
門
書
や
数
学
的
な
専
門
書
を
独
力
で
読

解
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
友
達
同
士
で

互
い
に
教
え
合
っ
て
予
習
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
な
か
な
か
互
い
に
相
手
を
説
得
す

る
の
は
難
し
く
、
議
論
が
収
束
し
な
い
こ

と
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
誰
か
優
秀
な

リ
ー
ダ
ー
が
い
れ
ば
勉
強
会
は
効
果
的
に

な
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
と
き
に
運
よ
く

大
学
院
生
が
指
導
す
る
ゼ
ミ
に
入
れ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
以
下
の

通
り
で
す
。

　

Ｎ
さ
ん
と
い
う
当
時
大
学
院
修
士
１
年

生
の
人
が
指
導
す
る
研
究
会
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
Ｎ
さ
ん
は
学
部
学
生
３
人
ほ
ど

と
（
当
時
、
喫
茶
店
が
こ
の
経
済
学
部
の

地
下
に
あ
り
、
そ
こ
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
決

し
て
よ
い
環
境
と
は
言
え
な
い
騒
音
の
中

で
）
で
読
書
会
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時

は
熊
谷
尚
夫
著
、『
現
代
経
済
学
入
門
』

を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
私
が
横
か

ら
、
う
ら
や
ま
し
そ
う
に
見
て
い
ま
し

た
。
す
る
と
Ｎ
さ
ん
が「
君
も
入
る
か
」、

と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
は
い
は
い
、

入
り
ま
す
。」
と
二
つ
返
事
で
答
え
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
誰
で
も
受
け
入
れ
る
人

で
し
た
。
６
人
目
で
あ
っ
た
か
、
の
参
加

希
望
者
が
現
れ
た
と
き
、
幹
事
役
の
学
生

は
、
少
人
数
で
仲
良
く
親
睦
を
兼
ね
て

や
っ
て
い
る
の
に
、
第
一
椅
子
が
足
り
な

い
、
と
い
う
理
由
で
断
ろ
う
と
し
ま
し

た
。
し
か
し
Ｎ
さ
ん
は
、
断
る
理
由
が
な

い
、と
受
け
入
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
、

新
し
い
場
所
を
探
し
て
さ
ま
よ
い
回
り
ま

し
た
。
と
い
う
の
は
、
当
時
は
学
生
同
士

の
自
主
的
な
研
究
会
が
非
常
に
盛
ん
で
あ

り
、
適
当
な
教
室
は
い
つ
も
満
杯
で
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
Ｎ
さ
ん
の
ゼ
ミ
で
は
、
先
に
あ
げ

た
熊
谷
の
入
門
書
か
ら
宮
崎
・
伊
東
著『
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
・
ケ
イ
ン
ズ
一
般
理
論
』、

ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
ク
ォ
ン
ト
著
『
現
代
経

済
学
』
な
ど
の
少
し
高
度
な
専
門
書
ま
で

４
年
生
ま
で
続
い
て
読
ん
で
行
き
ま
し

た
。
こ
の
自
主
的
な
ゼ
ミ
と
並
行
し
て
公

式
的
な
ゼ
ミ
で
あ
る
研
究
演
習
Ⅰ
が
３
年

次
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
研
究
演
習
は
生

田
種
雄
教
授
が
担
当
す
る
経
済
成
長
理
論

の
ゼ
ミ
を
選
び
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
、

経
済
学
の
専
門
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
成
長

理
論
に
関
す
る
論
文
、
つ
ま
り
、
原
典
を

輪
読
す
る
本
格
的
な
ゼ
ミ
で
し
た
。

D
om
ar

、H
arrod

の
ケ
イ
ン
ズ
派
の
成

長
理
論
か
ら
始
ま
り
、Solow

の
新
古
典

派
の
論
文
、”A

 Contribution to the 

T
heory of Econom

ic Grow
th ” 

な
ど

の
基
本
的
な
論
文
か
ら
複
雑
な
成
長
理
論

の
論
文
へ
と
読
み
進
め
て
行
き
ま
し
た
。

ハ
ロ
ッ
ド
、
ド
ー
マ
ー
の
理
論
で
は
資
本

係
数
（
資
本
÷
生
産
量
）
と
貯
蓄
率
（
貯

蓄
÷
所
得
）
で
均
整
成
長
率
が
決
ま
る
と

い
う
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
成
長
経
路
が
不

安
定
（
上
あ
る
い
は
下
に
少
し
で
も
乖
離

す
れ
ば
元
に
戻
ら
な
い
）
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
マ
ク
ロ
経
済
学
の
面
白
さ
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

勉
強
と
は
一
人
で
は
苦
労
す
る
も
の
で

あ
り
、
適
当
な
環
境
が
必
要
で
す
。
私
が

大
学
院
に
進
学
し
、
研
究
を
継
続
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
公
式
、
非
公
式
な
ゼ

ミ
を
通
じ
て
、
よ
い
友
人
や
先
輩
と
の
交

流
が
与
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
は
ず
で
あ
り
ま
す
。 

■
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一　

小
・
中
学
校
の
頃

　

私
は
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
年
）
年
三

月
に
兵
庫
県
の
西
南
部
に
位
置
す
る
赤
穂

郡
上
郡
町
に
生
ま
れ
た
。
上
郡
は
町
の
中

央
を
清
流
千
種
川
が
流
れ
、
山
々
に
囲
ま

れ
た
盆
地
に
あ
る
静
か
な
町
で
あ
る
。

　

私
は
小
学
校
と
中
学
校
は
地
元
の
学
校

に
行
っ
た
。
小
学
校
は
各
学
年
で
二
ク
ラ

ス
し
か
な
か
っ
た
が
、
中
学
に
な
る
と
、

町
内
の
各
地
域
か
ら
生
徒
が
集
ま
り
、
田

舎
の
町
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
大
規
模
な
中

学
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の

影
響
が
田
舎
町
に
も
押
し
寄
せ
て
い
た
の

で
あ
る
。
私
た
ち
の
学
年
で
九
ク
ラ
ス
・

四
百
五
十
人
の
生
徒
数
で
あ
っ
た
が
、
一

年
上
の
学
年
は
十
ク
ラ
ス
、
二
年
上
は
、

十
一
あ
る
い
は
十
二
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
中
学
で
も
よ
い
先
生
に
恵

ま
れ
た
の
は
、幸
運
で
あ
っ
た
。な
か
で
も

幸
運
だ
っ
た
の
は
、
中
学
一
年
生
の
と
き

に
、
Ｍ
先
生
と
い
う
英
語
の
先
生
に
初
歩

か
ら
英
語
を
教
わ
っ
た
こ
と
だ
。
東
京
の

有
名
女
子
大
学
出
身
と
い
う
噂
の
あ
る
先

生
の
発
音
は
素
晴
ら
し
く
、
正
し
い
発
音

で
英
語
を
話
し
、
読
む
訓
練
を
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、一
生
の
宝
物
と
な
っ
た
。

二　

龍
野
高
校
と
大
学
入
試

　

自
宅
か
ら
歩
い
て
三
分
の
所
に
県
立
高

校
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
私
は
龍
野
市

に
あ
る
県
立
龍
野
高
校
に
入
学
し
た
。
龍

野
高
校
が
西
播
磨
地
区
で
一
番
の
進
学
校

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
高
校
で
も
多
く

の
よ
い
先
生
に
出
会
っ
た
が
、
一
人
挙
げ

る
と
、
そ
れ
は
英
語
の
Ｄ
先
生
で
あ
る
。

先
生
に
は
英
文
法
を
徹
底
的
に
叩
き
込
ま

れ
た
。
斎
藤
秀
三
郎
の
『
熟
語
本
位
英
和

中
辞
典
』
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
も
Ｄ
先

生
だ
っ
た
。
後
年
、
私
が
『
熟
語
本
位
英

和
中
辞
典
』
の
校
訂
に
関
わ
る
と
は
、
そ

の
時
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
高
校
三

年
の
時
、
進
学
相
談
の
た
め
職
員
室
に
い

る
Ｄ
先
生
を
訪
ね
た
。
私
が
国
公
立
の
英

文
科
あ
る
い
は
外
国
語
大
学
に
入
っ
て
英

語
を
喋
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
言
う
と
、

外
大
へ
行
く
だ
け
で
は
だ
め
だ
。
英
語
を

喋
り
た
け
れ
ば
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
入
る
よ
う
勧

め
ら
れ
た
。
私
は
大
学
に
入
学
後
、
Ｅ
Ｓ

Ｓ
に
入
る
こ
と
を
密
か
に
決
心
し
た
。

　

高
校
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
大
半
は
、
第

一
希
望
は
国
公
立
大
学
に
進
学
を
希
望
し

て
い
た
。
私
も
国
公
立
を
受
験
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
頃
、
全
国

の
大
学
は
学
園
紛
争
で
混
乱
し
て
い
た
。

一
九
六
八
年
十
二
月
、
東
大
の
安
田
講
堂

が
全
共
闘
に
占
拠
さ
れ
、
翌
年
一
月
に
東

大
の
入
試
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
担
任
の
Ｉ
先
生
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
の
時
間
に
私
た
ち
に
「
東
大
の
入
試
は

中
止
さ
れ
た
の
で
、
受
験
す
る
国
立
大
学

の
レ
ベ
ル
を
一
ラ
ン
ク
ず
つ
下
げ
る
よ
う

に
」
と
伝
え
た
。
そ
し
て
Ｉ
先
生
は
、「
国

立
大
学
を
受
け
る
も
の
は
、
必
ず
力
試
し

に
関
学
を
受
け
る
よ
う
に
」
と
も
言
っ

た
。
当
時
、
関
関
同
立
の
中
で
関
学
だ
け

が
数
学
が
受
験
科
目
に
入
っ
て
い
た
の

で
、
国
立
型
の
受
験
生
は
，
力
試
し
に
関

西
学
院
大
学
を
受
け
る
も
の
が
，
多
か
っ

た
の
で
あ
る
。
私
も
関
学
を
受
け
る
こ
と

に
し
た
。

　

二
月
の
初
旬
に
関
学
の
入
試
が
始
ま
っ

た
。
経
済
学
部
が
一
日
目
に
あ
っ
た
。
テ

レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
は
機
動
隊
と
ゲ
バ
棒
を

も
っ
た
全
共
闘
の
学
生
が
小
競
り
合
い
を

し
て
い
る
場
面
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

こ
ん
な
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
る
な
か
で
文

学
部
の
入
試
を
受
け
る
の
か
、
と
思
う

と
、
私
は
少
し
心
配
に
な
っ
た
。
入
試
当

日
は
甲
東
園
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
た
が
、
上

甲
東
園
公
民
館
前
で
バ
ス
を
降
ろ
さ
れ

た
。
現
在
、
学
園
花
通
り
と
呼
ば
れ
る
、

桜
並
木
の
長
い
一
本
道
は
、
入
試
粉
砕
を

叫
ん
で
デ
モ
行
進
を
す
る
全
共
闘
で
一
杯

だ
っ
た
。
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
全
共
闘

●
退
任
教
授
最
終
チ
ャ
ペ
ル
講
話
／
神
崎 

高
明
　
教
授
（
英
語
学
）

関
西
学
院
大
学
と
私

2018年
12月12日
水曜日
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に
よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
て
い
た
の
で
、
入
試

は
市
道
の
南
に
あ
る
中
学
部
、
高
等
部
と

体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
私
は
暖
房
の
な
い

体
育
館
で
試
験
を
受
け
た
。
二
月
の
末
に

合
格
通
知
が
家
に
届
い
た
。

　

三
月
の
初
旬
に
国
立
大
学
を
受
験
し

た
。
そ
の
大
学
も
、
全
共
闘
の
学
生
に
よ

り
封
鎖
さ
れ
て
い
る
の
で
、
受
験
場
は
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
な
く
、
近
く
の
高

校
で
試
験
を
受
け
た
。
結
果
は
不
合
格
で

あ
っ
た
。
私
は
関
西
学
院
大
学
に
入
学
す

る
こ
と
に
し
た
。

三　

関
西
学
院
大
学
の
学
部
時
代

　

三
月
の
末
に
、
私
は
大
学
の
学
生
寮
で

あ
る
啓
明
寮
に
入
っ
た
。
こ
の
寮
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
で
見
た
目
は
近
代
的

な
寮
だ
っ
た
。
だ
が
、
戦
前
か
ら
の
長
い

伝
統
を
誇
る
寮
で
あ
り
、
旧
制
高
校
の
寮

の
よ
う
な
極
め
て
蛮
カ
ラ
な
寮
で
あ
っ

た
。
四
月
に
な
っ
て
も
五
月
に
な
っ
て
も

授
業
は
始
ま
ら
な
か
っ
た
。
学
生
は
自
宅

待
機
の
状
態
で
あ
っ
た
。
私
の
場
合
は
、

寮
で
待
機
で
あ
っ
た
。
高
校
時
代
に
Ｅ
Ｓ

Ｓ
に
入
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
い
た
の

で
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
寮
の
先
輩
の
中
に
Ｋ
と
い
う
名

前
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
員
が
い
た
。
私
は
Ｋ
さ
ん

の
紹
介
で
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
入
部
し
た
。

　

啓
明
寮
は
現
在
上
ヶ
原
六
番
町
に
移
っ

て
い
る
が
、
当
時
は
今
の
学
生
会
館
新
館

の
位
置
に
あ
っ
た
の
で
私
は
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
生
活
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
し

て
、
入
学
式
も
な
い
ま
ま
、
六
月
三
十
日

に
新
学
期
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
る

と
、
寮
生
活
に
も
慣
れ
、
寮
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の

ボ
ッ
ク
ス
と
文
学
部
の
三
箇
所
を
行
き
来

す
る
活
気
の
あ
る
夢
の
よ
う
な
生
活
が
四

年
間
続
い
た
。

　

啓
明
寮
生
は
全
部
で
七
十
名
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
寮
生
の
出
身
地
も
様
々
で
あ

り
、
北
は
東
北
の
宮
城
県
か
ら
南
は
鹿
児

島
県
に
及
ん
で
い
た
。
寮
内
で
は
色
々
な

方
言
が
飛
び
か
っ
た
。
寮
生
の
中
に
は
、

大
学
の
体
育
会
や
文
化
総
部
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
系
の
ク
ラ
ブ
に
属
す
る
も

の
が
多
か
っ
た
が
、
学
生
運
動
を
し
て
い

る
も
の
も
い
た
。
若
者
の
様
々
な
価
値
観

が
衝
突
す
る
場
で
あ
っ
た
。
ま
る
で
、
国

内
留
学
を
し
た
よ
う
な
気
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
寮
生
活
を
通
し
て
、
人
間
の
多
様
性

を
実
感
し
た
。

　

六
月
三
十
日
に
新
学
期
が
始
ま
る
と
と

も
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
再
開
さ
れ
た
。
当

時
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
部
員
が
三
百
名
も
い
て
文

化
総
部
一
の
大
き
な
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
。

毎
日
杯
全
国
英
語
弁
論
大
会
で
の
優
勝
回

数
も
全
国
一
を
誇
っ
て
お
り
、
全
国
レ
ベ

ル
で
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
た
。
Ｅ
Ｓ

Ｓ
は
五
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
（
ス
ピ
ー
チ
、

ド
ラ
マ
、ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
、デ
ィ
ベ
ー

ト
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
に
分
か
れ
て

い
た
。
私
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ク

シ
ョ
ン
に
入
る
こ
と
に
し
た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
英
語
で

政
治
、
経
済
、
社
会
の
問
題
を
他
大
学
の

Ｅ
Ｓ
Ｓ
と
英
語
で
議
論
を
す
る
セ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
練
習
は
体
育
会
な
み

の
厳
し
さ
が
あ
っ
た
。

　

入
部
し
た
最
初
、
私
は
ま
っ
た
く
英
語

が
喋
れ
な
か
っ
た
が
、
必
死
に
な
っ
て
英

語
を
勉
強
し
、
二
、三
か
月
も
す
る
と
、

か
な
り
英
語
を
喋
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

お
か
げ
で
英
検
の
一
級
に
も
合
格
し
た
。

三
年
生
の
時
に
部
長
に
選
ば
れ
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
充
実
し
た
一
年
を
過

ご
し
た
。
韓
国
の
延
世
大
学
や
米
国
の
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
も
英
語
に
よ
る
討

論
会
を
行
っ
た
。
四
年
生
の
夏
に
は
、
私

は
日
米
学
生
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ

た
。
こ
の
会
議
は
戦
前
か
ら
あ
る
、
権
威

の
あ
る
会
議
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
で
あ
っ
た
そ
の
一
週
間
の
会
議
は
刺
激

的
で
あ
っ
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
も
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
教
授
（
ア

ジ
ア
研
究
、
日
本
研
究
）、
リ
ー
ス
マ
ン

教
授（
社
会
学
）、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
教
授

（
国
際
政
治
）、Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ

ン
教
授（
経
済
学
）な
ど
多
彩
で
あ
っ
た
。

　

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
教
授
は
東
ア
ジ
ア
の
安

全
保
障
が
講
演
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
当

時
、
一
九
七
二
年
七
月
時
点
で
は
ま
だ
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
が
泥
沼
化
し
て
お
り
、
戦
争

は
い
つ
終
わ
る
と
も
先
が
見
え
ず
、
人
々

の
間
に
は
厭
世
的
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
お
い
て
、

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
教
授
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は

あ
と
一
年
以
内
に
終
結
す
る
と
言
い
切
っ

た
。
そ
の
講
演
会
場
に
い
た
だ
れ
も
、
そ

の
こ
と
ば
を
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
は
た

し
て
、
一
年
後
、
教
授
の
予
言
通
り
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

　

二
年
前
の
一
九
七
〇
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経

済
学
賞
を
取
っ
た
サ
ミ
エ
ル
ソ
ン
教
授

は
、
日
米
の
貿
易
摩
擦
の
講
演
だ
っ
た
。

当
時
、
日
本
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
よ
う
や
く
西
ド

イ
ツ
を
抜
き
、
米
国
に
つ
い
で
二
位
に

な
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ま
だ
日
本
経

済
は
弱
小
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
だ
っ

た
。そ
ん
な
中
、サ
ミ
エ
ル
ソ
ン
教
授
は
、

十
年
後
に
は
日
本
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
米
国
に
追

い
つ
く
で
あ
ろ
う
と
大
胆
に
予
測
を
し

た
。
こ
の
予
測
そ
の
も
の
は
当
た
ら
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
十
年
間
の
日
本
経

済
の
躍
進
を
見
る
と
、
一
九
七
二
年
以
降

の
十
年
間
は
経
済
的
に
は
、
ま
さ
に

Japan as N
o.1

の
時
代
で
あ
っ
た
。
学

生
会
議
を
通
し
て
、
優
れ
た
学
者
の
精
緻

な
現
状
分
析
に
基
づ
く
未
来
へ
の
予
測
の

精
度
の
高
さ
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。

関
西
学
院
大
学
の
四
年
間
は
多
く
の
も
の

を
私
に
与
え
て
く
れ
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
四
年
間
を
有
意
義
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

■
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経
済
と
人
間
シ
リ
ー
ズ
や
学
部
長
時
代

に
こ
れ
ま
で
幾
度
か
チ
ャ
ペ
ル
で
話
を
し

て
き
ま
し
た
。
講
義
や
講
演
と
違
っ
て
、

チ
ャ
ペ
ル
で
話
を
す
る
の
は
少
し
緊
張
し

ま
す
。
や
は
り
、
学
生
さ
ん
の
記
憶
に
残

る
話
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

日
、
と
う
と
う
最
後
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
緊
張
は
な
く
な
ら
な
い
ま
ま

で
し
た
。
今
日
も
、
や
は
り
何
か
少
し
で

も
た
め
に
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
思
い
は
捨

て
て
、
今
回
は
退
職
に
際
し
て
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
私
個
人
の
こ
と
を
お
話
し

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
は
中
学
部
か
ら
関
西
学
院
で
す
の

で
、
半
世
紀
以
上
、
関
学
と
関
わ
っ
て
き

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
多
く
の

人
と
出
会
い
、
影
響
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
今
日
は
そ
の
一
部
を
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
の
父
親
も
関
学
の
卒
業
生
で
す
。
私

が
ま
だ
小
さ
い
頃
か
ら
、
父
は
私
に
関
学

の
話
を
し
、
セ
ミ
を
と
り
に
こ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
私
を
連
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
頃

か
ら
、
私
は
関
学
に
入
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
関
西
学
院
と
の
長
い

関
わ
り
の
き
っ
か
け
と
、
愛
す
る
母
校
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
す
ば
ら
し
さ
を
教
え

て
く
れ
た
の
が
父
親
で
し
た
。

　

１
９
６
９
年
に
関
学
経
済
学
部
に
入
学

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
面
接
で
は
、
な

ぜ
経
済
学
部
を
志
望
す
る
の
か
を
聞
か
れ

ま
し
た
が
、
明
確
な
夢
や
計
画
を
持
っ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
現
在
、
指
定
校
や
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど
で
面

接
を
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
高
校
生
が

し
っ
か
り
と
し
た
将
来
像
を
持
っ
て
い
る

の
に
は
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
入
学
後
は
、
ご
く
普
通
の
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
後
半
に

な
っ
て
、
私
は
会
計
士
に
な
ろ
う
と
思

い
、
専
門
学
校
に
も
通
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ま
ず
は
税
理
士
資
格
を
取
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
、
大
学
院
に
進
学
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
今
は
制
度
が
変
わ
り
ま
し

た
が
、
当
時
は
、
大
学
院
で
財
政
学
の
修

士
論
文
を
提
出
す
る
と
、
税
理
士
試
験
の

内
、
税
法
関
係
の
試
験
３
科
目
が
免
除
に

な
る
か
ら
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
学
院

に
進
む
と
、
大
学
院
の
勉
強
と
会
計
士
の

勉
強
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
だ
と
す

ぐ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

学
部
と
大
学
院
の
指
導
教
授
で
あ
っ
た

柏
井
先
生
は
、私
に
、「
さ
あ
、ど
う
す
る
？

会
計
士
の
道
に
進
む
か
、
研
究
者
に
な
る

か
、
に
よ
っ
て
、
ゼ
ミ
の
指
導
の
仕
方
を

変
え
る
の
で
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

先
生
が
私
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、
そ

の
よ
う
に
た
ず
ね
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、

研
究
者
と
し
て
の
林
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
研
究
を
す
れ
ば
自
動
的
に
大

学
教
員
に
な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
院
を
終
え
る
と
、
ど
こ
か
の
大

学
の
就
職
先
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
柏
井
先
生
は
、
関
学
を
退
職
さ
れ
た

後
、
大
学
院
卒
業
後
に
私
を
採
用
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
新
幹
線
に
乗
っ
て
遠
方
ま

で
通
勤
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
は

も
う
高
齢
で
し
た
か
ら
体
力
的
に
も
辛

か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
最
終
的
に

私
は
関
学
に
職
を
得
ま
し
た
の
で
、
そ
の

大
学
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
先
生
が
就
職
先
を
確
保
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
私
は
安
心
し
て

研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
柏
井
先
生
に
は
、
研
究

者
、
教
育
者
に
な
る
き
っ
か
け
と
勇
気
を

与
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
人
を
育
て

る
う
え
で
、
気
配
り
と
優
し
さ
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
人
の
恩
師
は
、
私
が
大
学
院
の

●
退
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授
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後
期
課
程
に
入
っ
て
か
ら
の
指
導
教
授
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
橋
本
徹
先
生
で
す
。
橋

本
先
生
は
政
府
や
自
治
体
の
委
員
を
数
多

く
務
め
、
と
て
も
忙
し
く
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
先
生
の
研
究
の
手
伝
い

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
の
期

限
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
徹
夜
を
し

て
原
稿
を
仕
上
げ
、
早
朝
に
先
生
の
自
宅

の
郵
便
ポ
ス
ト
に
持
っ
て
行
っ
た
こ
と
も

何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　

仕
事
は
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
で
な
い

も
の
も
あ
り
ま
し
た
し
、
ダ
メ
出
し
を
出

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、「
何

で
こ
ん
な
し
ん
ど
い
目
に
会
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
お
か
げ

で
、
私
の
研
究
領
域
は
広
が
り
ま
し
た

し
、
研
究
は
世
の
中
の
役
に
立
つ
も
の
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
私

の
そ
の
後
の
研
究
に
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
先
生
は
「
30
歳
ま
で
に
結
婚
し

た
ら
破
門
だ
」
と
弟
子
に
言
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
先
生
の
言
い
つ
け
を
守
ら
ず
27

歳
で
結
婚
し
ま
し
た
が
、
幸
い
破
門
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
の
言
い
た

か
っ
た
こ
と
は
、「
彼
女
を
作
る
前
に
、

論
文
を
作
れ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
結
婚
を
認
め

て
も
ら
う
た
め
に
研
究
に
は
力
を
注
ぎ
ま

し
た
。
先
生
か
ら
は
、
研
究
と
は
そ
れ
ほ

ど
厳
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り

ま
し
た
。

　

私
の
生
き
方
に
影
響
を
与
え
て
く
れ
た

人
は
数
多
く
い
ま
す
が
、
最
後
に
、
私
の

教
師
と
し
て
の
生
き
方
を
教
え
て
く
れ
た

人
の
話
を
し
ま
す
。
そ
れ
は
学
生
さ
ん
、

特
に
ゼ
ミ
生
で
し
た
。
私
は
教
師
と
い
う

職
に
つ
く
こ
と
は
大
学
院
に
入
学
す
る
ま

で
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
ほ
ど
も
話
し
た
よ
う
に
、
大
学
院
入
学

後
に
恩
師
の
助
言
の
お
か
げ
で
研
究
者
の

道
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
同
時
に
大
学
の
教
員
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
済
学

部
に
就
職
し
て
し
ば
ら
く
は
、
教
員
に
は

向
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
日

が
続
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
気
持
ち
を
前

向
き
に
し
て
く
れ
た
の
が
ゼ
ミ
で
し
た
。

　

ゼ
ミ
を
担
当
し
た
最
初
の
頃
は
、
テ
キ

ス
ト
を
ゼ
ミ
生
が
報
告
し
、
私
が
解
説
す

る
と
い
う
形
式
で
進
め
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
ゼ
ミ
で
共
同
研
究
を
本
に
ま
と

め
る
と
い
う
企
画
が
持
ち
上
が
り
、
内
容

と
目
次
を
ゼ
ミ
生
が
議
論
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
な
か
な
か
考
え
が
ま
と
ま
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
私
が
本
の
構
成
を
考
え
て

提
案
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
意
見
を
出
す
こ
と
な
く
、
賛
成
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
一
人
の
ゼ
ミ
生
が
、
皆

に
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
先
生
が
提
案
し

た
ら
、
何
の
意
見
も
な
く
賛
成
す
る
の

か
」
と
。

　

私
は
学
生
の
そ
の
一
言
か
ら
、「
教
師

が
機
関
車
に
な
っ
て
ゼ
ミ
を
引
っ
張
っ
て

い
く
の
は
、
ゼ
ミ
生
の
成
長
の
た
め
に
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
教
育
と
い
う
の
は
、「
教
え
」、「
育

む
」、
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
え
る
だ
け

で
は
学
生
は
育
た
な
い
の
だ
と
強
く
思
い

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
幸
い
だ
っ
た
の

は
、
そ
う
気
づ
か
さ
れ
た
の
が
、
私
自
身

が
未
熟
な
、
教
師
に
な
り
立
て
の
頃
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
そ
の
と
き
、

ゼ
ミ
を
進
め
な
が
ら
自
分
自
身
も
育
っ
て

い
け
ば
よ
い
の
だ
。
そ
の
た
め
に
は
失
敗

を
恐
れ
ず
、
試
行
錯
誤
を
し
て
い
こ
う
と

開
き
直
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
思
う
こ
と
で
、
気
持
ち
が

楽
に
な
る
と
と
も
に
、
教
師
と
い
う
仕
事

が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
私
の
最
後
の
ゼ

ミ
生
は
31
期
生
で
す
。
ま
だ
試
行
錯
誤
か

ら
抜
け
出
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
の
で

す
が
、
試
行
錯
誤
で
良
い
の
だ
と
い
う
気

持
ち
を
持
た
せ
、
教
師
と
し
て
の
歩
み
を

支
え
て
く
れ
た
の
が
ゼ
ミ
生
で
し
た
。
そ

の
と
き
か
ら
、
私
は
教
師
に
な
っ
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

教
育
は
教
え
育
む
こ
と
で
す
が
、
皆
さ

ん
が
大
学
で
大
き
く
育
つ
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
意

欲
と
取
り
組
み
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
教

師
は
、
学
生
が
育
つ
た
め
の
環
境
を
与

え
、
成
長
を
支
え
る
。
そ
し
て
学
生
は
、

そ
の
環
境
と
支
援
を
活
か
し
て
成
長
す

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
母
校
で
あ
る
関
西
学

院
を
愛
し
て
卒
業
し
て
い
く
、
そ
ん
な
関

西
学
院
経
済
学
部
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

■
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こ
の
春
に
、
関
西
学
院
大
学
を
退
職
し

ま
す
。
教
員
と
し
て
経
済
学
部
に
三
十
八

年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
自
分
自
身
が
同
じ

学
部
と
大
学
院
研
究
科
を
卒
業
し
て
い
る

の
で
、
こ
こ
に
は
四
十
七
年
間
ほ
ど
通
っ

て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
大

学
に
は
学
部
が
増
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

建
物
も
ず
い
ぶ
ん
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
幸
い
経
済
学
部
は
、
場
所
も
建
物
も

変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
う
し
て
古
び

た
チ
ャ
ペ
ル
に
立
っ
て
い
る
と
、
つ
い
昔

の
学
生
時
代
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

私
は
父
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
関
係

で
、
子
ど
も
の
頃
に
教
会
の
日
曜
学
校
に

通
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
記
憶
に

あ
る
教
会
は
、
明
る
い
場
所
で
い
つ
も
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
関
西

学
院
大
学
に
入
学
し
て
み
る
と
、
そ
の

チ
ャ
ペ
ル
は
、
入
学
直
後
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
期
以
外
は
、
人
も
少
な

く
、
暗
く
て
静
か
な
場
所
で
し
た
。
外
部

か
ら
は
遮
断
さ
れ
、
冷
房
の
な
い
時
代
の

夏
の
昼
間
で
も
比
較
的
に
ひ
ん
や
り
し
て

い
て
、
寝
る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
場
所
だ

な
と
思
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

で
も
暗
く
、
静
か
で
涼
し
い
場
所
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ャ
ペ
ル
で
は
眠

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
屋
が
階
段
教
室
の

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
座
席
に
着
く
た
め

に
人
が
移
動
す
る
た
び
に
床
が
ギ
シ
ギ
シ

音
を
立
て
る
た
め
で
も
、
椅
子
が
固
い
木

で
で
き
て
い
て
背
も
た
れ
が
ほ
ぼ
垂
直
に

な
っ
て
い
る
す
わ
り
心
地
の
悪
さ
の
せ
い

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
眠
れ
な
い
理
由
は
、

チ
ャ
ペ
ル
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
な
の
で
す

が
、
そ
こ
で
は
い
つ
も
誰
か
が
マ
イ
ク
に

向
か
っ
て
話
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
ぼ

そ
ぼ
そ
し
た
声
で
も
、
誰
か
が
聴
衆
の
一

人
で
あ
る
自
分
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
て

く
る
と
、
私
は
眠
れ
ま
せ
ん
。
で
は
熱
心

に
チ
ャ
ペ
ル
で
の
講
話
に
聞
き
入
っ
て
い

た
の
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
記
憶
も
あ
ま

り
な
い
の
で
す
。
今
振
り
返
る
と
、
不
思

議
な
体
験
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
と
い
う

の
は
、
人
の
話
を
聴
き
な
が
ら
、
知
ら
ぬ

間
に
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
展
開

し
反
芻
す
る
、
と
い
う
よ
り
正
確
に
は
、

個
人
的
な
妄
想
に
耽
る
場
所
に
な
っ
て
い

た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
人
の
話
を
好
き
な

よ
う
に
自
分
勝
手
に
聞
い
て
い
る
、
は
じ

め
は
話
に
引
き
込
ま
れ
て
い
て
も
、
い
つ

の
間
に
か
そ
こ
か
ら
自
分
の
考
え
て
い
た

こ
と
に
話
は
繋
が
っ
て
い
っ
て
、
気
づ
け

ば
自
分
が
普
段
考
え
て
い
る
こ
と
を
こ
こ

で
も
頭
の
中
で
い
じ
く
り
回
し
て
い
る
、

そ
ん
な
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
大
学
生
に
な
っ
て
何
よ
り
も

う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
自
分
で
考
え
る
対

象
を
選
べ
た
こ
と
と
、
自
分
の
好
き
な
よ

う
に
勝
手
に
考
え
て
も
よ
く
な
っ
た
こ
と

で
し
た
。
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
考
え
よ
と
か
、
こ
う
い
う
風

に
考
え
な
さ
い
、
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
り
ま
す
。
聞
き
方
も
自

由
、聞
く
話
の
選
び
方
も
自
由
。つ
ま
り
、

聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
話
で
は
な
く
、

自
分
で
聴
き
た
い
話
を
聴
け
ば
い
い
。
さ

ら
に
、勝
手
に
考
え
て
、こ
う
な
ん
だ
と
、

自
分
で
決
め
つ
け
て
も
、
別
に
構
わ
な
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い
。
そ
れ
は
快
感
で
す
。
そ
ん
な
「
自
分

勝
手
」
に
目
覚
め
た
ら
、
大
学
生
活
は
と

て
も
楽
し
い
。
そ
ん
な
風
に
感
じ
て
う
れ

し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
、
無
意
識
に
同
意
を
求
め
て
、
そ

の
自
分
の
考
え
を
他
人
に
向
か
っ
て
話
す

時
に
は
、
自
分
の
勝
手
な
考
え
方
は
、
い

つ
も
そ
れ
で
い
い
と
か
別
に
構
わ
な
い
、

と
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
考
え
を
他
人

に
理
解
し
て
も
ら
う
、
相
手
に
同
意
し
て

も
ら
う
、
こ
れ
は
な
か
な
か
に
難
し
い
も

の
で
す
。
自
分
の
考
え
そ
の
も
の
を
、
相

手
が
わ
か
る
よ
う
に
、
相
手
が
同
意
す
る

よ
う
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
相
手
が
理
解
し
や
す
い
話
し
方
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
手
が
考
え
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
相
手
が
考
え
る
よ

う
に
こ
ち
ら
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ

と
な
の
で
す
が
、
人
と
行
う
議
論
や
会
話

の
意
味
は
、
こ
う
し
て
自
分
の
考
え
を
洗

練
さ
せ
、
相
手
の
考
え
と
の
や
り
と
り
を

通
し
て
よ
り
良
い
も
の
に
変
え
て
い
く
、

あ
る
い
は
共
通
の
理
解
を
他
人
と
共
有
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
時

は
、
こ
れ
が
ち
ょ
っ
と
苦
手
で
し
た
。
学

生
さ
ん
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
推
奨
し
な
が
ら

こ
ん
な
こ
と
を
白
状
す
る
の
は
何
で
す

が
、
人
と
の
会
話
は
、
い
つ
も
楽
し
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
面
倒
く
さ
い
な
、
億
劫

だ
な
、と
感
じ
た
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
ペ
ル
で
の
体
験
は
、
そ
れ
と
は
全

く
異
な
る
も
の
で
し
た
。
話
し
手
は
自
分

に
向
か
っ
て
話
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
聞
い
て
い
る
こ
ち
ら
は
、
相
手
の
話

を
き
っ
か
け
に
あ
ら
ぬ
方
向
に
自
分
の
考

え
が
拡
が
っ
て
い
っ
て
、
い
つ
の
間
に
や

ら
す
っ
か
り
自
分
自
身
の
考
え
に
耽
っ
て

い
る
、
妄
想
を
好
き
な
よ
う
に
膨
ら
ま
せ

て
い
る
の
で
す
。
学
生
時
代
は
チ
ャ
ペ
ル

の
熱
心
な
参
加
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
ん
な
意
味
で
チ
ャ
ペ
ル
が
気
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。
講
師
の
人
た
ち
に
は

本
当
に
申
し
訳
な
い
話
な
の
で
す
が
、
ひ

ど
く
「
自
分
勝
手
」
な
聴
き
手
と
し
て
、

経
済
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
が
好
き
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
際
、
そ
の
「
自
分
勝
手
」

が
、
話
し
手
の
話
を
き
っ
か
け
に
し
て
実

現
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
当
時
も
感
じ
て

い
ま
し
た
。
チ
ャ
ペ
ル
の
時
間
は
、
自
分

が
自
由
に
な
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ

る
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。
こ
の
チ
ャ
ペ
ル

は
、
そ
ん
な
自
由
を
許
し
て
く
れ
る
。
そ

う
信
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
大
学
に
は
講
義
や
授
業
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
勝
手
が
違
っ
て
少
し
難
儀

で
す
。
何
よ
り
も
、
決
め
ら
れ
た
内
容
を

聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
聞
い
て
、
理

解
し
て
、
記
憶
し
て
、
試
験
の
問
に
答
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
話
し
手
に
よ
っ
て

は
、
こ
ち
ら
に
聞
か
せ
る
意
識
も
薄
い
ま

ま
、
好
き
勝
手
な
こ
と
を
好
き
な
よ
う
に

話
す
だ
け
の
人
も
い
れ
ば
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
こ
う
考
え
る
べ
き
で
、
当
然
こ

う
い
う
結
論
に
な
る
、
と
考
え
方
を
押
し

つ
け
て
く
る
人
も
い
ま
す
。
た
ま
に
、
引

き
込
ま
れ
る
お
も
し
ろ
い
話
に
出
会
っ

て
、
話
の
流
れ
に
自
分
の
考
え
も
同
調
す

る
の
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
講
義
も
あ
り

ま
し
た
が
、
総
じ
て
人
の
話
を
聞
き
な
が

ら
好
き
勝
手
に
考
え
を
め
ぐ
ら
し
た
い
人

間
に
は
、
授
業
の
「
良
き
聴
き
手
」
に
な

る
の
は
至
難
の
業
で
し
た
。
与
え
ら
れ
る

内
容
を
素
直
に
聞
き
取
り
な
が
ら
自
分
の

好
き
な
よ
う
に
解
釈
す
る
と
い
う
能
力
も

な
か
っ
た
の
で
、
相
性
の
い
い
偏
っ
た
話

し
手
を
選
び
た
が
る
不
熱
心
な
学
生
に
過

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
教
師
に
な
り
、
長
い
時
間

を
母
校
で
過
ご
し
な
が
ら
今
に
な
っ
て
つ

く
づ
く
反
省
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
授
業
の
中
で
、
こ

の
話
を
聞
き
な
さ
い
、
こ
れ
を
理
解
し
な

さ
い
、
と
言
い
過
ぎ
た
こ
と
で
す
。
一
個

の
自
分
を
全
世
界
に
対
峙
さ
せ
て
、
い
き

な
り
突
っ
か
か
っ
て
い
く
よ
う
な
思
い
上

が
っ
た
私
の
学
生
時
代
と
は
異
な
っ
て
、

今
の
若
者
は
、
身
近
な
周
り
を
よ
く
見
て

い
て
、
周
り
の
声
を
よ
く
聞
い
て
い
ま

す
。
柔
軟
で
素
直
で
敏
感
な
感
性
を
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
彼
ら
に
は
、

む
し
ろ
、
人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
自
分
の

勝
手
な
妄
想
を
膨
ら
ま
そ
う
、
と
呼
び
か

け
る
べ
き
で
し
た
。
人
の
話
は
単
な
る

き
っ
か
け
に
し
て
お
い
て
、
自
分
自
身
の

勝
手
な
テ
ー
マ
、
勝
手
な
解
釈
、
そ
れ
を

も
っ
と
追
求
し
よ
う
、
そ
う
言
う
べ
き

だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
自
分
の
考
え
な

ん
か
、
小
さ
な
つ
ま
ら
ぬ
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
社
会
、
世
界
、
人
生

を
知
る
一
歩
に
な
る
と
い
う
以
上
に
、
そ

う
い
う
小
さ
な
も
の
と
し
て
こ
そ
、
大
き

な
世
界
が
わ
か
っ
て
く
る
、
そ
う
い
う
体

験
を
学
生
時
代
に
し
て
欲
し
い
の
で
す
。

思
え
ば
、
私
の
こ
の
チ
ャ
ペ
ル
で
の
妄
想

が
行
き
着
い
た
の
も
、
そ
ん
な
こ
と
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 

■
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　片岡　航己	 渋滞の先頭には何があるのか？
　劉　婷	 電気自動車の必要性―日本と中国の比較
　玉田　華菜	 なぜ日本では賞味期限が食品ロスを増やすのか
　橋本　真裕	 なぜ電車内で化粧をしてはいけないのか
　井上　耀介	 話すことへの苦手意識をなくすには？
　横川　優衣	 日本はキャッシュレス社会になるのか
　関田　沙帆	 高身長がコンプレックスになる理由
　鶴田　敦也	 キャッシュフリー経済に向けて
　久富　成平	 E-sports の理想的構造―E-sports の分析

と細分化
　竹内　理紗	 南海トラフ地震が起こる可能性について考える
　神野　大輝	 なぜ人は依存するのか
　中井　真衣	 「会いに行けるアイドル」とは
　杉岡　梓	 Instagram ついて考える
　高　玉慧	 安楽死の法制化について
　苅部　祥太朗	 最近の若者は会話がへたくそ！？
　山本　寛人	 広島東洋カープの成長の要因、経営戦略に

ついての研究と考察

　伊井　綾美	 ホームレスを減らすには
　小延　将大	 ティール組織とは
　片浦　真歩	 欲望は満たすべきなのか？
　堀田　有紀	 お腹が鳴る―現代と過敏性腸症候群
★前㟢　祐紀	 関西人はなぜ「知らんけど」と言うのか
　福島　彩乃	 IoT 家電の進化がもたらす未来の生活
　伊藤　一真	 自分の声の不快感の正体
　鶴崎　駿斗	 自動車が環境を変える
　有村　颯太	 コンビニ大手三社の経営戦略と少子高齢化
　片山　莉紗子	「集団行動主義」は悪なのか？
　許　顥齢	 日本と中国の食品安全比較

　辻　菜摘	 現代における映画館と未来への課題
　森田　梓	 なぜ人は猫をかわいいと思うか
　増本　創太	 なぜ日本ではDJ や音楽プロデューサーが

あまり陽の目を浴びないのか
　大木　智矢	 服のトレンドはなぜサイクルするのか
　菊地　圭	 体操は日本でメジャーなスポーツなのか
　熊谷　翔太	 プロ野球球団の経営
★井伊　葵	 台湾ブームはなぜ起こったのか
　井上　祐輝	 プリーマーケットにおいて物を高く売る・

安く買うには
　垂井　優奈	 色彩心理学：色がスポーツに与える影響
　原田　魁	 なぜ野球部員はテレビへの出演が禁止され

ているのか
　藤川　奈々	 占いトレンド私たちは関連しあっているか
　渡邉　英祐	 疲労回復「睡眠」
　本間　里沙	 おむすびころりんの謎に迫る

　松崎　覚詩	 日本の企業率について
　北原　咲	 日本の国民的アイドル「嵐」を超えるジャ

ニーズは現れるのか
　井山　圭斗	 今後の銀行について
　楊　奇真	 卓球はなぜ根暗なスポーツなのか
　板舛　拓輝	 なぜ日本で自転車競技（ロードレース）は

流行らないのか
　東山　弥加	 人はなぜ花を贈るのか
　永井　亜理沙	 なぜ電車内で化粧をしてはいけないのか？
　山本　拓海	 東と西のお笑いの違いについて
　安冨　千尋	 山口県はなぜ知名度が低いのか
　武友　瑞季	 購買意欲に打ち勝つ
　武部　凛	 人によって感性や好みに違いがでるのはなぜか
　日浦　航介	 なぜ水球は日本でメジャーなスポーツにな

らないのか？
　仁木　亮太朗	 日本で eスポーツは流行るのか

２組　森田教授

１組　松枝教授
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　小田　桃菜	 スマホ依存症とは
　安田　紘果	 西宮市はどのようにして発展したのか
　西原　滉人	 生き物の絶滅を防ぐために大事なこと
★加藤　航紀	 YouTuber の存在と将来性
　大西　亮佑	 平均年収と物価と生活の関係
　伊藤　励	 ゆるキャラによる経済効果とこれから
　野本　明希	 オリンピックのメダル数とGDPの相関性

について
　富松　大登	 サッカー日本代表がワールドカップで優勝

するためには
　伊藤　拓哉	 日本人の英語力を向上させるには -グロー

バル社会における日本人の英語力の現状 -
　吉田　悠馬	 野球産業の現状とこれから
　田島　陸久	 大学生はバイトしなければならないのか？
　福原　楽	 休眠預金の今後の使われ方はどうなっていくのか
　前田　健一郎	 スマホと学習の関係
　上田　真帆	 方言が人に与える効果について
　上原　聖矢	 日本の動物殺処分の現状とこれから

　卜部　樹	 読書の現状と打開策
　王　茂廷	 滴滴出行は永久に業務を停止する必要があるのか
　濱中　優馬	 サマータイムがもたらす影響とは
　藤田　茉希	 一人暮らし大学生の食事においてより経済

的な選択
　須賀　文香	 自分に合った靴を選ぶには
　李　晙旻	 過激的なコンテンツの拡散と基準の曖昧さ	

-ゲーム性の導入による改善 -
　島袋　芽衣	 米軍基地が沖縄県経済に与える効果につい

て
　宮藤　あとむ	 現在の世界での食糧不足とその解決策
　小高　優香	 現代社会におけるナシ婚
　片野　武	 クレジットカードの現状と展望について
　佐野　有哉	 就職に勝つ！
　上野　暉	 日本はカジノを合法化すべきである
　磯竹　仁成	 富の再分配的な政策は必要か

　松井　良太	 累進消費税の導入の是非について
　福永　剛己	 累進消費税の導入の是非について
　田畑　朋史	 累進消費税の導入の是非について
　藤岡　祐人	 累進消費税の導入の是非について
　渡邉　和貴	 累進消費税の導入の是非について
　辻井　拓真	 累進消費税の導入の是非について
　原　優真	 累進消費税の導入の是非について
　伊藤　智紀	 累進消費税の導入の是非について
　内田　祐仁	 累進消費税の導入の是非について
　遠藤　祐奈	 累進消費税の導入の是非について
　谷山　敬太郎	 累進消費税の導入の是非について
　吉川　隆紀	 累進消費税の導入の是非について
　八木　美咲	 累進消費税の導入の是非について
　小柳　直樹	 累進消費税の導入の是非について
　土岐　慧	 累進消費税の導入の是非について
　石山　夏祈	 累進消費税の導入の是非について
　李　暁渓	 累進消費税の導入の是非について
　齋木　大輔	 累進消費税の導入の是非について

　澤本　峻一	 累進消費税の導入の是非について
　保田　麻貴	 累進消費税の導入の是非について
　梶原　直哉	 累進消費税の導入の是非について
　田中　琢己	 累進消費税の導入の是非について
★天野　夏海	 累進消費税の導入の是非について
　劉　迎春	 累進消費税の導入の是非について
　住岡　加奈子	 累進消費税の導入の是非について
　大仁　竣介	 累進消費税の導入の是非について
　田中　吏矩	 累進消費税の導入の是非について

４組　田村専任講師

３組　堀教授
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　東尾　洸介	 スポーツビジネスと社会
　沖本　京悟	 新しい教育Ｕｎｓｃｈｏｏｌｉｎｇについて
　李　銘嘉	 子どもの貧困を解消するための対策方法
　岩本　翔弥	 タバコの恐怖
　黒江　文音	 ＳＮＳが及ぼす経済効果
　間邪　健	 マイナースポーツを普及させるには
　北村　隼己	 お宿バブルの経済影響	in	Kyoto
　賀　千尋	 ｅスポーツをもっと日本で普及させるには
　小野　祥暉	 日本のブラック企業－原因と対策－
　金田　耕太郎	 投資の必要性
　櫟木　瑛人	 日本における e-sports 事情
★染谷　凜太朗	 新興国における経済格差－ASEAN諸国－
　森　悠太朗	 LGBT ビジネス市場
　堀本　萌加	 訪日外国人とメイドインジャパン－日本経

済に与える経済効果－
　中林　航希	 東京五輪で湧く日本の裏側
　新門　忠真	 基礎演習で学んだことと個人発表について
　平田　雄大	 地方の人口減少と過疎化

　坪井　壱世	 出版業界と出版不況
　古結　南帆	 ユニコーン企業が日本で育たない理由
　國友　悠希	 2025年問題についてのレポート－経済に

与える影響－
　山田　聖哉	 サマータイム導入の影響－ＥＵの動向を例に－
　大嶋　愛美	 人生戦略－人生 100年時代をどう生きるか－
　堀越　淳一	 日本企業衰退の実態と未来
　後藤　雅治	 キャッシュレス決済について
　小林　歩夢	 たばこによる経済効果と経済損失

　王　子帥	 中国の大気汚染問題について
　谷口　沙穂	 震災と経済－東日本震災から考える－
　太田　優	 待機児童問題ときいて
　森本　優太	 日本における外国人労働者受け入れについて
　石田　安	 東日本大震災による復興格差について
　馬　望博	 日本企業の外国人受け入れについて
　西井　滉太郎	 日本におけるカジノ産業の課題
　東　玲花	 友好的な日韓関係について
　喜多村　華子	 労働市場における障害者雇用について
　仲川　葵	 SNSが人に及ぼす影響について
　万　聰	 日本企業の盛衰
　安居　昇太郎	 日本の持続可能エネルギー利用について
　榊原　ゆい	 高齢者社会における介護・福祉サービスの考察
　安達　文哉	 日本のインフラ設備の問題と対策
　黒田　祐介	 国際的な電子ゲーム見本市のゲーム市場並

びに経済における役割
　吉松　里深	 1964 年東京オリンピックと 2020 年東京

オリンピック

　中村　太以雅	 AI によっての今後の変化とどうこれから
生き残るか

　鈴木　盛右	 働き方変革と非正規雇用について
　吉田　遥菜	 日本の大学入試制度について、海外との比

較を通して考える
　木村　克寛	 日本が目指すべき「保育」の在り方につい

ての考察
　市岡　拓也	 AI による働き方の変化
　山室　実嗣	 SNS使用がもたらす若い世代への影響
　井阪　優衣	 サマータイム制度導入の是非
★泉　創和	 外来テーマパークと日本の遊園地について
　内田　萌恵	 現代社会のペットの商品化
　戸村　優希	 仮想通貨とブロックチェーン
　宇津宮　颯	 有効な地域活性化のための必須要素について

６組　藤井和夫教授

５組　厳准教授
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　太田　圭城	 死刑による犯罪抑止力の「有用性」の観点
から考えた場合、国家（日本）自身は死刑
科権を有するのか。また、国家（日本）は
罪人に死刑を科すその義務があるのか。

★熊谷　みのり	 日本の英語教育の改善案
　吉川　莉歩	 LGBT の抱える困難
　西谷　優人	 子どもの LGBT問題と解決策
　吉田　梨絵	 LGBT の抱える困難
　宮丸　久実	 消費税について
　大島　拓矢	 日本の英語教育
　川畑　匠恵	 憲法の視点からみる死刑制度の是非
　金　載祐	 日本の教育格差
　松川　航大	 死刑制度
　平野　建	 消費税の特徴と増税について
　江崎　洸大	 LGBT 差別のまとめ
　井谷　誠志	 労働に関する LGBT問題とその解決策
　出張　菜月	 母親の権利

　工藤　大陸	 死刑制度の否定
　田中　完征	 消費税における他国との違い
　小畠　一哉	 死刑制度の基準
　西岡　菜月	 グローバル・ギャグ・ルールが引き起こすもの
　廣田　詩音	 堕胎問題の法、中絶胎児利用
　郝　屹	 日本の無料塾開設の必要性
　平井　大貴	 セクシュアルマイノリティーへの差別をな

くすために
　小林　晃	 日本と世界におけるLGBT、同性愛の現状と課題
　築本　弥音	 消費税増税の意図とその後の対策
　東野　未来	 出生前診断と胎児条項は障害を持つ人、又

は胎児への差別と言えるか
　冨田　潤	 日本の英語教育について

７組　河野教授

　野々瀬　怜希	 参加型スポーツイベントが地域にもたらす
経済効果とその他の利点

　関　拓真	 日本のイベント文化がもたらす経済効果
　張　恒博	 日本における外国人労働者の実態と経済効果
　美濃　未悠	 音楽配信産業はパッケージメディアを滅ぼすのか
　佐藤　鈴花	 ユニバーサル・スタジオ・ジャパンと東京

ディズニーランドの戦略比較
　藤本　浩太郎	 都市型マラソンの経済波及効果と今後について
　真鍋　基	 しまなみ海道がもたらした経済効果～地方

創生と地方活性化～
　本城　桃菜	 高校野球の歴史と経済効果
　寺本　茉由	 オリンピック期間後における宿泊施設の需要
　久保田　奈桜	 レジ袋・プラスティック製品廃止の取り組み
　松尾　孝紘	 EC市場（電子商品取引市場）の変遷と未来
　森田　涼介	 原子力発電所の稼働について～福井県の地

元経済～
★吉村　知紘	 第一屋製パン赤字決算の理由と今後の展開

についての一考察

　中田　茉佑	 国民的アイドルグループ「嵐」が人気な理
由ともたらされる経済効果

　段　佑里	 インバウンドと大阪の経済について
　坂井　勇斗	 ASEAN主要国の経済成長とこれから
　小川　晃平	 ふるさと納税は地域を救えるのか～北海道

夕張市の状況から見て～
　竹崎　綾華	 訪日外国人が与える大阪への経済効果
　矢代　宗一郎	 徳島の経済
　中川　まどか	 K-POPによる経済効果
　華井　峻平	 アニメの経済効果
　吉村　温貴	 テーマパークの経済効果
　明石　龍星	 自動車産業の経済～レンタカー・タクシー産業～
　野口　優大	 人口最大の国　中国の経済
　山田　悠太	 オリエンタルランドの経営戦略と経済効果

～東京ディズニーリゾートから見る～
　富澤　拓也	 阪神間三路線の競争
　池内　研二	 USJ の経済波及効果～地域経済への影響

とインバウンド消費～

８組　利光教授
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　早川　大貴	 横浜 DeNA ベイスターズの大躍進～業績
の向上が引き起こした成績上昇～

　岸上　友哉	 児童労働を減らすためにできる効果的な方
法とは何か

　芳井　美羽	 日本の英語教育はどうなっていくのか
　足立　菜々穂	 日本のキャッシュレス化について
　柏野　颯太	 ファストファッションとその裏側
　上田　加奈	 フリーターの増加について
　坂元　祐喜	 日本の食品ロス
　日高　圭亮	 スマホによる影響
　三島　準也	 介護業界の現状と課題
　東山　尚矢	 待機児童問題
　梁　逸鋒	 家庭環境と子ども
　山下　颯輝	 臓器提供について
　小川　美里	 職場でのハラスメントについて～誰もが働

きやすい環境に向けて～
　金　祐佳	 海洋ゴミ
　山本　晃大	 介護社会の問題について

　林　優太	 2020年東京オリンピックの経済効果と開
催後の日本

　大薮　和馬	 たばこが与える影響およびたばこ社会につ
いて

　瀧上　・希	 若年無業者数の増加を止めるには
　中井　隆人	 大学生の食生活について
　佐藤　有都	 現代の恋愛は社会にどのような影響を与え

ているか
　山下　皓輝	 外国人労働者受け入れについて
　侯　譯程	 日本の教育格差を低くすることによってメ

リットを生み出す
　西脇　悠河	 睡眠と運動とストレスの関係
★前田　慶士郎	 選挙における最適行動に関する考察
　加藤　慎太朗	 出生前診断と人工妊娠中絶
　仲野　達也	 コンビニエンスストアの現状

９組　舟木教授

　加嶋　美法	 日本にカジノを導入すべきか否か
　魚谷　海斗	 センター試験の廃止について
　西口　陽向	 小学校英語教育からグローバル社会へ
　小林　明香里	 ふるさと納税が引き起こす問題
　篠川　諒	 電子書籍の普及に伴う漫画の未来
　北本　岳	 日本におけるカジノ解禁の是非
　岡田　健	 死刑制度によって人々の犯罪は抑止されるのか
　山口　晟穂	 日本の大学の入試制度について
★酒井　大地	 幸せを感じるには高い収入が必要である、

という価値観が我々に与える影響とは
　駒谷　壮一	 ベーシックインカムが人々の行動に与える

影響、及びその是非について
　清水　諒子	 男性の育休制度利用
　小山　晴南	 監視社会
　石原　弘規	 電力自由化を成功させるには
　南都　一哉	 携帯会社における携帯料金の価格設定について
　黒田　真太郎	 働き方改革による長時間労働の是正について
　佐藤　美乃里	 届け出婚と事実婚が人々に与える影響の差異

　齊藤　光汰	 人工知能の導入は雇用にどのような影響を
与えるのか

　三村　瑠生	 消費税制度から見えた人間の本質
　藤平　優衣	 子育ての仕方とその影響
　太田　凌汰	 育児休業制度
　元村　謙介	 プロ野球を 16球団にするという制度に

よって与える影響について
　山田　愛華	 チケットの不正転売について
　生田　浩資	 SNSが消費者行動にどのような影響があるのか
　豊田　柚貴	 チケット転売禁止の是非
　車谷　美樹	 日本の偏差値教育はなぜ確立したのか？
　藤井　将司	 義務教育の財政について
　森重　裕貴	 PTAの問題点

10組　大洞准教授
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　中井　亮太	 広告による宣伝効果を上げるためにはどの
ようにすべきか

　渡部　舜	 企業は消費者のニーズに応えることができ
ているのか～観光業において考える～

　片岡　典加	 待機児童問題が深刻化した大きな原因は何か？
　赤田　明日花	 待機児童によって引き起こされる問題とそ

の解決案
　山田　紗莉	 企業は消費者のニーズに応えることができ

ているのか―観光業において―
　土田　庸介	 待機児童問題を解決するには
　竹内　美優	 よい宣伝とは何か
　深津　里紗	 方言はなぜ残り続けるのか？
　宮城　日向	 待機児童問題と解決策
　林　彩也香	 女性の再就職はしにくいのか
　中倉　葉南	 方言は完全に消滅するのか？
　山崎　留奈	 介護職員の不足をなくすことはできるのか？
　岡本　真治	 より良いCMをつくるには？
　杉村　圭太	 方言は完全に消滅するのか？

　中川　公太	 介護施設職員不足をなくすことはできるのか？
　澁谷　夏菜	 女性の再就職はしにくいのか？
　越智　絢菜	 企業は消費者のニーズに応えることが出来

ているのか～観光業において考える～
　山本　天音	 介護施設職員不足をなくすことはできるのか
　宮崎　俊希	 介護職員不足をなくすことはできるのか？
　小畠　一仁	 方言は完全に消滅するのか？
★須磨　瑞	 企業は消費者のニーズに応えることができ

ているのか？ -観光業において考える -
　飯島　加寿史	 女性の再就職は難しいのか？
　島　彩夏	 テレビ広告（CM）の成功法とはなにか
　中村　彩人	 賃金格差
　橋本　陸	 女性の再就職は本当に難しいのか？
　乾　碩人	 日本における待機児童の原因は何か？

　田中　奈津美	 不妊治療という選択：その選択は幸せか
　後藤　優斗	 日本は移民を受け入れるべきか：日本の考え方
★瀧川　日向子	 日本は安楽死を認めるべきか：安楽死を経

験した者は何を思うのか
　村山　僚梧	 早期英語教育について：手遅れになる前に
　程　超	 死刑廃止
　小堂　李成	 日本国憲法と自衛隊：憲法９条で考える改憲論
　三輪　真子	 帰宅恐怖症について：家に帰ることのでき

ない夫たち
　城　竜太郎	 最低賃金法は必要であるか
　町井　友哉	 東京ディズニーリゾートの経営戦略：これからも日

本一のテーマパークであり続けることができるのか
　小林　由弥	 就職協定の廃止についての是非：変わる就職活動
　叶居　暉	 太陽光発電について：普及の影で増加する

様々な問題
　柴垣　匡義	 日本は消費税増税をするべきか：将来の日

本の社会と消費税との関係性から
　出口　采果	 女性の社会進出を多角的に考える：国際的

なデータから漫画・ドラマまで

　本願　史帆	 男子ということ、女子ということ：男女差
別のある社会

　太田　梨香子	 共産主義の実現は可能か
　小西　聖也	 拡大し続ける少子化：日本に与える大きな影響
　田中　楓弥	 私たちはＡＩとどうかかわっていくべき

か：ＡＩが将来人類に及ぼす影響を考える
　嶋田　有子	 幸福度と所得の関係
　藤野　直人	 安楽死の合法化：安楽死は日本社会にとっ

てプラスとなるのか
　山田　哲平	 高齢ドライバーの増加：運転免許証の自主

返納は解決策となるのか
　宮原　義規	 ビットコインの可能性：オモテの世界とウラの世界
　河野　公太朗	 仮想通貨の将来性
　細田　朋裕	 選択的夫婦別姓制度を導入するべきである
　大山　萌	 銃の二面性：銃は本当に必要なのか
　前田　笑吾	 なぜ選挙権年齢は引き下げられたのか：選

挙権に対しての考え方
　中田　亜美	 安楽死について

12組　秋吉准教授

11組　山田准教授
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　大平　茉凜	 婚活における逆選択とその対策

　多田　絵里加	 企業が Instagram を宣伝に用いる理由

　松尾　恵理	 「ふじ」が有名な理由

　土倉　太一	 日本の観光業の将来について

★菊田　昇剛	 企業の就活ルール遵守について：繰り返し
ゲームによる分析

　コールマン 開	プロ野球 FA制度のゲーム理論的分析

　引野　颯大	 「浮気」の合理性分析

　蔵端　佑太	 日本人の英語力向上に向けて

　山下　翔太郎	 ラーメン屋の成長戦略

　岸本　弓果	 飲食店の専門店化に関する考察

　吉田　温乃	 自転車走行時の違法行為を減らすためには

　有内　和来	 現代のお見合い結婚について

　細谷　真央	 いじめ問題の戦略的分析

　福田　隆太	 コンビニエンスストアの成長戦略

　林　史奈	 コンビニがオリジナル商品を販売する理由

　大塚　俊吾	 スマートフォンゲームの現状と解決策

　津田　篤志	 「きのこの山」が売上を伸ばすには

　岡野　晶	 期間限定パッケージに関する戦略的分析

13組　白井准教授

　松本　陸	 学校教育と塾に通う価値の比較
　川本　歩夢	 グローバル時代における日本の銀行の未来
　白石　雄暉	 観光業による地域経済の発展
　常陰　有咲	 インターネット通販の拡大による日本の宅

配業界における労働問題～ヤマト運輸にお
ける人手不足の現状と解決策～

　伊並　裕介	 女性の社会進出問題
　山中　将生	 地産地消推進のこれから
　佐伯　里紗	 コンビニエンスストアの将来におけるあるべき姿
　芦田　魁	 今後の出版業界について
　川田　希	 スターバックスと顧客満足
　西村　彩花	 若者の新しいコミュニケーション能力
　宮脇　智也	 若者のテレビ離れの現状と原因について
　花崎　由弥子	 ユニクロのヒットの法則
　小森　敦史	 日本の保育
　小倉　菜奈子	 高齢者の孤独死問題について
　山本　聖輝	 総合商社とケーススタディを用いた中国に

おける環境分野の事業開拓

　伊田　亮太	 日本の自動車メーカーの未来
　韓　東憲	 急変する中国と中国語を学ぶ必要性
　畑中　翼	 日本のスポーツビジネス
　南川　和紀	 現在の広告業界とその展望
　高木　健太郎	 IR 法案でのカジノ誘致はどこにするべき

なのか
　廣瀬　哲也	 成功する投資家と失敗する投資家との違い
★影山　万佑子	 限定の有無による消費行動の変化
　遠田　響香	 日本におけるショッピングモール
　佐藤　美空	 YouTube は我々にいかなる影響を与えた

のか
　吉野　妃奈	 ファストファッションの流行～流行があた

えた影響とは～

14組　田教授
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　刑部　萌香	 なぜ日本人は“おせち料理”を食べるのか
　新田　海帆	 医学部不正入試問題について
　平生　実優	 食品ロス問題
　仲山　幸一郎	 睡眠
　小林　宗平	 アメリカの格差社会
★杉山　詩門	 英国の EU離脱における経済的影響
　和泉　智也	 就職協定廃止の是非について
　松谷　直樹	 日本での eスポーツ
　白尾谷　太河	 IR 法案
　戸田　龍太	 Abema	TV はなぜ人気であるのか
　肥塚　日菜子	 キャッシュレス決済～電子マネーの興隆～
　濱場　厚希	 現代の音楽業界
　中村　太一	 累進課税制度について考える～最適な課税

制度とは～
　山田　美緒	 子供と朝食の関係性について
　佐藤　環奈	 ふるさと納税の問題点
　藤原　有希	 ごみの排出量を減らすには
　中野　笑	 児童虐待の現状

　水口　大勢	 自民党の憲法改正法案について
　池上　博子	 YouTube の人気と影響について―テレビ

との比較ー
　坂本　隼汰	 衝動買いするカラクリとその対策
　藤原　廉	 乃木坂 46はAKB48を越えているのか
　星島　莉緒	 レジ袋の有料化によるメリット・デメリット
　大橋　叶典	 デジタルデバイド（情報格差）によって生

じる問題点
　新居　瑞貴	 大地震後の経済状況について
　萩原　楓	 日本におけるアメリカンフットボールの普及
　大石　量子	 Queen

　青島　諒典	 迷惑行為
　堀尾　圭	 「交渉術」を磨くには
　金谷　陸	 なぜひとは必要以上に買いすぎてしまうのか
　甲斐　創太	 LINE は本当に日本の生活を支えているのか
　木之下　将剛	 カジノ法案とその経済効果
　黒田　真乃介	 東京オリンピックは成功するのか？
　趙　月	 貧困な子供に対する学校の塾
　塩川　裕也	 コミュニケーション能力
　金森　悠季	 ケチの経営戦略
★豊田　紘平	 地域再生を自分の町を例にして考える
　竹澤　千里	 セーリングはメジャースポーツになること

はできるのか？
　竹嶋　清華	 これからのライフ・ワーク・バランス～ヤ

フーの実践する働く環境づくり～
　伊藤　充	 アニメ産業中心の地域活性化は可能なのか

　臺　裕貴	 学歴社会から見る日本社会の現状
　小紫　翔太	 地域再生における訪日外国人観光客の重要性
　川本　双葉	 どのようにしてKKK（クー・クラックス・

クラン）が形成されたのか
　梅田　泰地	 AI の参入による影響
　華岡　陸	 大学で得られる力　大学の魅力とは何か
　橘　知里	 途上国障害者の貧困削減～かれらはどう生

計を営んでいるのか～
　宮本　将行	 留学は本当に必要なのか
　山本　悠太	 脱労働化とベーシックインカム
　村下　あずさ	 捕鯨はやめるべきか？
　吉村　賢斗	 メジャーリーグの経営法
　西名　愛莉	 災害復興と私たち
　山田　雪乃	 ジェンダーと女性の社会進出
　間島　拓哉	 ポツダム宣言について

16組　河野教授

15組　國濵専任講師
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　高田　涼平	 フリーターが与える経済影響
　崔　盛皓	 学歴が将来の賃金に関係があるか
　細川　葵月	 IR が日本にもたらす経済効果～日本は本

当にカジノを開設すべきか～
　村本　滉平	 今回の消費税の増税に伴う経済効果
　武田　琴美	 ハロウィンが日本に与える経済効果
　民田　悠華	 日本における外国人労働者
　井上　優衣	 韓国外食産業市場と日経外食企業の進出
　才村　友香	 ふるさと納税による経済効果について
　杉村　知子	 日本のキャッシュレス化について
　辻井　海聖	 経済学と心理学の繋がり
　山中　綾乃	 日 EU・EPAが日本と世界に与える影響
　大前　亮汰	 2020年東京オリンピックのインバウンド

需要について
　福澤　力	 J リーグのプロサッカー選手の移籍市場と年俸
　田中　樹里	 スノーリゾートの活性化
　川淵　力哉	 台風 21号による経済影響～関西国際空港

の被害～

★山下　隼人	 大阪万博の経済効果について～万博成功へ
の課題について～

　網代　卯郁	 日本の貧困・経済格差
　阪口　真唯	 衣服の廃棄物問題
　鈴木　海地	 スポーツが与える経済的影響
　濱田　真	 環境問題とその対策が日本経済に与える影響
　前田　大晟	 プロ野球が地域に与える経済効果
　河野　誠	 外国人労働者が与える日本への影響
　上林　一成	 e スポーツ市場と関連ビジネス
　谷手　伶央	 パズル＆ドラゴンズの流行を行動経済学の

視点から見てみる
　東　誠大	 インバウンド効果の重要性とその対策
　崔　彰桓	 水道事業の問題は改正水道法で解決できるのか
　小野　英悟	 「ブラック企業問題」の発生と今後の展望

　森田　大智	 資本主義経済の中で幸せになれるか？
　山田　栞名	 これからの社会を生きていくに当たって
　植森　力	 テーマパークと資本主義
　山本　泰熙	 日本企業と資本主義	-	歴史から解く日本

型現代資本主義	-
　石島　和真	 エネルギー源の変化による資本主義社会の変化
　林　潤一郎	 社会保障制度と貧富の差はどのような関係

があるのか？
　都築　遼太郎	 資本主義社会と世界大戦
　友澤　祐太	 スマートフォン向け無料ゲームアプリケー

ションが受け入れられたわけ
　後藤　安友実	 資本主義の限界	-	資本主義から次世代経

済システムへの移行	-
　荻野　渉	 スポーツと資本主義
　中山　心	 資本主義に代わる新しいシステムはないのか？
　荻野　千竜	 日本の農業は大規模化が可能なのか？
　戸田　颯	 AI は資本主義に終止符を打つのか？
　村上　泰成	 アメリカの若者が資本主義に反発する理由

　中瀬　りえる	 産業資本主義からデジタル資本主義
　阪本　直輝	 仮想通貨は将来、金融資本主義にどのよう

な影響を与えるか？
　高見　奨磨	 資本主義と音楽産業
　辰巳　萌	 格差社会と貧困
　西澤　奈那	 デジタル資本主義への移行
　潮崎　敦	 外国人労働者受け入れ拡大による日本の変

化と今後
　米倉　沙紀	 現代資本主義と消費税増税の関連性
★藤崎　和希	 アニメーション産業の終焉	-	資本主義の

文化がもたらす弊害	-
　名方　領	 資本主義における中学教師の残業時間について
　岸部　桃子	 幸福度から見る資本主義の問題点
　塚本　海莉	 資本主義と日本の雇用形態
　陳　虹伊	 お金 2.0による経済システム
　丸井　咲穂	 ブラック企業について
　上田　修平	 音楽ストリーミングサービスとこれからの

音楽市場の変化

18組　利光教授

17組　大高教授
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　岡崎　実由	 若者の読書離れは本当か？
　福留　一樹	 若者の読書離れは本当か
　徳冨　敦也	 若者の読書離れは本当か
　清水　麻衣	 若者の読書離れは本当か？
　井之上　桃佳	 若者の読書離れは本当か
　上村　洸太	 若者の読書離れは本当か？
　小田垣　舞	 若者の読書離れは本当か？
　前田　直輝	 若者の読書離れは本当か
　大津　慶祐	 若者の読書離れは本当か？
　田中　志歩	 若者の読書離れは本当か
　岡本　遼太	 若者の読書離れは本当か？
　檞　慎太郎	 若者の読書離れは本当か？
　塩谷　大稀	 若者の読書離れは本当か？
　梁　梵旻	 若者の読書離れは本当か？
　稲角　塁	 若者の読書離れは本当か？
　佐藤　晴生	 若者の読書離れは本当か
　千代川　広夢	 若者の読書離れは本当か？
　森　裕紀	 若者の読書離れは本当か？

　柳田　勇人	 若者の読書離れは本当か
★岩崎　大智	 「若者の読書離れ」の原因と解決策
　原田　海世	 若者の読書離れは本当か？
　中江　健介	 若者の読書離れは本当か
　王　憶宏	 若者は本当に読書離れか
　井上　真以美	 若者の読書離れは本当か？
　林　美来	 若者の読書離れは本当か？
　東平　三四朗	 若者の読書離れは本当か
　瀬川　大翔	 若者の読書離れは本当か？
　矢田　開渡	 若者の読書離れは本当か

　高橋　樹	 地域活性化を促す地方型ロックフェスティ
バルの可能性

　小笠原　彩華	 子供の貧困と幸福度にはどのような関係が
あるのか

　西川　真司	 少子高齢化による労働力問題に解決策はあ
るのか

　金和　修平	 成人年齢 18歳引き下げによる日本への影響
　樽谷　隆太郎	 カジノ・IRが与える影響とはいかなるものか
★杉山　竜也	 出雲市経済活性化：出雲市の現状とこれから
　森合　美波	 コトバ遺産：広告コピーが残したもの
　齋藤　祐希	 日本の農業はいかなる状況にあるのか
　宇津木　茉奈	 2025年大阪万博：エキスポ 70から学ぶ成

功のカギとは
　岩見　龍汰	 動物園マネジメントから見る経営のあり方とは
　中村　さくら	 なぜ宝塚歌劇は 100年以上続いているのか
　内山　七海	 殺処分：犬・猫の殺処分ゼロは叶うのか
　潘　浩飛	 中国の不動産バブル

　岸本　陸	 トヨタはなぜ一流企業になれたのか
　李　チェリン	 SNSマーケティングが時代を変化させる
　浅井　雪菜	 「メルカリ」の経済効果とそれに伴う消費

者行動の変化
　松岡　真那	 「スターバックス」はなぜ日本で人気なのか
　松本　あずさ	 母子世帯の貧困
　何　宗憲	 資本主義経済が日本に与える悪影響
　榮阪　勇樹	 日本の子供の貧困について
　小池　竜矢	 災害によって進化したコンビニ：駿河・南

海トラフ地震に向けて
　板敷　みさと	 男女の就労の格差はなくならないのか
　石上　伊織	 災害と復興支援
　有村　雄輝	 生活保護の抱える問題

20組　山鹿教授

19組　藤田教授



Econo Forum 21 ／ March 2019 74

●
基
礎
演
習
　

学
生
氏
名
・
論
文
タ
イ
ト
ル
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
★
印
は
優
秀
論
文
で
す
。

　朝倉　健太郎	 日本人と食
　越智　達志	 詰め込み教育は否定されるべきか
　藤川　奈々	 日本人とファッション
　川端　理沙	 日本人と外国文化
　岸下　結菜	 日本人と建築
　近藤　世莉奈	 日本とアメリカの食生活
　黒田　千夏	 日本と外国の文化の違いについて
　秋元　愛花	 日本人とボランティア
　鈴木　貴裕	 日本は単一民族国家	多民族国家どちらに

当てはまるか
　荒田　素子	 日本人と映画
　金井　宏樹	 日本人と韓国人
　全　永敏	 日本人とカラオケ
　脇本　泰成	 日本人とスポーツ
　白濱　哲史	 日本人と外国人のお金
　丁　海成	 日本人の迷惑文化
　濱野　凌大	 日本人の動物観
　大文字　弘行	 日本人と言葉

　一山　僚汰	 日本人の食生活の変化
　小瀧　貴大	 日本人の労働状況
　黒田　和希	 日本人とお金
　宮田　梨咲子	 日本人とグローバル社会
　堀本　隆一	 日本政府の景気判断と人々の実感
　射場　直希	 日本とアメリカの食文化の違い
★米澤　慧	 日本と欧米―表情の読み取り方の違い―
　延川　真穂	 日本人とグローバル化時代の教育と人材育成
　栗田　雛美	 日本人と方言

　山田　太一	 アメリカのディズニーランド
★伊藤　叶恵	 アマゾンとイノベーションー挑戦、失敗を

支えるアメリカ文化
　中川　大河	 IT から見るアメリカーグーグルから探る

アメリカの姿
　楊　鴻偉	 教育格差から見るアメリカ
　小川　良太	 貧困問題から見るアメリカ
　林　志因	 ファーストフードによるアメリカの健康問題
　中村　晴太	 テーマパークとアメリカ
　吉岡　慎吾	 スポーツがもたらすアメリカの経済成長
　茨木　玖水	 銃社会アメリカー規制をめぐる市民の本音

と政府の実態
　田村　みらい	 ディズニーランドーアメリカの産業が育て

たテーマパーク
　阪本　優香	 大学スポーツからみるアメリカ
　杉園　大樹	 アメリカにおける経済と野球
　野口　望々花	 アメリカにおけるスポーツと経済
　岡田　浩夢	 全米ライフル協会と銃規制

　大串　まい	 農業から見るアメリカ
　松下　宗平	 IT 企業とその制度から見たアメリカ
　小杉　蓮	 アメリカの医療問題
　中川　駿	 ネットワーク社会から見るアメリカーアメ

リカの本質と意義
　永渕　直哉	 IT からみるアメリカーなぜ Amazon は利

用されるのか
　常石　愛佳	 ネットワーク犯罪とアメリカ
　中野　太護	 アメリカ型競技から探るアメリカ
　堂下　翔生	 スポーツから見たアメリカーアメリカ国民

の健康意識
　土田　果穂	 アメリカの貧困問題—貧困問題を解決する

ための政策
　高谷　治輝	 ネットワークビジネスから見たアメリカ
　須山　莉帆	 ディズニーランドからみるアメリカ
　藤武　駆	 銃に対するアメリカ人の考え
　酒井　大志	 アメフトがもたらすアメリカの経済成長

22組　神崎教授

21組　増永教授
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　村上　明	 広告がもたらす経済効果～広告を用いて売
り上げを伸ばすにはどうすれば良いか～

　那須　亮介	 どうすればゴルフが上手くなるのか
　近藤　ひかる	 ゆるキャラと経済効果の関係とは
　大西　雄貴	 スマホ依存症
　西　稜子	 東京一極集中による人口減少
　阪井　日向	 FIFA ワールドカップの経済効果
　上中　佑介	 日本におけるフェトレード普及の課題と解

決─日本がフェアトレード先進国に追いつ
くために─

　野村　寧浩	 マルタン・マルジェラと民藝
　町田　寛男	 日本の道路混雑の現状と今後の解決策
　中村　亜聖	 マフィアと政治家
★武田　裕紀	 日本の「食品ロス」問題～食料廃棄を削減

するために～
　中野　将希	 高齢者による二輪車乗車時の事故の多さ
　森山　桃花	 少子化と日本社会
　村尾　慶伸	 バイク離れ

　長谷川　愛里	 飲食店の敵
　竹田　啓悟	 日本サッカークラブ売り上げ最大化のため

の最適解
　菊川　和真	 2025 年問題が引き起こす年金問題にどの

ように対策すべきであろうか
　有年　大祐	 「大阪万博」誘致の是非について
　本木　智裕	 なぜ合気道は人気スポーツにならないのか
　杉山　和輝	 宗教の必要性
　森鼻　咲希	 被災地への継続的な支援方法～私たち個人

ができることは何か～
　折戸　はるか	 先天性音楽機能不全について～音痴は治るのか～
　伴野　花林	 これからのらーめんとは？
　出戸　彩夏	 日本の食品ロス問題
　天野　大輝	 老朽化が進行している日本のインフラ
　欠野　翔太	 大阪万博の決定について

24組　長谷川准教授

　東條　陸	 若年男女がそれぞれお互いに求める“魅
力”とは一体何なのか？

　橋井　晴香	 睡眠不足
　山本　誠馬	 人口減少から考える過疎地域の町おこし
　小川　大賀	 部落差別の問題
★平本　航也	 イルミネーションの歴史と経済効果
　門岡　弘樹	 TPPと日本
　大門　弘明	 スポーツ界とパワハラ
　稲葉　涼太	 日本スポーツ界におけるパワハラ問題について
　大内　美裕	 ファストファッションを研究する－服の力

を社会の力に－
　小笹　夏実	 少子高齢化のメリット
　坂井　葵	 温暖化対策税の継続
　前田　倖実	 SDGs が日本の経済に与える経済効果
　堂山　健太	 なぜ日本では少子化が進むのか
　崎山　璃子	 商業広告と消費者の購買行動の関係性
　山本　聖太	 国際比較から考える日本の少子化
　高橋　紅羽	 多文化共生が与える影響

　種　順	 E-sports の発展及びその影響
　鶴来谷　萌	 法律婚との再糸日本の文化から見る同性婚
　佐竹　一真	 日本のアパレル市場の変化とファスト

ファッションがもたらした影響
　中道　優斗	 バイオメカニクスから見る効率的な「歩行」
　清水　悠太郎	 日本における選挙の投票率について
　井尻　愛	 世界遺産登録がもつ自治体へのメリットに

ついて
　川崎　萌々香	 関西地方での観光産業における一考察
　岡田　祥輝	 沖縄基地問題の一考察－歴史と経済－
★秦　梨枝夏	 世界のベーシックインカム導入への一考察

23組　厳准教授
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「３期生のみなさんへ」
　卒業おめでとうございます。３期生は 24名でスタートし
ましたが、ほぼ全員が最後までゼミでの学習を続け、こうし
て卒業の日を迎えられたことをうれしく思います。
　みなさんには授業だけでなくさまざまな課外活動にも取り
組んでもらいましたが、しっかり頑張ってくれました。特に
ゼミ生全員が各チームに分かれて取り組んだビジネスアイデ
ア・コンテストでは、小川君・木原君・梅本君・細見君のチ
ームが最終審査に残るなど素晴らしい結果を残してくれまし
た。残念ながら優勝には届きませんでしたが、ビジネスアイ
デア・コンテストへの挑戦はこれからも後輩のゼミ生に引き
継がれていくと思います。
　またゼミ合宿（滋賀近江八幡、京都大原）、他ゼミ・他大
学との合同ゼミ、ゼミ縦コンは、私にとって思い出に残るイ
ベントです。世話役を務めてくれたゼミ役員のみなさん（金
丸君、苦木さん、中津君、小川君、梅本君、細見君）、参加
して盛り上げてくれたみなさん、ありがとうございました。
　卒業論文では、企業の財務データを分析し、企業価値を推
定する研究に取り組んでもらいました。どの論文も、みなさ
んの成長が感じられる良い論文に仕上がっていました。
　では、さらに成長したみなさんに会えることを楽しみにし
ています。お元気で！

卒業論文一覧
　鈴木　雄大	 旭化成の企業価値評価（共著論文）
　築山　拓哉	 トヨタ自動車の企業価値評価（共著論文）
★橋本　尚哉	 三井不動産の企業価値評価（共著論文）
　小川　淳史	 イオンの企業価値評価（共著論文）
　木原　優樹	 トヨタ自動車の企業価値評価（共著論文）
　梅本　隆正	 イオンの企業価値評価（共著論文）
　新井　爽香	 明治HDの企業価値評価（共著論文）
　松本　将	 ファーストリテイリングの企業価値分析

（共著論文）
　中津　開	 ファーストリテイリングの企業価値分析

（共著論文）
　片木　美波	 明治HDの企業価値評価（共著論文）
　越知　洸音	 明治HDの企業価値評価（共著論文）
　山西　志歩	 東宝の企業価値評価（共著論文）
　山本　航	 ブリヂストンの企業価値評価（共著論文）
　相田　誠二	 アシックスの企業価値評価（共著論文）
　稲岡　良紀	 アシックスの企業価値評価（共著論文）
　苦木　瑚々呂	 東宝の企業価値評価（共著論文）
　矢田　拓未	 ブリヂストンの企業価値評価（共著論文）
★竹原　央	 三井不動産の企業価値評価（共著論文）
★伊藤　寛也	 三井不動産の企業価値評価（共著論文）
★金丸　眞弘	 三井不動産の企業価値評価（共著論文）
　橋本　倖弥	 旭化成の企業価値評価（共著論文）
　細見　廉	 イオンの企業価値評価（共著論文）
　西　康征	 三越伊勢丹HD企業価値算定（共著論文）

秋吉　史夫ゼミⅡ

経済学士力
　覚えているだろうか．募集時に挙げた本ゼミの目的は「経
済学の理論と応用を勉強し，経済学的思考力を身につけた人
材を輩出すること」「その証として卒論を書くこと」であった．
そこで，経済学的なものの見方を実践して卒業論文を作成で
きたかという独自基準で，成績とは別にゼミ全体の経済学士
力を測ることにしている．結果，この学年の経済学士力は
38％であった．去年度の卒業生の値は 45％であったので，
微減となった．ただし，上記数字には途中で卒論作成を諦め
てしまった者も含めている．辞める者の割合は去年度と比べ
微増であったため，数値にさほどの変化はない．また，今年
度の卒論のアイデアにはきちんとしたアカデミックなものが
多かった．卒論を書くインセンティヴの少ない現行制度下で，
自身の研究を集大成させるよう頑張った学生は，真の「経済
学士」である．最後に，下記の優秀論文「コメ自由化」は古
いテーマながら，データを現在に更新したのみならず，需要
要因の識別・減反下で市場データには現れない供給曲線の推
定などに取り組んだ意義深い論文であり，本ゼミでは初の卒
論満点をつけさせていただいた．「４時間の壁」の論文は次
点であり，例年であれば優秀論文になる可能性も十分にあっ
たことも付記する．

卒業論文一覧
　稲川　和希	 航空産業の矛盾点
　善生　凌一	 仮想通貨に関する調査論文
　細田　明裕	 非合理的な人間行動の分析
　小部　篤志	 中長距離における新幹線と航空の競争つい

て～	４時間の壁の検証～
　鵜鷹　祐煕	 音楽配信市場におけるサブスクリプションの事

例分析～メニュープライシングの観点から～
★石本　康輔	 コメ輸入自由化の実証分析～減反政策の効

果も含めて～

猪野　弘明ゼミⅡ
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加藤　雅俊ゼミⅡ 上村　敏之ゼミⅡ

上村ゼミ９期生に贈る言葉
　今年１月の最後のゼミで、ゼミ生の皆さんには、２年半の
ゼミ生活を振り返り、言葉を１人ずついただきました。教員
である私には、見えるところと、見えないところがあります。
私には見えないところでも、皆さん１人ひとりが、ゼミにつ
いて楽しんでいたこと、悩んでいたことを、皆さんの言葉か
ら伺うことができました。
　皆さんからは「コミュニティ」という言葉を多く聞きまし
た。皆さんにとって、上村ゼミは「コミュニティ」であり、「居
場所」だったのでしょう。この「居場所」こそ、皆さんの大
学での最大の収穫だと思います。
　私からは「仕事上の友人と大学の友人は決定的に違う。大
学の友人は仕事とは無縁だからこそ、つながる価値が高い。
しかし、そのようなコミュニティの持続には努力が必要だ」
という話をしました。この真の意味は卒業してから分かると
思います。
　是非とも、貴重な上村ゼミというコミュニティを持続させ
てください。新年会ではお互いの成長を喜び合いましょう。
上村ゼミの「居場所」は、９期生だけでのものではありませ
ん。ぜひ、皆さんの「居場所」を、先輩と後輩を通した縦の
「居場所」に拡張し、豊かな人生を送ってください。
　ご卒業おめでとうございます。

卒業論文一覧
★原元　淳也	 航空祭が地方に与える経済効果に関する研

究：ブルーインパルスに焦点を当てて
　相原　克哉	 交通と地域社会：交通まちづくりに焦点を

置いて
　田渕　絵菜	 日本におけるペット市場：殺処分をなくすには
　柿原　奈都子	 ネットショッピング市場の今後について
　大橋　七海	 教育格差の広がりとその改善に向けて
　中後　智貴	 J リーグをより活性化させるには
　赤松　直哉	 キャッシュレス経済推進による我が国の経

済動向
　鳥山　有香	 日本のカフェ市場に関する研究
　佐藤　陸	 日本の航空産業の現状と展望
　森脇　三知加	 SNSの経済効果と地域活性化
　宇都宮　優生	 日本のゴルフ産業が発展するには
　森田　隼斗	 日本の少子高齢化の現状と展望
　吉澤　英志	 M＆ Aが日本に及ぼす影響
　坂根　佳菜子	 小規模飲食店の存続について
　末廣　茜	 映画がヒットすることで生み出される経済効果
　橋本　尚吾	 家庭環境と経済学
　笹本　実	 訪日外国人観光客による経済効果のための

日本のおもてなし向上の研究
　東　英輔	 ワークシェアリングの社会影響に関する研究
　水元　彩花	 B級グルメと地域活性化についての研究
　武田　亘永	 企業運営における次世代型組織の導入について

ゼミメンバー全員へのメッセージ
　　今年度卒業論文を執筆したのは１名でした。執筆したゼ
ミメンバーには心から賛辞を贈りたい。同時に、それ以外の
者を含め、ゼミメンバー全員の今後の活躍に大いに期待し、
心からエールを贈りたい。
　ところで、卒論執筆の価値はどれほどあるのだろうか。執
筆することは本学では強制ではなく、卒業に必要な単位が揃
えば卒業できる。単位数を揃えることだけを考えれば、卒論
を執筆せず、同じ単位数を容易に修得できる他科目を履修す
る方が合理的であるかもしれない。
　しかし、大学の学習において最も成長することができる機
会が「研究＝卒論執筆」であり、この機会を放棄した者が多
かったことは残念である。卒論執筆においては、先行研究サ
ーベイをもとに、自ら問いを設定し、それに対して理論的・
実証的な根拠を提示した上で何らかの答えを出していく。そ
こでは、“Analytical	and	problem-solving	skill”が養われる。
このような能力はすぐに見える形で役に立つ訳ではない。社
会人となると、学生時代とは違った困難に直面し、様々なプ
レッシャーと格闘することになり、そういったときにこそ上
述の能力が効果を発揮する。いずれ「学び直し」が必要にな
る。卒論を執筆した者もそうでない者も、小手先の知識やス
キルに頼ることなく、自分の潜在的な能力を発揮し、成長す
るための学習（たとえば、読書やMBA等修士取得）を続け
ることを強くお勧めしたい。

卒業論文一覧
★堀井　将貴	 合併はパフォーマンスを向上させるか─日

本の金融業界に関する実証分析─
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最後のゼミ生たちへ
　私は 24年間関学に勤務し、今年が最後の年である。した
がって、君たちは、記憶に残る卒業生のはずである。
　２年次後半の研究演習入門はミクロ経済学の入門書の輪読
から始まった。研究演習Ⅰでは『マンキュー経済学』のマク
ロ編を輪読した。ミクロ、マクロと幅広く学習したのは、公
務員試験に合格する程度の基礎力を獲得する、という目標を
立てたからである。最終的に、卒業論文を提出したのは４人
であった。最も熱心にゼミ活動に専念していたのは宮川光次
郎君であった。彼は３年終了時に飛び級で大学院へ進学し、
河野ゼミを離脱したが旧友の卒論のアドバイスのためにゼミ
に顔を出してくれた。沼本蔵君は、マクロ経済学の分野でア
ベノミクスと金融政策について論文を書いた。これには、大
学院生として金融論を研究している宮川君のアドバイスがか
なり生かされている。橋本茉青さんと梅谷咲さんは限界集落
の活性化について共同研究した。谷萌子さんは、教育と経済
格差の関係について書いた。ラグビー部員の中田耀一朗君は
卒論への意欲は十分にあったが教職のための授業とゼミが重
なったために卒論を諦めたのは残念であった。
　皆さん、まずは健康、お元気で。

卒業論文一覧
★沼本　蔵	 アベノミクスと金融政策
　橋本　茉青	 ストックビジネスで考える地域活性化
　梅谷　咲	 ストックビジネスで考える地域活性化
　谷　萌子	 教育が及ぼす将来格差

河野　正道ゼミⅡ國枝　卓真ゼミⅡ

國枝ゼミ２期生、絆は緩いが、みんな優秀でした
　学術論文の評価は、idea,	 technique,	exposition の３視点
から行うことに決めている。卒業論文もこの３視点から評価
したが、学部生の technique は未熟なので、このウェイトは
低くした。優秀論文の最終選考に残ったのは渋谷・菅論文、
高木論文、藤原論文の３論文である。渋谷・菅論文は中国の
一帯一路政策を論じたもので、報告書として見れば充実した
内容であった。高木論文は、効率的市場仮説を日本の株式市
場のデータを用いて検証したもので、完成度は非常に高かっ
た。藤原論文は、日本経済におけるフィッシャー効果と流動
性の罠について分析したもので、日本経済を金融的側面から
よく説明していた。どれも優秀論文に値するものであるが、
一つ選ばなければならない。本ゼミでは２年半、マクロ経済
学の基本理論を学んできた。そこで、本ゼミで学んだマクロ
経済理論に現実経済を照らし合わせながら分析を行った藤原
論文を優秀論文として選出することにした。これら３論文以
外についても面白い論文ばかりで、すべて卒業論文として充
分合格点まで達していた。國枝ゼミ２期生の絆は緩かったが、
みんなクールで優秀であった。卒業、おめでとう。

卒業論文一覧
　高木　陽平	 効率的市場仮説と投資家の収益
　菅　貴央	 中国一帯一路構想の展開と今後の日本の関わり
　渋谷　航平	 中国一帯一路構想の展開と今後の日本の関わり
　安藤　壮哉	 イオングループのプライベートブランド

「トップバリュ」について
　渡邊　航平	 日本経済におけるふるさと納税の存在意義
　衣川　寛優	 天災による金融商品の価格変動
　奥野　祥大	 天災による金融商品の価格変動
　守屋　諒一	 「インバウンド・ツーリズム」と「医療サ

ービス」の連携による「ウェルネスツーリ
ズム」の考察

　岡本　佳大	 飲食店における喫煙環境の変化とその効果
　下川　桃子	 飲食店における喫煙環境の変化とその効果
　谷山　右恭	 飲食店における喫煙環境の変化とその効果
　末田　健太郎	 喫煙率とGDPについて
★藤原　將記	 現在の日本におけるフィッシャー効果と流

動性の罠の検証
　鈴木　智之	 日本版NCAA創設への課題
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久保　真ゼミⅡ

栄えある（？）久保ゼミ四期生の皆さんへ
　21名でスタートした四期生ですが、7名が卒業論文を書
き上げました。絶対数においても比率においてもこれまでで
一番低い数字で、特に、最終学年になってから卒論執筆を断
念する方が多かったのが特徴です。2018 年度秋学期より在
外研究に従事することとなり、ゼミ運営をまったく不十分に
しかできなかったことが主因であり、卒論を断念してしまっ
た方だけでなく無事卒論を書き上げた方に対しても、申し訳
なく感じています。
　実質 2年間のゼミ指導でしたが、正直申し上げて、皆さ
んとのゼミの時間は楽しいものでした。遅刻や欠席、提出物
の遅れなど、頻発しましたが─おそらくこれもこれまでで
一番です（笑）─、教室でも合宿先でも、積極的な、しか
し同時に多様な言動が見られ、ゼミらしいゼミだったように
思います。最終的に卒論を書き上げた顔ぶれを思い浮かべて
みても、良い意味で「自律的な」方たちばかりで、指導教員
の至らなさを補ってくれました。ありがとうございます。
　卒業後は（ひょっとして単位不足で留年する方がおいでに
なるかも知れませんので、「来年度以降は」と書くべきでし
ょうか）、これまで以上に、他者と積極的に関わり、本を読み、
旅をして下さい。豊かで楽しい人生を、そしてできれば周り
に良い影響を与えるような人生を送られんことを祈っていま
す。

卒業論文一覧
　本地　智大	 選挙における「マイナス票」の是非─よ

り多くの民意を反映するために何をすべきか
　田熊　大幹	 いかにして総人口減少に適応した電力供給

を行うか
★中村　駿莉	 人生 100 年時代到来─超長寿社会を豊

かに生きる方法とは
　長迫　孟	 人工知能と労働の関わり─人工知能は人間

の働き方にどのように入り込んでくるのか？
　城間　友樹	 芸術と革命の関係性─1848 年革命期の

パリとウィーンにおいて
　北田　一樹	 ビッグデータ時代における社会主義計画経

済の再燃─社会主義経済計算論争再考
　安達　陽香	 スタジオジブリの今後─ジブリの核を残

していくためには

栗田　匡相ゼミⅡ

My Endless Love to K5
　K1から K4によって育まれてきたことを引き受け、そし
て K6や K7に出会ってくれた君たちだから、それぞれでや
り方は違えど、人の心に活力を与える能力が君たち一人一人
の中にしっかりと存在していることを僕はとてもよく知って
います。それを私たちは愛とか希望とかと呼ぶのです。だか
ら、たとえば世界から見捨てられたようにみえる人々に出会
ったときに、君たちはそこに彼らの生きてきた人生のライン
を必死に見極めようとしていました。アンカソベ、チル、ア
ンチラベ、タナで生きてきた貧しき人々は見知らぬ異国の若
者との邂逅に心のざわめきを覚えていたはずです。世界のざ
わめきを聴き取る能力を得た人だけが正しく世界を作り直し
て行くことが出来ます。だから、そんな君たちが語る正しさ
を僕はとても信じています。君たちの正しさは君たちだけの
ものではないことを君たち自身がよく分かっているからで
す。いかに世界が絶望的に腐敗していても、Kの意志を継い
で、未だ見ぬ誰かに、この世界の様々な場所で、愛と希望を
届けてください。君たちはまぎれもなく生みだせる人です。
君たちと出会えて僕は本当に幸せでした。愛を希望をありが
とう。

卒業論文一覧
　粟井　大貴	 カンボジアにおける女性の特性が子どもの

人的投資に与える影響
　神原　明里	 中国の農村から都市に移住する移民児童と

都市出身者である児童の教育格差
　黒石　健太朗	 カンボジア農村における子どもの健康・栄養

状態の決定要因～母親の特性に着目して～
　牧野　愛	 インドネシアにおける性格診断（Big	Five）

ならび個人パフォーマンスとの関わり
　加藤　要	 カンボジア農村部における天候が農業へ与

える影響の推定～確率的フロンティア分析
を用いて～

　岡　弘敏	 関西中小企業における海外展開決定要因分
析～組織管理スコアを用いて～

　住吉　咲久良	 マダガスカル農村における子どもの健康・
栄養状態と空間的自己相関の検証

　菅原　萌子	 ケニア	ニャンザ地域における女性の自律
性が子どもの児童発達に与える影響

　首藤　麻友	 ポルポト政権時代が教育と家計の脆弱性に
与える影響

　河端　里咲	 中小零細企業における企業家とネットワー
ク中心性がパフォーマンスに与える影響～
インドネシアジョグジャカルタ近郊チュペ
ル地域を事例に～

★菅野　裕介	 カンボジアにおけるショックが子どもの健康・
栄養状態に与える影響～出稼ぎに着目して～

　岩田　結	 ガンビアにおける学校環境と家庭内環境が
子どもの成績に与える影響

　松浦　颯	 カンボジア農村におけるメディアの使用頻
度が主観的幸福度に与える影響

　中野　隆一郎	 夫婦間のリスク選好・時間選好・損失回避
の格差が主観的幸福に与える影響～マダガ
スカル農村におけるフィールド実験より～

　酒井　菜緒	 ケニアの HSNP 現金給付プログラムにお
ける子どもの教育のインパクト評価～女性
の現金使用方法決定権に着目して～

　村上　鈴佳	 カンボジアにおける親の教育と家庭内暴力
が子どもの教育に与える影響

　上村　光	 西アフリカ諸国におけるモバイルマネー普及
が企業の固定資本投資に及ぼす影響～イン
フォーマルセクターを考慮した要因分析～

　田中　雄太	 カンボジア農村における母親の健康意識の
要因分析
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古澄　英男ゼミⅡ 桑原　秀史ゼミⅡ

経済政策の奥深さを求めて　桑原秀史ゼミ
　私たちのゼミは、日本経済と経済政策をテーマに、合同ゼ
ミを始めとする諸目標をもって、活発に勉学し、友達同志の
交流を図ることに努めた。情報メディア教育センターを利用
しての統計や計量分析のデータ処理の実習は、今後、有用か
つ実践的な技術となることでしょう。情報センターでの学習
から始まり、世界とアジア経済の動向、中国経済とマーケテ
ィング、流通と産業組織の研究、公益事業の企業戦略と競争
政策、今後の社会保障のあり方、企業経営のケース・スタデ
ィなどを取り上げ、充実したゼミ生活であった。
　とくにブランド・マーケティングの市場調査をめぐる勉強
は、関心の深い、実践的なものであった。合同ゼミナール、
課題レポートの提出など、多くの有意義な時間をもつことが
できた。なかでも、京都河原町での発表、洛中でのディベー
ト、烏丸東洞院通りでの夏季合宿、建仁寺などは、思い出深
いものでしょう。阿弥陀堂、奥の院など連なる堂塔の建築美
が山あいに映え、貞観のころからの日本の伝統の美しさと経
済政策のあり方について、語ったことを思い浮かべるであろ
う。
　将来、ゼミナール諸君が、大きく羽ばたくことを祈って、「高
啓」の詩をおくりたい。
「春風　江上（こうじょう）の路　覚えず　君が家に到る」

卒業論文一覧
　青木　千紗	 キャッシュレス社会と日本
　松崎　晴子	 人生におけるお金の意義
★中谷　壮吾	 今後の携帯料金について
　岸下　大斗	 日本のキャッシュレス社会の実現に向けて
　岩本　紗月	 日本における ICT 教育の展望
　宮村　梨花	 責任ある投資は日本で実現可能か
　橋本　夏葵	 外国人労働者、移民を受け入れる日本のあり方
　輪嶋　純樹	 日本中央競馬会の経済効果と今後の課題
　松原　亜莉紗	 同一労働同一賃金によって誰が一番得を

し、誰が一番損をするのか
　丈達　彩花	 現代の結婚式の傾向と婚礼業界
　上田　実穂	 相続税対策と生命保険
　奥田　健吾	 インバウンド観光戦略
　山本　祐樹	 日本の製造業が今後アジア・世界でどう生

きていくのかー中国・ASEAN地域と日本ー
　松井　健祐	 積立の投資信託は安全なのか
　藤井　彩夏	 損害保険業界の今後の成長性
　瀧口　悟史	 LCCの事業展開とその影響
　甲斐　結衣	 マクドナルドの顧客調査とマーケティング

について

「ゼミ二期生の皆さんへ」
　ご卒業おめでとうございます．去年もそうだったのですが，
研究演習入門で初めて会ってから，あっという間に二年半が
過ぎていったという感じです．
　一番印象に残っているのは，みなさんと初めてゼミコンパ
をしたときのことです．自己紹介の代わりにここでは書くこ
とができないことを始めたときに少し驚き，さらに全員がそ
の要求に答えていったのにはかなり驚きました（関係者以外
には意味不明ですみません）．正直に言って一緒にやってい
けるか不安になりましたが，ゼミを重ねていくうちに言いた
いことを言い合える雰囲気となり，楽しく過ごすことができ
ました．また，ゼミの運営では皆さんにいつも迷惑をかけて
きましたが，半数近くの学生が卒業論文を提出しよく頑張っ
たと思います．
　ゼミ二期生は男子ばかりで品のあるゼミではなかったかも
しれませんが，さまざまな個性を持つ楽しいメンバーが集ま
ったと思います．卒業後はそれぞれの道に進まれますが，新
しい場所でも自分らしさを失うことなく活躍されることを願
っています．

卒業論文一覧
　荒川　陸	 どのようにして強いチームは生まれるのか	

ー帝京大学，関西学院大学から見えるものー
　新木　智博	 カカオ産業が生き残るためには
　高槻　亮太朗	 地方銀行のこれから
　木村　翔太	 どのようにして強いチームは生まれるのか	

ー帝京大学，関西学院大学から見えるものー
　井上　亮	 自分なりの少子化対策論
★山本　航希	 化学業界の株価と為替レートの関係
　竹尾　勘汰	 企業の社会的責任の企業価値向上に及ぼす

肯定的な影響
　松永　雄太	 地方銀行のこれから
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小林　伸生ゼミⅡ

我がゼミ前半生の末っ子たちへ
　小林ゼミ 12期生との２年半は、本当に色々なことがあり
ました。私自身も初めての経験も少なからずありました。
　2016年夏の結成時は、27名でスタートしました。その後、
様々な理由でゼミ活動を離れる学生があり、最後までゼミ活
動を成し遂げたのは 17名と、歴代の学年の中でも最も少な
い人数でした。しかしその分、深い付き合いができたのでは
ないかと思います。幾度となく研究やディベート準備の進捗
に対して叱咤激励したり、ゼミ運営の在り方について、腹を
割って相談させてもらったりしました。最後も、卒業論文の
中間発表段階では少なからず不安でしたが、最終的な成果物
は概して水準が高く、歴代で見てもかなり良い出来栄えのも
のが多数ありました。皆の頑張りに敬意を表します。
　私の研究期間の関係で、２年間ゼミ募集を止めたため、皆
には在学中に後輩を見てもらえなかったこと、お詫びします。
12期生はいわば、私のゼミ指導生活の前半生の中の、可愛
い末っ子です。
　来春から再び、新ゼミ生を募集します。新たな後輩が得ら
れた時には是非、上ケ原に様子を見に来てください。小林ゼ
ミの縦のつながりの強さを、これからもお互いに楽しもうで
はありませんか。また会いましょう�

卒業論文一覧
　山﨑　優花	 商業化による空港の黒字化～稼ぐことので

きる空港にするには～
　目出愼之介	 阪神タイガースの収益モデルについて
★鈴木　優也	 日本の製造業における多角化についての実

証分析（共同論文）
　重政　沙樹	 若年世代の家計行動　将来不安と貯蓄率
　高松　夏希	 結婚の意思決定に関する一考察
　奥河　泰知	 都道府県別学力調査から見る中学生学力の

要因分析～大阪都構想による大阪の諸問題
解決～（共同論文）

　松本　知也	 育ち方が後の所得に与える影響について
　渡邉　俊介	 多項ロジットモデルを用いた土地利用選択の

要因分析～自然条件に着目して～（共同論文）
　浦井　結香	 起業後進国日本における女性の起業活動
　備本　将	 多項ロジットモデルを用いた土地利用選択の

要因分析～自然条件に着目して～（共同論文）
　大園　雄一	 日本のアパレル産業に関する一考察
　石津　咲椋	 企業の IT 投資に関する一考察
★永田　和穂	 日本の製造業における多角化についての実

証分析（共同論文）
　松瀬　清香	 わが国のNPO法人分布に関する経済分析
　平野　任菜	 都道府県別学力調査から見る中学生学力の

要因分析～大阪都構想による大阪の諸問題
解決～（共同論文）

　溝上　唯	 農業の危機と第６次産業
★島田　七帆	 日本の製造業における多角化についての実

証分析（共同論文）

新海　哲哉ゼミⅡ

「慶応大学との合同ゼミ開始の第２期生 
卒業おめでとう。」

　２回生の研究演習入門では６名でスタートし、３回生で２
人が去りましたが、第２回の慶応義塾大学商学部	大野由香
子ゼミ、関学経済学部	猪野弘明ゼミとの第２回合同ゼミを
2018 年１月８日に京都のトラベラーズインの貸し会議室で
開催し、１つのグループ研究報告を行いました。報告グルー
プ論文タイトルは「UBER とタクシー　～余剰分析と動学
モデル分析を用いて～」班の各メンバーは、11月の学内イ
ンゼミ大会後も、ゼミとサブゼミに加え、それ以外の時間外
に集まって、努力しましたね。12月はじめ合同ゼミの直前
までは一抹の不安を抱えながら見ていましたが、慶応大との
合同ゼミをやり切ったときの充実感を忘れないでください。
４回生は、公務員採用試験、就職活動のさなか１名の仲間が
ゼミを去りました。しかし、慶応義塾大学商学部大野由香子
ゼミ、関学経済学部	猪野弘明ゼミとの第３回合同ゼミを
2018年 12月８日に金沢のTKP金沢新幹線口会議室にも参
加し、ホテル兼六荘で卒論指導もそこそこに、残った諸君は
頑張って、卒論を仕上げました。中にはモデル分析で苦戦す
る人もいましたが、何とか全員が卒論を書きました。忙しい
日々でしたが、諸君の大学でのしんどかったけれど、懐かし
い思い出になってくれると信じます。お疲れ様。ご卒業おめ
でとうございます。諸君の卒業後のご活躍を祈念します。

卒業論文一覧
　井面　雄硫	 システムインテグレーター業界の多重下請

け構造について
　濵嵜　圭太	 最低賃金の労働市場・経済への影響
★串部　泰行	 企業規模間による特許出願の意思決定の違

いに関する理論的考察
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田中　敦ゼミⅡ

最高の仲間 !! 最高の先生 !!!
　大学２年の秋から始まったゼミ活動。今振り返ると、たな
あつゼミに入ることを決めた自分に盛大な拍手を送りたいな
と思います！　Tゼミメンバー、出会った当初は「おとなし
い」イメージでしたが、今となっては、個性豊かなメンバー
の集まりだったなと思います。『勉強も遊びも全力で行う！』、
このゼミのモットーに恥じぬほど、何事にも全力で取り組ん
だ Tゼミでした！
　思い出深いのが、東京研修とグループ研究です。東京研修
では、２日間を使い、金融の中心である日本銀行と東京証券
取引所を見学させていただきました。社会人になっても滅多
に訪れることはできない場所に訪問させていただき、一生の
思い出ができたと感じております。そのほかにも、国会にま
でお邪魔させていただき感激でした！　夜はもちろんお酒を
飲み交わし、勉強も遊びも全力で楽しんだ旅行でした！
　グループ研究では、１年間グループで論文作成を行いまし
た。先生の優しくも厳しい指導のもと、どの班も最終的には
論文を完成させたことは今となっては良き思い出です！　た
なあつゼミでの経験すべてが私たちの思い出であり、社会人
になるのに大切なことを学ばせていただいたと思います。
　田中先生！　本当にありがとうございました！　またみん
なでお酒を飲み交わしましょう !!!

卒業論文一覧
　岡野　玲那	 アジア通貨危機を経てアジア共通通貨導入

の可能性
　川合　輝尚	 同上（共同研究）
　松尾　英里香	 同上（共同研究）
　本間　春樹	 キャッシュレス社会の実現において地域金

融機関が果たすべき役割とは
　石本　麻奈	 同上（共同研究）
　吉田　菜央人	 同上（共同研究）
　筒井　佐紀	 異次元緩和の限界
　津村　梨沙	 異業種の銀行業参入の対抗策としてのメガ

バンクのオープンAPI の有用性
　水井　菜穂	 同上（共同研究）
　永田　健悟	 規制により生じるインセンティブを考慮し

た新たな銀行監督アプローチの検討
　芦北　夏輝	 マイクロファイナンス導入による日本起業

環境への効果
　生田　涼子	 同上（共同研究）
　小島　柊人	 同上（共同研究）
　松村　志穂	 現状のキャッシュレス政策の限界と今後の展望
　山田　涼子	 同上（共同研究）
　谷口　勝哉	 現行政策から考える日本銀行の独立性の必要性
　岡本　和	 低格付社債市場の問題点と今後の展望
　越智　星翔	 内部統制報告義務下のベンチャー企業の株式公開
　横畠　みのり	 社会保障不信時代における投資の有用性
　吉田　隼樹	 日本におけるキャッシュレス推進政策の有効性
★堤　健登	 異次元緩和の有効性～交易条件と日本経済
　呉　偉	 人民元の国際化にむけて

証拠を押さえて
　みなさん方は高林ゼミの 22期生になります。ふだんはお
っとりしていても「やるときはきっとやる !」という潜在能
力の高さを見せてくれました。
　とくに３回生のとき、４大学対抗ゼミ（６月、同志社大学
会場）や５大学７ゼミ合同ゼミ（９月、関学会場）で見せた
がんばりは目を見張るものでした。後者は当番校としてホス
トゼミもつとめました。ゼミ伝統（？）の「超短期集中型」
ですが、最後の集中力はすごいものがありました。その中で
「勉強することも面白い」ということをわかってもらえたで
しょうか。共同論文も「甲子園の経済効果」、「なぜ大阪の地
価は名古屋に負けたか」、「スポーツの経済分析－関学体育会
のアンケート調査から－」とユニークなものでした。
　卒論のテーマは以下の通りで、ちょっと財政学のゼミとは
思えません。ただし、独自のデータ分析を織り込むことを卒
論作成の基本条件としました。社会に出ても「証拠を押さえ
て議論する」という姿勢は持ち続けてほしいと思います。
　本当にこの２年半の間、いろんなことがありました。甲子
園球場に、みんなで繰り出したことも楽しい思い出です。５
年後、10年後にさらに成長した姿でお目にかかることを楽
しみにしています。

卒業論文一覧
　佐多　美貴	 美意識と経済・歴史・社会（共同論文）
　真鍋　綾子	 美意識と経済・歴史・社会（共同論文）
　上島　賢也	 日本酒の未来（共同論文）
　園田　聖剛	 美意識と経済・歴史・社会（共同論文）
　田中　雄介	 ゴルフの再興
　福田　孝行	 所得階層の固定化－奨学金の必要性－
　北島　克紀	 統合型リゾート施設（ＩＲ）推進法案とそ

の経済効果
★安木　廉	 救急医療の現状と課題－住民・医療供給者

それぞれの目線からの現状分析－
　矢野　翔大	 コンビニはなぜ日本で根付いたか
　井上　啓太郎	 日本酒の未来（共同論文）
　村田　有希	 笑いビジネスの可能性
　佐藤　天斗	 日本ラグビーの成長－2019年ラグビーＷ

杯の経済効果を含めて－
　緒方　沙也香	 米と食文化

高林　喜久生ゼミⅡ
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田畑ゼミ第３期生へ
　皆さんは私が関西学院大学から送り出す３回目の卒業生と
なります。同志社大学のゼミとのインゼミ活動（ディベート、
論文報告）で何か活躍したかといわれると微妙なところです
が、インゼミ後の懇親会ではどこのゼミより元気よく目立っ
ていた印象があります。個性豊かな面々がそろい、勉強以外
の場でも、楽しい時間を過ごすことができました。また基礎
演習からの付き合いのメンバーもおり、口うるさい指導教官
からの攻撃も、適当にかわし、どうにかゼミ論文、卒業論文
を仕上げた皆さんに拍手を送りたいと思います。ゼミ論文、
卒業論文ともに、自然とリーダーを務める人が出て来てくれ
て、それをサポートしてくれる人もいて、とてもありがたか
ったです。果たして皆さんのお役に立てたのか心許ない気持
ちではあるのですが、ゼミで学んだことが今後の皆さんの人
生に多少でも役立つ機会があればいいなと願っております。
皆さんとの交流を通じて、教員として多くのことを学ばせて
いただきました。この場を借りてお礼を述べたいと思います。
今後の皆さんの活躍を期待しています。

卒業論文一覧
　帰山　ちなみ	 幼児教育無償化政策に関する考察
　合田　弘幸	 幼児教育無償化政策に関する考察
　北原　佳奈	 幼児教育無償化政策に関する考察
　原田　愛	 幼児教育無償化政策に関する考察
　牟禮　瑞黄	 幼児教育無償化政策に関する考察
　西窪　大樹	 積立方式移行に関する考察
★中土井　健	 積立方式移行に関する考察
　真田　瞳	 幼児教育無償化政策に関する考察
　酒井　康隆	 幼児教育無償化政策に関する考察
　鈴木　響太	 積立方式移行に関する考察
　村岸　桃佳	 幼児教育無償化政策に関する考察

田畑　顕ゼミⅡ田　禾ゼミⅡ

中国で会いましょう
　本学で初めてのゼミ生はこのクラスの皆さんです。これは
縁ですね。複雑な政治状況、数が多い民族、不透明な政策が
混ざっている中国の地域文化を研究する皆さんは本当に苦労
しました。特に中国語がほとんど分からないにもかかわらず、
最新な「一帯一路」の方針で指導される中国の現在の事情を、
人口、金融、環境、企業改革、伝統文化保護と宣伝など、そ
れぞれの角度から分析、研究発表を行い、一生懸命論文を完
成する姿はとても感動的です。中には最後の論文提出ができ
なかった方もいましたが、このゼミで「中国」に対して、今
までなかったほど関心を持つことができ、今後の仕事にもき
っとプラスになると思います。
　ゼミ旅行は実現できなかったですが、いつか中国で会いま
しょう！

卒業論文一覧
　鬮橋　佳毅	 中国「深圳」が迎える今日～経済特区指定

を踏まえて～
　山田　大嵩	 中国人口政策史とこれから
　木内　海斗	 中国のHIV 蔓延と日本への影響
　中間　莉咲	 中国との関わりからみた日本の医療
★表　隆太郎	 中国の環境問題と原子力発電所
　大松　求実子	 中国キャッシュレス社会の実態
　城　文佳	 日中関係に関する中国への投資



Econo Forum 21 ／ March 2019 84

●
研
究
演
習
Ⅱ
　

学
生
氏
名
・
論
文
タ
イ
ト
ル
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
★
印
は
優
秀
論
文
で
す
。

豊原　法彦ゼミⅡ

データ分析を生かすために
　このゼミでは、まず EXCEL や R を用いた最小二乗法な
どの分析を実際に行うスキルを獲得してもらいました。その
後各自の関心あるデータを用い、事前の想定と得られた結果
を比較しながら、データや計算結果の読み方、モデルの改善
方法について学びました。そして調べたものをまとめてプレ
ゼンし、それに対してオーディエンスがコメントするという
トレーニングも行いました。さらに数式を簡単に計算できる
Maple を用いて、理論モデルの分析のためにコンピュータ
ソフトがどのように役立っているかを経験しました。
　次にインゼミ大会では「東京オリンピックの経済効果」に
ついて発表するためにネットでデータを集めて、レジュメを
完成させました。あわせてプロセス管理も学びました。
　最後に卒業論文では、各自が選んだテーマをについて各学
期それぞれ２回のプレゼンを行い、質疑応答によって論文の
内容が深めました。
　身の回りでは 10年前に想像できなかったことがＡＩ化を
通じて進行しており、これまでの勘と経験が見える化される
ことで便利になるとともにその背後では厳密な統計分析が行
われています。これから生まれる産業について思いを巡らし、
「何を」「どうする」のか、そして「その目的は何なのか」を
しっかりとらえて意思決定するためにゼミで学んだスキルを
存分に発揮してください。

卒業論文一覧
　山下　力也	 AI・ビッグデータの動向と今後
　岩田　怜	 通信業界の今後と教育に与える影響ついて
　筒井　遥平	 AI の発展と将来像
　小林　朋樹	 トヨタ自動車のこれまでと今後の展望について
　池田　直斗	 日本の農業の課題とこれから
★山下　真理子	 日本におけるエネルギーのベストミックスとは
　前田　脩介	 睡眠～睡眠不足の悪影響～
　橋爪　勇飛	 日本サッカーの今後
　長尾　一輝	 なぜ若者の地域離れが止まらないのか～あ

るべき神戸市のこれからの姿～
　山田　亮介	 スニーカー市場調査レポート
　田島　優樹	 二輪業界の動向と今後の展開

幻の中川　慎二ゼミⅡ

統合政策とシティズンシップ教育

　20年ぶりに卒業論文を目指した研究演習を学部で持ちま
した。関学経済学部では最初で最後の研究演習です。幻の１
回生になりました。テーマは「統合政策とシティズンシップ
教育」で、研究演習入門以来「移民の背景のある」住民のシ
ティズンシップについて議論してきました。入門では東京合
宿１泊２日を実施し、東京駅から新大久保までチームに分か
れて歩きました。ツーリズムへの関心から始まり、もし日本
語ができなければ、観光客がどういうところで困難を感じる
のかを実感することを目的に、自由に移動しながら、駅など
の多言語表示、多言語の看板のほか、一言語での表示などに
も注意しました。
　研究演習Ⅱでは、Ⅰに引き続いて「ヨーロッパの統合政策
とシティズンシップ教育」について学んだあと、日本におけ
る共生と市民権について議論しました。日本の外国籍住民、
在日外国人についての文献も加えて講読し、それらの問題群
から卒論テーマが選ばれ、スポーツ労働移民、移民２・３世
である「外国人」（２重国籍）スポーツ選手、日本語支援を
必要とするこどもたちが研究対象となりました。おりしも入
管法改正法案が国会を通過し、移民政策をめぐって議論する
材料が豊富にあった時期なので、さらに研究テーマを堀さげ
るチャンスでありました。社会人サッカーや部活で水泳を続
けてきたスポーツウーマンとスポーツマンが取り組んだテー
マが二つ。それに、上ヶ原小学校にヒアリングに行って取り
組んだ日本語サポートを必要とする子供たちについての論文
の３篇。加えて、元ゼミ生で聴講生の荻野大斗さんが「移民
受け入れ」に取り組みました。論文は、取り組んだことのや
りがいも成果もありますが、それ以上でもそれ以下でもあり
ません。今後はそれぞれの道で私がみなさんとの議論で常に
論点としたマイノリティのことを忘れず活躍してください。

卒業論文一覧
　丑本　加子	 スポーツ労働移民の実情―途上国からつか

む夢とその裏―
★藤原　佑輔	 エジル選手ドイツ代表引退のインパクトー移

民の背景を持つスポーツ選手の事例から―
　梅田　大樹	 小学校における日本語教育について
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西村　智ゼミⅡ

８期生の皆さんへ
　２年半のゼミ生活、お疲れ様でした。ここにお名前がある
皆さんは、２年次の課題（書評と春合宿）、３年次の課題（先
行研究レポート 12本、インゼミにて研究報告、論文執筆）、
４年次の課題（夏休み課題、卒論執筆）をすべてクリアされ
ました。他の勉強、部活、バイト等がある中、よく頑張りま
したね。チェックする方も頑張りました（笑）。２年半の間に、
３名が辞めてしまいましたのでモチベーションが下がらない
か心配しましたが、杞憂に終わりました。４年生後半にはす
っかり仲良くなり、皆でディベート合宿など最後まで楽しん
でくれました。
　さて、悔いのない学生生活を送ることはできましたか？新
しいことに挑戦したり何かに打ち込んだりしましたか？結果
が伴えばベターですがまずは挑戦が大切。一歩踏み出さなけ
れば何も始まりません。「やってしまった後悔はだんだん小
さくなる。やらなかった後悔はだんだん大きくなる。」は林
真理子さんの言葉。私の最近のお気に入りのフレーズです。
若い皆さんは残された時間がたっぷりあるのであまり共感し
ないかな。でも、若いうちしかできないこともあります。こ
れからの人生、思いっきり楽しまれますように。

卒業論文一覧
　嘉本　和貴	 個人主義が結婚意欲に与える影響について
　土井　龍	 体育会所属が就職活動に与える影響
　松本　和馬	 体育会所属が就職活動に与える影響
　中尾　光壱	 女性の就労がもたらす少子化への影響
　笹井　涼太郎	 女性の就労がもたらす少子化への影響
　塩田　智大	 男女で働き方が異なるプロスペクト理論
　山中　龍弥	 同人誌即売会の行動経済学
　高尾　花菜子	 女性の就労がもたらす少子化への影響
★金正　奈々	 音楽を聞くことによる非合理な選択
★矢島　優里	 音楽を聞くことによる非合理な選択
　福山　夏鈴	 北欧の社会保障と幸福度の関係について
　高橋　航太	 無形資産投資が生産性に与える影響	～人

的資本形成の視点から～
　北垣　香奈	 北欧の社会保障と幸福度の関係について
　閑地　史高	 個人主義が結婚意欲に与える影響について
　飯川　辰吾	 時間制限が人のリスクに対する態度に与え

る影響について
　中川　翔太	 女性の就労がもたらす少子化への影響

アナログ時計の発想
　デジタリゼーションが進む中で、あえてアナログ時計にこ
だわっています。スマホが時計という人が多くなっています
が、常に時間を視覚的に意識しているでしょうか。これまで
の経験でも、授業やサークルに参加する時、バイトに行く時、
就活をしている時、常に時間を考えて動いていたと思います。
とりわけ、高いチケット代を支払って購入した飛行機を利用
する旅行では、いつも遅れないように注意していたはずです。
今では過去のことですが、私はレポートの締切りに関して、
うるさいほど「パンクチュアリティ！」を連発させてもらい
ました。
　言うまでもなく時間は貯めることも戻すこともできないの
で、その価値は貴重です。「お金は借りれるけど、時間は借
りれないから、休み中に海外旅行に行っとけば…」というア
ドバイスをしてきました。これからは自由に使える時間が制
約されます。でも１日の仕事、週末の過ごし方にメリハリを
つけられれば、少ない時間でも有意義に過ごせます。友人や
家族と時間を共有することに、ありがたさを感じるようにな
ります。スマートウォッチが普及している中でも、残り時間
を逆算して行動することで、満足度の高い生活を送ってほし
いと願っています。

卒業論文一覧
　能勢　広真	 クラウドが社会にもたらす変化
　上本　拓海	 リニア新幹線の現状と展開
　南條　夕莉子	 GNHとインフラ
　酒井　ひかり	 超音速旅客機の実現への課題
　日下部　兼士	 日本における最適な電力供給の提案　再生可

能エネルギーとスマートコミュニティの形成
　島村　航	 物流業界の改革　－モーダルシフトの観点－
　奥山　聖也	 脱原発と今後の再エネ普及　風力発電・地

熱発電のポテンシャル
　奥田　佳也	 関西３空港の棲み分けとこれから　関西経

済のさらなる発展に向けて
　生田　智士	 駐車場カーシェアリングの活用とその展望
　丸本　健介	 再生医療　課題と今後の展望
　貞吉　朋治	 核融合の可能性
　藤田　真季	 日本の空港運営　～民営化、一括運営～
　松田　恵莉	 水素社会の実現に向けた必要性
　川崎　姫奈	 マイレージ制度からみる近年の航空産業
　谷川　純哉	 トヨタ生産方式による生産性向上　－自動車

製造業から他業種への応用にも着目して－
　豊嶋　謙士	 リニア中央新幹線の実現を考える
　久保田　大輝	 アパレルメーカーのワールドがこれから生

き残るために
　松下　侑里香	 再生医療研究と関西経済の成長　～神戸医

療産業都市を核とした発展～
　柴野　真由子	 電力自由化の現状と今後の展望　～バイオ

マス発電と海洋温度差発電の可能性～
　中島　櫻子	 成田空港C滑走路の建設はなぜ遅れたのか
　白井　達也	 観光立国実現に向けて　～交通による観光

促進～
　平田　惟	 社会的インフラストラクチャーな「暗号」
　奥村　晋也	 水素経済社会への道のり
　玉田　愛実	 日本の人口減少に伴う地域格差の改善に向

けて		－訪日外国人を誘致するための地方
公共交通の利用方法提案－

　高木　伸弥	 日本の高速道路の歴史と変遷、および建設当
時の背景　～現代の高速道路の問題点とは～

　原田　直宜	 今後の都市間輸送の担い手は？　～新幹
線・飛行機の比較を中心として～

★高瀬　可奈	 Status	and	Relationships	of	Transportation	
in	ASEAN	and	Regional	Disparities:	From	
the	Perspective	of	Indonesia

　加藤　雄太	 5000 人の人間模様とブランディング
　柴野　智子	 神戸市の戦略から見る、日本における水ビ

ジネスの可能性について
　原谷　大地	 通信事業の現状と今後の展望

野村　宗訓ゼミⅡ
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林　宜嗣ゼミⅡ

卒業おめでとう。そして、ほんとうにありがとう。
　関西学院大学における教員生活で最後のゼミ生を送り出す
ことになった。というより、私と一緒に卒業である。31期
生のゼミ活動は共同研究で始まり、初めての個人研究である
卒業論文作成で終わった。ほんとうにあっという間の２年半
だったような気がする。２年数ヶ月前にまだ幼さを残してゼ
ミに入ってきた若者が、ゼミでの報告、討論会などを経て大
きく成長し、卒業の日を迎えることになったのはとても嬉し
い。
　もちろん、就職活動も含めて本当に忙しく、大変な２年半
であったことと思う。最後まで一緒にゼミ生活を過ごせなか
った人がいたことからも、この期間がゼミ生にとって山あり
谷であったことは容易に想像がつく。しかし、だからこそゼ
ミ生活は楽しく、有意義だったのだろうし、共同研究やイベ
ントを通じて培われた友情は、きっと卒業後も消えることは
ないと思う。人生において精神的に最も成長する時期にとも
に過ごすことができたのは幸せなことであり、ゼミ生に感謝
しなくてはならない。
　研究以外にもさまざまな思い出がある。ゼミ旅行、合宿、
学祭での模擬店出店、コンパ等々。あげればきりがないほど
にさまざまなイベントを楽しませてくれたのも皆さんのおか
げである。でも何より楽しく、僕にとって癒しの時間となっ
たのは教室でのゼミの時間であったように思う。ほんとうに
ありがとう。

卒業論文一覧
　太閤　浩章	 肥満の決定要因分析
★阪上　洸太郎	 転校生と共感力
　杉山　孝輝	 高校ラグビーにおける勝利決定要因分析
　竹下　航	 一般学生と体育会学生の就職活動における相違

点－体育会学生は本当に就職活動に強いのか－
　菊池　康平	 パチスロ台「ジャグラーシリーズ」におい

て、負けないための立ち回り
　長澤　征久	 幸福度の構造分析－都道府県データを用いて－
　村山　早紀	 うつ病発生の要因分析
　渡　真衣子	 児童虐待の要因分析－都道府県別データを

用いて－
　田中　瑞希	 イメージの尼崎と本当の尼崎
　青木　菜々	 犯罪要因分析
　田中　美希	 日本に有料トイレはできるか
　西迫　佑惟	 「女子会」の持つ力について
　明日　結奈	 西条祭りの屋台保存における課題
　矢野　映未里	 ブランド力の数値化
　野口　満理奈	 若者における早期離職の要因分析
　田尾　菜摘	 大学生における「学業成績」と「生活活動」

の関連性－学業成績のカギを握る要素とは？－
　松山　理夏	 後発医薬品の普及に影響を与える要因分析
　藤岡　直輝	 軽減税率導入による税収ロスとC効率性

の低下について－家計支出から見る消費税
負担と国際比較－

　佐伯　玲洋	 日本で Esports の普及を促進するためには
　岸本　真由	 若者の転出要因分析－なぜ若者は都会へ転

出するのか－

東田　啓作ゼミⅡ

グループ研究の記憶
　ゼミ生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。この学年
もいろいろなことがありました。特に３回生の時のグループ
研究のことが思い出されます。当初はなかなかテーマが絞り
切れずに回り道をしたグループもありました。奄美大島まで
何回もアンケート調査に出かけたグループもありました。ど
のグループも、自分たちで調査の計画から実行まですべて行
った行動力には驚かされました。明確で面白い結果が出るか
どうか分からないことに対して、好奇心を失うことなく時間
をつぎ込めたことは、皆さんの成長にとって大事なプロセス
だったのではないかと思います。最後にはどのグループもク
オリティの高い研究を仕上げることができました。本当に素
晴らしいことです。
　４回生のときも、卒業論文に取り組む人、３回生のグルー
プ研究をさらに発展させようと頑張った人、それぞれのペー
スで研究に向き合ってくれました。２年半を通して、僕自身
が教えてもらうこともたくさんありましたし、ゼミをより良
いものにしていくためにたくさん協力してもらいました。ど
うもありがとうございました。行動力のある人がたくさんい
るので、これからもどんどん自分の力で飛躍していってくれ
ることと思います。皆さんのご活躍を心からお祈りしており
ます。

卒業論文一覧
　龍　茉莉衣	 なぜテレビを見る若者が減ってきているの

か－その背景とインターネットテレビの共
存に関する考察－

　張　詩謡	 アリババグループについて
　謝　霖	 日本の高齢者の元気の秘訣
　國谷　幸世	 「はてなの茶碗」から見る当時の経済と落

語の魅力についての考察
　孫　慶志	 人工知能（AI）に関する発展、影響
★吉田　拓海	 経済と経済学の基礎Aの価格
　西田　晴信	 大学生の東京オリンピックのボランティア

に対する姿勢の実証分析－参加意思の決定
要因と受取意思額の評価要因－

　冬頭　海斗	 海外における日本漫画文化の受容－フラン
スにおける受容を例として－
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藤井　英次ゼミⅡ

「評価」というもの
　提出された卒業論文を評価する。この教員側からの評価が
一般的な意味での卒業論文の評価ということになろう。しか
し、執筆者本人にとってより重要なもう一つの評価がある。
　長く骨の折れる作業を経て自ら卒業論文を完成させた人
は、それを是非誰かに読んで欲しいと感じるものだ。産みの
苦しみを経て抱く我が子への愛情といえば大袈裟だろうか。
作曲家が苦労して作りあげた曲、アニメーターが気の遠くな
るような作業を重ねて世に送り出す作品等、何かを生み出す
作業は本来非常に骨の折れるものだ。しかし、だからこそ自
ら仕上げたものには愛着が生まれる。反対にこんな卒業論文
には何の愛着もない、誰にも見てほしくないと感じるのであ
れば、それはそれで研究の質を正直且つ端的に物語っている。

　U2の“Yahweh”という曲にこんな件がある。
　Yahweh,	Yahweh
　Always	pain	before	a	child	is	born
　Yahweh,	Yahweh
　Still,	I’m	waiting	for	the	dawn

　卒業後も様々な形で「評価」というものに遭遇し、ともす
れば他者からの評価に一喜一憂しがちだと思います。しかし、
時折立ち止まって自分自身の偽らざる直観に尋ねてみること
も大切です。卒業研究を通じて学んだことはあなたを裏切り
ません。
　卒業、心よりおめでとう。

卒業論文一覧
★仕名野　理菜	 消費税の所得に対する逆進性と軽減税率
　渡邉　悟志	 民主化されたミャンマー経済の展望　～投

資先としての可能性を考察する～

藤井　和夫ゼミⅡ

ゼミを振り返って
　卒業おめでとう。
　僕も皆さんとは同期の大学卒業になります。２年半のゼミ
で、皆さん個人の能力や可能性を感じることができたのは、
僕にとって楽しい経験でした。これからはそれぞれの道で楽
しく生きていきましょう。
　今の厳しい世の中、keep	learningは不可欠です。その時に、
自らを信じて持っている能力を存分に発揮するとともに、自
分の殻を破って人とつながり、ともに動くことで生まれる成
果と充実感を、ぜひ改めて実感して欲しいと願っています。

卒業論文一覧
　鈴木　勝久	 日本の地方公共交通－少子高齢社会での地

方公共交通の在り方を問う－
　山本　陽介	 外国人技能実習制度を分析する－韓国の外

国人労働者受け入れ制度と比較－
　井出　もも子	 愛されるキャラクターの秘密とは
　堀田　実菜	 観光立国へ向けて
　山口　夏未	 幸福論
　新　大樹	 ASEANと中所得国の罠
　三原　晴希	 日本のバラエティ番組の「笑い」について
　坂口　健仁	 小規模店舗のデジタル生存戦略－消費者リ

レーションシップの観点から－
　上村　夏々世	 アジアにおけるスラムの実態と脱却への光
　中見　早希	 企業価値を高める戦略的CSRの必要性
　吉田　莉夏	 東日本大震災がマクロ経済に与えた影響
　田岡　奈那子	 日本の働き方
★衣斐　健太	 日本国内の子どもに対する貧困対策の改善案
　北野　杏莉朱	 テーマパーク戦略－TDRとUSJの成功の鍵－
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本郷　亮ゼミⅡ

狭き門より入れ
　五期生の皆さん、卒業おめでとう！端的に言えば「パリピ」、
この一語によって特徴づけられる、非常に賑やかで仲の良い
学年でした｡ 初めは仰天し、うろたえましたが、次第に私自
身も多くを学び、今ではその積極面を評価しています。その
ような学年だからこそ、門出にあたり、次の聖句を贈ります。
「狭き門から入りなさい。滅びに通じる門は広く、その道も
広々として、そこから入る者が多い。しかし、命に通じる門
はなんと狭く、その道も細いことか。それを見出す者は少な
い」（マタイ伝：第７章 13-14 節）。
　人生は大小のチャレンジ・コンテストの繰り返しです。そ
してチャレンジとは、敢えて「狭き門から入る」という選択
である場合が多い。それができるのは、周囲に惑わされず、
自分の頭で冷静に物事を判断する反骨精神、リスクを負って
勝負する胆力、をもつ者ではありませんか？	いざという時
には、恐れず「狭き門」を選択できる人物になってください。
　最後に、（研Ⅱの正規履修生ではないが）わがゼミ生であ
る６名の氏名・論文名をここに記す。枝松雄一「限界費用ゼ
ロ社会の観点から見た「音楽」の在り方：	音楽の商業的価
値はなくなるか	」、高階誠「開拓史時代の北海道」、中村甫「結
婚の経済学」、藤本亜弓「CM」、松田優大「トヨタ自動車に
みる日本の自動車産業」、山之口優「ブランディングがもた
らす企業成長への影響」。

卒業論文一覧
　原田　拓実	 奈良県が東京オリンピックの経済効果を最

大化するために必要なもの
　野島　瑳恵	 たばこ税の値上げと影響
　川崎　健太郎	 昨今の喫煙者・非喫煙者をとりまく喫煙事情
★石川　毅一	 『経済録』第五巻食貨と『経済録拾遺』に

おける太宰春台の経済思想について
　畠山　星	 動画共有サービスと動画広告市場：	変わ

りゆく「テレビ」
　大西　愛梨	 日本酒とマーケティング
　藤岡　観月	 近江商人の経済倫理と宗教的背景
　宇野　夏菜子	 アイドルの経済効果について：	モーニン

グ娘。やAKB48 が起こしたアイドル旋風
　上松　渓太	 ソビエト連邦の行政的命令経済と現代資本主義
　松尾　尚樹	 ｅスポーツの日本における現状と今後の発展
　森本　凌太郎	 フリークライミングの大衆化・スポーツ化

による展望
　三好　亮輔	 藤原氏がなぜ栄え続けたのか
　土谷　和	 江戸期の経済状況：	とりわけ武士の家計

事情について
　神之田　航	 サッカー日本代表の課題とワールドカッ

プ・ベスト８への展望
　田上　航	 ビワイチはプラスかマイナスか：	自分自

身も体感して
　石田　弥子	 経済が化粧品業界に与える影響
　仲村　惇	 人工知能による仕事代替の可能性とその影響

前田　高志ゼミⅡ

どこまで行っても明日（あす）がある
　四国合宿から始まった皆さんとの２年半は私にとって至福
の日々でした。皆さんとともに学び過ごせたことを心より感
謝しています。９期生の皆さんは勉強にもイベントにもすべ
てに全力で取り組んでくれました。兵庫自治学会や関西広域
連合協議会の発表会、関西大学・同志社大学との合同研究報
告会、兵庫観光まちづくり研究会、議員インターンシップな
どでの皆さんの活躍を私は誇りに思っています。京都や岡山
での合宿、懇親会なども楽しい思い出です。４回生になって
からは就職活動や公務員試験受験で皆さん大変でしたが、そ
うしたなかで全員が立派な卒業論文を書いてくれました。
　皆さんの人生はまだ始まったばかりです。ゼミでこんなに
頑張ってくれた皆さんですからこれからも大丈夫、前途洋々
です。辛いしんどいことも少なくないと思いますが、自分の
やるべきことを誠実にやっていれば、必ずどこかで見てくれ
ている人がいます。そのことを信じて頑張って下さい。
　「今日がだめなら明日（あした）にしましょ、明日がだめ
なら明後日（あさって）にしましょ、明後日がだめなら明々
後日（しあさって）にしましょ、どこまで行っても明日（あ
す）がある。」（未来を信ずる歌）
　皆さんの人生の幸多きことを。

卒業論文一覧
　安岡　蘭奈	 経済社会面からみた化粧の諸相に関する研究
　南　秀太	 スポーツによる地域経済の活性化
　石井　雄一郎	 産官学連携におけるそれぞれの役割
★田村　知之	 日本の労働時間と労働生産性そして働き方改

革　国際比較による日本の労働政策の見直し
　杉山　陽子	 ゆるキャラがもたらす経済効果
　前田　晴香	 コト消費による地域活性化
　相良　菜々美	 信用金庫における地域密着型金融の展望
　足立　明謙	 「食」で地域活性化するためには　B級ご

当地グルメの視点から
　速水　優輔	 不動産を有効活用したまちづくり
　中西　叶	 中小企業政策の課題と展望
　田中　伊吹	 交通インフラ整備を実現するためには
　藤尾　郁花	 人口減少社会におけるＡＩ導入が雇用に与

える影響
　廣瀬　晴菜	 ふるさと納税による地域活性化～ふるさと

納税は地域によってどのような役割を担っ
ているのか～

　有田　琴美	 東京一極集中が日本にもたらす影響について
　岩田　篤紀	 劇場に客が集まる理由：兵庫県の劇場を事例に
　野田　希	 コンパクトシティを有効的に実現するためには
　井筒　裕香	 無電柱化による効果と課題
　橋口　裕香	 マンションを軸とした幸せなまちづくり
　長尾　康平	 プロスポーツチームによる経済効果と地域

活性化　広島東洋カープの事例を元に
　橋本　啓嗣	 ＡＩによる労働者の負担軽減と失業の矛盾

について
　前垣内　達哉	 晩婚化の要因とその解消－なぜ晩婚化は進

むのか－
　大西　史記	 厳しい財政状況下に見るＰＰＰの新たな潮流
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宮脇　幸治ゼミⅡ

2018 年度のゼミ総括
　ゼミ四回生の林君，卒業おめでとうございます．社会に出
てからも，卒業論文制作の過程で得た経験を生かす機会があ
ればと願っています．これからの活躍に期待しています．
　ゼミ三回生および二回生の皆さん，もう少し統計学に興味
を持って学んで欲しいと思います．言うまでもなく，卒業論
文制作にあたり統計学の知識が必要になります．また，統計
学も経済学と同じくらい，社会に出てから役に立つと思いま
す．数式に惑わされず，その背後の考え方を理解するように
すると良いかもしれません．

卒業論文一覧
　林　友裕	 西宮市の時間貸し駐車場TIMESに関する分析

ダブルチャレンジ
　今年卒業のゼミ生は、いつものように個性的な学生が多く
「多士済々」の感が強い印象を持っています。大学時代に副
専攻プログラムや海外経験をした学生も多く、また、体育会
の学生もたくさんおり、それぞれが充実した学生生活を過ご
したのではと思います。ゼミでの勉学にも打ち込み、文字通
り、ダブルチャレンジ、あるいは「文武両道」を体現してく
れました。二年半、ゼミ生個々人にはいろんなことがあった
と思います。
　これからは、仕事の関係で会える機会が少なくなると思い
ますが、ゼミでの友人は一生の宝物と思い大切にしてくださ
い。ゼミの仲間を大切に、決して諦めることなく自分の目標
に向かって進んでいってください。AI の発達の社会への影
響は 5年もしたら顕在化してくると予想されます。そのた
めにも、社会に出てからも目の前の仕事だけでなく、10年
ぐらいのスパンでテーマを選んで勉強を続けて欲しいと思い
ます。卒業後は大学時代以上に、ダブルチャレンジが重要と
なります。20年後、この中から、日本を代表する経営者や
革新者が出ることを心から期待しています。

卒業論文一覧
　間宮　真里奈	 日本の奨学金制度　－所得連動返還型奨学

金制度の導入に伴って－
　柴山　侑果	 日本の外国人労働者の実態と課題
　八木　誠実	 地方創生における一般化及び定義に関して
　佐藤　大祐	 企業の過剰貯蓄問題について
　岡田　莉奈	 都市部の空き家の有効活用による社会課題

の解決と経済効果
　清水　香	 なぜ豪州の観光客数は少ないのか
　中田　ひとみ	 ディズニーリゾートによる日本の経済効果
　長澤　幸大	 リーガ・エスパニョーラの経済効果から見

るＪリーグの未来
　奥村　南実	 タイプラスワンとして期待されるCLM諸国で

の日系企業進出・経営成果に関する要因分析
★半井　翔汰	 人工知能の影響に伴う日本における雇用環

境の未来
　岩山　昂生	 投資信託の活用
　竹中　彩花	 農業の現状と今後　－６次産業化を目指して－
　吉岡　力良	 ＩＲ導入による経済波及効果　－関西経済

の復活に向けて－
　平井　香菜子	 これからの住居選択行動　－持ち家率低下

と賃貸住宅台頭の視点から考える－
　向嶋　舞	 40 年後の年金
　松井　理己	 NCAA の経済効果　－経済波及効果から

考える日本版NCAAについて－
　渡邊　未来	 訪日外国人観光客による観光業への経済効果

村田　治ゼミⅡ
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卒業おめでとうございます。
　卒業研究に向けて、秋学期を中心に、テーマ決めから分析、
報告を行いました。ある程度の長さの文章としてまとめてい
くために、どう進めていけば良いのかがわからず、なかなか
進まなかったと思います。これまで、いかに何事にも関心が
なかったかということがわかったり、自分の意見を文章にま
とめられなかったり、人に考えをうまく伝えられなかったり
といろいろ自分のことに気づいたと思います。社会にでても、
とくに何も変えなければ今のまま歳をとっていきます。マイ
ペースでいいですので、少しずつ成長していってください。

卒業論文一覧
　南部　直樹	 東京一極集中の変遷と現状
　飯阪　直也	 e スポーツについて
　豊田　克己	 銀行の歴史や成り立ち
　田津原　雄太	 無電柱化の推進に向けた施策に関する考察
　大前　智裕	 BCP( 事業継続計画）の必要性
　中本　大智	 少子高齢化社会に向けて、エンターテイメ

ント業界で生き残るためには、何をすれば
良いか

★榎　優大	 日本のアウトソーシング発展について
　赤毛　貴哉	 新幹線から見る経済変動
　牧野　文昌	 京都市の景観制作における歴史と問題点

ご卒業おめでとうございます。
　今年で第４期のゼミ生を送り出すこととなりました。大学
に勤めてもう 13年、私も 40歳の厄年になってしまいまし
た。年々、学生さんとの年齢差を感じるようになってきまし
た。
　ただいま、在外研究中でゼミ生には十分な論文指導ができ
たかと言えば？マークがつく部分もあったかと思います。勉
強は今後も続きます。今後お会いした時に論文指導ではあり
ませんが、引き続きディスカッションしましょう。
　ゼミでは合同ゼミでの研究報告そして卒業論文、さらに今
回のゼミでは新しい試みとして、経済学思考を身につけるた
めのボードゲームであったり、フィールドワークに出かけた
りと様々やりました。それらの経験は全てこれからの生活に
生きてくるはずです。
　今後もみなさんのご活躍を期待しておりますが、どうか心
身のご健康をまずご優先してお過ごしください。元気があれ
ば何でもできます。元気であり続けるためには、自分の好き
なことをやるとか、こちらに来てグチを吐くとか色々とある
と思います。
　しばらく在外研究で中断していたゼミ募集は再び始まりま
す。来年度は第５期生となります。ぜひ、OB・OGのみな
さんには後輩の指導にご協力頂ければと思います。また気軽
に研究室にご訪問ください。

卒業論文一覧
　三好　功祐	 「働き方改革」の有効性について
　谷内　敏生	 障害年金制度の現状とそれに対する取組み
　橋本　健司	 今日の日本における待機児童問題と保育士

不足の現状
　吉岡　孝將	 衰弱死者の発生から考えられる生活保護制

度の問題点
　高田　直幸	 日本の少子化の原因と対策－共働きしやす

い環境を作る－
★松田　達也	 日本における子どもの貧困問題に関する問

題と対策について
　道上　大	 日本の介護難民問題について
　川野　晃汰	 イスラム金融について
　神谷　佳	 日本の待機児童問題と対策について
　佐村木　晴輝	「食」を通じた子どもの居場所づくりの可能性
　木村　光汰	 ハラスメントに悩める日本社会
　関　日向子	 日本の大学教育

山鹿　久木ゼミⅡ 安岡　匡也ゼミⅡ
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懸賞論文の選考について
　経済学部では、1985 年から研究演習Ⅰ・Ⅱの在籍者を対象として、懸賞論文を募集している。本年度は、個人
執筆論文部門に６本、共同執筆論文部門に９本の応募があった。応募点数は例年に比べて多い。いずれも意欲的
に取り組まれた論文であった。選考委員会の審査と教授会の議を経て以下の論文に賞を与えることになった。

経済学部懸賞論文受賞者と論文名

入賞
<個人執筆論文部門>
　石本　康輔（猪野弘明ゼミ）
　　「コメ輸入自由化の実証分析─減反政策の効果も含めて─」

<共同執筆論文部門>
　荒井友里・岩谷桃佳・小出将宏・竹島梨紗・中島宇将（栗田匡相ゼミ）
　　「セネガル漁村における漁業保険の需要─保険理解度が与える加入意思への影響─」

佳作
　酒井菜緒（栗田匡相ゼミ）
　　�「ケニアのHSNP現金給付プログラムにおける子どもの教育のインパクト評価─女性の現金使用方法決定権に
着目して─」

　阿部優志・岩崎桃子・魚谷航平・寺川楓・平山励（栗田匡相ゼミ）
　　「セネガル農村における夫婦間の共同行動が女性の自律性、家庭内交渉能力に与える影響」

＜講評＞
　�　学部学生の学術論文として優れた水準に達しているという理由から、個人執筆論文１編と共同執筆論文１編
の２論文が受賞した。
　�　１つめの論文「コメ輸入自由化の実証分析─減反政策の効果も含めて─」は、先行研究を踏まえたうえで、日
本のコメ市場における輸入自由化の社会的余剰の影響を、関税と減反撤廃の効果について理論・実証分析を行っ
たものである。生産量調整を供給要因に限定識別し、需要曲線をOLS推定する標準的スタイルを継承する。供
給曲線は費用積み上げ計算と生産関数推定から導出するなど、理論と整合する実証面での工夫をこらしている。
本研究は、問題意識の明確さ、論理的整合性等の点で高く評価された。
　�　２つ目の論文「セネガル漁村における漁業保険の需要─保険理解度が与える加入意思への影響─」は、ミレ
ニアム開発目標に準じて、セネガルの零細漁民の収入や生活の安定を目的とし、天候インデックス保険・損害
保険の２つの漁業保険を疑似作成し、介入実験を行ったものである。現地調査によって得たデータをもとに、
保険の個別レクチャーによって保険理解度を上げる有効性を検証し、提言している。本研究は、アンケート設
計から実施、分析に至るまで意欲的な研究である。分析手法の適切さ、興味深い推察結果等が高く評価された。
　�　なお本年度は入賞した論文に次ぐ優れた上記の 2編に佳作を授与する。前者は「ケニアのHSNP現金給付
プログラムにおける子どもの教育のインパクト評価─女性の現金使用方法決定権に着目して─」であり、ジェ
ンダー平等の実現を意図して、現金使用決定を女性が有する場合等の教育支出に及ぼす影響等を検証している。
後者は「セネガル農村における夫婦間の共同行動が女性の自律性、家庭内交渉能力に与える影響」であり、セ
ネガル農村における女性の自律性、交渉力の決定要因を、独自の調査票を用いて、差分法と主成分分析等の手
法で検証したものである。ともに入賞作に比べても遜色のない論文である。
� （懸賞論文選考委員会委員長　桑原秀史）
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❶ようやく本誌の２冊目の編集を終
え、ホッとしている。AI とか Me too
運動の話題など、2018年度のトピッ
クになるかと思ったが、時代の流れが
早すぎて私の感覚の方が追いついてい
ない。私ぐらいの年齢に達すると、温
泉、旅行、コンサート、グルメの話題
で溢れている雜誌を眺め、実行に移し
たいと思うが、そんな時間的余裕など
めったにない。なので、NHK の『チ
コちゃんに叱られる』を観ながらケラ
ケラ笑っている。チコちゃんみたいな
ツッコミが入れられたら、どんなに面
白いだろう。あんな風になりたい。

（T.F）

❷今、日本の金融業界は、少子高齢化、
超低金利という逆境に苦しんでいま
す。しかし、若い人々の柔軟な発想と
AI の進歩が結びつくことで、日本の
金融が復活する可能性は十分あるので
はないかと感じています。
　学生ページでは、個性豊かな学生が

集う関学経済学部の「魅力」を発信し
ています。記事の執筆・編集を担当し
ていただいたエコゼミ委員のみなさ
ん、編集に携わっていただいた事務室
の方々、そして取材に協力していただ
いた先生方・学生のみなさんにこの場
を借りて御礼申し上げます。（秋吉）

❸今回は世界の Me Too 運動について
特集が組まれ、私自身韓国の Me Too
運動について調べることになった。男
女の差はあっても、男女の間の差別は
大分軽減されていると考えながらまた
はそう思い込みながら生きてきたかも
知れない。しかし、韓国のみならず世
界を見渡すと性暴力に苦しむ女性たち
がたくさんいることに気づかざるを得
ない。もちろん、社会的弱者は女性に
限らずいろんな場面で様々な形で現れ
るものである。なので、Me Too 運動
をきっかけに被害者の女性という立場
に立ち返ってみることで、未来の潜在
的な加害者と被害者を減らすことがで
きるかもしれない。（厳）

❹今号の特集に拙稿を寄せましたが，
読みやすい文章を書く難しさを改めて
感じました．普段から論文を執筆して
いるため，ものを書く頻度はそれなり
に高いものの，研究論文では数式や図
を多用することに加えて想定する読者
が同じ分野の専門家と，勝手が違うた
めに今回の寄稿には時間がかかりまし
た．これを機に，文章力の向上のため
にも，読書量を増やしていければと思
います．また，普段何気なく読んでい
る新聞や小説の文章も推敲が重ねられ
た結果だと思うと，今後はもう少し時
間をかけて触れていきたいですね．（國
濱）

❺「エコノフォーラム 21（第 25号）」
の完成おめでとうございます。本誌は
執筆・編集等を教員と学生が分担して
おり、いわゆる「広報誌」とは違った
内容となっている。特にエコゼミ委員
会が編集を担当する「ゼミ紹介」では、
先生方の意外な一面を垣間見ることが
でき、２年生秋学期からの研究演習入
門のゼミを決める際にも活用されてい
る。現在のような情報が氾濫する時代
にあって、信頼できる情報を見極める

チカラは重要だ。そうして集めた情報
をもとに、描いたゴールに近づけるよ
うな力を身に着けていってほしい。（土
田）

❻エコノフォーラム 21第 25号発刊に
寄せて、ご協力いただきました皆々様
に心よりお礼申し上げます。そして、
学生ページの作成に取り組んでこられ
たエコゼミ委員のみなさん、お疲れさ
までした。学業、部活動、サークル活
動、旅行や留学など、大学生の時にし
かできないことがたくさんあります。
そのことに学生時代に気づいていれ
ば、今の自分とはまた違った自分がい
たのかもしれないな…と仕事を通して
思う毎日です（経済学部生ならエコゼ
ミ委員会に入っていたかも？）。みな
さんの大学生活が輝いたものでありま
すよう、心より願っています。（岸）
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 4回生からのアドバイス

テスト攻略法

高校生の気になる質問に答えます！

エコゼミ委員会って？ など
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